
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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ヴァンパイアは人を超えた種族。それは『真理』。




…──ならば、ヴァンパイアを超える存在とは？







プロローグ　餓狼たちの朝








１






　…──裏吉祥寺という街がある。

　熾セ天ラ使フが降臨した事で、人々に超常の力が宿った世界初の異能特区・吉祥寺市。

　その中心に位置する一帯だ。

　以前より日本国内だけでなく、世界的にも注目度の高かった吉祥寺という街は、異能力を得られるという事で、国内外を問わず、人類の新たな可能性を求める移住希望者が殺到。

　そこで政府は異能特区を、この世界にありながら、異なる世の理によって成り立っている街──『異世街』として、国内外に向けて大々的にアピールした。

　だが強い光が差せば、そこには暗く濃い影が生まれる。

　一般人や有名企業などが次々に入ってきた一方で、不法な移住を手引きするブローカーによって、異能特区には様々な反社会的勢力や流れ者などが流入。

　そうした者達が集った吉祥寺駅周辺は、やがて都内最大の歓楽街へと発展を遂げた。

　そんな裏吉祥寺には──大罪の力を持った『狼おおかみたち』がいる。

　七大罪の異能をその身に宿した彼らは、上位能力者が集う裏吉祥寺でも最強の一角だ。

　少数精鋭にして、全ての団員が最高幹部という異能力者集団。

《餓が狼ろう旅団》

　その名は異能特区中に轟とどろき、裏吉祥寺において多大な影響力を有している。

　…──そんな中、最近まことしやかに『ある噂うわさ』が街に流れ始めていた。

　あの《餓狼旅団》が──新たな団員を迎えたと。





２






　一日が終わりを迎え、曜日が木曜へと切り替わった深夜。

　静寂と共に宵闇がその色を濃くしてゆく中、

「んっ……はぁ……ん」

　就寝のために横になったベッドで、少女が甘く切なげな声を漏らしていた。

　それは、つい最近《餓狼旅団》への加入を果たしたばかりの新人。

　鴻こう崎さき唯ゆいだ。

　高等部へ通っている私立聖せい蹊けい学園では、初等部に入学して以来ずっとクラス委員を務め、テストも成績も常に学年トップ。

　そして──そんな成績以上に優れているのが抜群すぎる容姿だ。

　息を吞のんでしまうほどの可か憐れんな容貌と、グラビアアイドルと見紛うような抜群のプロポーション。それこそバストサイズは、成績と同様に学年一位を誇っていて。

『千年に一人の委員長』──それが鴻崎唯という奇跡のような少女を表す言葉である。

　…──しかし、今の唯はそうした優等生の彼女とは掛け離れた状態にあった。

　宝石を思わせる美しい瞳はとろけそうなほど潤み、背中まである滑らかな髪は切なげに身をよじらせ続けた事で艶めかしく乱れてしまっていて、

「や……あぁ……っ、はぁ……ん……ふぅ……」

　躰からだの奥から湧き上がる甘い感覚に、吐き出す息がどんどん熱くなってゆく。

　…──その原因は、唯に刻まれている背徳の大罪『色欲』の刻印だ。

《餓狼旅団》の団員は、それぞれ七大罪の刻印が刻まれており、その大罪異能に覚醒している。だが、新人の唯はまだ色欲の大罪異能に目醒められていない。

　そのため自身が得た大罪の力をコントロールする事ができず……少しでも淫らな気持ちを抱いてしまうと色欲の刻印が活性化し、催淫状態へと陥ってしまう。

　そして──それ以上に問題なのが『大罪因果』という、曜日毎に該当する大罪の力が一時的に増幅してしまう時間帯だ。

　色欲の大罪因果が訪れるのは木曜日。刻印が活性化してしまう時間は、その大罪と関係する太陽系惑星の自転や公転による位置など様々な要因で変化するため不規則である。

　…──現在は木曜になったばかりの深夜二時。それが今回の色欲の大罪因果だった。

　睡眠中ならば、刻印が活性化しても影響を軽微に抑えられる。

　よって早めに床に就いたのだが、躰の熱による寝苦しさに眼が覚めてしまった。

　すると唯の躰は甘い熱を得てすっかり淫らに火照ってしまっていて……もう一度眠れるような状態ではなかった。躰の奥から湧き上がってくる官能の疼うずきに、

「あぁ……ん、はぁ……駄目ぇ……っ」

　唯は甘く躰をくねらせた。すると、シーツのように薄く滑らかな質感の掛け布団がはだけて──ふわりと甘い芳香が漂った。それは布団の中に充満していた唯の匂い。

　高い熱を帯びた事で立ち上ったボディソープの香りと……催淫状態にある唯の躰が放つ快楽を得た女の匂いだ。

　唯が着ているのは、パジャマ代わりに借りている男物のワイシャツだけ。

　そんな大きめのシャツを押し上げるほど大きな唯の胸は、呼吸の度に上下していた。

　その膨らみの頂点は、布地越しでも解る程にいやらしい形に尖とがっている。そのため内うち腿ももを擦り合わせる度に、シャツの裾の隙間から薄いピンクのショーツが艶めかしく覗のぞく。

「ぁ……あぁ……っ」

　唯は、はしたない己の状態に羞恥を得て喘あえいだ。

　……どう、しよう……このままじゃ……っ。

　唯に刻まれているのはただの色欲ではない。異世界の魔神の力の根源だったものだ。

　その力は、まだ覚醒していない唯が自分一人でどうにかできるものではない。

　…──だが、救いがない訳ではなかった。

　唯は現在、とある少年と同居している。

　小鳥遊たかなし士し狼ろう。唯のクラスメイトにして、《餓狼旅団》の最高幹部筆頭である。

　唯に刻まれた色欲は、元々は士狼が持っていたもの。

　よって士狼はこの世でただ一人、唯の色欲の刻印を鎮める事ができる存在だ。

　…──《餓狼旅団》に入るきっかけになった先日の事件の後。

　鴻崎唯は、小鳥遊士狼のものになると彼に誓った。そして大罪異能を使えるようになるために、どうか色欲の覚醒へと導いて欲しいと頼んで、了承して貰もらっている。

　もし唯が頼めば──士狼はこちらの色欲を満たしてくれるだろう。初めての大罪因果や、その後にも活性化させてしまった刻印を、どこまでも淫らに鎮めてくれた時と同じように。

　……でも。

　唯は士狼を呼ぶ事ができずにいた。時刻は深夜……士狼も眠っている時間帯だ。

　起こして迷惑を掛けたくなかったし、

「……………………っ」

　何よりも、士狼にお願いするのは恥ずかしかった。

　だとしたら──唯が自分一人でどうにかするしかない。

　…──大罪異能へ覚醒するには、刻印をコントロールできるようになる必要がある。

　そして刻印が活性化した状態は、色欲の感覚に慣れる絶好の機会だ。

　よって唯は、躰の奥から大量に湧き上がってくる甘い感覚を必死に堪えていた。

　この感覚を乗り越えた先に大罪異能の覚醒がある。

　しかし、

「んっ……はぁ……ん、ぁ……ふぅ……や、あぁん……っ」

　唯の躰はさらに熱く火照り、湧き上がる快楽は耐えられるような次元を超えていた。

　ここまで活性化してしまった色欲を鎮めるには、それ以上の快楽を……激しい絶頂を何度となく極まらせるしかない。

「…………………………っ」

　だから──唯はゴクリと喉を鳴らすと、ゆっくりとＹシャツのボタンを開けていった。

　強すぎる色欲の感覚に指の力が入らない。それでも唯は熱の籠もった吐息を漏らしながら、どうにかボタンを全て外してシャツの前を全て開けた。

　…──そして、その状態で思い出すのは、先日に見せて貰ったとある動画映像。

　同じ旅団員で『暴食』を担っているロリエロメイドの少女に、活性化した刻印を鎮める方法を相談したところ、彼女は自慰モノというジャンルの動画を用意してくれた。

　いざという時に、唯が自分ひとりでも色欲の刻印を鎮められるように──と。

　しかし、彼女が用意してくれたのはアダルト動画だ。出演しているのは唯と違って特殊な性行為に慣れた女性たちであり、処女の唯には真似できないような内容が多かった。

　それでも、

「…………………………」

　士狼の足あし手で纏まといにならないように。少しでも士狼の役に立てる自分になれるように。

　本当の仲間として──士狼や他の皆に認めて貰えるように。

　鴻崎唯はおそるおそる己の胸に手を伸ばし、勇気を振り絞ってそっと触れてみた。

　すると唯の躰の中で最も柔らかい場所が、いやらしく形を変えて、

「────────っ」

　とっさに唯は躰を跳ねさせた。胸に触れた途端、強い快感が走ったのだ。

　とはいえ絶頂にまでは至れない。いくら敏感になっているとはいえ、軽く胸を揉もんだくらいでは快感を極める事はできない。中途半端な快楽は、むしろ色欲を増幅させるだけに終わってしまう。

　だから唯はもどかしげに両脚を動かし、艶めかしい動きで腰をくねらせながら、

「やぁ……ん……っ、ふぅ……は、あぁ……んぅ……～～～～っ」

　股間の奥が信じられないほど熱くなっていて、ショーツの中がどうなっているのか確認するのが怖かった。だから唯は下着の中に手を入れずに、ショーツの上からそっとクロッチ部分に触れてみる。すると「くちゅっ♥」と淫らな音と共に、温かい蜜液が染み出すように溢あふれて唯の指先がいやらしく濡ぬれてしまって、

「あ、やぁ……っ」

　滑らかな手触りのショーツは、完全に言い訳できない程に濡れてしまっていた。

　…──そして、唯はもうそれ以上の事ができなくなる。

　自分が今、想像より遥はるかに淫らな状態になっているのを思い知って、

　……小鳥遊くん……。

　唯を自分のものにする──そう優しく宣言してくれた少年の事を想った。

　…──唯が頼めば、きっと士狼は唯を色欲の官能で滅茶苦茶にしてくれる。

　そして何度となく淫らな絶頂を刻み、活性化した色欲を満たしてくれるだろう。

　唯は身を以て知っている……士狼がくれる快楽の凄まじさと、その震えるような背徳を。

　だから、

「……っ、はぁ……小鳥遊くん……っ」

　縋すがるものを求めるように、とうとう唯の口から自然と彼の名が漏れる。

　その時だった。

「…────やっと呼んでくれたね委員長」

　唯の求めに応じるように声がした。いつの間にか、唯が助けを求めた少年が──小鳥遊士狼がベッドの脇に立って、こちらを優しく見詰めていて、

「…………小鳥遊、くん……？」

「勝手に部屋に入ってゴメンね。眠っているとやり過ごしやすいとはいえ、絶対に大丈夫って訳じゃないからね……何かあった時のために、大罪因果の間だけは待機していたんだ」

　そう士狼は言うと、ゆっくりと唯のベッドへと上がってくる。

「あっ……はぁ、ん……小鳥遊くん……」

　唯が潤んだ瞳を向けると、士狼はこちらの腰に腕を回して優しく起こしてくれた。

　そして士狼はこちらの背後へ回ると、後ろからそっと唯を抱き竦すくめてきて、

「無理しちゃ駄目だよ……何かあったらどうするのさ」

　耳元で囁ささやかれる──その吐息だけで、どうしようもなく感じる。

「やぁ……んっ、小鳥遊くん……はぁ……駄目ぇ……」

　収まる事のない色欲の感覚に唯が身を悶もだえさせると、

「本当に？　寝ている時も俺のものになった事を感じたくて、俺のワイシャツをパジャマにしているクセに」

　クスクスと笑いながら、士狼は唯の着ていたワイシャツを脱がしてゆく。

「ん……はぁ……っ、やぁ……ん」

　耳まで真っ赤にした唯が恥じらいに身をよじらせると、自分から脱いだかのように袖から肩や腕を抜いてしまい……唯は上半身を裸にされ、ショーツ一枚だけになった。

　すると──丸見えになった唯の乳房の先端はすっかり張り詰めていて、

　……あ……。

　さらに、ぐしょ濡れになっているショーツの股間部分まで露わになった。

　たっぷりと分泌した女の蜜液に濡れた下着は薄っすらと透けており、唯の秘裂の形をいやらしく浮かび上がらせていて、

「ぁ……あぁ……」

　あまりの羞恥に消え入りそうな声を漏らした唯に、

「良いんだよ……これは色欲のせいなんだから」

　士狼はどこまでも優しくて。

「ぁあ……ん……小鳥遊くん……」

　こんなにも淫らな自分を受け入れてくれる──だから唯は士狼の想いに甘える。

　魔神の色欲を免罪符に……そのまま背徳の官能へと溺れた。

　躰の力を抜き、身を委ねるようにして躰を預けると、肩越しにとろんとした瞳を向けて。

　告げる。

「お願い小鳥遊くん……また私のこと、いっぱい滅茶苦茶にして──…」

　懇願するように言ったこちらに──士狼は応えてくれた。

　…──色欲の大罪因果で、唯の催淫状態は極限まで強まっている。

　そんな唯の両胸を、いやらしい形になるくらい強く揉んできて、

「あんっ、ふぁあん……小鳥遊くん……はぁっ……あぁ……はぁああぁっ♥」

　唯は即座に快楽を極まらせると、仰け反るように腰を浮かせて激しく全身を震わせた。

　士狼に乳房を揉まれてイッたのだ。

　膨れ上がった色欲によって至った凄まじい絶頂は、唯の意識を完全にとろけさせて、

「あぁ……ん、小鳥遊くん……はぁ………♥」

　恍こう惚こつの声を漏らしてしまうのは、色欲にどっぷりと溺れた女の本能だ。

　…──しかし、大罪因果を迎えている唯の色欲が鎮まる事はない。

　だから、

「…………続けるよ、委員長」

　そうこちらへ告げると、士狼はさらに激しく唯の乳房を揉み始めた。

「はあぁっ、んっ……ぁ……あぁっ♥　やぁ……ん、はぁっ……ふぁああぁあっ♥」

　大きな胸に士狼の五指が容赦なく食い込み、強引に淫らな形へと変えられた唯は、驚くほど簡単に絶頂を刻まれていった。快楽を極まらせる度に、唯の股間からは女の蜜が大量に分泌され、どんどんショーツを濡らしてゆく。すると吸収しきれなくなったショーツのクロッチの横から溢れた愛液が、ベッドシーツにいやらしい染みを作った。

　…──もう何度、官能の果てまで至ったか解らない。

　それでも唯は士狼の愛あい撫ぶを受け入れ続けた。親指と人差し指で硬くなった胸の先端をキュッと摘ままれ、虐められるように擦られるとおかしくなりそうなほど気持ち良くて、

「ぁあ……んっ、ふあぁあん♥　はぁっ……小鳥遊く、んぅ……やぁっ、ぁあぁああぁあぁああぁぁぁああぁぁあぁぁああぁああぁぁあぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～っ♥」

　自分の乳首がどれだけ淫らかを思い知らされながら、鴻崎唯は背徳の快楽を極まらせる。

　…──そして、そこからはもう唯は完全に色欲へと溺れていった。

　向かい合う体勢にされた唯は、いやらしく乳首をしゃぶられ、ショーツの中に手を入れられ滅茶苦茶に尻を揉みしだかれて──激しく絶頂しながら色欲を膨れ上がらせてゆく。

　色欲の覚醒に至るならば、鎮めるのではなく限界まで活性化させたものを自在にコントロールできるようにならなければいけない。

　その事を──鴻崎唯は理解していた。だから、

「あぁっ♥　やぁん……んぅっ、はぁあっ♥　あぁん、小鳥遊く……んっ……ちゅ、はぁん……ちゅる、れろ……んむぅ♥」

　気が付いた時には、唯は士狼の唇と舌を悦んで受け入れていた。

　ショーツの中に手を入れられながらするキスは、震えるほど気持ちがよくて背徳の官能に唯は尻をぶるりと震わせる。股間から洪水のように溢れた愛液で、ショーツの中は尻までグショ濡れで、士狼の手が動く度に「くちゅ♥　くちゅ♥」と淫らな水音を生んでいた。

　すると──士狼はゆっくりと唇を離した。

　絡み合っていた互いの舌の間で、いやらしく唾液が糸を引いて、

「……ぁ……はぁ……ん」

　夢見心地の唯が名残惜しそうな声を漏らすと、

「心配しなくても大丈夫……もっと滅茶苦茶にしてあげるよ」

　士狼はそう言って、パジャマ代わりに着ていたＴシャツを脱ぎ去った。

　そして、

「だって委員長はもう──俺のものなんだから」

「……あ……」

　ゆっくりとこちらへ覆い被さってくる士狼を、唯はとろんとした瞳で受け入れて。

　そこで──眼が覚めた。

「…………………………？」

　眼の前から士狼の姿が消えていた──否、そもそも室内の状況が違っている。

　カーテンの隙間からは柔らかな陽の光が差し込んできていて、今が深夜ではない事を教えていた。一瞬、思考が混乱し……それでも唯はすぐに理解する。

　自分は今──夢を見ていたのだと。

「…………やだ……私……」

　唯は思わず赤くなった。だってそうだろう──今のはただの夢ではない。

　あれは今から二週前……二度目の大罪因果を迎えた時に、実際にあった出来事だ。

　……あの後、私……小鳥遊くんに……。

　活性化してしまった色欲を、士狼にたっぷりと満たして貰った。

　何度も何度もイカされ、士狼と彼のくれる快楽しか考えられなくなるまで絶頂を続けて、

『大丈夫だよ委員長……いっぱい気持ち良くなって、もっと俺のものになってよ』

　そう耳元へ囁いてきた士狼に対し、唯はコクンと頷うなずいてしまった。

　そして、とうとうショーツも全て脱がされて裸にされて──…。

「……………………っ」

　その後の事も鮮明に思い出してしまい、唯は真っ赤になりながら寝返りを打った。

　すると──至近距離で眼が合った。

「やあ委員長……おはよう」

　士狼だった。唯の部屋のベッドの……それも同じ布団の中に彼がいた。

　息が届く程の距離で、爽やかな笑みを浮かべている士狼に、

「──────────」

　寝起きの唯の思考が停止した。完全に混乱した状態で、とっさに状況を理解できない。

　……えっと……これって……。

　今まで見ていたのが夢なら、眼の前のこれは現実だ。

　眠っている女の子のベッドに全裸で忍び込んできた挙げ句、無駄に爽やかな笑顔を至近距離で押し売りしてくる……どうしよう、活字にすると結構なアウトだ。

　とっさに悲鳴を上げなかった自分を褒めてあげたい。

　……でも。

　確かに士狼はエッチだが──唯以上に唯の事を大切にしてくれている。よって、今のこれも何らかの深い理由があって、唯のためにしてくれている事なのかもしれない。

　それに──もう一つ『別の可能性』があった。だから唯は深呼吸を一つして、

「ねえ小鳥遊くん……人のベッドで何をしているのかな？」

「ゴメン、驚かせちゃった？　委員長の寝顔があんまり可愛いかったんで、ついね」

「その言い方で許されるのは、漫画とかでも頰にキスくらいまでがギリギリで、実際に人のベッドに裸で忍び込むのは駄目じゃないかな」

「うーん……委員長、何だか反応薄いね。もっとドキドキして良いんだよ？」

　少し不満げな相手の反応に、唯は身体を起こしながら嘆息して、

「やっぱり……翠み琴ことちゃん」

　口にしたのは、同じ《餓狼旅団》の一員であるロリエロメイドの少女の名だ。すると、

「あれれ、もう気が付いちゃいました？」

　同じく身を起こした士狼の声が、途端に可愛らしい少女のものになった。

　…──暴食の大罪異能を司る因幡いなば翠琴。彼女は固有の変身能力を有している。

　そして唯の士狼への感情を知っている彼女は、たまに士狼に化けて唯の色欲を刺激しようとしてくる。士狼と唯が同居するマンションの合鍵を持っているため、夜よ這ばいも朝駆けもやりたい放題。もちろん翠琴が仲良くしてくれるのは素直に嬉うれしいし、唯も何だかんだ許してしまっているのだが、

「今朝はまた、どうしてこんな事をしたの？」

「いや～、最初は普通に士狼さんに化けて、寝起きドッキリをするつもりだったんです」

「小鳥遊くんに化けるのも、寝起きドッキリも、普通じゃないと思うよ？」

「唯さん。そんな揚げ足取りで話の腰を折られては困ります」

「翠琴ちゃんの腰を折った方が良かったかな？」

「それはもっと困りますっ」

　両腕を交差した翠琴は、ブンブンと首を横に振って、

「とにかくお部屋にお邪魔したら、ベッドの唯さんが世にもエロい寝言と、寝息を漏らしていてですね」

「…………そんなに？」

「そりゃもう！　我慢しようとしたんですが辛抱たまりませんでしたっ！」

「それで小鳥遊くんに化けて、布団の中へ忍び込んで私が起きるのを待っていた……と」

「はい。上手く行けば、そのままエロい展開に持ち込めるかなーと思いまして」

　でも、と翠琴。

「完全に士狼さんになっていた筈はずなんですが……どこで気が付きました？」

「小鳥遊くんは、自分からはあんまり私の色欲を刺激しようとはしないから。それに、朝のコーヒーができるまで、まだかなり時間があるし」

　士狼はコーヒーメーカーのタイマーを目覚まし代わりにしている。

　もちろん不審な気配や物音があれば即座に眼を覚ますのだろうが、基本的にはコーヒーができるまではきちんと睡眠を取り、回復に努めていた。

　異世界の魔神の大罪異能を七つもその身に宿すという事は、それ程までに負担が掛かるのだろう。唯にこういう真似をするために、大切な休息を犠牲にはしない筈だ。

「でも、いくら偽物だと解っても、全く同じ姿の裸を見たらドキドキしちゃうと思うんですけど……唯さん、いつから士狼さんの裸が平気に？」

「翠琴ちゃん、これまでにも小鳥遊くんに化けて悪戯してきていたし、それに例の特訓の事もあるから。小鳥遊くんの裸にじゃなくて、翠琴ちゃんの悪戯に少しだけ慣れたのかも」

「なんとっ、私の唯さんへのエロい情熱が仇あだに……？」

　ショックを受けた翠琴の姿が、士狼のものから本来の可愛らしい少女のものになる。

　両手を突いて、ズーンと打ちひしがれる翠琴は、士狼に化けていた時と同じく裸の状態。

　おまけにこちらに背中を向けた体勢のため、可愛いお尻が丸見えだ。少し間抜けなその格好が何だか可愛くて、思わずふふっと笑った唯は、そこでふとある事に気が付いた。

　何だろう。尻周りの風通しが良すぎる。唯は布団をめくって自分の下半身を確認し、

「…………ねえ翠琴ちゃん。私が穿はいていたパンツを知らない？」

「いえ、全く見ていませんね。もしかして行方不明ですか？」

　それはいけません、とこちらを振り返った翠琴はグッと右の拳を握りながら言った。

「あれは、初めて唯さんが私と会った時に穿いていた思い出の下着……さらに唯さんの完全な私物という超レア物。任せて下さい。必ず私が見つけてみせます！」

「うん、ありがとう翠琴ちゃん」

　唯は笑顔でそう言うと、翠琴の両肩に手を置いた。

　問う。

「ところで……どうして私が穿いていたのが、そのパンツだって知っているのかな？」
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　うっかりスケベを発揮してしまった翠琴が、唯に笑顔で迫られていた頃。

　翠琴の双子の妹である凜りんは、自宅のマンションの部屋で朝のシャワーを浴びていた。

　…──普段起きるよりも一時間近く早い、現在の時刻は早朝五時過ぎ。

　浴室内が、温かなお湯によって柔らかい湯気に満ちているのは、凜がシャワーを浴び始めてそれなりの時間が経過しているからだ。既にシャンプーとコンディショナーを済ませた頭は、長い髪をまとめてタオルを巻き、身体もボディーソープで洗い終えている。

　だから今の凜は身体を綺き麗れいにするのではなく、お湯の心地よさだけを楽しんでいて、

「ふんふん、ふふふん、ふんふふ～ん♪」

　浴室内に鼻歌を響かせながら、シャワーヘッドから吹き出している温かなお湯を全身にかけて、その柔らかさと心地よさを馴な染じませるように右の手の平を身体中に滑らせてゆく。

　その動きは、自然と凜の身体のラインを描いていった。胸の膨らみに腰のくびれ、小さなお尻……それらの曲線は、控えめながらも凜が女の子である事をしっかりと主張する。

　そうして全身へお湯の温かさをたっぷりと行き渡らせると、

「ん……ふぅ」

　心地の良い深呼吸を一つした凜は、シャワーを終えて浴室を後にした。

　このシャワーは凜の毎朝の日課であり、眼を覚ましてから行なうルーティンの中では最も大切にしているもの。身体に付いた夜の気配のようなものを洗い流し、意識の覚醒を強めて気分を朝へと切り替える……これにより凜の朝が始まるのだ。

　脱衣所に出た凜は、バスタオルで小柄な身体を覆い包むと左の脇の近くでキュッと留めて、洗面台の前へ移動。そして濡れている髪をドライヤーとタオルで乾かしていった。

　そしてブラシで髪を梳とき始めたところで、ふとインターホンが鳴る。

　世間的には、自宅に来客が訪れるような時間帯ではない。それでも、

「は～い」

　凜はドライヤーを置くと、裸にバスタオル一枚の格好のまま脱衣所から玄関へ。その足取りは軽やかで、壁に設置されている来客を映す室内モニターの画面を見る事もない。

　そして凜がロックを外して扉を開くと、そこには金髪の少年が立っている。

　すらりとした長身。少し不機嫌そうにも見える顔をしているのは、まだ眠たいからだろう。ハーフパンツにＴシャツという部屋着で、素足にサンダルというラフな格好。

　そんな出で立ちで凜と翠琴の部屋へとやって来たのは、互いに気心が知れているから。

　御み堂どう煉れん也や。凜と同じ《餓狼旅団》の一員だ。

　だるそうに首の後ろに右手をやった状態で、左手に最新携帯ゲーム機を持った煉也は、

「…………うーっす」

　低い声でそれだけを言うと、全く遠慮する事なく室内へと入ってくる。そして凜も当然のように煉也を招き入れた。煉也が凜たちの部屋を訪れるのは毎朝の事だからだ。

「どうしたの？　まだ朝ご飯にはだいぶ早いけど」

　部屋の奥へと向かう煉也の背に問うと、

「起こされたんだよ……朝っぱらから、クソうるせえ電話が掛かってきてな」

　リビングのソファの左端へ、無遠慮に腰を下ろしながら煉也が言った。その場所は、彼がこの部屋へ来た時の定位置だ。そして早速ゲームを始めながら、

「で、人の睡眠を邪魔しやがった馬鹿は？」

「翠琴なら士狼達のマンションよ。今朝もまた随分と早くに出掛けていったし、よっぽど唯の事が気に入ったのね。何か、色々と教えてあげてるみたいよ」

「アイツが先輩風を吹かせるとか、絶対ロクな事にならねえだろ」

「まあ、それはね……」

　凜は苦笑すると、いったん脱衣所へと戻った。

　そして服を着るためにバスタオルを解くと、洗面台の鏡に凜の裸が映し出される。

　その外見は、この春から中学三年になったにしてはかなり幼い。

　むしろ小学三年生の方がしっくりくる位だ。それは双子の姉である翠琴も同じなのだが、

「……………………」

　因幡凜は、成長がかなり控えめな自分の小ぶりな胸にそっと触れてみた。

　翠琴は暴食の衝動を抑えるため、定期的に士狼と淫らな事をしているらしく、凜よりもかなり胸の発育が良い。恐らく、士狼にいっぱい揉まれているのだろう。

　とはいえ、自分もして欲しいとは思わない。凜も士狼には好意を持っているが、それはあくまで仲間としてだ。年頃で、胸のサイズにはそれなりに欲するものもあるが、翠琴のように士狼と淫らな関係になってまで大きくなりたいとは思わない。

　……それに。

　士狼の悪影響か、暴食の衝動を抑えるためか……定期的に彼と淫らな事をしている内に、いつしか翠琴自身も美人や可愛い女の子へのセクハラが好物になってしまっている。

　……流石にあれはどうかと思うのよね。

　とはいえ、団長の美み伽かに対して特攻する勇気はないようで、至高の対象を前に翠琴はかなり欲求不満だったらしい。そこへ、『千年に一人の委員長』と評判の唯が新たな団員となったのだ。これまで美伽にできなかった分の捌はけ口ぐちを唯に求めているのだろう。

　ああ見えて唯は、怒ると結構怖いらしいが、

　……でも。

　何だかんだで翠琴のセクハラを優しく受け入れて、大抵の事は許してくれているという。

　思いきり甘えられるお姉ちゃんができたようなものだ。恐らく今頃はまた、朝から唯に色々な事をしてはしゃいでいるに違いない。

「……問題なのは」

　大人の美伽の胸が、暴力的なまでに凄まじいサイズなのは仕方ないにしても……二歳上の唯もまた、とんでもない大きさの胸である事だ。あと二年で自分があのサイズまで成長できるとは到底思えない。おまけに唯は、色欲の覚醒を士狼に導いて貰う事になっている。

　間違いなく、さらなるサイズへ成長してゆくだろう。

　そして──翠琴もまた大きくなってゆくに違いない。

「…………まあ、良いんだけどね」

　翠琴の身体の成長は羨ましいが、凜が『嫉妬』の衝動を湧き上がらせる事はない。

　追い付きたい相手は、翠琴や唯ではないからだ。

　凜はやれやれと嘆息すると、用意しておいた着替えのショーツに片方ずつ足を通した。

　そして身体を軽く前傾させながらゆっくりと引き上げると、キュッとお尻を収めてから、左右の人差し指を布地の内側へと差し入れてスッと食い込みを直す。

　それから白のシャツに袖を通すと、長い髪をチャーム付きのリボンでツインテールにまとめて脱衣所を出た。向かったのは煉也のいるリビングと繫つながっているキッチン。そして、

「ねえ煉也……今朝はパンとご飯どっちが良いの？」

　そうリビングを振り返ると、

「んー……」

　こちらに背を向けてソファに座っている煉也は、持ってきた携帯ゲームに夢中になっていて、凜の呼び掛けに適当な生返事を寄越してくる。

　そんな煉也の反応に不満げに唇を尖らせた凜は、

　……そういう態度なら。

　悪戯っぽい笑みを浮かべると、足音を忍ばせて煉也の背後へ忍び寄った。

　するとゲームに没頭している煉也は無防備で、ふと凜の眼があるモノに吸い寄せられる。

　それはラフなＴシャツ姿のため露わになっているもの──煉也の首筋だ。

「────────────」

　途端にドクンと胸の鼓動が高鳴った時にはもう、凜はそれしか見えなくなった。

　それはヴァンパイアとしての本能……煉也の首を見詰め続けた凜は、やがてゆっくりと唇を寄せてゆく。口を開けて──そして凜は、そのまま牙を立てた。

　だがそれは煉也の首筋にではなく、彼の右の耳たぶに対してで、

「っ────ぁあぁあっ？」

　耳を甘あま嚙がみされた煉也は、驚きの悲鳴と共に飛び上がると、そのままソファから勢いよく転げ落ちた。

「な、なっ、何しやがんだ、いきなりっ！」

　顔を真っ赤にしながら、右耳を手で押さえてこちらを見る煉也の反応は想像以上で、

「ぷっ、あははっ……そっちが無視するからよ。翠琴が士狼にするみたいな真似は無理だけど、あたしだってこれ位はできるんだからね」

　煉也をドキドキさせられた事に確かな満足を得ながら、彼の腰の上に跨またがる。

　かなり大胆だが構わない。どうせ翠琴は、もっとエッチな事をしているのだ。

「お、おい……！」

「さあ煉也、パンにする？　ご飯にする？　それとも──…」

　凜はふふっと笑いながら、狼狽うろたえる煉也に覆い被さるようにして耳元へそっと囁いた。

「早く答えて……さもないと、次は耳だけじゃすまないんだからね」
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「…………まったく、翠琴ちゃんは」

　翠琴から無事にパンツを取り返した後。

　首から「反省中」のプラカードを下げさせ、「もう全裸でベッドに潜り込みません」という言葉を繰り返し反省ノートに書くように命じた唯は、脱衣所へとやって来た。

　朝風呂に入るためだ。そのための準備は昨夜の内に済ませてある。

　唯は、パジャマ代わりのＹシャツのボタンを上から一つずつ外してゆきながら、この朝の習慣が始まった理由を思い返す。

　…──二週間前。

　深夜に色欲の大罪因果を迎えたところで眼を覚ましてしまった唯は、深夜のベッドで一人、激しい色欲の催淫に陥っていたところを士狼に助けて貰った。

　色欲の大罪異能に覚醒できるよう、唯に淫らな快楽をひたすら与え、数え切れない程の絶頂を刻み続ける事で、色欲の感覚と衝動をたっぷりと教え込んでもらったのだ。

　それ自体は問題ない。凄く恥ずかしいが、士狼にそれを望んだのは唯なのだから。

　……でも。

　その結果──最終的に唯は意識を失ってしまい、そのまま眠ってしまった。

　だが、色欲に火照った躰は淫らな汗を搔かき、いやらしい蜜液をたっぷりと分泌して内股を濡らしていた筈だ。それなのに翌朝、眼が覚めると唯の躰はそれらを放置した不快さとは無縁だった。唯の躰を、士狼がタオルやウェットティッシュで綺麗にしてくれたらしい。

　その事実を知った時の恥ずかしさたるや、思わず悶もん死ししそうになる程で、

「………………ん」

　ワイシャツを脱いで裸になった唯は、両腕を交差するようにして躰を浅く抱いた。すると躰の前で組んだ腕の上に唯の大きな胸が乗り、いやらしい形で前へとせり出して、

「──────────…」

　鴻崎唯は、鏡に映った自分の姿にゴクリと喉を鳴らした。

　思わず頰が赤くなる。少し前まで自分の裸を見ても何も感じなかったのに……今は信じられないほど淫らに見えてしまう。躰つきまで少しいやらしくなったように感じるのは、

　……気のせいじゃないよね、きっと……。

　胸の形や大きさ、それに腰から尻にかけての曲線が明らかに以前とは変化していた。

　より女らしく──そして淫らなものへと。

　……小鳥遊くんにされると、こんな短期間でも躰つきが変わっちゃうんだ……。

　色欲の大罪異能を覚醒させるため、唯は刻印が活性化して催淫状態に陥った時は、士狼に数え切れない程の絶頂を与えられている。理性や価値観がおかしくなりそうなほど壮絶な絶頂がもたらすのは、通常ではあり得ない高濃度かつ大量の女性ホルモンの生成だ。

　それこそ──色欲の刻印を得る前に普通に作られていた成長ホルモンの総量を、この短期間で上回っているかもしれない。躰つきまで変わってしまう程、大量の絶頂を士狼に与えられている。その事実に、思わず唯は身震いするような羞恥を得ながら、

　……だけど、小鳥遊くんにエッチな事をされるよりも。

　事後の面倒を見られたり、汗を搔いた状態を放置して傍に居る事の方が恥ずかしい。

　だから士狼に頼んで、毎日の朝風呂を習慣にさせて貰った。朝、士狼のベッドへ持って行ったコーヒーを二人で飲んでも恥ずかしくないように。

　…──よって今朝、早く眼を覚ます事ができたのは不幸中の幸い。

　普通に寝ていても睡眠中には汗を搔いてしまうのに……昨夜はいやらしい夢まで見てしまっている。湯船にしっかりと浸かって気分を切り替えないと、コーヒーを持って行って士狼と顔を合わせた時、色欲の刻印が反応してしまいそうだった。そうなれば士狼は、またどこまでも優しく、それ以上に徹底的に唯の色欲を満たしてくれるのだろうが、

　……気を付けなくちゃ。

　春休みは昨日で終わり──今日からは新年度だ。初日から遅刻する訳にはいかない。

　うん、と意を決するように頷くと、唯は扉を開けて浴室の中へと足を踏み入れて、

「──────────」

　そこですぐに足を止めた。浴室内に先客がいて、眼が合ったからだ。

　驚きと共に固まったこちらと、先客の反応は真逆だった。

「やあ委員長……お早う」

　湯船に浸かっていた彼は──小鳥遊士狼は、そう言って悠然と笑みを返してきた。







　小鳥遊士狼は、浴室へと入ってきた唯に対して爽やかに挨拶した。

　完全に想定外だったのだろう。唯は一いつ糸し纏わぬ、艶めかしい姿をこちらに晒さらしていて、

　……たまには早起きするのも良いね。

　唯の裸を拝めた幸運を、士狼はしみじみと思った。

　…──今朝は、珍しくいつもよりかなり早く眼が覚めてしまった。

　今日は学校の他にも用事があるし、無意識に意気込んでしまっていたのかもしれない。

　そこで気分をスッキリさせようと、朝風呂に入る事にしたのである。

　先に士狼がいたのに、後から唯が入ってきてしまった理由は幾つか考えられる。

　士狼の起床は基本的にコーヒーメーカーのタイマー作動と同時だ。よもやこの時間に士狼がいるとは、夢にも思わなかったのだろう。浴室の照明も、昨夜誰かが消し忘れてしまったとでも思ったのかもしれない。

　もしくは何か考え事があって、違和感を覚えるどころではなかったか。いずれにせよ、

　……どうしたもんかな、この状況……。

　間もなく悲鳴を上げるに違いない唯を、一体どう落ち着かせたものかと士狼は考える。

　しかし──眼の前の唯は、士狼の予想とは異なる反応を見せた。

「………………はぁ」

　唯の口から吐き出されたのは、悲鳴ではなく深い嘆息で、

「もう……翠琴ちゃん、仕方ないなぁ」

　唯はそう言うと、後ろ手に浴室の扉を閉めて洗い場へと歩を進めた。

　そして温めのシャワーで躰を濡らし始める。そうして無防備な姿を晒している唯に、

　……これは、もしかして……。

　どうやら唯は、こちらを士狼に化けている翠琴だと思っているらしい。

　…──唯が《餓狼旅団》に入って以降、翠琴は何かと唯の世話を焼いている。

　それもその筈。唯のケアを翠琴に頼んだのは、他ならぬ士狼だった。

　唯は、非常に真面目な性格をしている。大罪異能に覚醒するため、士狼との淫らな行為を続けてゆく内に、自分の抱える色欲に思い悩んでしまう可能性が高い。

　そうした迷いは拒絶へと繫がり、本能の覚醒を遠ざけてしまう。

　だから翠琴に、唯が考え込みすぎないようにしてあげて欲しいと頼んだのだ。同じ女の子としてフォローできる事は多いし、何より翠琴は人の心を明るくする天才だ。

　その天てん真しん爛らん漫まんさは、神かぐ羅ら坂ざかの家の事があったばかりの唯を励ます力になっている。

　……それに。

　翠琴自身も、暴食の活性化による吸血衝動を抑えるために、定期的に士狼に色欲の烙らく印いんを刻まれ快楽を与えられている。士狼との淫らな行為を必要とする先輩として、唯の心を軽くしてあげるのに最も適任だろうと考えた。

　……まあ。

　その事を伝えた時の、翠琴の凄まじい勢いの歓喜っぷりには少々不安を感じたが。

　…──そしてそれ以降、翠琴は毎日のように士狼達の部屋へ押しかけてきている。

　士狼の思惑通り、二人は仲良くやっているようで、それこそ朝風呂もよく一緒に入っていた。恐らくその際に、翠琴が悪戯半分に士狼に化けたりする事があるのだろう。

　今朝も、翠琴が合鍵を使ってこっそり忍び込んできた事には気が付いていたのだが、

　……こんなラッキースケベに繫がるなんてね。

　士狼は唯を自分のものにしたが、だからといって彼女を好きにしている訳ではない。

　色欲の刻印を刻んでしまって以降、唯の裸を見る機会は何度もあったが、入浴時の唯を拝めるのは素直に眼福だ。それに……裸になりながら、士狼を士狼と意識していない事で、恥ずかしがらずに無防備な姿をこちらへ晒している唯は新鮮だった。

　だから──士狼は浴槽の縁に肘を置いて頰ほお杖づえをつくと、じっくりと唯の裸体を眺める。

「──────────」

　バスチェアに座った唯は、天然海綿のスポンジにボディソープを染み込ませると、繰り返し握りしめる事できめ細やかな泡を作り出していた。そして、泡立たせたスポンジをゆっくりと滑らせるようにして躰を洗い出す。

　……左腕からなんだね。

　興味深げに眺める士狼の眼前で唯は躰を洗っていった。

　腕から手の先までが終わると、内側に曲げた肘を上げながら脇を洗う。すると僅かに姿勢が前傾になった拍子に、真横から見ていた士狼の眼の前で、唯の豊かな乳房が大きさを強調するようにいやらしい形になる。それは完全に無意識の産物で、

　……うーん、やっぱり委員長はエロいね。

　白い肌の上をスポンジが滑る度に、まるで生クリームを塗りたくるかのように、唯の躰に純白の泡化粧が施されてゆく。そうして丁寧に上半身から下半身の足の先まで綺麗にした唯は、最後にスポンジから絞り出すようにして泡を手に取った。そして人差し指と中指、薬指をくっ付けて折り曲げると、その手を股間へと伸ばしていって──…、

「………………ん」

　微かに吐息を漏らしながら、左右の太股の間へと差し入れた手をゆっくりとした動きで上下させると、唯が手を動かす度に太股の間から「くちゅっ、くちゅっ」といやらしい泡立ち音が生まれてゆく。その姿を眺めていたこちらに、

「…………翠琴ちゃん、そんなにジッと見ないで」

　唯は恥ずかしそうに言うと、シャワーのお湯で躰についた泡を洗い流していった。

　そしてシャワーが止まると、お湯の雫しずくが付いた唯の肌は美しく輝いていて……改めて見た唯の裸の美しさに士狼が感嘆していると、

「じゃあ翠琴ちゃん、こっちに来て座って。背中を洗ってあげるから」

　まだ士狼だと気が付いていない唯は、嬉しい申し出をしてくれて、

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　ここまで来たのだ。徹底的にラッキースケベを堪能する。

　士狼は湯船から上がってタオルを腰に巻くと、洗い場のバスチェアへと座った。

　すると士狼の背後で、ボディソープのポンプ音が何度か生じた後、

「それじゃあ……始めるね」

　なぜか唯は少し恥ずかしそうに言って──士狼の身体の前へと両手を回してきた。

　…──背中じゃなくて、前を洗ってくれるのだろうか？

　しかし唯の手はスポンジを持っていなくて……そして後ろからギュッと抱き締められると、士狼の背中に温かくて柔らかな感触が押しつけられ、ヌルヌルと上下に滑り始めた。

　背後の唯の姿は見えない。だが彼女が何をしているかは明白で、

「…………えっと委員長、何をしてるの？」

「何って……解っててそういう事を言うかな」

　もう、と唯は恥ずかしそうにしつつも、ボディソープを垂らしてヌルヌルにした乳房を士狼の背中へいやらしく滑らせ続ける。

「翠琴ちゃんが言ったんだよ？　こういう風に洗ってあげたら、小鳥遊くんが喜んでくれるって……だから、こうやって翠琴ちゃんで練習してるんでしょ」

　そんな唯の言葉に、

　……仕方ないね翠琴は。

　やれやれと思いつつ、そのお陰で幸せな思いができているので文句は言わない。

　背中にいやらしく擦り付けられる唯の乳房の感触は最高だった。そして、

「委員長は、俺を喜ばせたいんだ？」

「それは……」

　こちらの問いに、唯は恥じらいを強めながら、

「小鳥遊くんには、ただでさえいっぱい助けられているのに、私……お世話になってばかりで。だから、小鳥遊くんが喜ぶような事をしてあげたいの」

「気持ちはありがたいけど、こういうのは恥ずかしいでしょ」

「うん……凄く。でも、小鳥遊くんが喜んでくれるなら」

　そう健気に言った唯は、乳房を使って淫いん靡びに士狼の背中を洗ってくれながら、

「でも、こんな事をして……小鳥遊くんは嬉しいのかな？」

　色欲の刻印で異次元の快楽を知ったものの、性関連の知識に乏しく、それ以上に純粋すぎる唯は、自分がどれだけいやらしい行為をしているかを自覚できていなくて、

「うん、それは間違いないよ。気持ちも良いしね」

「そうなんだ……良かった。じゃあ続けるね」

　唯は少し嬉しそうに言うと、そっとこちらの耳元へ唇を寄せてきて、

「ねえ翠琴ちゃん……翠琴ちゃんも、小鳥遊くんとこういう事してるんだよね？」

　それは唯が初めて色欲の大罪因果を経験した時に、翠琴が唯に明かした話。

　色欲の刻印が刻まれているのは唯だけである。だが、士狼から定期的に色欲の烙印を与えられて助けられている娘は他にもいる──その一人がヴァンパイアの翠琴だ。

　士狼は『神し気き抑よく』の効果を持った色欲の烙印を与える事によって、暴食の刻印の影響で増幅してしまっている翠琴の吸血衝動を抑えてあげている。

　よって翠琴とも淫らな事はしており、その内容は美伽との秘密の関係ほどではないものの、唯よりはずっと淫いん猥わいな行為にまで及んでいる。

　唯は、翠琴がたまに見せる艶めかしい表情からその事に感付いていたのだろう。

　まるで懇願するかのような口調で、

「お願い翠琴ちゃん……私は小鳥遊くんのものだから。もし、もっと小鳥遊くんが喜んでくれる事を知っているなら教えて欲しいの」

　それは世話になっている士狼への恩義からだけではない。自分より士狼と淫らな事をしている翠琴に対する嫉妬も含まれている──しかも唯の性格からして恐らくは無自覚で、

「──────────」

　どこまでも健気な唯に──士狼は静かに興奮を募らせて、

「それじゃあ……ちょっとだけ教えてあげようかな」

　士狼は背後を振り返って向き合う体勢になり──彼女の腰に右手を回してグッと抱き寄せた。すると、こちらの胸板に押し付けられた唯の大きな乳房がいやらしい形に潰れて、

「あ────…」

　突然の事に、驚いたように唯が声を上げる。

「どうかした？」

「う、ううん。翠琴ちゃん……いつも口で指示してくれるだけで、私に触れてくる事はなかったから少しビックリしただけ」

　と説明した唯の言葉に、

　……成る程。

　士狼が唯を守るため、彼女を自分のものにした事。そして唯が色欲の大罪異能の覚醒を望み、それを士狼に導いて欲しいと頼んだ事は、旅団のメンバーは全員知っている。

　そう──唯は士狼を選んだ。だから翠琴も、士狼を差し置いて自分の欲求を満たす目的で唯の色欲を刺激するような真似は自重しているのだろう。

　よってこのまま続けると、唯に気付かれてしまう可能性があるが、

　……まあ、その時は仕方ないよね。

　別に唯を騙だましたい訳ではない。どこかで種明かしは必要だ。

　それに──唯に対して淫らな事をしたいのは何も翠琴だけではない。

　とはいえ本物の士狼だとバレると、唯の色欲を刺激してしまう可能性が高い。唯に躰と泡を使ったより淫らな奉仕を教え込むためにも、明かすのはもう少し後にする。

　そして士狼は腰を抱いていた右手を下へ降ろして唯の尻を揉みしだきながら、左手の親指一本でボディソープのポンプを器用に外すと、ボトルを傾けて彼女の胸へ中身をたっぷりと掛けていった。

「んっ……ぁ……ぁあ……ん」

　士狼に尻を揉まれながら、冷たいとろりとした液体で胸を濡らされた唯は、こちらの腕の中でピクンピクンと躰を震わせる。

　そして唯の胸をヌラヌラにすると、士狼は空になったボトルを床へと放った。

「──────…っ」

　浴室に乾いた音が響き、こちらの腕の中で唯が小さく身を竦める。そんな彼女に、

「さあ委員長、そのまま俺に重心を預けてきて」

　こちらの求めに唯が躰を預けてくると、士狼は彼女の腰を抱きながら浴室の床に仰向けに寝転がった。そうして唯を上に乗せた状態で、

「この状態で動いてみてよ。できるだけ密着を強めて、恥ずかしがらずに積極的にね」

「う、うん……えっと、こんな感じ？」

　士狼の指示に唯は素直に従って、士狼の躰の前面にボディソープ塗れの乳房を淫らに滑らせ始めた。その動きは多少ぎこちなさがあるものの、充分にいやらしいもので、

　……やっぱり、大したもんだね。

　どこまでも淫猥な摩擦に快楽を得ながら、士狼は唯の性奉仕の才能に舌を巻いた。

　性的知識に乏しく、初めての行為だというのに──勘だけでこちらに対して、ここまでの快楽をもたらすとは。刻印が刻まれた時点で、唯の中に人並み外れた桁違いの色欲が存在している事は解っていたが、やはり天賦の才能の持ち主だったらしい。

　だが、そんな唯の心はどこまでも純粋で……士狼が保護しなければ、回復能力の問題とは別に、暗い世界へと堕とされてしまっていたかもしれない。それはある意味、神羅坂を崩壊させた後に唯が自殺しようとしていたという結末と同じくらい悲惨だ。

　もし唯の中の色欲の特性に神羅坂が気付いていたら……自分達にとって都合良く回復能力を使わせ続ける目的で、快楽を与える薬物によって唯を縛っていた可能性もある。

　何者かにそうされてしまうのを見過ごすくらいなら、色欲の刻印がなされた事を運命と捉え、唯を守ってあげた方が良いという美伽の判断は正しかったという事だ。

　それを証明するように、こちらの指示に従って泡まみれの乳房を余す事なく使って士狼の上で躰を洗っていた唯の胸に、すぐに変化が訪れた。

　艶めかしく滑らせる度に泡から顔を出す桜色の先端が、いやらしく張り詰めていて、

「んっ……は、ぁ……ん……や、どうして……んぅ♥」

　体温をみるみる上昇させた唯は、甘い戸惑いの声を漏らし始める。

　…──恐らく唯は今、自分が性行為をしていると解っていないのだろう。

　色欲の刻印が活性化し、士狼にされる以外に、自分が快感を得てしまうなどとは思ってもいないのだ。しかし今──唯は確かに女の快楽を昂たかぶらせて、その躰を熱くしていた。

　士狼へと躰ごと押しつけるように胸を擦りつける度に「ジュプっジュプっ」と粘着質な音が生まれ、充血して硬くなった唯の乳首が泡からハミ出していやらしい先端を覗かせる。

　官能の熱に肌が薔ば薇ら色いろに染まり、吐息は甘い熱を帯びていて、こちらを見詰める瞳は完全に快楽にとろけている。それでも士狼へと躰を擦りつけるのを止められずに、

「何で……いつもは、んっ……こんな風には……翠琴ちゃん、何かした……？」

　士狼は既に何度となく色欲の絶頂を唯に刻んでいる。よって頭では士狼に化けた翠琴と思っていても、躰は触れている相手が本物の士狼だと感じ取っているのだろう。

　それはどこまでも罪深く、それ以上に淫らな色欲を刻まれてしまった少女の本能で、

　……そろそろ限界かな。

　色欲の刻印を活性化させ始めた唯を見て、士狼が潮時と思った時だった。

　ガチャッと勢いよく浴室の扉が開けられ、




「唯さん、全裸で士狼さんに化けてベッドに潜り込んだ反省の書き取り終わりましたー！」




　素っ裸の翠琴が中へと入ってきた。その瞬間、

「────────…」

　呆ぼう然ぜんの表情になった唯が、士狼の上で動きを止めた。

　俄にわかに思考を混乱させながら、入ってきた翠琴と眼の前の士狼とを交互に見る。

　…──翠琴は士狼に変化する事ができる。

　…──だが、士狼は翠琴には変化できない。

　ならば答えは一つ──やってきた翠琴は本物だ。その事実に、

「………………………………」

　信じられないとばかりにこちらを見た唯に、士狼は頰を指で搔きながら、

「言い出せなくてゴメンね。頑張る委員長が可愛くてさ」

　そう告げると──唯の頭の後ろに手を回し、強引に唇を奪うようにしてキスした。

　と同時、こちらが本物の士狼である事を完全に認識した唯は、自分のしていた行為がどれだけ淫らな事だったかを理解して、

「んぅ……んんぅぅぅぅ～～～～～～～～～～～～♥」

　途端に瞳の奥に色欲の刻印を浮かび上がらせた唯は、唇を塞がれた状態で鼻から甘い吐息を漏らしながら、士狼の上でいやらしく躰を震わせた。

　全身がビクンビクンと艶めかしく痙けい攣れんし、尻が小刻みな動きで淫らに波打つ。

　そして──快楽に打ち震えていた唯の躰から力が抜けたタイミングで士狼が唇を離すと、

「ぁ……ん、はぁ……ん……ふぅ、あぁ……ん♥」

　唯の瞳は完全に官能に潤み、表情はすっかり快楽にとろけてしまっていた。

　そんな唯の状態を見た翠琴は、

「私のフリしてソーププレイをさせた挙げ句、催淫に追い込むとは見事ですね士狼さん」

「俺のフリして全裸でベッドに潜り込んでる翠琴に褒められてもね」

　というか。

「一応聞いておくけど。何だって委員長に、おっぱいで背中を洗う練習なんかさせたの？」

「唯さんが、士狼さんにお礼をしたいと言うので……何か間違ってましたか？」

「別に間違ってはいないけど……」

　とはいえ、もはや唯は完全に色欲を活性化させて激しい催淫状態に陥っている。

　こうなってしまったらもう士狼がしてあげるしかない。だから優しく唯を抱き締めて、

「大丈夫だよ委員長……今、鎮めてあげるからね」

　そう告げると、彼女の腰を抱いたままそっと身を起こす。すると、

「あの……士狼さん、良かったら私もお手伝いしたいんですが」

　両手の人差し指の先をくっつけた翠琴が、モジモジしながら上目遣いでこちらへ言った。

「こないだのセーフハウスではお預けでしたし。それに、私が士狼さんに化けていた事も関係あると思うので……責任を取るというか、唯さんのためにお役に立てたらと」

　殊勝な物言いではあるが、下心があるのは見え見えだ。

　……まあでも。

　これまでにも翠琴には、必ずこちらの指示に従い、相手の娘が本気で嫌がるような事はしないという条件で、他の娘に色欲の烙印を与える現場に立ち会わせている。

　現に唯の初めての大罪因果をセーフハウスで鎮めた時も翠琴は途中までいた。

　…──それこそ、時には性行為に加わるのを許す事もある。

　だが、それで問題が起きた事はない。

　もちろん今回は、自分も唯にエッチな事をしたいという願望はあるのだろうが──それ以上に翠琴が、唯の事を大切に想っているのを士狼は知っている。

　……それに。

　唯は、士狼と翠琴がどんな事をしているのか気にしていた。

　なら少しずつでも、それを見せてあげる方が、言葉で教えるだけよりも良いだろう。

　そうして士狼のする事を教えていって──それ以上の事を望むかどうかは、唯に決めさせてあげれば良い。だから、

「…………そうだね。良いよ翠琴、おいで」

　士狼は唯の腰を抱いたままそう言うと、翠琴の参加を許してあげた。







　…──淫らな気持ちを抱くと、唯の色欲の刻印は反応する。

　よって本物の士狼と知らずに乳房で彼の躰を洗っていたという事実は、唯の色欲を活性化させるには充分すぎるもので、膨れ上がる甘い感覚に意識をとろけさせながら、

　……どうしよう……。

　唯は思考を焦らせた──その理由は明白。

　…──士狼が、唯の色欲を満たす行為に翠琴の参加を許したからだ。

　士狼と性的な行為をするのは恥ずかしい。その様子を翠琴に見られるのはもっとだ。

　それなのに……この上、翠琴にまでされてしまったら。

　そう思い、唯が躰を震わせていると、

「ふふっ、ようやく唯さんを気持ち良くしてあげられますね」

　艶っぽい顔で笑った翠琴が、ゆっくりとこちらの背後へと回る。そして、

「さあ……もっと唯さんの全てを見せて下さい」

　そう言った翠琴の小さな両手が、唯の右の手首と左の太股を摑つかんだ。

　そして唯の恥ずかしい場所がよく見えるように、腕と脚を広げさせようとしてきて、

「やっ……翠琴ちゃん、駄目ぇ……っ」

　乳房や股間を晒されそうになり唯は恥ずかしげに喘いだ。しかし、ヴァンパイアの翠琴の力は唯よりも強くてビクともしない。

　おまけに催淫状態で躰に力が入らないため、抵抗は完全に無意味で、

「駄目じゃありません。士狼さんが私を許してくれたんですから。ねえ士狼さん？」

「まあ、とりあえず今朝のところはね……」

　正面の士狼は苦笑すると、翠琴によって開かされた唯の両脚の間へ躰を入れてくる。

　そして、

「ねえ委員長……こっちの手も退けて」

　唯の股間へと視線を落としながら静かに言ってくる。

　そこには唯の一番恥ずかしい場所を必死に隠している左手があって、

「………………っ」

　唯は頰を赤くしながらゴクンと喉を鳴らした。

　…──指切り事件の時に潜入した、ナイトプール型クラブ『ヘブンズオーシャン』。

　その地下にある秘密のフロアのプールで、唯は既に己の裸を士狼に晒している。

　とはいえ、あれはあくまで水の中だ。はっきりと見えてしまった訳ではない。

　だが──今は違う。ここはお湯が張られた浴槽の中ではなく、浴室の床の上だ。

　ここで手を退ければ、唯の最も恥ずかしい場所を士狼たちに完全に晒してしまう。

　その事を想像すると、おかしくなりそうなほど恥ずかしい。

　しかし、

「ほら唯さん……自分の躰がどれだけいやらしいか、しっかりと士狼さんに見て貰うんです。そうしたら、ご自分の色欲をもっと受け入れられるようになれますよ」

　大罪異能の覚醒を目指している唯にとって、翠琴の言葉は納得できるものだった。

「恥ずかしくて良いんです。すぐに何も考えられなくしてあげます。でも今は……どうか自分を曝さらけ出して下さい」

「──────────…」

　翠琴の言葉に、唯は色欲に潤んだ瞳で士狼を見た。すると、

「…────委員長」

　士狼は優しい瞳でこちらを見詰めていて、

「……………………………………」

　だから鴻崎唯は意を決したように眼を瞑つぶると、ゆっくりと左手を退けていって、

「…………ぁ……あぁ……っ」

　とうとう己の股間を士狼たちに晒して、消え入りそうな声を漏らした。その状態で、永遠とも思えるような時間を感じた後……沈黙に耐えきれなくなった唯は眼を開けた。

　…──すると、士狼は露わになった唯の秘裂は見ていなかった。

　代わりに──恥じらいを深めている唯の顔をジッと見詰めていて、

「…………頑張ったね、委員長」

　そうこちらへ言葉を掛けると、そのまま唯にキスをしてくる。

　士狼が褒めてくれた──その事が震えるほど嬉しくて。

「んむ……ちゅ……はぁ、小鳥遊く……ん、あぁ……ん、ふぅ……んちゅ♥」
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　だからもう我慢できなかった。唯は士狼の唇と舌を受け入れると、自分からも淫らに舌を絡めてゆく。そんなこちらに、

「良くできました唯さん……それじゃあ約束通り、何も考えられなくしてあげますね」

　背後の翠琴が艶めかしい声と共に、こちらの両脇の下から細い腕を差し入れるように両手を前へと回してきて──色欲で敏感になっている唯の胸をメチャクチャに揉んでくる。

　そして正面の士狼は、唯が退かした手の代わりに彼の手で唯の股間を覆ってくれた。

　ただし──その指先は女の敏感な場所をいやらしく擦るのに良い形になっていて、

「ぁあ……んっ、ちゅぷっ♥　はぁっ……小鳥遊くん、あぁ……翠琴ちゃ……ふぁあんっ、はぁあぁっ────ぁぁああぁああぁあぁあぁああぁぁぁぁ～～～～～～～～～～っ♥」

　前と後ろを士狼と翠琴に挟まれるように二人と躰を密着させながら。

　唯は士狼たちの性愛撫によって盛大に達し、浴室中に嬌きよう声せいを響かせた。




　背徳の官能に満ちたその表情は──色欲の大罪に溺れた少女の艶顔になっている。





第１章　美しすぎる新理事長の思惑
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　春の木漏れ日が心地よく降り注ぐ場所がある。

　私立聖せい蹊けい学園の正門の先に続いている欅けやき並木の通学路だ。

　右手に広大な大学の敷地を望みながら、

「うーん、気持ち良いね委員長」

　新年度の登校初日。多くの生徒達が校舎を目指している中、並木道を歩く士し狼ろうは共感を求めるように後ろを振り返る。しかし、

「………………………………」

　こちらの一歩後ろを歩く制服姿の唯ゆいは、視線を外して返事をしてくれない。

　ただ、頰が薄っすらと紅潮しているのが見て取れて、

　……まあ、そうだよね。

　今朝の浴室での出来事がまだ尾を引いているのだろう。

　……──あの後も、士狼は翠み琴ことと共に唯の色欲を徹底的に満たしてあげた。

　洗い場では泡立てた手で全身を隅々まで洗ってあげ、浴槽ではお湯に浮いてしまうほど大きい唯の乳房を滅茶苦茶に揉もみ、浴室を出た後の脱衣所でも洗面台の鏡の前で自分がどれほど淫らな色欲を持っているかをたっぷりと教えてやった。

　その絶頂の数は、軽いものから意識が飛ぶようなレベルまで五十を軽く超えていて、

　……少しやりすぎちゃったかな。

　色欲の大罪異能を少しでも早く自分のものにしようと頑張る唯が可愛くて、つい歯止めが利かなくなってしまった。最終的に唯は意識を飛ばしてしまったが、記憶まで飛んでいる訳ではない。よってまだ恥ずかしいのか、あれからほとんど口を利いてくれない。

　一方、

「ふんふふ～ん、ぬんふっふ、ぬっふふ～ん♪」

　そんな唯とは対照的に、士狼の少し前を歩く翠琴はツインテールをぴょこぴょこさせながら、軽やかに鼻歌を奏でていた。

　可愛らしい顔がツヤツヤしているのは、性的に満たされまくったからだ。

　そうして──士狼の前後の唯と翠琴は、周囲の視線を集めていた。

　その理由は単純明快。

　同じ制服を着ている女子が周りにいる中……唯と翠琴の容姿はズバ抜けていた。

　…──他の組織との協定のため、学校など公共施設の敷地内では異能力は使用できない。

　よって敷地内へ入る時に、裏吉祥寺では使用している周囲への意識操作を解いていて、

「流石は有名人だね、二人とも。みんなこっちを見てるよ」

　周囲の注目を集めている唯と翠琴への感想を漏らすと、

「…………でも、小鳥遊たかなしくんはあんまり見られていないみたい」

　士狼だけが周囲の関心を集めていない事に気付いた唯が、ようやく口を開いてくれる。

　だから士狼は歩くスピードを少し落として唯の隣へと並びながら、

「それは俺の大罪異能のせいだよ」

　刻印化の際に、士狼は七つの大罪異能を本来のものから別の文字へと変更し、それに応じた力を手に入れている。これはその内の一つ『怠惰』から切り替えた『対断』の力だ。

「相対する全てを断つ『対断』の対象は物質だけじゃない。能力レベルに差があれば、相手からの興味関心を断つ事もできてね。お陰で去年、学校では一切注目を集めずに済んだ」

「…………どうしてそんなに目立ちたくないの？」

「裏吉祥寺では、ある程度の能力者や組織なんかからは否応なしに警戒されているからね。学校くらいはのんびりと過ごしたかったんだ」

「そうなんだ……でも、学校とかでは異能力を使わない協定があるんだよね？」

「うん。でもそれは、一般人を巻き込まない事を目的としたものなんだ。そして俺には、大罪異能の刻印の問題があるからね。委員長みたいに誰かに刻印が刻まれるリスクを減らせるものについては、特例として認められているんだよ」

　また対断の効果は相手の興味自体を消し去るのではなく、士狼の周囲を遮断して向けられた関心を逸らしている。同じ意識操作でも、本来あるものを消去してしまうのではなく、発生した興味のベクトルを別方向へと逸らしているだけ。相手の意識には介入しておらず、影響は極めて軽微というのも特例扱いになった理由の一つだ。ただし、

「まあ、今日からはそれも使ってないんだけどね」

　そう──今の士狼は対断の力を使用していない。それでも注目されていないのは、去年はひたすら平穏に過ごす事に徹していたお陰だ。そんなこちらに、

「？　学校ではのんびりしたいんじゃなかったの？」

「そうなんだけど……ちょっと周りにアピールしといた方が良さそうな事があるんでね」

　士狼がそう言ったところで並木道が終わり、景色が開けた。

　中等部と高等部用の校門を抜けた先にある中高中央館──その前に人集りができている。

　空中投影型のホログラムスクリーンに、新年度のクラス分けが表示されているのだ。

　生徒達の表情は様々だった。期待と不安と共に自分の名前を探している者。

　結果を見て友達同士で喜んでいる女子がいれば、ひとり暗く落ち込んでいる男子もいる。

　そして、

「あっ……凜りん～、煉れん也やさ～ん」

　賑にぎわう生徒達の輪の外に二人の姿を見つけた翠琴が、手を振りながら駆け寄っていった。

　その後を追うように士狼と唯も続く中、

「…………………………」

　士狼の隣を歩く唯の表情が──少し堅いものになっている。







　鴻こう崎さき唯は、自分の胸の鼓動が速まっている事を自覚した。

　…──これまで、唯はクラス分けを気にした事はなかった。

　クラスメイトが大切じゃない訳ではない。神かぐ羅ら坂ざかの家の事を知られたくなかったのだ。

　黙っていれば良かったのだろうが、親しくなった相手に隠し事をするのは嫌で……どうしても他人を偽ったり、自分を誤魔化すような真似ができなかった。

　だから誰とでも笑顔で接する一方で、誰とも必要以上に親しくならないようにしてきた。

　……でも。

　唯は今、初めてクラス分けに緊張感を覚えていた。

　唯が士狼を信頼できたり、彼のものになるという話を受け入れられたのは、普段の教室の彼だけでなく、前に放課後に一人でいた時の別人のような横顔を見ていたからだ。

　もしもクラスが違っていたら──間違いなく自分達の関係性も異なっていただろう。

　たとえ裏吉祥寺の路地裏で同じように助けられても、士狼に……《餓が狼ろう旅団》に保護して貰もらう選択をしなかったかもしれない。

　それこそ神羅坂に自分一人で挑もうとして、最悪の結果になっていた事も考えられる。

　…──もちろん、全ては可能性の話だ。

　唯はもう士狼のものだし、《餓狼旅団》にも入っている。

　今年のクラスが違ったとしても、この関係がなくなる事はない──それは解っている。

　だけど、

「──────────…」

　唯はゴクリと喉を鳴らすと、クラス分けのホログラムスクリーンを見上げた。

　確認するのは高等部二年。すると、

　……あ……。

　人は無意識に見たいものを見る。唯が真っ先に発見したのは──士狼の名前だった。

　Ａ組だ。ならば、後は女子のところを確認すれば良い。しかし、

「…………………………っ」

　もし一緒のクラスじゃなかったら……そう不安に思っていると、不意に唯は肩に腕を回されてグッと抱き寄せられた。驚きと共に見れば、穏やかな笑顔がこちらを見ていて、

「…──大丈夫、委員長は俺と同じクラスだよ」

　士狼が優しく唯のクラスを教えてくれた。

「…………………………」

　言われた言葉にクラス分けを見上げれば、確かにＡ組の女子の中に唯の名前があって、

「安心した？」

「…………うん」

　士狼の問い掛けに、唯は素直に頷うなずいた。

　すると先に合流していた煉也・翠琴・凜がこちらへやって来て、

「よお……見たか？」

「うん。煉也も俺らと同じでＡ組だね」

「何か揃そろいましたね～。私と凜も、同じクラスでした」

「ってゆーか士狼、これって偶然じゃないわよね？」

　凜が発した問い掛けに、「えっ？」と唯は驚きと共に士狼を見ると、

「まあね……団長が裏から手を回してくれたんだよ」

　士狼はあっさりと、クラス分けに関与した事を認めた。

「《餓狼旅団》は、別名義でこの聖蹊学園に結構な寄付をしているからね。春休みに入る前に、ちょっと忖そん度たくして欲しいってお願いしたんだ」

「別に構わねえだろ。鴻崎は刻印の問題があるから、お前と同じ方が良いだろうしよ。けど、何だって俺らまでまとめたんだよ？」

「高等部は二年、中等部は三年に修学旅行があるからね。長期日程の宿泊となると、同じクラスでいた方が何かと都合が良い。違うクラスで関係性が知られないままの状態で一緒にいたり、同時に姿を消したりすると、余計に関係性が浮き彫りになっちゃうし」

「私は賛成ですけど……でも、去年は団員同士で一緒にいると目立ったり、関係性に気付かれるリスクがあるからって、別々のクラスにしてましたよね？」

「そのつもりだったんだけど、正直あんまり意味なかったんだよね。結局、俺以外みんな目立っちゃってたし」

　翠琴の問いに、士狼が肩を竦すくめながら、

「翠琴と凜は、中等部じゃ『奇跡の双子』とか『因幡いなばのロリ兎うさぎ』とか呼ばれてたし……煉也に至っては、女子から『ゼロの煉也様』なんて言われちゃってたでしょ」

　煉也の異名は有名なので唯も知っている。学校での煉也はいつも不機嫌そうで、笑っているのを誰も見た事がない──笑顔がゼロからきているものだ。

「それならあたしも聞いた事あるわ。煉也ってば、学校でも一人でゲームばっかしてて友達がいなさそうだからゼロとか言われてるんでしょ」

　中等部にまで噂うわさが伝わっているのか、凜が呆あきれたように言った。

「女子の間では、煉也の持っているゲーム機は亡くなったお兄さんの形見で、それを使って遊ぶ事で大好きだったお兄さんを感じているとか、もっぱらの噂よ」

「泣ける話だね。ちなみに煉也、お兄さんは？」

「いるかよ。ゲーム機も俺が買ったモンだ。いもしねえ奴の形見にされてたまるか」

　士狼に尋ねられた煉也が、吐き捨てるように言った。

「とはいえ、一番有名なのはやっぱり『千年に一人の委員長』だけどね」

「そんな事は……ないと思うけど」

　と唯。

「でも小鳥遊くん。クラス分けを操作するなら、先に言ってくれれば良かったのに……」

「ゴメンね。団長の魔法なら絶対確実ではあるけど、それだと協定に違反する。だから寄付による忖度って回りくどい方法を取ったんだけど……流石にこれは確実とまではいかないんだ。先に言っておいて、後でやっぱ駄目だったっていうのは良くないでしょ」

　少し恨めしげに言ったこちらに、苦笑しながら士狼。

「まあ煉也が言ったように色欲の問題があるし、俺と委員長を同じクラスにする事を最優先にってお願いして貰っていたけど……上手くいって良かったよ」

　そこでこちらの耳元へ口を寄せて、

「これなら──学校で何かあっても、すぐに委員長の色欲を満たしてあげられるからね」

「…………………………っ」

　そっと士狼に囁ささやかれ、唯は思わず頰を赤くした。

　…──色欲の刻印が活性化した時の事を考えると、士狼に傍にいて貰わないと困る。

　だが士狼が傍にいるという事は、反対に何があっても対応できてしまうという事で、

　……学校でも、小鳥遊くんと……。

　背徳的な想像に、思わず躰からだの奥が震える。今朝、浴室で解消して貰っていなかったら、色欲の刻印が反応してしまったかもしれない。

「………………………………」

　唯は肩を抱かれたまま、潤んだ瞳で士狼を見詰めた。

　改めて思い知る。学校でも──自分は士狼のものなのだと。すると、

「イチャ付くのは結構だが、良いのかよ？　相当目立っちまってるぜ？」

　煉也の指摘に見れば、周囲の生徒達の視線はクラス分けを映すホログラムスクリーンではなく、唯たち五人へと向けられていた。見られていた事に恥ずかしさを募らせた唯は、

「っ──────…」

　士狼の迷惑にならないように離れようとして、しかし逆に強く肩を抱き寄せられた。

　お互いの躰が密着し、親しい友人程度だった距離感が一気に恋人同士のそれになって、

『──────────』

　その光景を目の当たりにした周囲が驚きにどよめく。

　…──学校は生徒間の恋愛を認めている。この程度の密着は別に珍しいものでもない。

　だがそれが、有名人の唯たちともなれば話は別だ。これ以上なく注目が集まり、

「小鳥遊くん……」

「良いんだよ。このために、対断の効果を解いたんだから」

　困惑するこちらに、士狼は周囲に見せ付けるようにしながら、

「じゃあ煉也、俺達はそろそろ行こうか。翠琴と凜はまた後でね」

　そう言うと──唯の肩を抱いたままゆっくりと校舎へ向かって歩き出した。
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　朝の教室に喧けん噪そうは付き物である。それが新年度の初日ともなれば尚更だ。

　しかし、２年Ａ組だけは他の教室と少し雰囲気が異なっていた。

　賑やかというより、ざわついているのである。

「…………………………」

　教室の前方、板書用の巨大タッチスクリーンに表示されている席順に従い、自分の席に座った唯は、新しいクラスメイト達からの視線に気恥ずかしさを得ていた。

　進級した際、同じクラスになった級友たちから好奇の視線を向けられる事はあったが、

　……明らかに、これまで以上だよね……。

　そして、その視線は唯以外にも向けられている。

　出席番号の関係で窓際の席になったゼロの煉也様と、その隣に立って話している士狼だ。

　とはいえ唯と士狼に視線が向くのは無理もない。

　何せ──教室に入る時も、唯は士狼に肩を抱かれたままの状態だったのだ。

　…──唯がこれまで、男子からの告白を全て断ってきた事は知られている。

　そんな唯が、男子に肩を抱かれながら現れたのだ。事情を知らない生徒たちからしてみれば、衝撃以外の何物でもないだろう。そして、

『ねえ鴻崎さん……もしかして、あの男子と付き合ってるの？』

　席に着いて程なく、興味津々とばかりにこちらへ近付いてきた女子たちから問われ、

『えっと……うん』

　こちらが頷きを返した瞬間、彼女らの歓声が教室中に響いて──そして現在に至る。

　そのため唯だけでなく、士狼にも話を聞きに行きたそうにしている者はかなりいたが、

『…………………………』

　女子も男子も、いずれも二の足を踏んでいた。

　煉也が傍にいるからだ。煉也が一人でいる事を好み、下手に話しかければ不機嫌になる事は、同じ学年の者なら大抵は知っている。

　下手に士狼と話しているところを邪魔して、不興を買う事は避けたいのだろう。

　……それに。

　たとえ聞きに行ったところで、クラスメイトたちが『真実』を知るような事はない。

　…──唯と士狼の関係は、皆が勘ぐっているようなものとは異なっているからだ。

　それでも士狼と付き合っている事にしたのは──その方が都合が良いから。

『委員長と俺は付き合っている事にしよう。ちょっかい出してくる男子を減らしたいしね』

　教室への廊下を歩きながら、士狼は唯を守るための方策を提案してくれた。

　唯には、未覚醒の色欲の刻印にまつわる問題がある。

　大罪因果の他に、唯が校内で色欲を活性化させてしまうような事はそうないだろうが、何かの拍子に催淫状態に陥ってしまうとも限らない。その時に、士狼ではなく他の男子が近くに居るような事があれば……何かあっても抵抗する事ができないからだ。

　とはいえ他の男子に唯を諦めさせるだけなら、恋人役は煉也でも良い。その方が、目立つのを避けてきた士狼の希望にもマッチする。

　……それなのに。

　士狼は周囲の反応に構う事なく、唯のために恋人役を買って出てくれた。

「……………………」

　気が付けば、唯はそんな士狼を自分の席から見詰めていた。

　煉也と何事かを話して、楽しそうにしている士狼の横顔を。

　…──何度もキスをして、凄く淫らな事もしたけれど。

　これは恋人関係ではない。それくらいは恋愛経験のない自分にも解る。

　士狼はあくまで唯を保護してくれただけなのだから。

　……だけど。

　普通のクラスメイトや友人でもない。それもまた間違いのない事実だ。

　士狼には危ないところも、おかしくなりそうな心も、何もかもを助けて貰った。

　それ以上に士狼はこちらへ優しくて──だから、彼のものになっても良いと思ったのだ。

　その気持ちが恋なのかは解らない。でもこれだけは言える。

　…──士狼のものになった事を、自分は少しも後悔していないと。

　そうして想いを新たにしていると、朝のＨＲの始まりを報せるチャイムが鳴った。

　程なく教室の前の扉が開き、担任の先生が入ってくる。

　やって来たのは昨年、唯や士狼のクラスの担任を務めていた女性教師で、

「はーい、みんな早く席に着いてね」

　まだ話し込んでいた生徒たちに、彼女は𠮟るでもなく明るく呼び掛ける。

　美人というより可愛いタイプで、親しみやすい性格をしている事もあり、男女を問わず生徒から高い人気を得ている彼女は、全員が着席するのを待ってから、

「お早う。このクラスの担任の阿あ久く津つ奈な々なよ。持ち上がりの子は今年もよろしく。そうじゃない子は、これからよろしくね。担当教科は見ての通り体育よ」

　そう言って微笑んだ阿久津は、白のタンクトップの上から赤と白のジャージを羽織り、下は膝丈の黒のレギンスというスポーティーな装いだった。体育教師の名に恥じないしなやかな肉体ながら、胸や尻は女性らしさを強く主張したプロポーションをしている。

「今年一年を一緒に過ごすんだし、早く自己紹介をして仲良くなれるようにしてあげたいんだけど、それは始業式が終わってからね。さあ、廊下に出て並んで」

　阿久津の言葉に、クラス全員が席を立って教室の外へと移動を始める。そんな中、

「あ、唯……ちょっと良い？」

　他の皆と同じく廊下へ出ようとしていた唯を、阿久津が呼び止めた。

　足を止め、振り返ったこちらに、

「春休み前、しばらく学校へ来ていなかったでしょ。家庭の事情って話だったけど、もう平気なの？」

「はい、何とか。ご心配をお掛けしてすみませんでした」

「そっか……それなら良いんだけど」

　頷いたこちらに、阿久津は安あん堵どの笑みを見せると、

「そうそう。始業式後のＬＨＲでクラス委員を決めるんだけど、今年も唯がやってくれるって考えていて良いのかな？」

　クラス委員は初等部の頃からずっと任されてきた。

　ただし唯自身が立候補した事はなく、他薦や先生に頼まれて引き受けてきたものだ。

　頼りにされるのは嬉うれしいが──他にやりたい人がいるなら譲っても構わない。

　これまではそう考えていたのだが、

「…………………………」

　最近は唯の中で考えが変わり……許されるならやりたいと思うようになっていた。

　確かな思い入れができたからだ。それでも、

「あの……少しだけ考えさせて下さい」

　唯は即答を避けた。これまでのように簡単に引き受ける訳にはいかない。

　今の自分はもう去年までとは──春休み前までとは違うのだから。
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　新年度を迎えた一学期の始業式は、体育館に椅子を並べて行なわれる。

　翌日に新一年生を迎える入学式を控えているからだ。

　二年生と三年生がクラス順に、男女が左右に分かれて横に並ぶ中、二年Ａ組の列の中で、

　……まあ、楽なだけまだマシか。

　脚を組み、両肘を椅子の背に乗せてふんぞり返るようにして椅子に腰掛けながら、御み堂どう煉也は、くぁ……と欠伸をしつつ思った。

　壇上では、先程から校長の無駄に長くて退屈なだけの挨拶が続いていた。

　立たされた状態でこれを聞かされるのは罰ゲームを通り越して拷問に近い。

　椅子が用意されているのはまだ不幸中の幸いだった。

　……あっちも今頃は同じような感じか。

　校長の挨拶を聞き流しながら、煉也は凜と翠琴の事を思った。

　始業式が行なわれているのは中等部も同じ。とはいえあの二人は同じクラスだ。

　出席番号も前後で並んでいるため、小声で話せば時間を潰す事ができるだろう。

　…──一方、煉也の方はそうはいかない。

　小鳥遊姓の士狼と御堂姓の煉也とでは、それなりの数のクラスメイトによって隔てられている。去年から引き続き同じクラスになった者もいるが、ほとんど一人で過ごしていた煉也は仲の良い友人がいないどころか、顔と名前さえ一致していない。

　……それにしても、皮肉なもんだな。

　煉也は少し離れた場所にいる士狼と、遠くの唯をぼんやりと眺めた。

　…──学校での士狼は、周囲とは必要以上に関わらないようにしていた。

　何かで士狼の大罪異能が反応し、誰かに刻印が刻まれてしまう事態を避けるためだ。

　にも拘わらず、たまたま街で遭遇した唯に色欲の刻印が刻まれてしまった。

　流石にあれは運命の悪戯だったとしか言いようがない。

　それでも──唯があの時、あの場所で士狼と出会えたのは幸運だった。

　彼女を取り巻いていた状況は、それ程までに過酷だったからだ。

　もしも二人の運命が絡み合う事なく、すれ違ってしまっていたら……少なくとも今、唯の姿はこの始業式になかっただろう。

　……まあ、それを言ったら俺もだけどな。

　煉也もまた、士狼らと出会っていなかったら今ここに居る事はない。

　というより、こうして生きてはいなかっただろう。

　憤怒の刻印を得られていなければ、あの時に──凜と翠琴の二人と出会った『ある事件』の時に、彼女たちの力になれないまま命を落としてしまっていたに違いない。

　先日のアントニオ・ファブローニや、神羅坂誠せい史じなどとは次元が違う。

　それ程までに、凜たちを追って来た『あの男』との戦いは壮絶だった。

「…………………………」

　あの時の煉也はまだ今ほどの力はなくて、一人では大して役には立てなかった。

　それでも守る事ができたものもあって……だから今、煉也は凜や翠琴と共に《餓狼旅団》に身を置いている。

　そう煉也が過去と現在を思っていると、やっと校長の挨拶が終わった。そして、

『…──引き続き、今年の春に着任した教員の紹介を行ないます』

　式の進行をしていた教頭が、マイクを通して次のプログラムを告げた。

『それに先んじて、生徒の皆さんに報告があります。急な話ではありますが、本年度開始前にガバナンス体勢の一部刷新が行なわれ、本学園を運営する理事会および、関連評議員会、監事のメンバーに大きな変更がありました』

　事務的な声で発せられた教頭の言葉を、生徒達の大半は興味なさげに聞き流していた。

　普通に学園生活を送る上で、理事会など学校運営を行なっている組織やメンバーと関わりを持つ事はない。そもそも校長の名前さえロクに覚えていない生徒もいるのだ。

　そして、それは基本的に煉也も同様なのだが、

　……どういう事だ？

　理事会・評議員会・監事と言えば、初等部から大学までを擁しているこの聖蹊学園における全運営組織である。それら全てに新人事が生じるなど、相当な変革が行なわれたという事だ。そんな重要な事態が起きたのなら、《餓狼旅団》に情報が入ってくる筈はず。

　…──士狼・翠琴・凜、そして煉也と大半のメンバーが通う事にした学校だ。

　そして学校生活に融通が利くように、煉也たちが編入する前、《餓狼旅団》はこの学園に相当な額の寄付を行なっている。士狼がクラス分けの操作について唯に説明する際に言った、別名義での寄付というのがそれだ。

　これにより、《餓狼旅団》は架空の人物名で聖蹊学園の評議員会に籍を置いている。

　そのため──運営者の変更人事など真っ先に情報が入っていなければおかしい。

　煉也は怪け訝げんに思いながら、目線だけを横へ向けた。すると数人先にいる士狼と眼が合い、

『──────────』

　こちらと視線を交わしながら、向こうが静かな表情で小さく首を横に振る。

　……士狼も知らなかったって事か。

　そうなると、少し穏やかではない。旅団の情報網を搔かい潜って、何者かが仕掛けてきている可能性もある。制服の懐から携帯端末を取り出した煉也が、グループトークで凜たちに何か異常がないかを問うメッセージを送ったところで、

『…──本日はその代表として、新理事長にご挨拶いただきます』

　教頭がそう告げると同時──体育館に響くものがあった。

　後方、入り口の方から聞こえてきたそれは足音だ。屋内にも拘わらず硬質な響き……それは室内履きとしては相応しくない細いヒールが床を踏む事で生まれるもの。

　女子側の壁際を歩いており、逆側の壁際の席の煉也からは姿を確認する事ができない。

　…──だが、その足音を御堂煉也はよく知っていた。

　まさか……そう思う煉也の視線の先、壇上へと上がったのは圧巻の存在感を放つ美女で、

「おいおい……マジかよ」

《餓狼旅団》の美しすぎる女団長──皇おう神がみ美み伽かがそこにいた。

　レザーのショートジャケットにタイトミニという出で立ちはいつもと同じ。

　だが多少はＴＰＯに気を遣ったのか、インナーは純白のブラウスを選んでいた。

　…──とはいえ色に清潔感はあっても、清せい楚そ感かんがあるかと言えばそれは違う。

　大きすぎるバストのせいで一番上まで留められないボタンは三つも開いてる状態なのに、それでもブラウスの胸の辺りはパツンパツンの状態になっている。それはあまりに豊かなバストを持っていながら、そのウエストは驚くほど引き締まっている事によるもの。

　また扇情的なデザインのストッキングとガーターベルトはそのままのため、凄まじいまでの美貌や爆裂肢体と相まって、男の目に毒過ぎるのは普段とまるで変わっていない。

　どういう事かと士狼の方を見ると、その横顔は苦笑混じりにステージ上を見詰めていて、

　……団長の独断って訳か。

　すると、壇上で悠然と微笑んでいた美伽が口を開いた。

『今年度より新理事長に就任した皇神だ。突然の話で不安に思う者もいるかもしれないが、諸君ら生徒たちが心配するような事は何もない。どうか安心して、これまでと同じように学園生活を送って欲しい』

　そう言うなり、ふっと極上の微笑を浮かべた。

　その表情に、体育館中の人間が否応なしに惹ひき付けられ、若すぎる新理事長に対する違和感が跡形もなく吹き飛ぶ。そして教職員についてはこれまでと同じで、教育や指導については基本的に信頼して任せる事を説明した後、

『私たちが請け負うのは経営であり運営だ。異能特区において、異能力分野の研究や教育を最低限に止めているこの学園は珍しい。時代遅れなどと口さがない事を言う者もいる』

　しかし、と美伽。

『異能力というあやふやなものに頼らない、この学園の教育理念や矜きよう恃じはもっと賞賛されて良い。明るい未来ばかりを夢見るのではなく、過去を忘れる事なく、現在を確かに生きながら未来を見据えているところは他にない魅力だ』

　先程までの校長の挨拶のように聞き流している者は一人もいない。

　だが、頭にきちんと入ってきている者も少なかった。

　誰もが美しすぎる新理事長に眼を奪われ、心を惹き付けられてしまっている。

　美伽を初めて見た者にとっては、それは無理からぬ反応で、

　……しかし、よく言ったもんだよな。

　美伽の壮絶な美しさに免疫がある煉也はしみじみと思う。異能力をあやふやと断じた壇上の美伽こそが、異能特区最強の魔法使いである事を知れば誰もが驚きよう愕がくするだろうと。

　…──だが、御堂煉也は知っている。

　異能力とは不確かなものである──その事を誰よりも知っているからこそ、美伽は最強の魔法使いと称されるほどの力を有しているのだ。

『私を含めた今回の新人事は、そういう未来志向に必要な人間を揃えた事によるものだ。生徒や教職員である諸君らにとって、この学園を今以上に誇り高く胸を張れるような学び舎へと変えてゆくためにな』

　と、笑みと共にそこまで言った瞬間──壇上の美伽にハプニングが起きた。

　美伽の胸を無理に収めていたブラウスのボタンが限界を迎えて弾け飛んだのだ。

　それも二つ。

　ブラウスの前が臍へそ上まで開いてしまった事で、美伽の胸が窮屈な戒めから解き放たれたかのようにサイズ感を増した。その瞬間を目撃した男子生徒たちや男性教職員らが反射的にどよめき、胸元が開いてしまうからか美伽がブラジャーを着けていなかった事に女子生徒らや女性教職員たちは驚きと共に息を吞のむ。

　そんな中──乳首が見えてしまいそうなほど胸の谷間を露出させてしまった美伽は、

『っと────ふふっ、すまないな』

　まるで意に介する事なく艶めかしく微笑むと、手で胸元を隠す事もせずに話を続けた。

『これは変化の始まりだ。諸君らの希望は勿もち論ろん、悩みや相談、問題などが生じた時は、生徒・教職員を問わず理事会まで報せてくれ。そのための窓口は開設しておく。必要があれば徹底的な検討や調査を行ない、公平かつ厳正な対応を行なう事を約束する。もちろん、相談や告発が悪戯や虚偽、悪意ある貶おとしめ目的などであると判明した時には、相応の処分を行なう事は承知しておいて貰うが』

　そこで笑みを深めて告げる事で釘くぎを刺して、皇神美伽は言った。

『どうかこの学園がより素晴らしい学び舎となるよう──君たちの力を貸してくれ』
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　…──始業式での挨拶を終えた後。

　皇神美伽は式の最後まで出席する事なく体育館を後にした。

　その足で向かったのは、高等部の校舎へと続く中高中央館の北側だ。

　階段を上った四階の奥──そこに春休み中に完成したばかりの新理事長室がある。

　そうして一人、ハイヒールの音を響かせながら校内を歩いていると……廊下の先、生徒玄関に並んでいる巨大な外履き棚の側面に背を凭もたれさせている少年がいた。

　美伽よりも先に、こっそり体育館を抜け出していたのだろう。

　両手をポケットに突っ込み、悠然と佇たたずんでいる彼を見て美伽はふっと微笑むと、

「あまり感心しないな……始業式の日からサボるというのは」

　そう言って、ゆっくりとそちらへ歩を進める。すると、

「俺だって、一学期の初日くらい真面目に過ごすつもりだったんだけどね……」

　やれやれとした口調でこちらと視線を合わせたのは美伽の絶対的な支配者。

　士狼だ。そして美伽がすぐ傍まで行くと、

「新理事長だなんて……どうしてまたこんな真似を？　しかもその格好は──…」

「何かおかしいか？　ＴＰＯは弁えたつもりだったが」

「似合ってるけど……先刻のあれは流石にサービスしすぎじゃない？」

　こちらの胸元に視線を寄越しながら言った士狼に、

「安心してくれ……お前以外の男にサービスしてやるつもりはないよ」

　美伽はふふっと笑うと、そのまま士狼へとギュッと抱きついた。

　普段の美伽と士狼は団長と最高幹部筆頭の関係だが、二人きりの時は違う。

　そして今──ここには他に誰もいない。だから美伽は本来の自分になった。

　…──皇神美伽は、小鳥遊士狼のために存在している。

　その身も心も、それこそ着ている服さえも──全てが士狼を悦ばせるためにある。

　だから美伽は、士狼を誘惑するように大きな胸を押しつけた。すると士狼は両手を背後へと回して美伽の腰を抱いてくれて、

「新理事長が、生徒とこんな事しているところを人に見られたらマズイんじゃない？」

「今はまだ始業式の最中だ。誰にも見み咎とがめられるような事はないよ。それに」

　熱い吐息を士狼の耳元へと吹きかけるように囁く。

「私とお前の邪魔をするような無粋な輩など、居たらクビか退学処分にしてやればいい」

「それはまた正しい権力の濫用だね」

　こちらの冗談に、士狼はやれやれと肩を竦めると、

「…────それで？　もう一度聞くけど、何だって理事長なんかになったのさ」

「もちろん──お前に喜んで欲しかったからだよ」

　投げられた問いに、美伽は微笑を浮かべて即答した。そして、

「私の部屋へ行こう……歩きながら説明する」

　士狼の手を取るように腕を絡めると、二人で理事長室へと歩き出した。

　寄り添うように傾けた頭を、そっと士狼の肩へと乗せて甘えながら、

「先ほど壇上で話したが……この聖蹊学園は、異能分野を扱う事に消極的な学校だ。しかし規模としては吉祥寺では最大級を誇っている。本来ならば総合異能学府は新設せずに、ここを総合異能学府とすれば良かった程にな。しかし、そうはならなかった」

「ここは昔から、海外の学校との留学協定を結んでいるからね」

　異能力──それはこの世界に産声を上げたヒトという種の新たな可能性だ。

　熾セ天ラ使フの降臨によって誕生した世界初の異能特区である吉祥寺には、当然ながら世界中が注目しており、どの国も研究に参加したいと考えている。そのため、企業だけでなく学生の留学についても政治外交を通じて多数の要求が政府へ届いているのが現状だ。

　一方で政府は、国際社会における自国の立場を向上させ、世界のトップリーダーとなれるよう異能力にまつわる全てを独占しようとした。その結果、最終的な落とし所として企業の進出は認めるものの、留学生の受け入れについては制限が設けられたのである。

「市場主義の企業とは異なり、教育は開かれたものであるべき、平等であるべきといった建前は世界共通だからね。下手に認めれば異能力そのものを人類の共有財産にしようという話に発展していく恐れもある」

「ああ。そうした他国の介入を防ぐため、最も海外交流が盛んだったこの学園は生け贄にえの羊として選ばれた。これまで以上に留学生を積極的に迎え入れる代わりに、教育方針を異能分野から遠ざけるようにという政府からの秘密裏の指示に従ってな」

　しかし、と美伽。

「その見返りとして、多大な助成金や補助金がもたらされるだけでなく、運営の中核を担った五いつ菱びしグループについては、総合異能学府の特別協力企業として認め、様々な特権を与えてきた。ところが、五菱のグループ全体としての売り上げは減少の一途を辿たどっている」

「異能鎖国の片棒を担いでいる事への反発で、海外取引が減少しているみたいだね。五菱みたいな大手のグローバル企業にとって、各国の会社とのパイプは生命線だし」

　そこまでを言うと、

「成る程……そういう事か」

　美伽の眼の前で、表情を理解のそれへと変えた士狼が納得の呟つぶやきを漏らした。

「五菱が、海外から睨にらまれる原因になったこの学園の運営から手を引く事にしたんだね」







　中高中央館の階段を美伽と共に上りながら、小鳥遊士狼は納得した。

　左腕には、薄いブラウスの生地でしか覆われていない美伽の大きな胸がいやらしく押しつけられているが──今はまだ欲望に身を委ねる訳にはいかない。

　話が終わっていないからだ。

　…──異能分野の可能性と未来性は魅力的だが、現状は吉祥寺市に限定されている。

　よって市場規模で考えればまだまだな上に、発展性についても未知数だ。

　それこそ、いつ消えてなくなってしまうとも限らない。美伽が始業式の壇上で言ったように、異能力は現状まだ全容が解明できていない、あやふやなものでしかないのだ。

　そのため異能研究は確かに魅力だが、このまま海外の反発に聞く耳を持たずに進めてそれ以外の分野が全て立ち行かなくなるリスクは取れないと判断したという事だろう。

「異能力と心中する覚悟を持つには、総合グローバル企業は大きすぎたね……」

「ああ。そこで政府は新しい運営企業を探していたのだが……白羽の矢を立てたのが、実はつい最近内々に異能分野からの撤退を決定したばかりのところでな」

「神羅坂か……」

　美伽の言葉に、士狼は即座に状況を理解した。

　唯の件の事後処理のため、美伽には神羅坂グループトップにして、唯の祖父でもある神羅坂幻げん志しの下へと赴いて貰い、異能研究と綜そう合ごう警備の両分野からの撤退と、後見人など唯にまつわる権利の一切を放棄させている。しかし、規模の大きさから生じる影響を鑑みて、対外的な発表についてはまだ時期を見ていたため、政府も知らなかったのだろう。

「美伽のところに、政府が神羅坂に打診したという情報が入ってきたんだね」

「ああ。お前達や、それこそ唯がいるこの学園の運営を連中にやらせる訳にはいかない。かといって、断ってもっと厄介なところに任せられても面倒なんでな。神羅坂には断らせる際に、この学校に寄付をしている旅団の架空財団を推薦させたんだ」

「成る程……実績は作っておくもんだね」

　高額の寄付は、外から見ればこの聖蹊学園の経営に対して前向きに見えただろう。

　そうして、士狼がおおよその状況を理解したところで、

「…────ここだ、入ってくれ」

　四階の廊下の突き当たりにきたところで美伽が言った。

　…──正面にあるのは重厚な造りの木製の扉。

　壁には『理事長室』と書かれたプレートがあって──扉を開いた美伽に続いて室内に入ると、そこに広がっていたのは格調高い空間だ。

　一面に敷かれたワインレッドの絨じゆう毯たん。部屋の中央には向かい合う形で応接用の革張りソファが並び、その中間に長い木製のテーブルが置かれている。そして部屋の奥は壁一面がガラス窓になっていて、その手前に深みのある色をしたマホガニーの執務机があった。

　旅団のアジトの団長室と同じく、美伽の趣味に合わせて作られたその空間に、

「へえ……なかなか良い部屋だね」

　士狼が後ろ手に扉を閉めながら感想を漏らした時だった──突然こちらを振り返った美伽が、士狼の唇を奪うようにキスしてきて、

「んっ……ちゅ、くちゅ……んむ……はぁ、ちゅぷ……んぅ♥」

　こちらの頭の後ろへ手を回した美伽は、唇だけでは足りないとばかりに舌も絡めてくる。

　木製の扉に押しつけられた士狼は、いつもと少し違った様子の美伽に驚きを得ながらも、自分からも舌を絡めてキスを淫らなものにしていった。

　そして──僅かな息継ぎのタイミングで、

「…────どうしたの美伽？」

　突然のキスの理由を問い掛ける。すると美伽はふふっと蠱こ惑わく的に笑い、

「大罪異能を刻印化したのは誰だと思っている……お前が今朝、唯や翠琴と何をしていたのかは解っているんだからな」

　至近距離でこちらを見詰めてくる──その瞳はすっかり淫欲に濡ぬれていて、

　……成る程ね。

　唯の色欲や翠琴の暴食が満たされている量と、士狼の色欲の溜たまり具合から、こちらが何をしていたのかおおよその見当を付けたのだろう。

　特に、翠琴も参加させた事もあって唯の色欲は今朝の浴室で一気に満たされている。

　体育館で見た時に、そうした唯の状態に気が付いたのかもしれない。それで今、こうして士狼の事を押し倒すようにキスして──さらに先を求めてきているのだ。

　…────そうした美伽の願いは、士狼にとっても望むところだった。

　だから、彼女の腰の後ろへと回していた両手を下に降ろしてゆきながら、

「珍しいね、美伽……まるで嫉妬してるみたいだよ」

　タイトミニの上から淫いん猥わいな曲線を描いている美伽の尻をいやらしく揉んでやると、

「あんっ……ん、ふふっ……そうだな……私も驚いているよ」

　美伽は淫らに腰をくねらせながら、

「唯と淫らな事をして欲しくない訳じゃないんだ。唯はお前を必要としているし……何よりも彼女はお前のものでもある。大罪異能に覚醒させてやるためにも、お前の色欲をたっぷりと与えてやれば良い」

　しかし──そこで表情を笑みから切なげなものにして、

「でも忘れないでくれ……私もお前が必要で、そしてお前のものだという事を」

　至近距離で艶っぽくこちらを見詰めると、こちらに体重を預けてくる。

　…──日本人離れした抜群のプロポーションと、人間離れした壮絶な美しさ。

　その両方を兼ね備えた女が、士狼の腕の中で淫らな行為を望んでいて、

「もちろん忘れてないよ……」

　士狼は美伽の顎をクイっと持ち上げると、そのまま彼女の唇を奪ってやった。すると、

「んんっ……ちゅっ、はぁ……ちゅぷ……んぅ♥」

　美伽は嬉しそうにこちらと舌を絡めてきて──だから士狼は、そのまま美伽が羽織っている赤いレザーのショートジャケットを脱がしてやった。こちらの求めに応じるように美伽は左右の肩から腕を抜いてくれて、そのまま床へバサッと落とすと、

「んっ……はぁ、んぅ……ちゅっ……んむ、くちゅ……れちゅっ♥」

　美伽はより一層キスを淫らなものして──その状態で士狼の右手首を摑つかむと、自分の胸へと持っていった。美伽が導いたのはブラウスの上ではなく内側で、すっかり谷間が露出してしまっている隙間から滑り込むように、士狼の右手が美伽の乳房に直接触れた瞬間、

「あぁっ、んぅ……はぁ……ふぁあん♥」

　途端に美伽は艶っぽい嬌きよう声せいを漏らして身み悶もだえた。

「──────────」

　美伽がそこまで大きな快感を得た理由は──士狼の手の中にあった。

　…──美伽の乳房が信じられないほど熱く、とろけるような柔らかさになっていた。

　そして躰を甘く震わせる度に、彼女の乳房の中央にあるいやらしい肉感の突起が、こちらの手の平を淫らに押し返すようにくすぐってくる。

　美伽は──士狼に触れられる前から、触れられた時の事を考えて、己の乳首をこんなにも淫猥な形へと張り詰めさせていて、

「こんなにしちゃって……随分といやらしい理事長だね」

「んぅ……虐めないでくれ。どれだけの快楽を、お前に刻まれてきたと思っている」

　軽く言葉で責めてやりながら胸を揉むと、美伽は恥じらいを強めて躰をくねらせる。

「確かにそうだね……」

　召喚された異世界グランシュルトでも──そしてこちらの世界へ戻ってからも。

　士狼は美伽に対して、数え切れない程の絶頂を刻んできた。

　美しく神々しかった女神を、士狼は淫らな性奴隷へと徹底的に堕としていったのだ。

　よって──こちらに胸を揉まれると、快楽の悦びを得て躰を震わせてしまうのは必然で、

「ねえ美伽……美伽が理事長として挨拶したって事は、もう問題はないって事だよね？」

「んっ……ああ、この学園の経営権はもう《餓狼旅団》のものだ。理事会や評議員会への対処や根回しも済んでいる。これでもう何人も、お前たちの学校生活を侵す事はできない」

　こちらの問いに、美伽は従順に答えてくる。

「そっか……ご苦労様。じゃあ、ここからは二人きりを愉しもうか」

　既に問題が片付いているのなら、後はただ淫らな快楽を愉しめば良い。

　だから士狼は、美伽のブラウスのボタンを下まで外して彼女の前を全開にした。

　すると──こちらに身を委ねていた美伽が、ふとこちらを見詰めて言った。




「お願いだ士狼……私の事も、唯みたいに滅茶苦茶にしてくれ」




　熱く濡れた唇が紡いだそれは、恐らくは美伽の心からの願いで、

「たまには私も、気が狂うほどの快楽に溺れたい……良いだろう？」

　確かに──士狼と美伽はそこまで強烈に互いを求め合うような行為はしない。

　美伽の将来の可能性を閉ざさないために、最後の一線を越えないようにしているからだ。

　以前から二人きりになって本来の関係に戻ると、美伽は艶めかしく士狼に甘えてきていたが──余りに激しく快楽を求め合うと、歯止めが利かなくなってしまう恐れがあり、どこかで互いに自制するようにしていた。

　…──だが色欲の担い手である唯の登場が、美伽の心境に変化をもたらしたのだろう。

　士狼に色欲を満たして貰い始めた事で、唯が可か憐れんさと共に女としての色気を急速に増している一方で……美伽もまた、最近その美しさと艶めかしさに拍車が掛かってきている。

　それが士狼への想いから来ているというなら、

　……ちゃんと応えてあげないとね。

　美伽にとって、士狼が絶対的な存在であるように。

　士狼にとっても、美伽は掛け替えのない存在なのだ。

　ならば──せめて士狼は、そんな美伽の『強欲』を満たしてあげようと思う。

　何よりも。

　彼女が抱く強欲は、士狼の幸せと──そして士狼から愛される事なのだ。

　だから。

「おいで美伽……望み通りに、滅茶苦茶にしてあげるよ」

　小鳥遊士狼は笑みと共にそう言って──美伽を部屋の奥へと誘った。





５






　士狼に腰を抱かれた状態で、皇神美伽は部屋の奥にある執務机の裏側にやってきた。

　…──そこは部屋の最奥部。

　壁一面がガラス張りになっており、その向こうには外の景色が広がっている。

　四階の高さから見下ろせるのは、聖蹊学園の敷地内にある緑溢あふれる自然だ。

　そして、

「美伽……窓に両手を突いて、お尻を突き出して」

　耳元で、いつもより少しだけ低い声で囁かれた美伽は、

「ぁ……ああ……んっ」

　とろんとした瞳で、士狼の言葉に従った。

　すると士狼の両手がこちらの前へと回り、そのまま美伽の腰に巻かれているベルトを外してくる。そしてサイドファスナーを下ろされると、そのままタイトミニのスカートを膝の高さまで乱暴に引きずり下ろされた。

　するとＴバックを穿はいている美伽の尻が露出させられて、

「あんっ……ふふっ、乱暴だな…………」

「滅茶苦茶にしてあげるって約束したからね」

　美伽をいやらしい格好にした士狼は、こちらの尻に触れてきながら、

「流石にショーツは穿いてたんだね……安心したよ」

　そう言うなり──士狼は美伽の尻からＴバックの後ろ側を引きずり下ろした。

「っ──────…」

　完全に尻を丸出しの状態にされた美伽が、頰を赤く染めて息を吞むと、

「それじゃあ始めるよ──…」

　背後からこちらの前へと両手を回した士狼が、美伽の乳房をいやらしく揉み始めて、

「あんっ、はぁ……ん、やぁっ……んぅ……あぁっ、ん……はぁあんっ♥」

　震えるような快楽に、美伽は思わず躰を甘くくねらせた。まだ外は明るいものの、眼の前の窓には美伽の姿が映し出されていて──自分の大きな乳房が、士狼の手によって信じられないほど淫いん靡びな形にされているのを見て、

「あ……ぁあ、んっ……はぁ……こんな……っ」

　官能を深めた美伽は、下腹部の奥から湧き上がってくる甘い疼うずきに尻を揺らめかせる。

　だが──感覚の封印を解いて貰っていないため切なさだけが膨れ上がり、

「やぁっ……士狼、お願いだ……封印を解いて……んっ」

　肩越しに振り返りながら頼むと、

「駄目だよ……そんな簡単にイったらいつもと同じでしょ」

　背後の士狼は笑いながらこちらを見据えて、

「もう少しだけ辛抱して……気が狂うほどの快楽に溺れさせてあげるからね」

　そう言った瞬間──キュッと美伽は胸の先端を摘ままれて、

「っ、やぁっ────ぁぁぁああっ♥」

　極限まで開発されている乳首で感じた悦楽に、窓へ両手を突いていた美伽はビクンと背中を反らせて──直後、ショーツを半脱ぎの状態にさせられ露わになっている秘裂から、とろりとした透明な分泌液がゆっくりと溢れて内股へと伝って、

「まずは軽く一回……だね」

「っ……ああ……」

　絶頂の数をカウントされた美伽は、官能の熱を排気するように吐息を漏らす。

　…──と、その時。ふと美伽はあるものに気が付いた。

　それは窓のすぐ下──本来なら人が来ない筈の裏庭のような芝生の上で、三人の幼い少女達が遊んでいる。背後の士狼は、美伽がいるため死角になっていて気付いていないが、

　……あれは……。

　経営権を取得して理事長になるにあたって、学校の資料には一通り目を通している。

　間違いない──制服とスカーフの色から察するに初等部二年の子供達だ。

　あちらは既に始業式が終わっているのだろうか、帰りにここへ迷い込んでしまったのかもしれない。そう美伽が思っていた時──あってはならない事が起きた。

『──────────』

　外の庭で遊んでいた少女達が──窓際にいる美伽に気が付いたのだ。

　美伽は今、ブラウスを完全にはだけさせ、スカートとショーツを引きずりおろされた状態で、完全に露出している大きな乳房を士狼にいやらしく揉まれている。

　そんな罪深いほど淫らな己の姿を晒さらしてしまった事に、美伽の中で生まれた背徳感が一気に禁断の快楽へと変わって、

「やっ、ぁあぁっ、あぁあぁぁあぁぁぁぁあぁ─────～～～っ♥」

　感覚を封印された状態で、美伽はかつてない快楽を極まらせて激しく全身を震わせた。

　と同時、大量の愛液が美伽の秘裂から勢いよく噴き出し新品の窓を淫らに濡らす。

　そうして膝の力が抜けた事で躰が前へと傾き、窓ガラスに押しつけられた美伽の大きな乳房がいやらしい形に潰れた。

　すると窓ガラスの冷たささえ、美伽の敏感な乳首には充分すぎる快感で、

「あぁっ……はぁ……ん、あぁっ……やっ──んぅううぅっ♥」

　そのまま美伽は小さい絶頂を連ならせた。震えるような快楽は思考を一気にとろけさせ、美伽の全身を恍こう惚こつに染め上げてゆく。そうして官能に陶酔しながら身を震わせる美伽を、

『…………………………』

　まだ七歳の無む垢くな少女たちが心配そうに見上げていた。

　だから──収まる事のない激しい快感に意識をとろけさせていた美伽は、

「…………………………」

　淫らな姿を晒したまま──それでも心配させないようにと笑顔を見せた。

　…──だがそれは、背徳の絶頂に至った淫らな女の艶顔だ。

　性的な知識を持たないあの子達に、美伽が何をしているのかなど解る筈もない。

　それでも美伽の壮絶な美しさと艶めかしさは、まだ幼い子供であっても本能的に理解できるようで──その表情は先程までと違い頰が赤く染まっていて、

『…………………………』

　こちらを見上げる瞳は幼いながらに官能を宿して潤んでいる。少女達はすっかり美伽の淫らな姿に眼を奪われていて、

　……いけない……これ以上は……。

　とっさに美伽は、少女達を魔法で眠らせて記憶を消してやろうとした。

　しかしその詠唱が終わるより先に、顎を摑まれた美伽は背後を振り返らされて、

「気を散らしちゃ駄目だよ……せっかく凄いイキ方をしたんだから、もっと感じて」

　そう言うなり、士狼がこちらへキスしてきて──その瞬間。

　美伽の躰が金色に輝き、光の粒子が舞い上がった。それは感覚の封印が解除された事を示すもので一気に性感を高められた美伽は、

「っ……あぁ、ああぁあぁぁぁああぁぁあああああぁぁあぁああぁ～～～～～～っ♥」

　それまで絶頂の残ざん滓しだったものを増幅されて、さらなる快楽を極まらせる。
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　すると、

「………………美伽」

　士狼が発した低い声の呼び掛けと共に生じた音があった。

　それはジーっというファスナー音で──そして、

　……あ……。

　皇神美伽は見る。士狼の制服のズボンから、彼のモノが取り出されていた。

　その形は既に興奮で膨れ上がり硬く張り詰めている。

　…──美伽と士狼は最後の一線を越える事はない。

　しかし──膣ちつへの挿入以外は行なえる。だから、

「…────俺も気持ち良くさせてね」

　そう士狼はこちらへ言うと、美伽の腰を両手でしっかりとホールドしてきて。

　次の瞬間──士狼の剛直が、美伽の秘裂の入り口をいやらしく擦り始めた。

「はあぁっ♥　あぁん、やぁっ……士狼……はぁっ、士狼っ……ふぁあぁああぁっ♥」

　封印を解かれた状態で、淫らな粘膜を擦られては一溜まりもない。

　腰をぶつけられる度に尻肉を淫らに波打たせながら、抽挿によって己の敏感な秘裂を擦られた美伽は激しく絶頂していった。

　士狼が腰を突き出す度に、窓ガラスに押しつけられて淫靡な形になっている乳房ごと美伽の乳首が何度も擦れて、

「あぁっ、はあぁあぁっ♥　やあぁっ、んはぁあんっ♥　はぁっ、やぁあっ、ああぁっ♥んっ、ふぁあぁんっ♥　ぁはぁっ、あぁっ、ぁあぁぁあぁああぁぁぁ～～～～～～っ♥」

　美伽は長い髪を振り乱しながら、背徳の絶頂をさらに極まらせる。

　そんな美伽の淫らな姿を──窓の外から子供達が見上げていた。

『──────────』

　もはや耳まで真っ赤にしながら、少女達は官能に潤んだ幼い瞳をこちらへ向けていて、間違いなく子供達の性を目覚めさせてしまった──その事実に、

「ぁ……あぁ……んっ、や……あぁ………っ♥」

　皇神美伽は禁断の背徳と共に、官能の奈落へと堕ちていった。

　そして、

「っ────美伽、そろそろ出すよ。お尻を上げて」

　士狼が射精宣言をしてきた頃にはもう、美伽は完全に色欲へと溺れていて。

「あ、ああっ……んぅ……士狼……来て……♥」

　いやらしく尻を上げながら、士狼に射精をねだった。

　すると士狼は美伽の腰から手を離すと、乳房を鷲わし摑づかみにする事でこちらの躰をホールドし直し、どんどん抽挿を早めてゆき、

「っ…………ぅ……あぁっ！」

　そのまま最後のひと突きと同時に、大量の白濁液が美伽の股間の下で放たれると──窓ガラスに映っている美伽に精液がべっとりと掛かり、淫らな白へと染め上げた。

　そんな自分の姿に、美伽もまた一気に官能を昂たかぶらせて、

「───────────────…っ♥」

　士狼の射精に続いて、身震いするような快楽を極まらせながら悦びの嬌声を上げた。
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　…──予想外の出来事がもたらした背徳の絶頂。

　その罪深さに、美伽は背後から士狼に抱き締められたまましばらく動けずにいた。

　窓の外を見れば子供達の姿は消えていて、

「大丈夫……美伽が見ていた子達は幻覚だよ」

「…………幻覚？」

　ふとこちらの心を見透かしたような士狼の言葉に、オウム返しに美伽が問うと、

「うん……『傲慢』の新しい使い方を試してみたんだ」

　士狼はふっと笑いながら言った。

「俺の傲慢は業を満たす『業満』に変えている。普段はこれを、他の大罪異能の効果を上げるバフ能力として使っているけど、ちょっと違う効果で他の人に使えないかと思ってさ」

「違う効果……？」

「深層意識に潜む無自覚な罪深い感情──その背徳感を満たす事で視覚化させたんだ」

　ああでも、と士狼。

「そのままだと一番キツいトラウマを刺激してしまう可能性があるからね……美伽には先に色欲を注いでおいたんだ。美伽が見た幻覚の正体は、美伽自身の深層意識にあった色欲にまつわる背徳感が具現化されたものだよ」

　つまり美伽は──小さい子供に己の淫らな姿を見られながら士狼にされると、最も興奮を煽あおられてしまうという事だ。

　そんな罪深い己の背徳を知らされた美伽は、

「…………いつからそんな真似ができるようになったんだ？」

　驚きに眼を見開きながら問う。すると、

「いま美伽に試したのが初めてだよ。刻印化して貰った時に効果を変化させたけど、あの一度きりだと成長がないからね。美伽の魔法ほどじゃないけど、俺なりに大罪異能の汎用性は増やし続けていこうと思って」

　七つもの大罪異能を既に操っておきながら、士狼は事もなげに言い放つ。

「まあでも……相手に触れていないと視覚の共有はできないから、今のままだと戦闘で使うにはリスクがある。離れた相手にも使えるように改良しないとね」

「………………………………」

　さらりと言い放った士狼に、美伽は思わず言葉を失った。

　魔神の力を自分のものにしただけでなく、その汎用性を上げ、さらには改良まで士狼は行なおうとしている。美伽に対して使ったのも、単に幻覚能力を成功させただけではない。

　初めての能力を発動させながら、こちらの魔法詠唱に割って入り美伽の感覚封印まで解いたのだ。もちろん美伽は完全に士狼を信用している。無防備なところはあっただろう。

　それでも──士狼のした事は驚嘆に値する。

「──────────っ」

　美伽はゴクリと喉を鳴らした。

　胸の奥で湧き上がるのは戦慄ではない──震えるような感動だ。

　…──全てを捧ささげると決めた少年が、最強の階段をさらに上へと駆け昇って行っている。

　それも自分だけの力で。

　その事実は──幼い子供に己の淫らな姿を晒した時よりも、遥はるかに美伽を興奮させた。

　だからもう我慢はできない。信じられないほど躰が熱くなっていて、

「ちゅ……んちゅ、はぁ……士狼、んぅ……士狼……っ♥」

　気が付いた時には──美伽は士狼に唇を重ねていた。

　激しい背徳の絶頂でも飛ばなかった理性を失ったかのように夢中でキスする。

　そんなこちらにそれでも士狼は応えてくれて……一気に昂ぶってしまった美伽の興奮が収まるまで、こちらの腰を抱きながら舌を絡めた淫らなディープキスをしてくれた。

　そうして長い長いキスの後──ゆっくりと唇を離した美伽は官能に潤んだ瞳で、

「お願いだ士狼……もっと私を滅茶苦茶にしてくれ」

　縋すがるように眼の前の士狼へと懇願した。

「今ならきっと……私はお前への隷属をさらに深められる。より一層お前のものになれそうな気がするんだ」

　だから──と、甘くねだるように言ったこちらに、

「良いよ……俺も美伽をもっと俺のものにしたいしね」

　士狼はそう言うと、こちらの鎖骨に沿うように両手を内側から外側へと滑らせた。

　すると白のブラウスが肩から背中へと滑るようにして床へ落ちて──上半身を完全に裸にされた美伽はそこで気が付いた。

　……あ……。

　射精したばかりの士狼が──再び彼のモノを限界まで硬く反り立たせていて、

「しゃぶってよ……美伽」

　こちらを見下ろしながら言った士狼の瞳は、もはや絶対的な支配者のようで──そして士狼に淫らな事をして欲しいと望んだ美伽は彼の性奴隷だった。

　だから美伽は膝を折るようにして、乙女座りで床にぺたんと尻餅をついた。

　そして──すぐ眼の前にある大きなモノ越しに士狼を見上げて、

「ああ、任せてくれ……今、楽にしてやる」

　官能に潤んだ瞳でそう告げると、ねっとりとした舌を亀頭の先端から裏筋へと滑らせるようにして士狼の剛直を口に含んで、

「はぁむ……ちゅぷ……はぁっ、んんっ……ちゅる、れちゅっ……んふぅ、ちゅぅうっ♥」

　とろりとした唾液を絡ませながら、淫らにフェラチオを開始した。

　その顔にはもはや──グランシュルトに居た頃の女神としての面影はどこにもない。

　愛する士狼との色欲に溺れた、いやらしい性奴隷がそこにいた。

　…────そして、士狼を二度目の絶頂へと導いたのはその数分後の事。

　フェラチオを続けていた美伽へそのまま解き放たれた──大量の口内射精だった。







　…────そして。

　ＬＨＲが始まるチャイムが鳴り、それが終わるチャイムが鳴っても。

「あんっ、はぁ……ん、あぁっ……士狼……やぁっ、んぅ……ふぁあぁん♥」

　二人きりの理事長室を舞台にした、士狼と美伽の淫らな交わりは終わる事なく続いた。

　あれからさらに服を脱いで、士狼は上半身裸──そして美伽はショーツ一枚の格好。

　一度は下ろしたショーツを美伽に上げさせて穿かせたのは、素股による互いの粘膜の密着度を上げるためだ。窮屈なショーツの中へ士狼のモノを強引に捻じ込んでやった方が、伸縮性のある生地が熱く濡れている事もあって、挿入に近い感覚を得る事ができる。

　…──この理事長室で、士狼が美伽と淫らな行ないを始めて既に二時間。

　色欲を溜め込んでいた士狼の射精が十回を迎えている一方で、美伽はその十倍を超える数の快楽を極めていて──室内には絶頂を繰り返した女の甘い匂いが充満している。

　久しぶりに感覚の封印を二つ解いた事で、通常の数百倍以上の絶頂へと至った美伽は、唯のように刻印こそないものの、もはや完全に士狼による色欲に溺れてしまっていて、

「はあぁっ……やぁ……ん、あぁ……んっ……ふぅ……はぁ……はぁああぁっ♥」

　現在、来客用のソファで士狼の膝の上に跨またがりながら美伽はいやらしく尻を振っていた。

　快楽に浸りきっているその顔は、壮絶なまでに艶めかしく美しい。

　対面座位の体勢で互いに快楽を与えている士狼と美伽の股間は極限まで密着している。

　だが二人は性交にまでは至っていない。士狼が入れているのは美伽のショーツの中までで、膣への挿入は行なっていないからだ。

　…──だが、互いの淫らな粘膜を擦り合い、絶頂へと至るには充分だった。

　よって──美伽のショーツの内側は彼女が溢れさせた愛液の洪水と、士狼が放った大量の精液が混ざってトロトロに蕩とろけていて、二人が腰の動きを合わせる度に「ジュプっ♥　ジュプっ♥」と淫らな水音が生まれていた。そして抽挿の動きに合わせて士狼の竿さおの部分に美伽のショーツが引っ張られると、二人の分泌汁が混ざり合った粘着質な白濁液がボタボタと落ち、高級な絨毯に淫らな染みを作ってゆく。そんな中、

「あんっ……はぁ、ふぁあん……士狼……あぁ……士狼ぉ……んぅっ♥」

　士狼の頭を搔き抱くように両手を回している美伽の顔は、甘美な官能に陶酔しきっていた。白い喉が見えてしまうほど上体を反らしているのは、敏感に張り詰めている乳首を士狼が口に含んで滅茶苦茶にしゃぶっているからだ。

　そして、

「────────っ！」

「っ────ぁああああぁぁぁぁあっ♥」

　快楽を昂ぶらせた士狼が精を解き放つと、美伽は嬌声を上げながら激しく全身を震わせた。射精の勢いそのままに熱い精液を秘裂へと掛けられた美伽は盛大に達していて、

「んっ……あぁ……や……ぁ、はあ……っ……あぁ……ん♥」

　士狼の剛直が射精の快感に震える度に、小さな絶頂を同じ数だけその身に刻まれて淫悦の声を漏らしてゆく。そうして絶頂の余韻に浸っている美伽の恍惚の表情を見ながら、士狼はそっと腰を引いて美伽のショーツの中へ挿入していた己のモノを引き抜いた。すると生クリームのように滑らかで濃厚な、大量の白濁液がトロトロと床へこぼれ落ちて、

　……そろそろかな。

　壁の時計で時間を確認した士狼は、美伽をソファの上で仰向けに寝かせて、

「…………ほら美伽、最後まで」

　まだ絶頂の余韻に酩めい酊ていしている美伽の顔のすぐ前に、己のモノを突き出してやる。

　すると美伽は恍惚に濡れた瞳で、

「…………あぁ…………ちゅっ、くちゅ♥」

　唇で迎えに行くように士狼のモノを口に含むと、濃厚な舌遣いのフェラチオを始める。

　たとえどれだけ派手に快楽を極めようと、最後は必ず士狼のモノを綺き麗れいにする。

　それが士狼の色欲を満たす存在として、美伽が彼女自身に課した絶対のルールだった。

　…──そうして美伽が幸せそうに士狼のモノを舌で綺麗にしてくれた後。

　しばし、ソファの上で肌を寄せ合うように裸で互いの躰を密着させていると、

「なあ士狼……どうして唯には、お前を悦ばせる幸せを教えてやらないんだ？」

　士狼にしなだれ掛かっていた美伽が、そっと顔を上げて言ってきた。

「…………俺を悦ばせる幸せって？」

「もちろん……こういう事だよ」

　こちらの問いに美伽は艶めかしく笑うと、そっと士狼の股間へと手を伸ばしてきて、

「っ……ちょっと、美伽」

　士狼はとっさに声を上げた。美伽が淫猥な手付きで士狼のモノをしごき始めていて、

「解っている筈だ……お前が快楽を与えているだけでは、唯の色欲は覚醒できないと」

　美伽がそこまで言った時にはもう、士狼のモノは彼女の手淫で硬さと大きさを取り戻していた。そして美伽はこちらの足下の方へ移動すると、大きな乳房を抱え上げるようにして士狼の股間へと持って行き──その深い谷間でこちらのモノをいやらしく挟む。

「っ────…ぁ！」

　士狼は思わず快感の呻うめきを漏らした。美伽の胸の谷間が、しっとりと吸い付くように士狼のモノを包み込み、彼女の乳房の形をいやらしいものへと変えていて、

「ほら見ろ……色欲には、自分自身が淫らな奉仕を行なう事でしか生まれないものもある。本気で大罪異能の覚醒を目指している唯に、それを教えてやらないのは可哀想だろう」

「っ…………確かにその通りなんだけどね。委員長にはまだちょっと早いかなって」

　ふふっと蠱惑的な笑みを見せた美伽に、士狼は己の考えていた事を伝えた。

　唯が色欲の刻印を得てからまだ一ヵ月も経っていない。それでも優しくて真面目な彼女は、大罪異能に覚醒するために魔神クラスの色欲を受け入れようと頑張っている。

　…──だが、これまで唯は性経験はおろか、キスさえした事がなかったのだ。

　そんな彼女に性奉仕を教え込むのは、まだ少し時期尚早というものだろう。慎重に導いてあげなければ、それこそ唯の肉体と精神に深刻な影響を与えてしまいかねない。

　すると美伽はゆっくりと乳房を上下に揺するようにして、本格的に胸の谷間でこちらのモノをしごき始めながら、

「大丈夫だ。煉也を皮切りに、翠琴や凜にも刻印を与えたが……唯はあの三人とは違う」

　何故なら。

「あの三人にもそれぞれ大罪を担う素質はあったが……煉也には戦う力を与えてやるために、翠琴と凜は保護してやるために、意図的にお前と私とで刻印を与えてやっただろう。だからあの三人は、大罪異能の覚醒がスムーズに行なえたんだ」

　ところが、と美伽。

「唯は違う……彼女に色欲の刻印が刻まれたのは、完全なイレギュラーだった。つまり純粋な素質だけで唯はお前から色欲の刻印を得たんだ。大罪の適合度だけで言えば、煉也たち三人より優れているし──それこそ自分から強欲を貰った私よりも上かもしれない」

　しかし。

「オリジナルの大罪異能を持つ当のお前が、唯に色欲の刻印を刻んでしまった事にまだ後ろめたさを抱いたままでいる。お前のその優しさがある限り、いつまで経っても唯は覚醒できないよ」

「それは────…」

「私にグランシュルトでしてくれたのと同じように、唯にもやり方を教えてやれ。明日は木曜だ……色欲の大罪因果がある。色々と仕込んでやるにはお誂あつらえ向きだろう」

　言葉を濁したこちらに、美伽が一つの方法を提案した。

　彼女は今──士狼に対して当然の事のように胸での性奉仕を行なっていて、

「ひょっとして美伽は……委員長を自分と同じにしたいの？」

　という、こちらの問いに、

「そういう訳じゃない。どれだけ一緒の事をしたところで、私と唯は同じにはならないよ」

　と美伽。

「私がこうなったのは私だったからだ。同じように、唯がどこまで行こうと彼女は彼女にしかなれない。ただそうだとしても……お前に対して淫らに奉仕する悦びがどれ程のものかは、色欲の担い手として知っておくべきだと思うが」

　艶っぽく笑いながら胸の谷間での奉仕を続ける美伽は──士狼に全てを捧げると誓った淫らな性奴隷の顔をしていた。

「色欲の大罪異能と、刻印の説明は既に行なっている。唯は自分の色欲の素質が、並外れたものである事を理解しているよ。そして──その上で彼女は、お前のものになる事を受け入れて、大罪異能に覚醒しようと務めているんだ」

　だから。

「別に乱暴しろとは言っていない。優しく丁寧に、しっかりと調教してやれ。そうすればやがて唯は、唯なりの色欲を極めて覚醒へと至るだろう。そしてその時──彼女はお前の色欲を満たしてくれる最高の存在になっている筈だ」

　そう言った最高に淫らな女神に、

「…………解ったよ。美伽がそう言うなら、きっとそれが正しいんだろうしね」

　やれやれ、と士狼は言った。

「まあでも……それは取り敢えず、今日の会合が終わってからの話だよ」

　そう──裏吉祥寺では今夜、重要な集まりが催される。

　士狼たち《餓狼旅団》のメンバーは、全員参加しなくてはならない会合だ。

　そして、その集まりは決して容易には終わらない。すると、

「そうだな……今夜の『四星会合』で紹介すれば、対外的にも唯は正式に《餓狼旅団》の一員になる。そうしたら明日にでも、たっぷりと彼女に教えてやると良い。お前の手で本当の色欲を刻まれた女が、どれだけ淫らになれるのかを」

　そう言って美伽はどこまでも淫靡に笑うと、

「はぁ……ん……ちゅぷ……んふ……んちゅっ、はぁ……ちゅるっ……んぅっ♥」

　とうとう胸だけでなく口でも奉仕を開始して、本格的に士狼をイカせようとしてくる。

　…──だから士狼は彼女の頭を優しく撫なでてやると、そのまま快楽へと身を委ねた。

　それが士狼に己の全てを捧げると誓ってくれた──皇神美伽の幸せと信じて。





第２章　絡まり合う四星の深謀
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　かつて──異能特区で『ある事件』が発生した際。

　事態を収束させるために協力関係を結んだ異能組織がある。

　中国マフィア《九龍クーロン公司フアウンデーシヨン》。

　六神会系暴力団《鹿島組》。

　ロシアンマフィア《Ｌ・シンジケート》。

　そして──《餓が狼ろう旅団》だ。

　後に、互いの利益への干渉が起きないよう協定を結んだ彼らは、いわば現在の裏吉祥寺を取り仕切る四大組織である。

　異能力が溢あふれる特区内で、裏吉祥寺は特に治安という言葉が成り立っていない。

　事件やトラブルは日常茶飯事。死人が出る事も珍しくないのが現状だ。

　だが──治安という概念に乏しい裏吉祥寺にも、一定の秩序は存在している。

　その秩序を生み出している存在こそ、この四大組織なのである。

　彼らは定期的にトップ同士が集う会合を設けていた。

　…──それが『四星会合』だ。

　そして聖せい蹊けい学園が新年度を迎えたこの日の晩、一ヵ月ぶりに四星会合が開かれていた。

　その会場は裏吉祥寺において最上の料理とサービスを提供し、異能特区の内外を超えて多くファンを持っている超高級中華料理店──『九崙クーロン飯店』。

　一般客と共に、数え切れない程のＶＩＰが通うこの店が、実は中国マフィア《九龍公司》が運営しているという裏側を知っている者は限られている。その事実を知るのは政財界の一部を除けば、個人・団体・組織を問わず闇社会に身を置いている者達だけだ。

　だが──そんな彼らでも知らない秘密のフロアが九崙飯店には存在する。

　エレベーターの階数ボタンのパネル画面に極秘コードを入力し、特別な認証を経てようやく至る事のできるそこは、華やかな赤の色彩が溢れる通常フロアとは対照的に、黒と金を基調としている。一見すると派手さはないが、天井は高く地下でありながら開放感のある空間は、全ての調度が一級品で揃そろえられており高級感に満ちている。

　そう──ここは極秘のＶＩＰフロアなのだ。

　そして。

「────────────」

　その極秘フロアの奥にある特別個室に今、鴻こう崎さき唯ゆいは足を踏み入れていた。

　広い正八角形の部屋の中央には、巨大なクリスタルガラス製のターンテーブル。

　その上に並んでいる豪華な料理の数々はどれも彩り豊かで、天井の巨大なシャンデリアの灯りによって視覚的な美味を極限まで演出されている。

「…………………………っ」

　そんな異世界のようなフロアに佇たたずんでいた唯は、ごくりと喉を鳴らした。

　…──その緊張は、贅ぜいを尽くした内装や料理のせいではない。

　間もなく四星会合の開始時刻を迎えようとしている現在。隣室の大部屋に各組織の幹部達が集結している中、唯のいる特別個室には三組織のトップとその補佐が集っていた。

　巨大なターンテーブルの円卓に着いているのは各組織の代表たち。

《Ｌ・シンジケート》の日本支部のボス、セルゲイ・イワノフ。

《鹿島組》の若頭、片かた桐ぎり京きよう介すけ。

　そして《餓狼旅団》の団長──皇おう神がみ美み伽かだ。

　深いスリットから艶めかしく太股が露出しているチャイナドレスの綺き麗れいな女性店員が厳かに給仕を行なっているが、彼らは食事に手を付けない。

　……きっと。

　唯は思う。恐らく、まだ来ていない《九龍公司》のトップを待っているのだろうと。

《餓狼旅団》以外の三組織の内、《鹿島組》については、指切り事件の折に唯の顔見せは済んでいる。今回の会合に出席しているのも、先日士し狼ろうと共に挨拶を行なった片桐京介と堂どう珍ちん環たま貴きの二人だ。堂珍は若頭補佐代行という肩書きで、片桐の右腕としてこの場にいる。

　だが、残りの二組織──《九龍公司》と《Ｌ・シンジケート》については今夜が初めて。

　それに、片桐ら《鹿島組》の二人にしても会ったのは一度だけで、会話もほとんどしておらず、初対面と大差のない間柄だ。堂珍も、街で会った時に士狼と砕けた口調で話していたのが噓うそのように真剣な面持ちで、片桐の背後に直立不動で控えている。

　唯はこの場がどういうものかを理解。よって否応なく緊張してしまうのは必然で、

「成る程……その娘が、旅団が迎え入れたという新顔か」

　そんなこちらを、金髪に清潔感のある顎あご髭ひげの男性が見ながら言った。

《Ｌ・シンジケート》のボス、イワノフだ。

「そうだ。…──唯、自己紹介を」

　美伽がこちらを促すと、その場の視線が一斉に唯へと集中する。

　唯はゴクリと喉を鳴らすと、深呼吸を一つして、

「鴻崎……唯です。よろしくお願いします」

　硬い表情で頭を下げた──その瞬間だった。

「っ────ふあぁぁあんっ？」

　唯はビクンと躰からだを震わせると、甘く艶めかしい声を漏らしてしまう。

　それは唯自身の意思とは全く無関係のもので、

「……………………？」

　突然の唯の反応に、他の組織のトップ達の視線が怪け訝げんなものになった。

　無理もない。彼らからは死角になっており見えていないのだ。

　…──唯は今、尻を揉もまれていた。

　それもスカートの裾下から手を入れられ、ショーツの上から直接愛あい撫ぶされている。

　長い五指が唯の尻たぶを弄ぶように揉み、はしたない形に変えていて……唯は頰を赤くすると、信じられないとばかりに犯人を見た。すると、

「あれ、どうかした委員長？」

　立っている唯のすぐ脇の席に座っている彼は、確信犯の笑みと共に言った。

　他の組織のナンバー２が、それぞれトップの背後に控えている中。

　一人だけしれっと円卓の席に座っている《餓狼旅団》の最高幹部筆頭。

　士狼だ。







　小鳥遊たかなし士狼は、円卓の席で同時に二つの事を行なっていた。

　右手は、美しい茶器に注がれ温かな湯気を立てている烏龍ウーロン茶を口元へと運びつつ。

　左手は、唯の背後──スカートの裾下から内側へと差し入れて彼女の尻を揉む。

「……うーん、極上だね」

　口の中いっぱいに広がるお茶の風味と、手の平に感じる柔らかな感触……それらを同時に楽しみながら士狼は満足げに言った。すると死角だが、唯の反応で気が付いたのだろう。

「久しぶりに顔を出したかと思えば、平然と席に座って飯食うだけでも大概なのに、自分とこの女の子の尻まで揉むとか……トップ会合の場でどんだけ好き放題なんすか」

　呆あきれたように言った堂珍に、

「しかめっ面して貫かん禄ろく出したいのか知らないけどさ。この店に来て料理を食べない皆の方がどうかしてるよ。こんなに美味しいのに。ねえシャオメイ」

「恐縮です士狼様……黄コウ様も喜びます」

　しれっと士狼が言うと、給仕をしていた少女──シャオメイが微笑む。

　そんな彼女に笑みを返している間も、士狼は唯の尻を堂々と揉み続けながら、

「気が付いているとは思うけど、彼女はまだ俺らみたいな荒事の世界には不慣れでね。今日は挨拶だけだけど、今後何かで顔を合わせた時はお手柔らかに頼みたくてさ」

　温かくて柔らかな感触と、スベスベしたショーツの滑らかさを楽しみながら告げると、

「ほら、委員長からも何か言っておきたい事があったら言って良いよ」

　士狼が優しく唯を促すと、

「じゃあお言葉に甘えて──小鳥遊くんは、たまに頭がおかしいよね」

　唯は底冷えするような瞳でこちらを見てきて、

「あれ？　緊張していたみたいだから、揉みほぐしてあげようと思ったんだけど」

「緊張は揉みほぐすんじゃなくて、解きほぐすものじゃないかな」

　あと、と唯。

「小鳥遊くんは、人前で私のお尻を揉んでくるクセがあるよね」

「え、そんなクセが？　困ったもんだね」

「本当にねっ！」

　尻を揉んでいたこちらの手から逃れた唯を、士狼が「まあまあ」と宥なだめていると、




「…────聞くに堪えねぇな」




　冷たい嘲笑を含んだ声が、せっかく士狼が解きほぐした唯の表情を凍り付かせた。

　と同時、その場の雰囲気が一瞬で緊張する。

「──────────」

　単に苛立ちを口にした程度なら、唯がここまで身を硬くする事はない。

　唯を固まらせたのは、発せられた言葉に込められた凍てつくような意志。

　殺意だ。一気に張り詰める空気の中、

　……やれやれ。

　尋常ではない殺気を向けられた士狼は、仕方なく声の主を見た。

　視線を向けた先は《Ｌ・シンジケート》のボス、イワノフの背後。

　そこに立つ銀髪の青年だ。

　褐色の肌の肉体は、服の上からでもはっきり解るほど鍛え上げられていて、

「やあユーリ……相変わらず人の話をまともに聞けないみたいで何よりだ」

　士狼はそう言うと、ふっと笑いながら告げる。

「解りやすい態度しちゃって。組織のナンバー２がそんな風にイキると恥ずかしいよ？」

「ブチ殺したくて堪らねぇのを我慢してんだ。充分すぎるほどお手柔らかだろ？」

　獰どう猛もうな笑みと共にこちらを見たのは、《Ｌ・シンジケート》日本支部のナンバー２。

　ユーリ・ミハイロビッチだ。

　…──過去の『ある事件』以降、士狼とユーリは浅からぬ……否、深い因縁があった。

　その結果、士狼はユーリから深い憎悪を向けられるようになっている。

　それこそ──協定がなければ、即座に殺し合いとなる程に。

　……だから、来たくなかったんだけどね。

　最近、士狼が四星会をサボっていた理由の一つは、ユーリとの衝突を避けるためだ。

　士狼とユーリが正面から戦う事になれば、必然的に《餓狼旅団》と《Ｌ・シンジケート》の全面衝突へと発展する。そうなれば双方に死者が出る事は避けられない。

　それ程までに、ユーリ・ミハイロビッチは強大な異能力を有していた。

　この異能特区──裏吉祥寺で、真っ向から士狼と渡り合える数少ない存在の一人。

　それが眼の前のユーリという青年なのである。

　そして《餓狼旅団》と《Ｌ・シンジケート》が激突する事態になれば、裏吉祥寺は凄惨な戦争状態へと突入する事になる。そうした事態を回避するために、ユーリとの接触は可能な限り避けていたのだが、

　……まあ仕方ないか。

　今回の四星会合については、必ず参加するように美伽から厳命されていた。

　唯を正式に紹介する必要があったからだ。

　士狼は唯を自分のものにした。その情報を、士狼達はあえて裏吉祥寺で広めていた。

　…──唯の色欲の刻印の問題があるからだ。

　裏吉祥寺で生きてゆく上で、コントロールがままならない色欲の大罪刻印は深刻なリスク以外の何物でもない。よって、今の士狼との関係は唯を危険から守る事に繫つながるのだ。

《餓狼旅団》の小鳥遊士狼が自分のものにした少女──そう聞いてなお、唯に対しておかしな真似をしようとする者は、この裏吉祥寺には滅多にいない。

　しかし──何事にも例外はある。

　眼の前にいるユーリ・ミハイロビッチが正にそうだ。

　士狼のものと知っても……否、士狼のものになったからこそ。

　ユーリが唯に対して悪意を向ける危険性がある。

　そして──その予想はすぐに現実となった。ユーリが嘲るように笑って、

「噂うわさには聞いてたが本当らしいな。裏吉祥寺の歩く腐れチンポが、カタギの娘を雌奴隷にしたってのはよ」

　吐き捨てるように侮蔑の言葉が放たれた。
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　その瞬間──鴻崎唯は息を吞のんだ。

　怒りはあった。ユーリが発した言葉は許し難いものだ。

　…──もちろん自分と士狼の間柄が、褒められたものではない事は理解している。

　それでも唯にとって、士狼との関係は掛け替えのないものだった。

　唯のために、唯を自分のものにしてくれた……そんな士狼の想いを知っているからだ。

　だから先日、ヘブンズオーシャンへ潜入した時──士狼を侮辱したアントニオ・ファブローニが許せなくて、とっさに動いてしまったのである。

　…──ユーリの発言は、あの時のアントニオと大差のない酷いものだった。

　それでも──唯は動く事ができなかった。

　ユーリの強さは、アントニオなどとは比べものにならない次元にある。

　士狼や美伽と比べても全く遜色ないレベル……そう確信できる程、眼の前のロシアンマフィアの青年が放つオーラは圧倒的だった。

　それこそ士狼や美伽がいなかったら、とてもじゃないが立っていられなかっただろう。

　だから唯は改めて思い知る。この四星会合は、裏吉祥寺の四強組織が集う場なのだと。

　しかし──唯はユーリの殺意や憎悪に晒さらされながらも、どうにか耐える事ができていた。

　唯が息を吞んだまま、動く事ができずにいる理由は他にあった。それは、

「…………確かに彼女は今、俺のものって事になっている。一時的ではあるけど、彼女の全てを俺が預る事になったからね」

　いつもより低い声──唯は引き寄せられるように視線を向ける。すると、

「でも……雌奴隷というのはちょっと言葉が過ぎるんじゃないかな」

　どこまでも冷たい眼差しをユーリへと向ける士狼の横顔があって、

「ウチは団員全員が最高幹部だ。たとえ新人だろうと、それは変わらない」

　静かに、しかしハッキリとした口調で士狼が言った時だった。

「不快だな──…」

　ふと発せられたのは、明白な苛立ちを含んだ声。

「っ────…」

　鼓動を跳ね上がらせた唯は息を詰めた。

　…──空気どころか、部屋そのものが押し潰されそうな程の圧力が生まれていた。

　それは壮絶な美しさを湛たたえている女性が放っているもの。

　唯のすぐ傍──士狼とは逆サイドの席に座っている美伽だ。

「今の発言は唯に対する深刻な侮蔑に加え、士狼への侮辱も含まれている。その原因となっているお前と士狼の因縁は私もよく知るものだ。陰で勝手な事を言いたいのなら好きにすれば良いし、それを咎とがめようとも思わない」

　だが、と吸い込まれそうな双そう眸ぼうがユーリを射貫く。

「以前にも伝えた筈はずだ、ミハイロビッチ。私は、自分の気に入っているものを侮辱されるのが何よりも嫌いだと。久しぶりに士狼と会えてはしゃぐ気持ちは解るが……私を不愉快にさせて良い事はないぞ。お前にとっても、お前達の組織にとってもな」

　そこまでを言うと、美伽は視線をユーリのすぐ隣へと移して、

「この会合に参加する者には、相応の責任が伴う。先程の暴言は、《Ｌ・シンジケート》が我々を公に侮辱したものとみなすが……構わないなイワノフ」

「そう嚙かみつくなよ皇神。まるで野良犬のようだぞ」

　矛先を向けられた《Ｌ・シンジケート》の日本支部代表は余裕を崩さない。

「予定の開始時刻にはまだ早いし、《九龍公司》も席に着いていないんだ。まだ四星会合は始まっていない」

　テーブルの空席を見ながらイワノフは言った。

「現にお前さんのところの小鳥遊が、席に座って吞のん気きに飯を食ってるのが良い証拠だ。確かに先程のユーリの言動は感心できるものではないが、とはいえ冗談や雑談の範はん疇ちゆうだろう」

　そうして笑みを浮かべたロシアンマフィアの代表の言葉に、

「ふーん……成る程ね」

　納得したように士狼が言った時だった。

「────────っ？」

　ギョッという顔を堂珍が見せて──次の瞬間、キンと甲高い金属音が生まれた。

　堂珍の不自然な反応に、唯が何事かと思っていると、

「……………………っ!?」

　不意に、イワノフが顔を青あお褪ざめさせた。そして、

　……あ……。

　そこで唯は、ようやくある事に気が付く。

　…──いつの間にか、士狼の手に彼の七鍵天狼牙があった。

　そして先程の音が、具現化した刀を抜いた音ではない事を、士狼の体勢が教えてくれる。先程のあれは──抜いていた刀を鞘さやへと収めた納刀時の鍔つば鳴なりで、

「っ……小鳥遊、いったい何の──！」

「…──死にたくないなら動かない方が良いよ」

　立ち上がろうとしたイワノフを士狼が制止した。

「結構な回数斬ったからね。下手に動けばバラバラになる」

「貴様……っ」

　士狼が七つの大罪異能の使い手であり、さらには常人離れした身体能力を有している事はこの場の誰もが知っている。イワノフが顔を強ばらせると、

「…………ふざけるのはその辺にしておけ」

　窘たしなめるように言ったのは、これまで席に着いたまま沈黙を保っていた《鹿島組》の若頭。

　片桐京介だ。

　見れば先程まで不機嫌そうにしていた美伽も、薄く笑みを浮かべている。そして、

「ボス……小鳥遊は何もしていません」

　ユーリが安心させるように、イワノフへと寄り添い語りかけた。

「奴にむざむざと抜かせるような真似を、俺がさせる訳がないでしょう」

「まあ、確かにそうだね」

　士狼の頷うなずきは、イワノフを斬ったという先程の発言が噓である事を意味するもの。

　…──だがそれはフェイクではあっても、ブラフではない。

　その気になれば、士狼はイワノフを斬る事ができた。

　唯やイワノフが全く反応できなかったのに対し、

　……三人は、小鳥遊くんの動きが見えていた……。

　唯は改めて見る。美伽と片桐、そしてユーリの三人には微み塵じんも焦りがなかった。

　そして堂珍も、いち早く士狼が刀を具現化した事に気が付いていた。

　その反応の違いは、そのまま戦闘能力の差へと繫がるものだ。

　視線をイワノフへ向けていたため、真横にいた唯にとって隣の士狼は死角だったが、

　……でも。

　それを言い訳にする事はできない。いみじくも士狼が先ほど言った通りだ。

　唯もまた、《餓狼旅団》の一員であり……同時に最高幹部なのだから。

　今の反応から察するに──恐らくイワノフは《Ｌ・シンジケート》側のトップではあるが、戦闘力ではユーリが上なのだろう。或あるいは、組織を束ねる人心掌握や政治的な駆け引きを専門としているのかもしれない。そんなイワノフは今、怒りに身体を震わせていて、

「っ……小鳥遊……何のつもりだ」

「アンタが言った事だよイワノフ。四星会合はまだ始まってなくて、ユーリが言い放ったウチの大事な新人への侮辱は冗談の範疇だと。だったら、これも冗談の範囲内だよ」

　というか、と士狼は苦笑。

「少し驚きすぎだよ。俺が黄さんの店で血を流すような真似をする訳ないでしょ」

「ふざけるな……こんな悪趣味で笑えない冗談があってたまるか」

　ギリッと奥歯を嚙み締めながら睨にらむイワノフに、

「先刻のユーリの暴言だって、悪趣味でまるで笑えなかったよ」

　良いかい、と士狼は立ち上がった。と同時、

「あ────…」

　唯は驚きの声を漏らした。士狼の腕が腰へと回され、抱き寄せられたからだ。

　至近距離にある士狼の横顔はどこまでも真剣なもので、

「もう一度言っておく……彼女は、鴻崎唯はウチの大事な新人だ。そして、今は俺のものだよ。だから、扱いには最新の注意を払い、以後は敬意を持って接して貰もらう」

　さもないと。

「この次は──俺も冗談で済ませるつもりはないよ」
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　…──そうして、四星会合前に行なわれた唯の紹介は終わった。

　士狼達のいる特別個室を後にした唯が戻ったのは、扉を隔てて隣接している大部屋だ。

　だが特別個室と同じく、こちらの部屋もまた緊張感に満ちている。

　……えっと。

　広いフロアは組織ごとにエリアが分けられ、それぞれ別の円卓に着いている。

　ざっと数十名はいる《九龍公司》の構成員は、部屋の壁際に並ぶように立っていて、ぐるりとこちらを取り囲んでいる。その全員が女性で、チャイナドレスを身に纏まとった美しい彼女らの姿はまさしく圧巻だ。

　そんな女性達に周囲を囲まれた状態で、テーブル席に座っているのが他の三組織。

　特別個室と大差のない豪華な料理がテーブルに並んでいるが、《鹿島組》や《Ｌ・シンジケート》の構成員らは手を付けないどころかロクに会話もせずに、黙ってトップ達の会合が終わるのを待っている。

　そんな中──一つだけ空気の異なるテーブルがあった。

　出された料理は全て完食。その上でメニューを楽しげに眺めながら、

「いや～、やっぱり黄さんのところの料理は最高ですね。あ、すみません。この干し貝柱と海老の炒飯チヤーハンお替わりお願いします。あと小籠包にフカヒレの姿煮も」

「全くだ。一度食ったらもう、ここ以外で中華は食えねえよな。俺は東坡肉トンポーローと、鮑あわびとウニの炒飯。それと北京ダックと海鮮あんかけ焼きそばを炒麵チヤーメンで」

「あ、煉れん也やさん。上海蟹がにどうします上海蟹」

　白地に金の箔はく押おしで店名と意匠が描かれているメニューを見ながら翠み琴ことが言うと、

「行くに決まってんだろ。凜りん、お前はどうする？」

「あたしは良いわ、もうお腹いっぱいだし。あ、でもフカヒレと金華ハムの蒸しスープだけ飲みたいかな」

「じゃあそれと、上海蟹は二人前で頼むわ」

「はい、かしこまりました」

　煉也の注文に、特別個室にいたシャオメイという女性とは異なる色のチャイナドレスを纏った女性が恭しく頭を下げ、色っぽい足取りで厨ちゆう房ぼうへと注文を伝えに行く。

　…──この状況でも翠琴たちは普段とまるで変わらない。

　そんな三人に、ようやく唯も緊張を解いて安あん堵どの笑みを浮かべると、

「あ、唯さんお帰りなさ～い。ご挨拶は終わりました？」

　こちらに気付いた翠琴が、周囲の緊張感を無視した明るい笑顔で唯を迎える。

　そんなロリエロメイドに、「うん、何とか」と頷いた唯が自分の席へと腰掛けると、

「…──お疲れ様でした。どうぞ」

　穏やかな声音と共に、温かな湯気の立つ茶杯が横から差し出された。見れば、中国の伝統衣装に身を包んだ美しい長髪の青年が、優しい笑みを浮かべて唯の脇に立っていて、

「あ、どうも……ありがとうございます」

　唯は茶杯を受け取りながら頭を下げた。他の三人が飲んでいたのと同じお茶なのだろう。

　器に注がれた黄金色のお茶が、仄ほのかに甘い匂いを漂わせている。

　……偉い人、なのかな。

　男性は服の装飾や意匠が、一人だけ周囲の《九龍公司》の構成員達とは異なっている。

　何より──この張り詰めた大部屋の中、翠琴達と同じく悠然としていられるのは並大抵の神経では不可能だ。すると、

「よお黄さん、こないだはサンキューな。急に追加を頼んだりしちまって」

　煉也が笑顔で声を掛ける。旅団のメンバー以外には基本的に無愛想な煉也にしては珍しい反応だ。きっと、この男性と《餓狼旅団》は良い関係が築けているのだろう。

　そうした唯の想像は当たっているらしく、男性は柔和な笑みを深いものにして、

「いいえ。皆さんにはいつもウチの店を贔ひい屓きにしていただいていますから。私に協力出来る事であれば、何でもさせていただきますよ」

「いや～大感謝です。黄さんのお陰で、こないだは無事に最高のすき焼きを楽しめました」

　至高の味を思い出したのか、至福の表情になった翠琴の言葉に、

「すき焼きって……もしかしてあの時の？」

「うん。唯がウチに入る切っ掛けになったあの日……初めてウチのアジトに来た日に食べたでしょ。あの時のお肉や卵を始め、超一級の食材を手配してくれたのが黄さん」

「そうだったんだ……あ、ご挨拶が遅れてすみません。私──…」

　慌てて立ち上がろうとした唯を、軽く手で制して、

「存じ上げています。鴻崎唯さんですね。《餓狼旅団》に新しく入られた」

　長髪の青年は、きちんとこちらへ向き直って、

「黄子し龍りゆうです……どうぞよろしく」

　そう言って軽く頭を下げてくる。そして、

「四星会合にいらっしゃるのは初めてですね。あちらの部屋の様子はいかがでしたか？」

「…………緊張しました。凄く」

　小さく苦笑しながら唯はそれだけを言った。同じフロアの別テーブルに《Ｌ・シンジケート》の者達がいる中で、先ほど向こうであった事を喋しやべる訳にはいかない。

「まだ少し時間が早いので《九龍公司》のトップの方がいらっしゃっていなくて、会合は始まっていないんですが……それでも凄い人達ばかりが集まっていましたから」

「そうですか……では、よろしかったらそちらのお茶をお飲みになって下さい。少しは気分が落ち着くと思います」

　黄に勧められるままに、唯は茶杯を己の口元へと運んだ。

　すると湯気と共に立ち上るのは、お茶とは思えないフローラルな香り。そうして口を付けると甘みと共に、芳ほう醇じゆんな香りが口の中いっぱいに広がって、喉を通るよりも先に鼻へと抜けてゆく。そんな極上のお茶を一口飲んで、

「美味しい……」

「今日は特別な会合ですから、特別に第一世代の大だい紅こう袍ほうを出してみました」

「大紅袍って……」

　あまり詳しくない唯でも知っているような超高級茶の銘柄だ。しかも接ぎ木のものではなく第一世代から採った茶葉となると、その金額は計り知れないばかりか、そもそも向こうの政府によって流通を制限されているため、一般にはまず手に入らない代物である。

　驚きに眼を丸くしたこちらに、

「お口に合ったようでしたら良かった。美味しさは個人の味覚によるもので、高級なものが必ずしも万人にとって美味しい訳ではありませんからね」

「確かに。カップラーメンとか超美味しいですもんね」

「そりゃ否定はしねえが……その例えは合ってんのか？」

　翠琴と煉也のやりとりに、黄は楽しそうに微笑んで、

「では、私はそろそろ失礼します。先ほど煉也くん達が注文した料理は、貴女も召し上がれるように多めに用意させますので、引き続き当店の食事を楽しんで下さい」

　そう言うと、黄が向かったのは部屋の奥──特別個室の方だった。そして黄が通り過ぎると、壁際に並ぶ《九龍公司》の女性達が恭しく頭を下げてゆく。その光景を見て、

「もしかして、黄さんって……？」

「ええ、唯の想像で合っているわ」

　唯の問い掛けに、隣の凜が静かに頷いて言った。

「黄子龍……彼が《九龍公司》の総帥よ」
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　唯が出て行った後も、特別室の空気は張り詰めたままだった。

《餓狼旅団》と《Ｌ・シンジケート》の間に流れる空気は正に一触即発。

　だが、皇神美伽は思う──知った事ではないと。

　ユーリが行なった士狼や唯への侮辱は、看過して良いものではなかった。

　……もしも。

　あれがイワノフの発したものだったら、美伽は彼を殺していたかもしれない。

　言い換えれば──ユーリは、殺さずに警告する程度の事はしても良い相手だった。

　何故なら、

　……かつては、士狼の親友だった男だからな……。

　チラリと美伽は銀髪の青年を見た。

　…──今でこそ険悪を通り越して最悪の関係。だが、美伽と共にグランシュルトからこの世界へと戻ってきた士狼が作った最初の友人は、このユーリ・ミハイロビッチだった。

　それこそ、《餓狼旅団》の団員として最初に迎え入れるという話も出ていた程だ。人格的にも、持っている異能力の強さや実力的にも、ユーリは充分すぎる存在だった。

　とはいえユーリは《Ｌ・シンジケート》を抜けるつもりはなく、その話はなかった事になったが──それでもユーリは、士狼が仲間に誘った事を喜んでいた。

　その時の笑顔を、美伽は今も覚えている。恐らくは士狼と──そしてユーリも。

　それから『ある事件』をきっかけに、士狼が五分の杯を交わした相手は三人。

　一人は《鹿島組》の片桐京介。一人は《九龍公司》の黄子龍。

　そして最後の一人が、《Ｌ・シンジケート》のユーリ・ミハイロビッチだ。

　そもそも四星会合の原型となったのは、この四人の個人的な集まりに端を発している。

　…──だが、後に《餓狼旅団》と《Ｌ・シンジケート》との間で『問題』が生じた。

　それは幹部同士の激突を伴い──当時の《Ｌ・シンジケート》の日本支部のボスが死亡した。死んだボスの名はアレクセイ。

　アレクセイ・ミハイロビッチ……彼は、ユーリが本当の兄のように慕っていた従兄で。

　…──そして、そんなアレクセイを殺したのが士狼だった。

　それがユーリが士狼を憎むようになった理由だ。

　よって美伽も、ユーリの態度に一定の理解を示している。ユーリにとって、アレクセイとはそれだけ大切な存在だったのだから。

　……だが。

　それを言うなら、美伽にとって最も大切な存在は士狼だ。よって士狼を傷つけるもの、士狼を害するもの、士狼を侮辱するものを皇神美伽は許さない。

　たとえそれが──かつて士狼の親友だった青年であろうとも。

　……それに。

　あの時──士狼にも、アレクセイを殺さなければならない理由があった。

　たとえユーリとの友情が失われ、彼に憎まれる事になろうともだ。

　そうしてもたらされた結末を経て──士狼とユーリの間にあった友情関係は失われ、四星会合は形を変えて今のものへと落ち着いたのである。

「…………………………」

　過去へと想いを馳はせながら、美伽は隣の席に座る士狼を見た。すると、

「うん……美味しかった。ご馳ち走そうさま」

　用意されていた料理を全て平らげた士狼が、満足げに箸を置く。と同時、

「…──お待たせしました」

　特別室の扉が開かれ、一人の青年が姿を現した。

　中国の伝統衣装に身を包んだ長髪の青年──《九龍公司》の総帥、黄子龍だ。

　彼がやって来るタイミングを読んで士狼が食事を終えたのか。

　士狼が食事を終えるタイミングを読んで彼がやって来たのか。

　或いはその両方──二人がお互いのタイミングを読んだのか。

　黄は空いている最後の席に腰掛けると、

「おや……いつもより空気が硬いですね。何かありましたか？」

　穏やかな笑みを浮かべながら言った。

「…………別に何も。気のせいだろう」

　不機嫌そうに口にしたイワノフに、「そうですか」と頷いた黄はそのままこちらを見て、

「皇神団長、《餓狼旅団》も大丈夫ですか？」

「ああ。問題となるような事は何もない」

　美伽はふっと苦笑しながら、

　……相変わらず、食えないな……。

　全てを見透かしているかのように透き通った瞳。どこまでも優しく、柔らかな物腰をしている一方で、士狼とはまた異なる暗くて深い底知れなさを感じる。

　無論、ただ優しいだけの青年に極東最大の中華系マフィア《九龍公司》の一翼を担う事はできない。字の如く、九つの龍──九大家によって組織されている《九龍公司》の中でも、黄家の序列は第一位。黄子龍は、そんな黄家現当主の四男である。

　とはいえ、いかに黄家が序列一位であっても、実力もなしに《九龍公司》が異能特区へと送り込み、総帥の地位を与える訳がない。現に黄家の長男・次男・三男は、《九龍公司》で要職に就いてこそいるものの、家や組織を束ねるような立場にはないのだ。

　対照的に、兄たちを差し置いてこの先の世界の趨すう勢せいを占う異能特区で総帥をしている事が、黄子龍という青年の才覚を何よりも雄弁に物語っている。

　もっとも彼は争いが苦手で、異能特区内の《九龍公司》の構成員たちは、全員が九崙飯店を始めとする系列料理店の調理師や接客スタッフとして働いているのだが。

　…──しかし、争いが苦手だからといって戦う力を有していない訳ではない。

　現に四星会合の議事進行役は、常に《九龍公司》が担っている。

　組織の規模や、構成員の戦闘力の合計を数値化した時、最も脅威なのは《鹿島組》でも《Ｌ・シンジケート》でもない──《九龍公司》なのだ。

　……まあ。

　四星最大の組織が戦闘を忌避しているからこそ、裏吉祥寺の秩序も保たれているのだが。

　そんな《九龍公司》の若き総帥に、

「どうも黄さん。ウチの新人には……委員長には会った？」

　まるで物怖じする事なく士狼が笑顔で語り掛けると、黄は優しく眼を細めて、

「ええ、隣の大部屋で。可愛らしいお嬢さんですね」

「そうなんだ。とても良い娘で……だから色々と心配でね。これからよろしく頼むよ」

「勿もち論ろんです。《餓狼旅団》の新たな一員なら、私にとっても新たな友人という事ですから」

　優しい笑顔でそう言うと、そこで表情を真剣なものへと切り替えて、

「それでは──そろそろ始めるとしましょうか」

　黄が厳かな声で発した宣言と共に、四星会合が始まった。

　この日の議題──それは、

「《餓狼旅団》が解決した『指切り事件』について、その後はどうなりましたか？」

　水を向けられた美伽は「ああ」と頷きを一つして、

「《ファブローニ・ユニオン》は、アントニオ・ファブローニが行なっていた一連の『指切り事件』は、あくまでアントニオ個人の暴走的行為であり、改めて正式に遺憾の意を表明した。先日、本国よりユニオンのトップ──アントニオの父親が上級幹部らを連れて来日し、裏吉祥寺にてヤンチャをした息子に対するケジメを付けたのは、ここにいる者も知るところだろう」

　父親としての息子への愛情と、ボスとしての組織への責任。

　その両方を天てん秤びんにかけた結果──彼は父親ではなく組織の長としての立場を選んだ。

　裏吉祥寺の四星組織の代表たちが見ている中、自らの手で息子を始末する事によって。

「救出した少女らや、既に殺されてしまった被害者たちの遺族への補償に加え、我々への迷惑料などは、それなりに誠意の見える提示額だったと考えて良い筈だ」

「五百億ユーロだからな。天下の欧州ユニオンが本気で命乞いとは、他愛もないもんだ」

　イワノフが鼻で笑うように言った。《ファブローニ・ユニオン》が提示してきたのは日本円にして六兆円オーバー。彼らの資産の、実に七割近くにも及ぶ。

「裏を返せば、それだけこちらを敵に回したくなかったって事だろうが……謝罪ではなく迷惑料で済ませようとする辺りに、なけなしのプライドが透けて見えるのが痛々しいな」

「あっさりと観念して非を認めたのは、やはり『協力者』の援助が受けられなくなったからでしょう。アントニオ・ファブローニに対して援助的な行動を取っていた《熱田組》の始末についてはどうです？」

「熱田の連中がファブローニの二代目と接触していたのは、それこそ俺らや本家の《六神会》にも伝えていない完全な連中の独断によるものだ」

　黄からの問いに答えたのは、《鹿島組》若頭の片桐。

「異能特区に纏まつわる全てを俺ら《鹿島組》に任せる……そうした《六神会》の決定を無視した《熱田組》の行動を本家は強く問題視し、関与した組長を始めとした連中を破門にした。その上で、組そのものについても解散・消滅させている」

　そして、と付け加えるように、

「熱田の叔父貴ら主立った連中はウチの方でしっかり型に嵌はめておいた。これは《六神会》に裏吉祥寺の秩序を乱す意志がない事を積極的に証明するためのものだ」

「それがトカゲの尻尾切りで、実際はお前らや《六神会》がファブローニの連中と繫がっていた……という可能性を否定するには、後始末としては少々お粗末と思うが？」

「不足があるというなら話は聞く……が、もし何か要求するつもりならそれなりの覚悟で行なうんだな。場合によっては、こちらとしても相応の対応をさせて貰う事になる」

　イワノフに対し、片桐が瞳を鋭いものにして言い放つと、

「まさか……そんな軽々しい真似はせんとも。非難と共に要求を突きつけておいて、後出しのようにそちらに無実を証明されれば、首が絞まるのはこちらなのでな」

「…──では、これで『指切り事件』は終結という事で構いませんね」

　そう言って、黄が最初の議題に一段落を付けた時だった。




「…──『指切り事件』についてはな。だが、話し合うべき問題は他にもあるぜ」




　嘲るような笑みを含んだ声音で、言い放った者がいた──ユーリだ。

　そして士狼を一いち瞥べつすると、美伽へと視線を移して、

「《餓狼旅団》が、そこのクソや他の団員共が通っている学校への経営介入を始めたそうだな。そして団長のアンタが理事長に就任したそうじゃないか、皇神美伽」

　論あげつらう口調で告げてきたユーリに対し、

「………………………………」

　美伽は無言のまま、視線をユーリの横にいるイワノフへと移した。

　するとイワノフの顔には薄っすらと笑みが浮かんでおり、

　……独断ではなく、承認している訳か。

　ユーリが発した非難は、彼個人の士狼への私情だけでなく、《Ｌ・シンジケート》による《餓狼旅団》へのものらしく、イワノフに窘たしなめられる事なくユーリは言葉を続ける。

「ここにいる四組織は、裏吉祥寺の異能トラブルや抗争に一般人や公共機関を巻き込まない協定を結んでいる。その恩恵を最も受けているのは、団員を学校へ通わせている《餓狼旅団》の筈だ。にも拘わらず、当のお前らが教育機関に介入を行なうのは、重大な協定違反だぜ？」

　ユーリが口にした『協定違反』という言葉は《餓狼旅団》の立場を追い込むためのもの。

　それをイワノフではなく、わざわざユーリに言わせたのは、

　……自分達の非難に正当性を持たせやすくするため、か。

　士狼を憎悪しているユーリの言葉は、感情任せになりやすい。

　それは劣勢や守勢の時はマイナスに働く反面、優勢や攻勢の時には効果的に働く。

　理性ではなく感情で述べられた正論には、相手の反論や理屈を弱める力があるからだ。

　…──確かに、その考え方は間違ってはいない。

　だが、残念ながら美伽には通じない。よって美伽が隣に座る士狼を見ると、

「──────────」

　士狼は美伽にだけ解るように小さく頷きを返してくる。

　任せると士狼は言ってくれているのだ。だから、

「先ほど士狼に食って掛かったかと思えば、今度は下らない難癖かミハイロビッチ」

　皇神美伽は悠然とした笑みで、ユーリの言葉を受け流す。

「聖蹊学園を運営していた五いつ菱びしが経営から手を引く決断を下した……その結果、次の経営を任せる企業を政府は密かに探していた。だから我々が、いち早く事態を収拾したんだ」

「…………収拾だと？」

「異能特区への進出を狙っている企業は国内外に存在している。そんな中、政府は海外企業の誘致には消極的だ。現在この国だけが独占できている異能力の使い手や研究成果が海外へ流出すれば、せっかく得られた他国とのアドバンテージが失われてしまうからな」

　だが、と美伽。

「各国は、異能力を独占しているこの国への圧力を高めている。今や異能力は、核を始めとする近代兵器を上回る抑止力だ。だからこそ、この国としても異能力を独占したい訳だが……かといって国際社会で孤立する訳にもいかない。特に同盟国とこれ以上の不和や軋あつ轢れきによる緊張は避けたいのが本音だろう」

　よって。

「異能鎖国への追及を躱かわす目的で、海外の企業に運営を任せるという選択肢も検討されていたそうだ。この国の異能力の独占には、同盟国もかなりの不満を抱いているしな。聖蹊学園は異能力研究を可能な限り排する教育方針ではあるが、それはあくまでも現在のものだ」

「経営権を手に入れてしまえば、方針を変更する事は不可能ではないという事ですね」

　納得の言葉を口にした黄に「ああ」と美伽は頷いて、

「異能特区において強大な異能力が集中しているのは二つ。《総合異能学府》と、この裏吉祥寺だ。そして、この国の政府が威信をかけて厳重なセキュリティを設けている《総合異能学府》を海外に開放する事は絶対にない。手放すとしたら間違いなくこの裏吉祥寺だ」

　最悪のケースを言葉にしながら、それでも美伽は『神かぐ羅ら坂ざか』の名前を出す事はしない。

　唯の回復能力へと繫がってしまいかねない情報を知られる訳にはいかないからだ。

「確かに……そうなれば留学生の肩書きで国家機関のエージェントなどのスパイが、今まで以上に送り込まれてくる可能性がありますね。それどころか、士狼君たちの力に感付かれる危険性も上昇するでしょう」

　黄が顎に手をやりながら、仮定のリスクを挙げてゆくと、イワノフも納得したように、

「《餓狼旅団》に対して必要以上の注目や関心が集まる事は、四星協定によって構築できたこの街の秩序が崩壊する事に繫がる。我々が享受している様々な利得も、これまでのように手にできなくなる……か」

「私たち旅団が責められるとしたら、そうした状況を知っていて見過ごす事であって、状況をコントロールできるようにした事に対して謗そしりを受ける謂いわれはないと思うが？」

　美伽がそう告げた時だった。イワノフが笑ったのは。

「確かに一理ある。だがな皇神……もっと簡単な方法があっただろう」

　一息。

「そもそも、小鳥遊たちが学校へなど通わなければ──普通の日常などという不相応なものに固執しなければ、そんな面倒な真似をせずに事は済んだ筈だ」







　イワノフが放った言葉に、

「ああ……それを言われると参っちゃうね」

　小鳥遊士狼は、どうしたものかと思いながら言った。

　だが──別に痛いところを突かれたという訳ではない。

　イワノフの言葉は理屈は通るが、反論できるだけの理由を士狼は持っていた。

　では何が『困る』かというと、




「…────どうやら勘違いがあるようだな」




　その場の空気が一気に凍り付くような、底冷えするような声が生まれた。

　誰が発したかなど言うまでもない──美伽だ。

　美伽は、士狼がユーリに侮辱された時を遥はるかに上回る怒気を全身から溢れさせていて、

「っ──────…」

　途端にイワノフが息を吞んで固まる。よもや、自分の発言がここまで美伽の逆げき鱗りんに触れるとは思いもしなかったのだろう。そうして顔を青褪めさせたイワノフとは対照的に、

「────────────」

　表情を鋭くしたユーリの体勢が、先程までと比べてほんの僅かに前傾している。

　一瞬で自身の異能力を発動できるその体勢は、まさしく臨戦態勢だ。とはいえ自分から仕掛けるためではなく、あくまで美伽が動いた時に備えてのものだろう。

『………………………………』

　片桐と黄、そして堂珍とシャオメイはそれぞれ別の理由で沈黙している。

《鹿島組》と《九龍公司》のトップは、下手に口を挟んで美伽を刺激するのを避けるため。

　そして堂珍とシャオメイは……固唾を吞んだまま緊張の面持ちで動けなくなっている。

　……まあ無理もないよね。

《餓狼旅団》の皇神美伽は、裏吉祥寺でも最強と謳うたわれる存在である。

　それは異能特区はおろか、この世界においても最強という事だ。

　…──森羅万象に連なる、あらゆる力を使いこなす本物の魔法使い。

　その正体が、異世界グランシュルト最高位の女神ミカエルである事を知らなくても、彼女が最強である事は裏吉祥寺の闇組織では誰もが知る常識であり真理だ。

　そして強欲の大罪をその身に宿した美伽の望みは、士狼の望みを満たす事である。

　よって彼女は、士狼が大切にしているものを害する存在を許さない。

　絶対に。

「私たち《餓狼旅団》が望むのは金でもなければ権力でもない。『不縛の自由』だ。そして士狼たちが送る学校生活は、私たちが求める自由の最たるものの一つ。それが奪われるというなら、我々にとってこの協定の方が意味を失う」

　良いか、と美伽。

「お前達《Ｌ・シンジケート》の構成員にも家族がいて、この国や本国で学校へ通っている子供達もいるだろう。彼らにはその日常を許して、士狼たちには許さないというのか」

「っ、それは……」

「団長……そんなにおっかないオーラを全開にしなくても」

「いや駄目だ。良い機会だからハッキリ言わせて貰う」

　士狼が窘めるも、美伽は聞き入れる事なく言い放つ。

「そもそもこの四星協定は、組織としての利益追求を第一とする《九龍公司》、《鹿島組》、《Ｌ・シンジケート》が、感情を最優先する私たち《餓狼旅団》と衝突するリスクを避ける目的で締結されたものだ」

　その結果、三組織の間でも異能特区における活動の住み分けが行なわれ、それぞれの利益を確保する落としどころが設けられて共存を図る事ができた。そして、

「一方の私たち《餓狼旅団》がこの協定に乗ったのは、余計な争いを避けるためと、仲間や知り合いに危害や被害が及ばないようにするためだった」

　裏吉祥寺において一定の秩序が生まれる事は、この街に生きる事を選んだ人々や、この街で生きるしかない人々の安心と安全に繫がる。よって一般人を巻き込まず、公共機関などを争いの場としない──その理念に賛同することを協定参加の条件にした。

　異能力が近代兵器に変わる、国際社会における新たな抑止力となったように。

《餓狼旅団》の存在が、異能組織がひしめく裏吉祥寺での抑止力となるようにしたのだ。

　無論、下手に一般人に被害を出せば警察の異能対策課が動くし、それこそ《総合異能学府》の強制執行部隊が介入する可能性もある。それでも協定を結ぶ事は、異能力の発展のために黙認される異能事件や異能犯罪による被害や悲劇を防げると考えた。

「私たちが望んだもの、私たちが譲らないと決めたもの、私たちが守ると誓ったもの。それを何ものにも侵させない事が私たちの望みだと、しっかりと伝えておいた筈だ」

　そう容赦なく告げた《餓狼旅団》の美しすぎる女団長に対し、

「…────ならば状況が判明した時点で、情報を共有すれば良かっただろう」

《Ｌ・シンジケート》のトップとしての矜きよう恃じを胸に、辛うじて言葉を返したイワノフに、




「生憎だけど、そんな義理はないと思うよ」




　こちらが言下に否定すると、視線が一気に士狼へと集まった。

　士狼は思う──これで良いと。美伽を宥なだめるよりも、こちらでイワノフを論破して彼女に溜りゆう飲いんを下げて貰った方が手っ取り早い。二人きりになれば一分で美伽の機嫌を直せる自信があるが、流石にここでは不可能だ。唯にしたように尻を触って落ち着かせる真似もできない。よって、士狼はこの場の主導権を握って、

「イワノフ……アンタの所だって組織の本部以外にも、経済活動のための様々な商業施設や不動産を所有しているよね。学校における生徒の存在が公共性に繫がるっていうのなら、客の出入りがあるそっちの商業施設にも公共性が存在するんじゃない？」

「っ…………何を」

　苦い表情になったイワノフを、士狼は悠然とした笑みと共に追い詰める。

「でも、それらの経営や運営はもちろん、資産拡大の情報公開や報告をこの会合で求めた事はない──一度たりともね。何故なら、互いの利益や権利を侵害しない事が協定の意義であって、この会合はそれを果たすために開かれているからだ」

　だから。

「会合開始前の小競り合いの意趣返しのつもりか知らないけれど……これ以上、下らない理屈をつけて不当な糾弾を続けるつもりなら、《餓狼旅団》は《Ｌ・シンジケート》との共同歩調は不可能と判断して、この場をもって四星協定から離脱するしかなくなるよ？」

「……………………っ」

　こちらの宣言に、イワノフが苦々しい表情になるのを士狼は見た。

　……まあ当然だよね。

《餓狼旅団》に対して思うところはあっても、協定から抜けられるような事態は《Ｌ・シンジケート》としては避けなければならない。それは《九龍公司》や《鹿島組》も同様だ。

　組織としては少数であるものの、士狼や団長の美伽を筆頭に、メンバーは超上位クラスの異能力者ばかり……そんな《餓狼旅団》の本来の望みは『不縛の自由』である。

　…──本来ならば、野生の狼おおかみはコントロール不可能。

　しかし協定を結べば、《餓狼旅団》と深刻な衝突が起きないように取り決めもできるし、士狼たちから大切にしているものや存在の情報を得る事も可能だ。

　……それに。

　四星協定の切っ掛けとなった、士狼・片桐・黄・ユーリの四人の信頼関係。

　士狼にとっては、片桐や黄、それにユーリは失いたくない存在だったのだ。

　巨大な組織の宿命として、他の三組織はそれなりの規模の経済活動を行なわなければならないが、裏吉祥寺や異能特区で自分達の利益を追求してゆけば、必ず《餓狼旅団》とカチ合う事になる……士狼たちはそれを避けようと、四星協定を結んだのである。

　……でも。

　ユーリは、慕っていた先代ボスであるアレクセイの死により、士狼に憎しみを向けるようになり敵対的な態度を取るようになった。その一方で、残る士狼ら三人の関係は良好で、個人的な付き合いを超えて《餓狼旅団》《九龍公司》《鹿島組》は、組織としての距離が近くなっていて──そして《Ｌ・シンジケート》もまた、先代のボスを殺されながらも四星協定に留まっている。

　…──それは何故か？

　士狼は、アレクセイを殺さなければならなかった……その正当性を、他の三組織は理解しているからだ。ただ一人──誰よりもアレクセイを慕っていたユーリの感情を除いて。

　よって《Ｌ・シンジケート》が原因で《餓狼旅団》が協定から抜けるような事態になれば、《九龍公司》や《鹿島組》との関係まで悪化し、最悪《Ｌ・シンジケート》が切り捨てられる形で、他の三組織による新協定が結ばれてしまいかねない。

　……とはいえ。

　あまり《Ｌ・シンジケート》の面子を潰してしまうのも考えものだ。

　ユーリとの関係も含めて、《Ｌ・シンジケート》とは色々な問題を抱えているが、彼らの存在が裏吉祥寺の秩序を維持する上で有効に機能している事は否定できない。

　銃器や違法薬物は、この裏吉祥寺を中心に異能特区で流通しているが、それらによるトラブルが多発せずに済んでいるのは、《Ｌ・シンジケート》が取り仕切っているからだ。

　特段に親戚付き合いのような真似をする必要はないが、無駄に敵対する必要もない。

　だから士狼は、ふっと表情を和らげて、

「まあイワノフが主張するように、もう少し早く伝えていれば余計な疑念を与えずに済んだかもしれないとは思うよ」

　そう言ってイワノフの主張を一部認めつつ、

「ただ、団長が言ったように今回の件はお互いの権利の範疇だ。そして団長が聖蹊学園の理事長になった事は、そちらの利益を侵害するものじゃない。あと悪意があって隠していた訳でも、この会合を軽視していた訳でもないよ。もし本気で、この協定を裏切るつもりなら、団長が理事長として表に出るような目立つ真似はしない」

「まあ、それは道理ではありますね」

　この場を取り仕切っている黄が、微笑を浮かべながら同意してくる。

「先程の《Ｌ・シンジケート》側の追及は、《餓狼旅団》に協定を裏切る意志がある事を恐れてのものの筈。その心配がない事が解った以上、この件については矛を収められませんか？　そうすれば、旅団が協定から脱退するという先刻の言葉は取り消しますよね」

「うん、勿論だよ。ねえ団長？」

「ああ……そうだな」

　士狼がイワノフをやり込めた事で多少は気が晴れたようで、美伽が笑みと共に頷くと、

「随分と上から言ってくれるじゃねえか。クソ狼共が協定を抜けようが、そんなのは──」

　ユーリは、一歩も引かぬとばかりに言ってきて、

「…──止めろ、ユーリ」

　しかし、その言葉をイワノフが遮った。まだ不満げな銀髪の青年を制して、

「良いだろう。聖蹊学園への介入の件については、とりあえず理解した」

「では、他に何もなければ今回の会合はそろそろお開きに──…」

　と黄が場を締めようとしたところで、

「…──悪いが、もう少し付き合って貰いたい」

　そう言い出したのは《鹿島組》若頭の片桐京介だ。

「数日前から行方が解らなくなっていたウチの組員二名が、今朝遺体で発見された」

「この場で議題に出すという事は……他殺体だったんですね？」

　黄の確認に、片桐が「ああ」と頷いたのを見て、

　……道理でね。

　片桐は元々、口数の多いタイプではない。それでも今日は、いつになく寡黙だとは思っていたが……こんな問題を抱えていたとは。

　極道は杯によって親子・兄弟関係を結んだ疑似家族だ。それをただのシステムとして割り切る組がある一方で、《鹿島組》は血よりも濃い絆きずなで結ばれている。

　…──裏吉祥寺は闇社会の側面を持つ街である。人が命を落とす事も珍しくはない。

　だが冷静沈着でありながら、誰よりも情に厚い片桐にとって組員は本物以上の家族だ。

　だからこそ片桐の怒りは理解できるのだが、

「ねえ京介……いったい何があったのさ？」

　家族のような組員が殺されたのなら、何より先に自分達の手で落とし前を付けるのが片桐の流儀の筈だ。報告を行なうのはそれからで良い。

『組員二名を殺されたが、犯人はもう始末した』と。

　だが片桐は今、組員が殺された事だけを告げた。それは事態が《鹿島組》単独ではなく、四星会合で話し合うべきものだと、片桐が判断したという事だ。

　促した士狼に対し、《鹿島組》の若頭の青年はスッと瞳を細めて言った。

　低く沈むような声で、

「…──殺された連中の死因は失血死だ」

　一息。

「そして遺体の首筋には二つ──牙の痕が穿うたれていた」





４






　特別室に隣接している大部屋。

《餓狼旅団》に割り当てられた円卓で、追加注文した料理をぺろりと平らげた者がいる。

　ロリエロメイドの因幡いなば翠琴だ。

「はふ～超満足ですぅ～♪」

　九崙飯店が誇る中華料理を思う存分堪能した翠琴は、至福の表情で吐息を漏らした。

　一方、隣の席に座っている唯は、折角の料理にほとんど手を付けていなくて、

「心配いりませんよ唯さん……士狼さん達なら大丈夫ですって」

「………………うん」

　こちらの言葉に頷くものの、唯は隣の特別室の方を不安げな眼差しで見詰めている。

　……まあ、気持ちは解りますけどね。

　唯が四星会合に参加するのは今回が初めてだ。それに特別室では、自己紹介がてら他の組織のトップ達とも顔を合わせ、彼らの風格や貫禄を目の当たりにしている。

　だからこそ──先程、特別室の中から凄まじい圧力が感じられた事が心配なのだろう。

　あれは美伽の発したものであると翠琴たちは説明したのだが、唯は特別室で士狼に対して激しい憎悪を向けるユーリ・ミハイロビッチを見ている。そのため、美伽がプレッシャーを放った事が、そうしなければならない事態が扉の向こうで起きているのではないかと不安になっているのだ。

　しかし──特別室にいる者の戦闘力を組織別に考えた時、トップは間違いなく《餓狼旅団》である。

　……衝突があるとしたら、ウチと《Ｌ・シンジケート》でしょうが。

　士狼と渡り合える強さを持つユーリは脅威だが、向こうの部屋には美伽もいるのだ。

　不覚や遅れを取る事はないだろう。

　それでも心配してしまうのが、優しい唯の魅力なのだが、

　……気が気でないのは、むしろ他の組織だと思いますけどね。

　翠琴は気の毒に思いながら大部屋を見渡した。

　特別室から美伽の圧力が伝わってきた時──《鹿島組》と《Ｌ・シンジケート》の円卓にざわめきと緊張が走っていた。

　…──あちらが緊迫した状況に陥った事は間違いない。

　それでも特別室へと向かった者はいなかった。この大部屋で待機を命じられていたというのもある。しかし、美伽の放った圧迫感は待機命令が吹き飛ぶような非常事態だ。その矛先によっては、自分らのボス達が死んでしまいかねない。

　それでも──彼らの中に特別室へ足を踏み入れられる者はいなかった。

　無理もない。絶対的な存在が本気で放つ圧力を前に、足を進めるのは不可能だ。

　……とはいえ。

　美伽が、四星会合の場で他の組織のトップを潰すような真似をする事はまずない。

　それが解っている翠琴・凜りん・煉也の三人は落ち着いているのだが……まだ旅団に入って日が浅い唯に安心しろというのは無理だろう。

　先程まで凜と煉也も唯を安心させようとしていたが、今はそれを止めている。唯の不安は、四星会合が終われば──特別室から士狼と美伽が出てくれば解消されるからだ。

　よって翠琴も、無理に唯を安心させようとする必要はないのだが、

　……不安は解消できなくても、せめて緊張くらいは解してあげたいですね。

　うん、と翠琴は決意。そして、

「おっと……いけません」

　翠琴はさりげなく肘をぶつけて、テーブルの上に置かれていた自分の箸を落とした。

　床に落ちる前に空中で摑もうと手を伸ばすもキャッチに失敗し、手で弾く格好になった翠琴の箸は、床まである純白のクロスの向こう──テーブルの真下へと転がる。

　近くにいた《九龍公司》の女性スタッフがそれに気付き、即座に動こうとするが、

「ああ大丈夫です。自分で拾いますから」

　翠琴はそれを制すると、長いクロスを捲まくり上げ、するりとテーブルの真下へ潜り込んだ。

　そして床に落ちている箸を拾うフリをしながら、唯のショーツを盗み見ようと試みる。

　ここで翠琴がテーブルの下から這はい出て、唯が穿はいている下着を見たと言えば……羞恥を募らせた唯は一時的とはいえ士狼たちへの心配を忘れられるだろう。

　……完璧すぎます！

　さすが私。ショーツを盗み見て、さらに緊張まで解してあげられるなんて。

　現在の唯の格好は聖蹊学園の制服姿だ。丈の短いあのスカートなら、アングル的にパンチラは確実──グッと小さくガッツポーズをした翠琴は、

　……な……っ!?

　床まである長いクロスで囲まれた、薄暗いテーブルの真下で驚きよう愕がくした。

　見えなかった──唯のショーツが。唯は内股がくっつくほど両脚をしっかり閉じていて、さらにテーブルナプキンを太股の上に広げていた。士狼達のことをあんなに心配しているのだから、てっきり下半身は少しくらい無防備になっていると思っていたのに。

　まさかの鉄壁のディフェンス。これでは何のために箸を落としたのか解らない。

「…………………………」

　このまま箸だけを拾って、すごすごと引き退がる事はできる。

　だが──因幡翠琴は眼の前の状況から逃げない。

　しっかりと向き合い、勇敢に立ち向かう。そして唯の足の眼の前で乙女座りをして、

「（大丈夫ですよ唯さん……今、安心させてあげますっ！）」

　くわっと眼を見開くと同時──両手を唯の膝の隙間に差し込んだ翠琴は、唯の両脚をガバっと割り広げた。すると唯の股間が完全に無防備になって、

「おおっ、薄いピンぐひゅぶぅっ!?」

　思わず身を乗り出すように顔を前に出した翠琴の歓声が、衝撃によって遮られた。

　驚いた唯が反射的に両脚を閉じた結果、膝で挟まれる形で左右のこめかみの辺りを思いきり殴打されてしまい、

「にぎゃぁあぁぁああぁっ!?」

　翠琴はのたうち回るようにテーブル下から高速でゴロゴロと転がり出る。

「おい、何を馬鹿みてえに騒いでんだお前は」

　呆れたように煉也が言う中、何が起きたかを知っている唯が申し訳なさそうに、

「ご、ごめんね翠琴ちゃん……急に驚かせるからビックリして」

「唯が謝る事ないわよ。また翠琴が馬鹿な事したんでしょ」

　見透かしたように言った凜に、

「私はただ、唯さんの不安を解消してあげたくて……うぅ、眼の前がチカチカします」

　唯のショーツを拝めて一瞬隙だらけになっていた所へ、これ以上ないタイミングで膝をぶち込まれた翠琴が、視界に火花を散らしていると、特別個室の扉が開いた。

　大部屋にいた各組織が、会合の終了を思う──しかし、出てきたのは一人だけ。

「小鳥遊くん……」

　その名を口にしたのは唯。特別個室を出てきた士狼は、翠琴たちのいる《餓狼旅団》のテーブルへやって来ると、

「悪いんだけど、翠琴と凜だけちょっと来てくれる？」

「？　珍しいですね、私達が呼ばれるなんて。ロリの癒やしが必要になりましたか？」

「確かにそれは欲しいけどね。他の組織が二人に聞きたい事があるって言っててさ」

「…………あたし達に聞きたい事？」

　怪訝そうに凜が言うと、煉也がスッと眼を細めて、

「…──何か問題でもあったかよ？」

「まだ解らないけど……ちょっとキナ臭い事になりそうな感じはするかな。煉也と委員長には後で詳しく話すよ」

「今ここでどういう話なのかは聞けないんですか？」

「うん、この件についてどこまで情報を下ろすかは各組織がそれぞれ決める事だし」

　翠琴の問いに、士狼が軽く周囲に視線を向けながら言った。

「それに──俺がここで二人と口裏を合わせたと思われるのは良くないからね」







　そして翠琴は、凜と共に士狼の後へ続く形で特別室へと入った。

　どういう部屋かは知っていたが、四星会合のトップ会談に同席するのは初めてだ。

　部屋の中央にある円卓の席には、翠琴もよく知る各組織のトップ達が腰掛けていて、

『──────────』

　足を踏み入れると同時──彼らの視線が一斉に翠琴と凜へと注がれる。

　向けられたのは射貫くような硬質な瞳。そして空気が少し張り詰めていて、

　……なるほど。

　こちらを呼びに来た士狼の言葉からある程度は推測していたが、どうやら何らかの嫌疑が《餓狼旅団》に──翠琴と凜に掛けられているらしい。

　そうして円卓の近くに翠琴が赴くと、隣に並ぶようにして立っている凜が口を開いた。

　各組織のトップ達を見据えて、

「…──それで、あたしたちに聞きたい事っていうのは？」

　凜が発した問い掛けに答えたのは、逆隣に立つ士狼。

「京介のところの構成員が二人、他殺体で発見されたらしくてね」

　そこまでを言うと、士狼は声を一段低いものにして言った。

「死因は失血死──そして首筋には牙の痕があったそうだよ」

「それって……まさか」

　振り仰ぐように翠琴が隣の士狼を見上げると、

「うん。死体を調べた結果、ヴァンパイアによる仕業とみて間違いないらしい」

　士狼が口にした説明に、

　……そういう事ですか。

　因幡翠琴は状況を完全に理解した。士狼が言った事が事実であれば、確かにこれは翠琴たちが呼ばれる案件だ。それに、向こうの大部屋で軽々しく話せないのも頷ける。

　…──ヴァンパイアによる殺人事件。

　この話に裏吉祥寺は──取り分け協定を結んでいる四大組織は敏感だ。

　そもそも協定の発端となった『ある事件』は、ヴァンパイアが絡んだもので──そして、その事件に翠琴と凜は大きく関わっている。

　何せ、あれは翠琴たちが異能特区へ……裏吉祥寺へやって来た事が原因で起きたもので、

　……そして。

　士狼や美伽、煉也と出会うきっかけとなった出来事でもある。そして四大組織の協調によって事態は収束し、翠琴と凜は保護される形で《餓狼旅団》へと入った。だが──百人近くの犠牲者を出した凄惨な事件は、今でも翠琴の心に暗い影を落としている。

　…──しかし、翠琴以上に苦しみ続けている者がいた。

　翠琴は隣を見る。すると目線を同じ高さにしている凜が、その横顔を蒼そう白はくにしていて、

「…………………………」

　だから翠琴は、可愛い双子の妹の手をキュッと握った。すると、

「──────────」

　驚いたように凜がこちらを見てくる。

　だが翠琴は彼女と視線を合わせなかった。

　見据えるのはあくまで正面──自分たちをこの場へ呼んだ者達。

　告げる。

「私たちじゃありません」

「ああ、それは解っている」

　こちらの言葉を即座に肯定したのは、組員を殺された片桐だ。

「死体の首筋にあった牙の痕は、サイズも間隔も間違いなく成人男性のものだった」

　しかし、と《鹿島組》の若頭は言った。

「異能特区には他にもヴァンパイアがいる。素性を隠している奴がほとんだが、お前達なら、全員とまではいかなくても知っている奴がいるだろう。顔見知りも少なくない筈だ」

「それは……否定しませんが」

「そいつらの情報を教えてくれ。そこから先は俺達の方でやる」

　と片桐が言った時だった。

「────────」

　イワノフの背後に立っているユーリがピクリと反応し、懐から携帯を取り出した。

　画面を確認する銀髪の青年の動きに、その場にいる他の者達の視線がユーリへと向く。

　…──四星会合の最中である事は、各組織に属する者なら誰もが知っている。

　それでも連絡が入ったという事は、

　……緊急を要する事態、でしょうね。

　当然、翠琴も気にはなった。だが、今はそれより先に答えるべき事がある。

「確かに知り合いはいます。ですが、私たちはお互いを信用して素性を明かし合っているんです。容疑者になる事が解っていて、それを教える事はできません」

「犯人を捜すというなら……死体の牙の痕について解る資料を貰えれば、あたし達が」

　そんな凜の言葉は、残酷な口調で遮られる。

「…────悪いが、そいつは認められねえな」

　凜の提案を却下したユーリは、ボスであるイワノフへと近づき何事かを耳打ちした。

　するとイワノフがスッと眼を細めると、翠琴と凜を一瞥してから片桐へと向き直り、

「申し訳ないが……たった今、この件は《鹿島組》だけでなく我々の問題にもなった。ウチの構成員四人が遺体で発見されたからだ。死因も死体の状況も、《鹿島組》と同じでな」

　新たな犠牲者が出たという報告が、部屋の空気をさらに緊迫したものにする。

「四人ですか……彼らは一緒に動いていたのですか？」

「ああ、本国からの『荷物』を受け取りに行っていた連中だ。定時連絡がなかったため、携帯のＧＰＳで居場所を特定して向かったところ、全員殺されていたらしい」

「場所と死亡推定時刻については？　それによっては、翠琴と凜は容疑者から外れる筈だ」

　という美伽の問いに、

「場所は西吉祥寺。死亡推定時刻についてはこれからだ。だが、今回の件では死亡推定時刻はアリバイにはなっても、容疑から外れる事にはならん」

　なぜなら、とイワノフは翠琴と凜へと視線を向けながら言った。

「我々と《鹿島組》の構成員を襲ったのは、大人のヴァンパイアかもしれんが……真祖のヴァンパイアは人を操り、時には眷けん属ぞくを作る事もできる。やったのは別のヴァンパイアでも、そこの二人が関与した可能性がないとは言い切れない」

「…………それは……っ」「────────っ」

　イワノフの言葉を否定しきれず、翠琴と凜が苦い表情になると、

「下らない言い掛かりだな」

　美伽が不快そうに言った。

「可能性についてどうこう語りたいなら、そもそも翠琴や凜にはそちらの人間を襲う理由がない。二人が関与した可能性より、関与してない可能性の方が遥かに高いと思うが？」

「さて、それはどうだかな」

　美伽の言葉に、イワノフは笑みを浮かべて言った。

「小鳥遊は先ほど、協定からの脱退の可能性を示唆した。実際にそうなれば、敵対する可能性のある我々は不都合な存在だ。戦力を減らしに掛かってもおかしくはないだろう」

　そう言い放つ《Ｌ・シンジケート》のボスに、

「いや～悪いけど、それはないかなあ」

　士狼は苦笑しながら言った。

「アンタ達を潰すのに、下の構成員なんか狙わないよ面倒臭い。ここにトップとナンバー２がいるんだ。隣にいる連中とまとめて始末する方が、どう考えても手っ取り早いでしょ」

「面白ぇ……良いぜ、テメエに俺がやれるか試してみるかよ？」

　士狼の挑発に、ユーリが獰猛に笑い──その身体から金色のオーラが立ち上り始める。

　そんな部下を「まあ待て」とイワノフは制して、

「確かに、小鳥遊の言う事にも一理ある。事が成せるかどうかは置いておくとしてもな。だが、そこの二人が関与していなくても、新たな真祖をこの街へ呼び寄せてしまった可能性なら充分にあるだろう」

　一息。

「あの──『鮮血の五昼夜事件』の時のように」

　その言葉に、

「────────っ」

　とっさに息を吞み、身を硬くした者がいた。

　凜だ。繫いでいる手を通して、凜の悲痛な緊張が伝わってきて、

「…………………………」

　翠琴はただ、彼女の手をきつく握りしめる事しかできない。

　…──イワノフが口にしたものこそ、ヴァンパイアの因幡姉妹が背負う十字架。

　そして──暴食や嫉妬の大罪よりも暗く重いその罪を贖あがなう術はない。

　失われた命が戻る事はないからだ。

「外から来た真祖が相手だった場合、下手に動かれて敵にそこの二人の力を奪われるような事があれば、それこそ最悪に事態になりかねない」

　解ったな、とイワノフ。

「必要な情報を我々に渡し、大人しくしていろ。それが貴様達にできる最善だ」

　そんな《Ｌ・シンジケート》のボスの言葉に、

「確かに……それは有効な手段の一つですね」

《九龍公司》のボス、黄子龍は肯定の頷きを見せると、

「しかし──彼女達にしてみれば、手荒な真似をされる恐れがある事が解っていながら、みすみす他のヴァンパイアの情報を教えるような事はできないでしょう」

「そんな甘い事を言っていられるのは、自分達に被害が及んでいないからか？　そうして吞気に構えていて事態が悪化した時、その責を《九龍公司》が負うというなら構わんが」

「ええ。《Ｌ・シンジケート》がそれを望むというなら、私は一向に構いませんよ？」

　イワノフの挑発を、《九龍公司》の若き総帥は余裕を持って受け止める。しかし、

「気持ちは有り難いけど、その必要はないよ黄さん」

　士狼が苦笑しながら言った。

「《鹿島組》と《Ｌ・シンジケート》の犯人捜索に、ウチも協力すれば良いんだからね」

「戯れ言を……容疑者でもあり、敵が未知の真祖だった場合、深刻な危機を招くリスクも抱えている貴様らと行動を共にしなくてはならない道理がどこにある？」

　馬鹿にしたように笑うイワノフに、

「翠琴と凜が把握している他のヴァンアパイアと会うんでしょ。なら翠琴と凜が居た方が、知り合いの人達も協力してくれやすいと思うよ」

　それに、と士狼。

「これはそっちにもメリットがある話だよイワノフ。俺らを疑っているなら、むしろ同行した方が監視がしやすいでしょ。ウチも、下らない疑いを晴らせて助かるしね」

「…──俺らはそれで構わない。《餓狼旅団》の提案は筋が通っているしな」

　士狼の言葉に片桐が同意した。

「殺害犯を見つけて、ケジメを付けさせる。俺らはそれが果たせれば文句はない」

「我々としても異論はありません。後は念のため、新たに被害者が出た場合に備えて《蒼あおの治療院》に受け入れ態勢の準備を要請しておきましょう」

　そう黄は告げると、イワノフを見据えて、

「どうです？　《Ｌ・シンジケート》に、まだ反論や代案があるのなら伺いますが」

　穏やかな口調で放った問い掛けに、イワノフはやれやれと嘆息して、

「良いだろう。皇神や小鳥遊の言うように、《餓狼旅団》が無関係の可能性はゼロではない」

　一息。

「それに……一緒に行動した方が手間が省けるというのも、納得できる話だからな」
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　…──その後、次の議題に移るタイミングで凜は翠琴と共に特別室を後にした。

　戻った凜の表情を一目見るなり、煉也と唯は何かあったと察したようで、

「…──凜ちゃん、大丈夫？」

　心配そうに唯がこちらに尋ねてきたが、

「…………ごめん、後で話すから」

　凜は俯うつむきながらそう言う事しかできず、一緒に戻った翠琴も説明する事を控えた。

　周囲に他の組織の者達がいる状況で、特別室での話をする訳にはいかない。

　…──あの部屋で行なわれた話は、各組織のトップとそれに準ずる者が共有するもの。

　凜たち《餓狼旅団》は全員が最高幹部のため知る事ができるが、他の組織までそれが許される訳ではない。情報を知るには、相応の立場や肩書きが必要になる。

　この大部屋にいる他の組織の者達がそれを満たしているとは限らないのだ。

　それから程なくして四星会合は終了。《餓狼旅団》のメンバーは一旦アジトへと戻って。

《鹿島組》の組員と《Ｌ・シンジケート》の構成員が殺された事を煉也と唯に伝えた。

　そして──それがヴァンパイアの仕業である可能性が非常に高いという事も。

　…──裏吉祥寺で、ヴァンパイアによる連続殺人事件が起きた。

　それがどういう意味を持つのかを知っている煉也は、表情を厳しいものにして。

　事情を知らない唯には、士狼が後で説明するという事で解散となった。

　それから一時間後。

　自分のマンションへと戻った凜は、浴室の湯船にその身を浸からせていた。

　いつもなら──温かなお湯に包まれる心地よさに自然と鼻歌が零れる。しかし、

「…………………………」

　お湯の張られたバスタブの中で、凜は先程から沈黙を続けていた。

　普段は浴槽いっぱいに伸ばして寛ぐ足を縮め、両手で膝を抱えている。

　…──イワノフが言った事。そして彼が口にした可能性を、因幡凜は否定できない。

　かつて因幡凜は、とある真祖のヴァンパイアにその身を狙われた。

　凜がヴァンパイアの中でも非常に特別な存在だったからだ。

　マクスウェル──それが凜を狙っていた真祖の名だ。

　その結果……父親は殺されて、凜は翠琴と二人だけになった。母親は、凜と翠琴を産んだ時に亡くなっていて、親戚付き合いもなかった凜たちに頼る当てなどある筈もなく。

　凜は翠琴と逃げるようにして異能特区へ……裏吉祥寺へとやってきた。

　その結果──士狼や美伽、煉也との出会いを果たし《餓狼旅団》へ入ったのだ。

　……でも……。

　因幡凜は思い出す。

　かつて自分を狙った真祖マクスウェルは、どこまでも凜を追ってきて。

　それでも凜たちは逃げ続けた事で──多くの人の命が犠牲になった。

　そんな最悪の状況を収束してくれたのが士狼や美伽であり、

　……そして。

　迫るマクスウェルから、身を挺ていして凜を守ってくれたのが……煉也だった。

　そうしてマクスウェルを倒した後、凜と翠琴は保護される形で旅団へ入り、同じタイミングで煉也も団員になって《餓狼旅団》は五人になった。

　その結果、凜が得られたのは新たな居場所であり──そして家族だ。

　だが、その一方で沢山の命が失われ、大量の血が流れた事を因幡凜は忘れていない。

　九十四人。それが凜のせいで失われた命の数だ。

　……もしも。

　イワノフの仮定が事実なら──そう思うとどうしようもなく身体が震えて、

「……………………っ」

　凜が唇を嚙み締めた時だった。いきなり浴室の扉が開き、中へと入ってきた者がいて、

「翠琴────…」

　突然の事に驚く凜をよそに、翠琴は壁のシャワーからお湯を出して身体を流し始めた。

　…──ここのところ、翠琴は士狼のマンションへ行く機会が増えている。

　目当ては唯だ。彼女が色欲の大罪異能に覚醒できるよう士狼が導いてあげる事になったらしいが、純粋な唯は性的な知識がほとんどなく、士狼がイチから教えていってあげているのだという。翠琴はそれに協力すると言って、士狼と唯の淫らな行為に参加しているらしい。だから、てっきり今夜も出かけるものと思っていたのだが、

「…………良いの？　向こうに行かなくて」

　凜が、シャワーを浴びている翠琴から浴槽のお湯に視線を戻しながら問うと、

「ええ。今夜は久しぶりに凜と一緒に入ろうかと思いまして」

　そう言ってシャワーのお湯を止めると、翠琴が湯船へと入ってきた。

　…──普段の凜と翠琴は服も髪型も異なっており、そこまで双子らしさはない。

　だが服を脱いで裸になり、解いた髪を下ろせば髪型も近くなって、瓜うり二つになった凜と翠琴が双子である事を疑う者はいない。だから──後から入ってきた翠琴が、凜と向かい合うようにして浴槽の底へ腰を下ろせば鏡映しのようになる。

　しかし──たとえ同じ見た目の双子であっても、二人は異なる存在だ。

　だから俯いていたこちらに正面から手が差し伸べられて、

「……あ……」

　左の手首を摑つかまれた凜は、翠琴に引き寄せられた。お湯の中を浮遊するように彼女の腕の中へ入ると、腰に両腕を回され抱き締められる。そうして肌と肌が触れ合った状態で、

「大丈夫ですよ……凜」

　どこまでも優しい声音で、眼の前の翠琴が言った。

　驚きを得た凜が視線を合わせると、翠琴は愛らしい顔に穏やかな笑みを浮かべていて、

「私たちはもう、あの頃の私たちじゃありません。今度は最初から士狼さんや団長、煉也さんがいますし、大罪異能だってあります」

「………………うん」

　凜はコクンと頷いた。翠琴の言う通り、自分達はもうマクスウェルに太刀打ちできなかったあの時とは違う。誰よりも心強い仲間がいて、何よりも力強い大罪異能がある。

「それに、今度は守られてばかりはいられません。今はもう、唯さんという新しい仲間がいるんですから」

「そうね……唯はまだ色欲に覚醒できていないから」

「ええ。もしイワノフが言っていたように、敵が外から来たヴァンパイアなら──そして真祖だというのなら。今度は私たちが、唯さんを守ってあげないと」

　一息、翠琴がこちらへ言った。

「あの時──私達を助け、守ってくれた士狼さん達のように」

「………………うん」

　翠琴の言葉に、凜は静かに頷いた。

　…──因幡凜と因幡翠琴には、守りたいものがある。

　大事な仲間と……彼らと共に過ごす温かな日常だ。

　だから震えてばかりはいられない。自分達はもう、あの頃とは違うのだから。

　そうだろう。

　もう二度と大切な存在を──家族を、理不尽に奪われるような事にはさせはしない。
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　…──深夜の裏吉祥寺で、毎晩のように多くの若者で賑にぎわう場所がある。

　裏吉祥寺で一、二を争う人気のライブハウス『ノートルダム』だ。

　天井が高く厳かな空間は正に大聖堂といった趣で、様々なジャンルの人気バンドが連日のように出演している。

　…──その理由は、伝説にも似たジンクス。

　このライブハウスで演奏した幾つものバンドが、まるで神の祝福を得たかのようにヒットチャートにランクインするからだ。本来なら数万人は入る会場が適正な超一流どころも出演する事が多々あり、チケットはファン達の間で常に争奪戦が繰り広げられている。

　そして水曜の今夜は、女性客限定のイベントが行なわれるレディースデイ。

　この日の演目は、百人限定の小規模ライブだ。

　ところが現在──熱狂の大聖堂は普段とは様相を異にしていた。

　定休日ではない。営業時間外でもない。本当なら今は演奏時間で、客も全て入っている。

　それなのに、いつもなら最高潮の賑わいを見せる筈のライブフロアが静まり返っていた。

　熱狂の代わりに満ちているもの──それは噎むせ返るような血の臭いだ。

　…──何故そのような状況になっているのか？　その答えもまたフロアにあった。

　足の踏み場もないほど散乱した無数の衣服。そうして床を覆い尽くした衣服の上には、百人近くの若い女性客らが、あられもない姿で倒れている。

　そんな客たちの中で──一人だけ意識のある少女がいた。

「ぁ……あぁ、んっ……は……あぁ、あぁああぁ……っ♥」

　可愛らしい少女が漏らしているのは、ほんの少しだけ苦く悶もんを含んだ恍こう惚こつの喘あえぎ声。

　服を乱暴に破かれ、その下にあったブラジャーを強引に剝ぎ取られ、穿いていたショーツもスカートごと脱がされた状態の彼女は、一人掛けの椅子の上で向かい合うように男性の上に跨またがらせられた状態で、下半身の一番奥まで淫らに貫かれていた。男が腰を突き上げる度に少女の躰が踊り、形の良い乳房がいやらしく揺れ、長い髪が宙を泳ぐように舞う。

　そして男の両手が欲望を貪るように、少女の胸や尻を滅茶苦茶に揉みしだいていた。

　…──状況は間違いなくレイプ。

　しかし完全に露出させられた乳房の中央……桜色をした先端がぷっくりと立ち上がり、強引に男のものを咥くわえ込まされている下の口からは、先程まで処女だったのが噓のように女の蜜を大量に溢れさせていて、

「んぅ……やぁ……あぁん、ぁあ……はぁ……ん、はぁああぁああぁあっ♥」

　何より──少女の顔は、官能の悦びに満ち溢れていた。

　…──そんな少女の白い首筋に、彼女を犯している男が唇を寄せていた。

　だが──彼がしているのはキスではなかった。首筋へ突き立てられた鋭い牙は少女の外がい頸けい静脈にまで達していて、溢れ出す鮮血を喉を鳴らしながら飲み干している。そして、

「──────────」

　男は淫らな抽挿を一気に加速していき、最後に思いきり腰を突き上げた──その瞬間、

「っ、ああぁ……はぁっ、ぁはぁああああぁぁああああぁああぁあ～～～～っ♥」

　少女はビクンと躰を震わせると、激しく上体を反らせた。それは官能の絶頂を刻まれてしまった女の反応だ。すると直後──男のものを咥え込んだままの少女の股間から、ゆっくりと白濁液が溢れ出てくる。その瞬間、

『──────────』

　快楽に陶酔したまま虚空を見ていた少女の瞳が、鮮血のような真紅へ虹彩の色を変えた。

　その時だった。

「…────ゼロス、終わったか」

　問い掛けるのではなく、確認するかのように少女を犯していた男へ声が掛けられた。

　そして近づいてきたのは、整った顔立ちをした美しい青年。

　罪のない少女がレイプされた現場に居合わせながら──否、今夜このライブハウスに来ていた百人もの女性客全員を共に犯しておきながら淡々と告げた青年に、

「ああゼクス、コイツで最後だ。一人残らず隷属させてやったよ」

　少女へ挿入した状態のまま愉快そうに笑ったのは、声を掛けた青年と同じ顔をした若もの。

　ゼロスとゼクス。彼らは鏡映しのように同じ外見と体格、服装をしていた。

　二人の間で異なっているのは髪と服の色で、

「しかし、この街の人間共の血は良いな。俺らには遠く及ばねえが、異能力を宿しているせいか飲んでると力が増大していくのが解るぜ」

　手にした力を確かめるように、グッと右の拳を握ったゼロスは、

「…──で、『接触者』からの連絡はどうだよ？」

「まだだ……予定していた時間はとうに過ぎているがな」

「おいおい、もしかして骨折り損か？　こっちは言われた通りに、ヤクザだかマフィアだかを殺してやったっていうのによ」

　ゼクスの返答に、露骨に面倒そうな顔になる。

「まさかガセじゃねえだろうな。マクスウェルの野郎が長い間探し求めていた『あれ』がこの街に居るっていうから、わざわざ日本くんだりまで来たんだぜ？」

「さあな……ただ、少なくともマクスウェルがこの異能特区とやらで滅ぼされたという話は真実だろう。この街には、あの男の血の匂いが少しだが残っている」

　真祖が死亡した際、その肉体は灰となって眼には見えない塵ちりと化す。『死後血晶』と呼ばれるそれは、同族の中でも血系関係にある仲間にだけ匂いによって知らせる死の痕跡だ。

「奴が何の目的もなくここへ来るとは考えられない。可能性はある筈だ」

「そうか？　もし『あれ』が居るならすぐに解りそうなもんだが、そんな凄え気配なんて微塵も感じねえぞ。何人か同族がいる感じはするけどよ」

「確かに、今のところそれらしい気配はない。だが、まだ未覚醒の状態か……もしくは一度覚醒したものの、その力を封印されているとしたら──ただのヴァンパイアとして振る舞う事は充分に可能だ」

　まあ、とゼクス。

「マクスウェルがこの街まで無事に辿たどり着けたという事は、恐らくは前者だろうがな」

「つっても……接触してきた奴からの連絡が来ねえとどうしようもねえだろ」

「いざとなれば、手当たり次第にこの街の人間を隷属するまでだ。本当に居るなら、しらみ潰しに行けばいずれは見つけられる。そのために、こうして準備を整えたんだからな」

　ゼクスがそう言うと同時──フロアに倒れていた裸の少女達が、ゆらりと起き上がり始めた。首筋に牙の痕が穿たれた彼女達の瞳は、いずれも赤い血色の輝きを放っている。

「ま、そういう事なら構わないぜ。仮に、そもそもの情報がガセだったとしても、この街の連中の血を根こそぎ吸ってやるのは悪くねえ。結構な力を手に入れられそうだしな」

　ところで、とゼロス。

「もし──マクスウェルを倒した奴を見つけたらどうする？」

　スッと眼を細めて尋ねてきた双子の兄弟に、

「そうだな……あの男と戦ったという事は、『あれ』について知っている可能性が高い。色々と話を聞かせて貰うとしよう」

　ゼクスは冷たい笑みを見せた。

　裸の少女達を──隷属化し、新たなヴァンパイアとなった配下達を眺めながら告げる。

「この連中の血でもこれだけ力が上昇したんだ。もし本当に真祖殺しができるような人間がいるなら──その血を飲めば一体どうなるか試してみたいからな」
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　翌日。裏吉祥寺の四大組織は動き始めた。

　手始めに行なうのは、異能特区内で暮らしているヴァンパイアへの聞き取りである。

　四星会合で決定したように、動くのはあくまで被害者が出ている《鹿島組》と《Ｌ・シンジケート》。ヴァンパイアである翠み琴ことと凜りんを団員に抱える《餓が狼ろう旅団》は、その案内役だ。

　…──効率を考え、聞き取りはＡ班とＢ班に分けて開始された。

　Ａ班の案内役は翠琴。付き添いは士し狼ろうで、聞き取り役は《鹿島組》の片かた桐ぎり。

　Ｂ班の案内役は凜。付き添いは煉れん也やで、聞き取り役は《Ｌ・シンジケート》のユーリ。

　ただし《餓狼旅団》と《Ｌ・シンジケート》だけでは衝突の可能性があるため、《鹿島組》から堂どう珍ちんと運転手の組員一名が同行する事で話が付いた。

　そして──士狼と共に翠琴が案内するＡ班の一員となったのが、

「…………良いのかな、こんな事していて」

　壁一面が鏡張りになっている廊下のような空間で、鴻こう崎さき唯ゆいは頰を赤くしながら呟つぶやいた。

　曇り一つない巨大な鏡──そこに映し出されている唯は服を脱いだ下着姿だ。

　…──だが、それはおかしい事ではない。唯が来ているのはランジェリーショップで、現在いるのは試着エリアなのだから。そして、

「大丈夫ですよ。事情を聞くのは、向こうにいる士狼さん達の仕事です」

　そう言って、色とりどりの下着を両手いっぱいに抱えて翠琴がやってきた。

　可愛らしい顔には満面の笑みが浮かんでいて、翠琴は個室のカーテンを開くと備え付けの台の上に持ってきた大量の下着を広げてゆく。股間が直接売り物に触れないようにするためのペーパーショーツも大量に用意されているところを見ると、ブラジャーだけでなく下も試着しろという事なのだろう。

「嬉うれしそうだね、翠琴ちゃん……」

「そりゃもう。唯さんに下着の着せ替えができるなんて最高のご褒美ですから」

「でも……そういう下着は私じゃなくて、美み伽かさんとかが買うものじゃないかな」

　翠琴が持ってきた下着は、どれも扇情的なデザインのものばかりがセレクトされていた。

　しかし、

「そんな事ありませんよ。団長がこういう下着を付けていたって普通じゃないですか。清せい楚そな唯さんが着けるからこそ、ギャップになって魅力的になるんです」

　もちろん。

「団長の下着も選べるものなら選びたかったです──心からっ。でも、どうしても必要な準備があるから無理だって言われてしまいました……こればっかりは仕方ないです」

　無念そうに翠琴は肩を落とした。

　翠琴の言う通り──旅団の中で美伽だけは現在、単独で別行動を取っている。何をしているか唯は聞いていないが、《餓狼旅団》の団長として必要な事をしているのだろう。

　そして──唯は改めて自分がいるランジェリーショップを見渡した。

　…──この『エリクシエル』は翠琴の行きつけらしいのだが、実は唯にも関係がある。

　色欲の刻印が刻まれてしまった直後──連れて行かれたセーフハウスで大罪因果を士狼に鎮めて貰もらった際に、唯の替えの下着を翠琴が購入してくれたのがこの店だというのだ。

　唯も先ほど見たのだが、こんな広いランジェリーショップは初めてだった。

　日本のものから海外ブランドまで多数の商品が並んでいるメインフロアには、色とりどりの女性下着がディスプレイされていて、可愛い系からセクシー系、果てはエレガント系までもが幅広く飾られている光景は圧巻だった。

　そんなメインフロアでは現在、士狼と片桐がこの店の女性に話を聞いている。

「名な瀬せ柑かん奈なさんだっけ……あの人もヴァンパイアなんだね」

　店を訪れてすぐに挨拶を交わした、綺き麗れいな女性を思い出しながら唯が言うと、

「ええ。私達は、無闇に自分の正体を明かす事はしませんが、相手が同じヴァンパイアの時は同族だと解るんです。なので、街でたまたま出会った時にすぐお互いを認識しまして」

　そして、と翠琴。

「今ではすっかり仲良しで、私も凜も、それに団長もほとんど下着はここで買っています。『指切り事件』で潜入する前に唯さんの服を買った時は、まだ旅団に入る事が確定していなかったので、凜は付き合いの深いこの店を紹介する事は避けたみたいですが」

「そうだったんだ……」

「でも、もう唯さんは正式に旅団のメンバーですからね。初めてここへ来た記念に、今日は心ゆくまで素敵な下着を試しちゃいましょう」

「それは良いけど……本当にここで試着するの？」

　通常の試着コーナーは、仕切られた場所に鏡を備えた個室が並んでいるのが一般的だ。

　…──だが、この店は個室の向かいにある壁一面が鏡張りになっている。

　言ってしまえば、この一画全てが試着エリアなのだ。初めての経験に戸惑うこちらに、

「もちろんです。個室で確認できるのは、その場に立った状態だけ。でも、それだと意味がないんですよ。人はマネキンと違って動く生き物なんですから」

　でも、と翠琴。

「その点、この試着エリアなら歩いたり動いたりしている時の装着感も試せますし、この大きな鏡で同性の眼がある更衣室などでの見え方も想定できます。さらに……別料金を払うと使用できる奥の特別個室には、ベッドも備え付けられているんですよ」

「それって……」

「仰向けやうつ伏せの状態だとどう見えるか、恋人の眼からどういう風に見えるかを確認できるようにしてあるっていう名目なんですが……実際は盛り上がってしまったカップル用ですね。何と浴室まで完備されていますので」

「それは……凄いお店だね。でも、こんなに沢山試したら迷惑になるんじゃないかな」

「心配ないですよ。私達がいる間は、貸し切りにして貰っていますし」

　翠琴の言葉は事実だった。午後三時過ぎの現在、店内に他の客の姿はない。

　柑奈は自分の正体を他のスタッフや一般客には隠しているため、話を聞かれる恐れがないように昨夜の内に連絡を入れておき、店を貸し切りにして人払いをして貰ったのだ。

　もちろん店に迷惑を掛ける以上、金銭的な補償については四星会で行なう。

　……つまり。

　そこまでする必要があるほど、現在の裏吉祥寺は非常事態に陥っているという事で、

「…………私まで来ちゃって良かったのかな」

　今更ながらに唯は呟いた。

　自分はまだ《餓狼旅団》が属する裏の世界に身を置いたばかりだ。色欲の大罪異能にも覚醒していない。今回のような一件では、出しゃばるような真似は控え、足あし手で纏まといにならないようにアジトやマンションで待機している方が良かったのではないだろうか。すると、

「大丈夫ですよ。ここに来る前にも、他のヴァンパイアの方達に話を聞いて、全員事件に関わっていない事を確認してきているので解っているとは思いますが……恐らく犯人は裏吉祥寺にいる人じゃありません。本番は明日以降です」

　そう──幾ら人間よりも上位種とされるヴァンパイアであっても、この街の裏側を司る四大組織の人間を殺せばタダでは済まない。そして、そんな当たり前の事を理解していない者などいないのだ。犯行がヴァンパイアによるもののため事情聴取を行なっているが、それは犯人捜しというより、この街のヴァンパイアの容疑を晴らすためという方が正しい。

　本番はこの後──外からやって来たヴァンパイアに絞って犯人捜しを開始してからだ。

「そもそも唯さんを一人になんてできませんよ……今日が何曜日か解ってますよね？」

「それは──…」

　翠琴の言葉に唯は頰を赤らめた。今日は木曜──色欲の刻印が最も活性化する日だ。

　…──さらに、もうしばらくしたら色欲の大罪因果が始まる。まだ大罪異能の覚醒に至っていない唯は、自分一人では木曜日の大罪因果を乗り切る事ができない。よって、

　……私、この後また小鳥遊たかなし君にされちゃうんだ……。

　唯は改めて鏡に映る己を見た。いやらしい肢体だった──それが解るのは服を脱いだ下着姿だから。よって唯は、色欲を満たして貰っている自分の姿を容易に想像してしまい、

「……………………っ」

　胸の下で両腕を交差するように己の躰からだを抱きながら、唯はゴクンと喉を鳴らした。

　すると──一番奥の試着室のカーテンが開き、中から一人の少女が出て来て、

「ああ、レムさん。どうですか私が選んだ下着は？」

「ん、悪くない。サイズも完璧」

　翠琴の問い掛けに頷うなずいたのは、Ａ班の運転手を務めている少女。

　レム・バーンシュタインだ。

　翠琴は唯だけでなく、レムの下着も選んであげていた──というより、レムが先に翠琴に選んで貰っていたから、唯も付き合う形になったのだ。そして、

「──────────」

　初めて見るレムの下着姿に、唯は思わず息を吞のんだ。

　…──普段のレムの外見は、唯よりも年下に見える。

　だが今は違った。レースの装飾が艶めかしい黒のブラとショーツに、同色のガーターベルトとストッキング。それらを身に纏ったレムは、唯にはない大人の色気を湛たたえていて、

「ふふっ……やっぱりレムさんは黒が似合いますね。綺麗な白い肌が一層引き立ちます」

　艶っぽい笑みを浮かべた翠琴が口にした言葉は真実だった。

　髪型やメイクを変えた訳ではない──ただ服を脱いで下着を変えただけだ。

　それだけなのに……レムは別人のように艶めいた大人の女性へと変貌を遂げていて、

「さあ、次は唯さんの番ですよ。そんなサイズの合わないもので締め付けていたら、せっかくの素敵なおっぱいが可哀想です。もうすぐ色欲の大罪因果を鎮めて貰うんですし、今回は士狼さんを悩殺できるような下着で挑みましょう」

　何せ、と翠琴。

「自分が淫らな事を意識できる方が、色欲の覚醒も進みますし……今のショーツは、どうせ濡ぬらして穿はけなくなっちゃうんです。替えの下着は必要ですよ」

「ちょ、ちょっと翠琴ちゃん。レムさんもいるんだよ？　その話はまた後で……ね？」

　翠琴の言う事は一理あるが、レムに聞かせる話ではない。顔を赤くして焦ったこちらに、

「それなら大丈夫です。大罪刻印はないですけど……レムさんも、ご自分の力を士狼さんに鎮めて貰っていますから。私や唯さんと同じように」

「え────…？」

　翠琴の説明に、唯が驚きと共に見ると、

「ん……」

　レムは認める頷きをした。翠琴はそんなレムへと歩み寄り、

「前に、私が自分の吸血衝動を士狼さんの色欲で抑えて貰っている話はしましたよね？　そして、能力が暴走しないように鎮めて貰っている女の子たちが他にもいる事も。レムさんはその一人ですよ」

　そう言うと、そのまま彼女に甘えるように腕を絡めた。するとレムは再び首肯して、

「私は特殊な瞳を持っていて、かなり強い力がある反面……そのままの状態だと必要以上に見えすぎてしまい、視神経や脳への負担が強くて失明してしまう」

　だから。

「翠琴や唯のような大罪刻印はないけれど、定期的に士狼の色欲で力を鎮めて貰っている」

　そう言って浅く躰を抱いたレムの表情は信じられないほど官能的で──彼女も、間違いなく士狼に色欲の快楽を刻まれている事を教えてくる。初めて会った時に、レムは『自分が今も運び屋をやる事ができているのは《餓狼旅団》のお陰』と言っていたが、

「じゃあ、その下着は……」

「今度、士狼にして貰う時のため」

　こちらの問いにレムは即答を返した。すると、

「そうだ、良かったらこの後レムさんも一緒にどうです？　私と一緒に、唯さんに色々とお手本を見せてあげて貰えると助かるんですけど」

「ちょ、ちょっと翠琴ちゃん……っ」

　翠琴の提案に真っ赤になって慌てたこちらを前に、レムはしばし思案した後、

「…………今日は止めておく。士狼にされると気持ち良すぎて、本来の運転ができる状態へ戻るのに時間が掛かる。依頼された仕事はまだ残っているし、差し支える事は避けたい」

　一息。

「唯の力になってあげられなくて、申し訳ないけど……」

「だ、大丈夫です。それに、お手本って何のこと翠琴ちゃん？」

「胸で背中を洗ってあげるお風呂のご奉仕を教えてあげたでしょう？　あれと同じようなものです。刻印を得た唯さんは、士狼さんと色欲を共有している状態です。よって覚醒するためには、唯さんの色欲が士狼さんの色欲を上回らなくてはいけません」

　つまり、と翠琴。

「士狼さんにいやらしい事をされて、ドキドキしているだけじゃ駄目って事です。唯さんが士狼さんを興奮させて、ドキドキさせる位じゃないと」

「私が、小鳥遊くんを──…」

　翠琴の言葉は唯にとって思いもしていなかったものだった。士狼にドキドキさせられる事はあっても、自分から彼を性的に興奮させるなんて考えてもみなかった事だ。

　そんな事──想像するだけでも恥ずかしくて躰の奥が震える。

　……でも。

　そうする事で、色欲の覚醒へと繫つながるのならば──唯はそれをやらなくてはならない。

　…──いつまでも足手纏いではいられない。

　すぐには無理でも……なるべく早く大罪異能に覚醒し、士狼たちの役に立てるようにならなくては。その時こそ、自分は胸を張って《餓狼旅団》の一員だと言えるようになる。

「ただ、士狼さんは裏吉祥寺の歩く下半身ですからね。百戦錬磨のあの人を色欲で上回るのは並大抵では不可能です。扇情的な下着を付ける位では効果はないでしょう」

「そ、そんな……どうすれば良いの？」

　唯は縋すがるように尋ねた。

「お願い翠琴ちゃん、教えて……」

　懇願したこちらに、翠琴はニッコリと笑って言った。

「ええ、任せて下さい──実は私、とっておきのアイディアを用意していますので」
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　唯達が試着エリアで話している頃。

　士狼は片桐と共に、メインフロアのレジカウンターで柑奈に事情の説明を終えていた。

「とまあ、そういう訳で……どうやらヴァンパイアの仕業みたいでね」

「なるほど……街が異様にピリついてるとは思ってたけど、そんな事が起きていたなんて」

　一連の説明を終えた士狼に、柑奈は神妙な顔で言った。

　彼女が異能特区へ来たのは『鮮血の五昼夜事件』の後だが、それでも真祖が起こした凄惨な事件については同じ種族として知っている。

「それで、異能特区にいるヴァンパイアに一人ずつ話を聞いて回っているのね」

「あくまで情報収集のためだよ。別に柑奈や、他の人らを疑っている訳じゃない」

　ただ、と士狼。

「できれば犯人を突き止められるように協力して貰えるとありがたいかな」

「もちろん。私に出来る事なら何でも言って」

　と申し出てくれた柑奈に、

「なら──悪いが少しだけ質問させて貰う」

　片桐はそう言うと柑奈との距離を詰め、彼女の首筋にそっと手で触れた。

「えっ、あの……」

　驚きの声を上げた柑奈に構わず、片桐は彼女の瞳を至近距離で覗のぞき込んだ。そして、

「…──今回の件について、何か知っている事はあるか？」

　そう静かに問うと、

「い、いいえ……たった今、貴方達から話を聞かされたばかりだし」

　柑奈は困惑しながらも小さく首を横に振って否定した。

　そんな柑奈の反応と返答に、

「………………解った。協力に感謝する」

　片桐はそれだけを言うと柑奈から離れた。

「…──京きよう介すけ、大丈夫そう？」

「ああ、確認は済んだ。問題ない」

　こちらの問いに、片桐は短い言葉で柑奈が事件とは無関係だと伝えてくる。

　一瞬で終わった事情聴取に、

「えっと……もう良いの？　アリバイとかが必要なら防犯カメラやレジの会計データなんかも見せられるし、何なら他のスタッフやお客さんに証言して貰う事もできるけど」

「いや、その必要はないよ。もう京介が確認したからね」

　戸惑う柑奈に士狼が笑顔で告げた。すると、

「もしかして……片桐さんって、精神干渉系の能力使いだったの？」

《鹿島組》の若頭──片桐京介の異能力について知る者はほとんどいない。

　図らずもその一端に触れ、驚きと共に尋ねてきた柑奈に、

「さあ、どうだろうね？」

「…………………………」

　士狼は苦笑と共に答えをはぐらかし、片桐はただ無言を返した。そんなこちらに、

「あ、ごめんなさい……つい」

　柑奈はすぐに自分のした事に思い至り、謝罪の言葉を口にした。

　裏吉祥寺を司る四大組織──その一角である《鹿島組》は現在、若頭である片桐が取り仕切っている。そんな片桐の異能力について詮索する事は、裏吉祥寺に存在する最も暗い闇を覗き込むようなものだ。柑奈も、その事はきちんと理解している。

　申し訳なさそうにしている柑奈に「気にしなくて良いよ」と士狼は声を掛けると、

「でも良かったよ。朝から回ってて柑奈で五人目なんだけど、今のところ犯人に繫がる情報は得られてないからさ」

「？　それじゃあ犯人が見つけられないじゃない。どこが良いの？」

「解ってるだけで既に六人も殺しているんだ。犯人は見つけるよ。何があろうとね」

　静かな口調で放った士狼の断言に、柑奈が気圧されたように息を吞んだ。

　そんな彼女に、

「ただ、こういう血生臭い事件に柑奈みたいな俺らの知り合いは関わっていて欲しくないんだ。死体の状態は明らかにヴァンパイアが犯人である事を示しているんだけれど……この街にいるヴァンパイアは基本的に、翠琴や凜の知り合いだからね」

　だから、と小鳥遊士狼は言った。

「柑奈たちから話を聞かせて貰っているのは、まずは異能特区で暮らしているヴァンパイアの仕業でない事を証明してしまいたいからなんだよ」

　そう──四星会合の場で、士狼は翠琴や凜の知り合いであるヴァンパイア達への事情聴取を、自分達が同行する事を条件として提案した。

　それは、積極的に協力する事で翠琴や凜の疑いを晴らすためだけではない──柑奈達のような知り合いが、容疑者となってしまっている事態を解決するためだ。

「ありがとう柑奈。助かったよ」

　そう士狼は告げると、片桐と共に一旦店を出た。

　外は少し前から雨が降っていて、士狼と片桐は並んでそれぞれ傘を差しながら、

「さて、俺らのノルマはこれで終了。京介がいると早く終わるから楽で良いね」

「…────後は、御み堂どうや堂珍たちの方の連絡待ちか」

「とはいえ十中八九、向こうも空振りだと思うけどね。幾らヴァンパイアが純血種の中でも特殊な希少種とはいえ、この裏吉祥寺の街で《鹿島組》や《Ｌ・シンジケート》の人間に手を出すような輩がいるとは思えない。それが殺人ともなれば尚更だ」

「ああ。実行可能な者は限られる上に……仮にできたとしても、四星協定を知っている者はまず手を出してくるような真似はしないだろうな」

　片桐はそう言いながらも、しっくり来ない面持ちで、

「……『指切り事件』の時と同じく、この街の背景を知らないよそ者の仕業だと思うか？」

「うーん……ちょっとまだ完全には読めないね」

　士狼も難しい表情になりながら現状での明言を避けた。

「今のところ俺らの方で把握している犠牲者は《鹿島組》の二人と《Ｌ・シンジケート》の四人だ。もちろんまだ情報が得られてないだけで他にも死者がいる可能性はあるし、それが一般人なら犯行は無差別に行なわれている事になる」

「そうなると、会合でイワノフが言っていたように外からヴァンパイアが来ているという可能性が、いよいよ信しん憑ぴよう性せいを帯びてくるという事か」

「そうなんだけど……異能特区は世界的にも有名だ。ここで無茶をやらかすような真似をするとしたら、真祖の中でも始祖レベルでもない限り考えにくいんだよね」

　たとえば柑奈クラスのヴァンパイアは、無能力者の一般人が相手なら余裕で圧倒する事は可能だが、異能特区においてはそこまでの脅威とはならない。高位レベルの能力者にはまず歯が立たないし、相手によっては中位レベルでも厳しいだろう。

「ただ……もしそうなら、犠牲者の数が少なすぎるんだ。そのクラスのヴァンパイアともなると、ほとんど神々の領域に足を踏み入れている。彼らにとって人間は、餌となる家畜みたいなものだからね。もっと派手に食い散らかすと思うんだよ」

「『鮮血の五昼夜事件』の時の真祖マクスウェルのように、か……」

　片桐の顔が少しだけ険しいものになった。かつて裏吉祥寺の街を襲った悲劇を思い出したのだろう。あの時は百人近くの人間が犠牲になっている。血を吸われた人間はその倍だ。

　ところが、今回はまだ犠牲者は六人しか見つかっていない。

「確かに相手が始祖や、始祖クラスの真祖なら、昨夜一晩でも新たに十人以上の死者が出てもおかしくはない。だが、今のところそうした情報は入ってきていないな」

「あと、俺らが把握できている犠牲者が全て四大組織の人間っていうのがどうも引っ掛かるんだよね。母数の数が少ないとはいえ百％の確率で、ヴァンパイアの仕業だと解りやすい形で殺されている。何らかの意図が存在しない限り、この状況は起こりえない」

　今回の件が、《鹿島組》や《Ｌ・シンジケート》への怨恨の線の可能性はある。

　……でも。

　もしそうなら、今ごろ犯人は次の動きを見せている筈はずだ。昨夜から裏吉祥寺は厳重な警戒態勢が敷かれているが、始祖レベルのヴァンパイアはそんなものなどものともしない。

　それなのに、昨夜は犯人は《鹿島組》も《Ｌ・シンジケート》も狙わなかった。

　だから──最初から薄々感じていた士狼は確信する。

「…………犯人の狙いはきっと、マクスウェルと同じだと思う」

　マクスウェルを倒した後──士狼は因幡いなば姉妹の秘密が外に流れないようにした。

　もし他の真祖に知られれば、彼女らが再び狙われてしまう危険性があったからだ。

　それ程の秘密を──特別な力をあの姉妹は持っているのである。だからマクスウェルを倒した事はおろか、異能特区へやって来ていた事まで完全に隠蔽したのだが、

「問題は、犯人が誰からどういう話を聞いているかだね。マクスウェルが狙っていた存在が《餓狼旅団》の因幡姉妹だと聞かされたならウチを狙ってきた筈だし、裏吉祥寺にいるとぼかして聞かされていたら、狙われるのは普通の人間ではなくヴァンパイアの筈なんだ」

　それなのに、と士狼。

「犯人は何故か、《鹿島組》と《Ｌ・シンジケート》の人間を殺して、ウチにも他のヴァンパイアにも一切手出ししていない。行動原理が明らかに歪ゆがんでいる」

「という事は……その辺りが今回の事件の鍵と見るべきだろうな」

「うん。無軌道に思える犯人の行動も何かの理由か意図があってのものだと思う。煉也達の方で回っている対象についても問題ない事が確認できたら、今度はこちらから情報を流して犯人を誘き出そう」

「…────良いのか？」

　スッと眼を細めた片桐に、士狼は「うん」と頷きを返した。

「翠琴と凜が、自分達のせいでこれ以上犠牲者が出るのは嫌だって言ってるからさ」

　犯人が見つかるなら、自分達が囮おとりになっても構わない──二人はそう心を決めている。

　だから、と小鳥遊士狼は言った。決して揺らぐ事のない瞳で、

「俺たちは──そんな二人の気持ちに応えられるように動くだけだよ」







　…──そして必要な相談が終わると、片桐は一度《鹿島組》の事務所へ戻ると言った。

　明日以降、どう動くかについて組員達に指示するためだ。

　家族ともいうべき仲間が二人殺されている事もあり、《鹿島組》の者達は殺気立っている。

　それでも彼らが感情的な行動に走らずにいられるのは、若頭である片桐の絶対的ともいうべき統率力の賜物だろう。

　店の前に停めてある漆黒の車の扉を開け、片桐が後部座席へと乗り込んだのを見て、

「さて……それじゃあ俺は」

　士狼はそう言って、店内にいる車の持ち主を呼んでこようとした時だった。

「…────士狼」

　こちらが中へ戻るより先に、眼鏡を掛けた美しい少女が店の入り口に立っていて、

「レム、ちょうど良かった。京介を《鹿島組》の事務所まで送ってあげてくれるかな」

「…………了解」

　コクンと頷き運転席へ向かおうとしたレムに、

「待って、濡れちゃうよ」

　士狼はレムへと近づいて、彼女を自分の傘の中に入れてあげる。すると、

「…………………………」

　レムはふと足を止めて、こちらを見上げてきた。

「？　どうかした？」

　キョトンとなった士狼に、レムは背伸びをするように踵かかとを上げると、こちらの首の後ろへ両手を回して──次の瞬間、そっと唇を重ねてきた。

「─────────────」

　突然のキスに眼を見開いたこちらとは逆に、レムはそっと瞳を閉じて、

「んっ……ちゅ……んむ……はぁ、む……くちゅ……んちゅ」

　唇だけのキスを、あっという間に舌を絡めた濃厚なものへと変えてくる。

　…──まだ仕事中なのに、レムがこんな真似をしてくるのは珍しい。

　レムが力を暴走させないために、士狼は色欲の烙らく印いんを定期的に彼女に刻んであげている。

　士狼の色欲で淫らに乱れている時のレムは、普段のクールな彼女とは別人で、自分から積極的に士狼の事を求めてくる。今のレムは、そういう二人きりの時の彼女のようで、

　……何かあったかな。

　普段とは異なる彼女に、士狼は理由があるのだろうとレムの求めに応じた。

　…──傘の中でしているため、二人のキスが車の中にいる片桐に気付かれる事はない。

　それどころか、小柄なレムは士狼の身体の陰に隠れて片桐からは死角だ。だから、

「…………………………」

　士狼は傘を持っていない右手をレムの背後へ回し、レザーのショートパンツの上から柔らかい尻をいやらしく揉もんでやった。

「あんっ……んぅ、ちゅっ……んふぅ……はぁ、ん……士狼……ちゅぷ♥」

　途端に小柄な身体を可愛らしく震わせたレムは、細い腰を艶めかしく揺らめかせながら、それでも士狼とのキスを止めない。熱い舌をねっとりとこちらへ絡ませ、淫らなキスにすっっかり夢中になっていて……だから士狼は、レムの好きにさせてあげた。

　そして。

「………………ん」

　程なくして、レムは甘い吐息を漏らしながら士狼から唇を離した。

　至近距離で見詰めてくる、眼鏡の奥の瞳は官能に潤んでいて、

「レム……どうしたの急に？」

「まだ仕事があるから……キスだけ」

　こちらの問いに、レムは頰を赤くしながら、

「………………ドキドキした？」

「そりゃ、もちろん……」

「それなら良い。今度は……もっとドキドキさせるから」

　士狼の頷きにレムは嬉しそうに微笑んで……こちらを抱き締めていた腕を解くと、そのまま車の前を通って運転席の方へと向かった。そして扉を開けると、

「翠琴と唯が呼んでる。行ってあげて」

　そう言ってレムが運転席へと乗り込むと、すぐにエンジンが掛けられて。

　漆黒の車が滑らかに前へ動き出し──雨に濡れた道を走り去っていった。
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　レムと片桐をしばし見送った後、士狼は『エリクシエル』店内へと戻った。すると、

「…────士・狼ぉ・さ～～んっ！」

　中に入るなり、こちらの腰の辺りへタックルするように翠琴が抱き付いてきて、

「っと───…」

　ロリエロメイドの突進をとっさに受け止めた士狼は、思わずそこで眼を丸くする。

「えっと……どうしたの翠琴、その格好は？」

　翠琴はメイド服を着ておらず、靴まで脱いだ裸足の状態で──下着姿だった。

　それも乳首が露わになっているオープンタイプのブラジャーに、Ｏバックのショーツという扇情的なデザインのものだ。過激な下着を買うと翠琴は必ず見せてくれるのだが、今着けているものは士狼の記憶にはない。つまり、

「相変わらずこの店は凄いね……翠琴の体型に合うそんな下着があるなんて」

　小学校中学年くらいの身長に、高校生と変わらないカップサイズの胸。

　幼女性と大人顔負けの艶めかしさを備えた中学生──それが翠琴だ。

　背徳のアンバランスさを持った肢体に合うのは、普通の店には決してないサイズである。この店はそういったものまで取り揃そろえていて──その内の一つを試着しているのだろう。

　上目遣いでこちらを見上げた翠琴は、

「ふふっ……せっかくお店を借り切ったんですから、士狼さんと普段はできない遊びをしたいと思いまして。ランジェリーショップの貸し切りなんて、滅多にない機会ですから」

　そこまでを言うと、翠琴は笑みをさらに艶めかしいものにして、

「柑奈さんにお願いしたら、特別に許してくれました。今日はもうお店を閉めるから、後は私たち三人の好きに使用しても構わないと」

「三人って────…」

　両手を大きく広げた翠琴に、士狼がオウム返しに問い掛けると、

「……………………………………」

　商品を身に着けているマネキン台の陰から、ゆっくりと唯が姿を現した。

　頰を赤らめ、胸下から腰にかけて左腕を絡ませるように恥ずかしげに浅く身を抱いている唯は、翠琴と同じく裸足の下着姿で──しかし、身に着けているのはこの店の商品ではなく彼女自身のもの。士狼がその事を知っているのは、見た事も脱がした事もあるからだ。

　そんな唯の下へ翠琴は歩み寄り、

「ほら見て下さい……士狼さんにいっぱい色欲を満たして貰っているから、唯さんの胸はこんな事になっているんですよ」

　その指摘に視線を向けると、確かに唯の乳房は淫らな色欲をたっぷりと蓄えたかのようにこれまで以上に大きく育ち、ブラジャーから溢あふれてはち切れそうになっていて、

「…………ぁ…………ん」

　士狼の視線を感じた唯が、こちらから視線を外して躰を微かに震わせた。

　自然と……その場の空気が艶めかしいものに変わってゆく。

　そんな唯の腰に、翠琴は横から抱き付いて、

「それに……私も最近、また少しブラがキツくなってきているんです」

　確かに、昨日の浴室や先ほど抱き付いてきた時にも感じていたが……翠琴の乳房も成長しているようだった。そして、翠琴は「だから」と前置きを一つして、

「唯さんと私の新しい下着を……士狼さんに選んで欲しいんです」

　蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべた翠琴の提案に、

「………………………………」

　士狼はしばらく沈黙した。女の子の下着を選んであげた事はあるし、それこそ翠琴に連れられてこの店を訪れた時などは、彼女は必ず何枚か士狼に選んで欲しいと頼んでくる。

　だから士狼は、翠琴がどんな淫らな下着を持っているのか知っているのだ。自分の選んだ下着を女の子が着けるのは楽しいし、翠琴の申し出は士狼としても全く異論はないのだが、

　……問題は委員長だよね。

　これまで士狼が女の子の下着を選んであげたのは、頼まれたり誘われたりしての事だ。

　恐らく今回、言い出したのは翠琴で……言わば唯は巻き込まれた形だろう。

　そのため、もし唯が嫌がっているようなら止めるべきかと思うのだが、

　……でも。

　翠琴には、唯への軽度のセクハラを許す際に、唯が本気で嫌がったらすぐに止めるようにと言い含めてある。そして翠琴は士狼との約束を破らない。

　よって唯は恥ずかしさを得てはいるものの、嫌がっている訳ではないのだろう。

　もちろん、翠琴に上手く言いくるめられている可能性は高いが、

　……団長にも言われちゃったしね。

　唯が大罪異能に覚醒できるように、今日の大罪因果の際に新たな色欲を……性奉仕の悦びを教えてやれと、美伽からはアドバイスを受けている。

　…──唯ならば、もっと淫らな事をして調教してやっても大丈夫だと。

　そして唯は今、羞恥を必死に抑えながら下着姿で士狼の前に立っていて、

「………………小鳥遊くん」

　紅潮した頰に潤んだ瞳でこちらの名前を呼んでくる。

　それはきっと唯の精一杯の勇気で──大罪因果までまだ一時間ほどあるのに、性的な羞恥を得た唯の色欲には火が付き始めていた。だから、

「…────解った、それじゃあ二人の下着を選ばせて貰うよ」

　小鳥遊士狼はそう言って──唯の頑張りに応えてあげる事にした。

「ところで、柑奈は？」

「終わるまで上の事務所にいるそうです。この一階にあるものは商品から奥の個室などの設備まで、全て使って良いと言って貰っています」

　そう翠琴は言うと、ショーツの横に差していたリモコンを抜いてボタンを押した。

　すると金属が軋きしむような音を立てながらゆっくりとシャッターが降り始め、やがて床まで下りた。外から見える心配がなくなったフロアは、もはや淫らな密室だ。だから、

「…………………………」

　士狼は二人の下へと歩み寄ると、唯の胸元へと両手を伸ばし──ブラジャーの上から彼女の乳房を揉みしだいだ。

「やっ…………ぁああんっ♥」

　突然の事に驚きと──それ以上の快楽を得てしまった唯がビクンと躰を震わせた。そんな唯に構う事なく、士狼は二度、三度と彼女の胸を揉んでゆき、

「…────なるほど」

　静かに納得の呟きを漏らすと、唯の胸から手を離してハンガーフックに掛けられているものの中から、唯に合うサイズのものを手に取った。

　それは色欲の刻印を刻んでしまい、連れて行ったセーフハウスで初めての大罪因果へ突入したあの時──士狼が脱がした唯のブラジャーと比べて二サイズも大きいもの。

　唯の胸はＦカップがＨカップに……五㎝も大きくなっていて、

「はい委員長……試着の所でこれを試してみて」

　そう言って、士狼は白のシルク生地に黒のレースとリボンが施されたショーツとセットのものを差し出した。すると、

「──────────」

　なぜか唯は、士狼の選んだ下着を受け取ろうとしなかった。

　恥ずかしさが限界を超えてしまったのだろうか……そう思っていたこちらの前で、

「………………………………」

　頰を紅潮させた唯が、少しだけ躰を前傾させて。

　そして両手を背中へ回すと──士狼の眼の前でそっとブラジャーのホックを外した。
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　背中のホックを外して、両肩と両腕をストラップから抜くと、

「………………………………」

　唯はそのまま手を離し、着けていたブラジャーを床へと落とした。

　すると唯の大きな乳房が露わになり、そんなこちらを眼の前の士狼が驚いたように見ていて──当然すぎるその反応に、

「…………………………っ」

　唯もまた、おかしくなりそうな程の恥ずかしさに身を震わせた。

　士狼に下着を選んで貰う……そしてペーパーショーツはもちろん、試着エリアも使わない。下着を脱ぐところと、着けるところ……そして己自身を全て見せる。それが翠琴の考えた、士狼を興奮させる方法だった。

　だがその淫いん靡びなアイディアは、唯の羞恥を比例して上げるもので、

　……私、小鳥遊くんが驚くほど凄い事してるんだ……。

　そう思いながら、両手の親指をショーツのウエスト部分の横へと差し入れるように引っ掛けた唯は、ゆっくりとショーツを下ろし始めて、

「────────…っ」

　だが──あまりの恥ずかしさにすぐにその手を止めてしまう。すると、

「…──────唯さん」

　窘たしなめるように翠琴がこちらを呼んできて……唯が顔を向けると、こちらを見る翠琴の瞳が先へ進む事を促していた。ここで止まったら、これまでと何も変わらないと。

　それだけは嫌だった──だから、

「っ……………………」

　唯は必死に己を奮い立たせて、ゆっくりとショーツを下ろしていった。

　…──そんな唯の事を士狼はジッと見詰めていた。

　その視線に背筋をゾクゾクとさせながら、唯は片方ずつ脚を抜いていって──とうとう完全に裸になった。そして、

「………………小鳥遊くん」

　唯が士狼の名前を呼ぶと、彼は自分の選んだ下着を唯へと渡してくれた。だから唯はプラスチックのハンガーからショーツとブラジャーを外すと、今度はショーツの穴に片方ずつ脚を入れて、ゆっくりと引き上げようとする──その時だった。

「…────────っ」

　ある事に気が付いた唯は、思わず動きを静止させた。ブラジャーと同じく、脱いで床へと落とした元々穿いていたショーツ……その股間部分がいやらしく濡れている。

　サイズ確認のために士狼に胸を揉まれた時か、または下着姿で彼の前へと出た時か。

　それとも──翠琴の作戦を聞いて士狼を店内で待っていた間か。性的な羞恥を興奮と判断した色欲の刻印が反応し、唯を軽い催淫状態にしていたのだろう。

　唯の股間からは……既に愛液がいやらしく溢れ出していた。

　このまま士狼が選んだものを穿いたら、売り物のショーツまで濡らしてしまう。でも、ペーパーショーツを穿かない事にした時点で──士狼が選んだものは購入するというルールになった時点で、その申し訳なさは気にする必要のないものだ。それよりも、恥じらいを深めた事で催淫が強まったのか、唯の秘裂からトロリと女の蜜液が溢れ出してきて、

「…………………………っ」

　いきなり下着を脱ぎだしておいて、矛盾していると言われても良い。売り物を汚してしまう後ろめたさより、はしたない女の子と思われてしまう方が耐えられなかった。

　だから唯は、そっとショーツを上げていって……そのまま尻までキュッと収めた。

　そして次にブラジャーを着けると、

「…………………………」

　ゆっくりと顔を上げて士狼の様子を窺うかがった。すると、いきなり唯が脱ぎだした時は驚きを見せたものの、士狼は既に落ち着いた……真面目な表情でこちらを見ていて、

『──────────』『──────────』

　さらに耳元へと口を寄せた翠琴から何事かを囁ささやかれており、

　……二人とも……気付いて……ない、それなら……。

　そうホッと胸を撫なで下ろしていると、翠琴が士狼への囁きを終えて、

「それじゃあ唯さん……教えた通りに」

「…………う、うん」

　促された唯は、恥ずかしさを堪えてゆっくりと胸を張って背筋を伸ばした。そしてくるりと回れ右をして士狼にお尻を見せると七歩歩き、そして再び士狼へと向き直ると彼の下へと歩みよってゆく。ただ下着を付けるだけでなく、動いているところを見せるためだ。

　そして士狼のすぐ眼の前まで近付くと、

「…………どうかな、小鳥遊くん」

　上目遣いで尋ねた。後は士狼から感想を貰えば終了で、

「よく似合ってるよ……じゃあ委員長、ちょっと後ろを向いてくれるかな」

「？　うん……」

　何か後ろ姿が気になったのだろうか。そう思い素直に従って……次の瞬間、唯は背後から抱き竦すくめられるようにブラジャーの上から両胸を揉みしだかれた。

　既に唯は軽い色欲の催淫状態だ。

「やあぁっ……あぁん、はぁっ……小鳥遊く……何して……ふぁあぁああぁん♥」

　突然の事に激しい快楽を得た唯が、士狼の腕の中で淫らに躰をくねらせると、

「言い忘れていましたが、下着は触り心地も大事なんです。だから士狼さんに確認して貰って下さい。そのブラとショーツがどんな具合かを」

　そう翠琴が言うのと合わせるように士狼の右手が胸から臍へそを滑るようにして下へ降りると、そのまま指先でショーツの股間部分を擦り上げてきて、

「あんっ、やぁ……そこ、はぁっ……ぁ……んぅっ、ぁあ……はぁあああぁああぁっ♥」

　ショーツを濡らしていると気付かれないようにしていた事を考える余裕もなかった。

　腰が抜けるような快感に、唯はビクンビクンと躰を打ち震わせる。

　既に軽くイっていた……そんな唯に、「ああ」と翠琴は付け加えるように、

「揉んだ時の手触りだけじゃなく、中に手を入れた時の感触も確かめて貰って下さいね」

　そう言うと同時──士狼の手が、唯のブラジャーとショーツの中へと滑り込んできて、

「はあぁっ……あぁん、やぁっ……小鳥遊く……あぁっ、ぁあぁああぁ～～～～～～っ♥」

　乳首ごと胸を揉みしだかれ、秘裂を擦り上げられた唯は、下着の中に手を入れられた状態で、盛大に快楽を極まらせた。そして、ゆっくりと淫悦の高みから下りてきた唯が、

「…………ぁ……あぁ……んっ、はぁ……ぁ……ん♥」

　士狼に抱き締められながら、甘い吐息を漏らしていると、

「良かったですよ唯さん……どうせ買い取るんですから、これくらい汚さないと」

　官能を昂たかぶらせた瞳で眼の前の翠琴が言ってきて、

「それじゃあ士狼さん、次の下着を選んであげて下さい……半月分、十五枚もあれば足りると思います」

　まだ絶頂の残ざん滓しに意識をとろけさせていた唯は、

「…────────え？」

　一瞬──翠琴が何を言っているのか解らなかった。







　…──そして、そこから唯は何枚もの下着を試させられた。

　ブラジャーと、大量の愛液で濡れそぼったショーツを脱いで床に落とし。

　新しいものを身に着けると、士狼に淫らな触り心地を確かめられながら、ひたすら絶頂を繰り返す。信じられないほど淫らな行為を唯が続ける事ができたのは、二枚目でイカせる時から士狼がキスをしてくれるようになったからで、

「あぁん……ちゅっ、はぁあっ……小鳥遊くっ……はぁ、ぁああぁああぁっ♥」

　恥ずかしさを忘れさせてくれるものを、唯は士狼の唇と舌に求めた。

　ショーツは穿いた瞬間にいやらしく濡れ、脱いだ時にはぐしょ濡れで……フロアの床に、色とりどりの下着の花が次々に咲き乱れてゆく。

　その花を濡らしているのは夜露ではなく、唯の秘裂から溢れたいやらしい蜜露で、

「…────士狼さん、そろそろ……私のも選んで下さい」

　色欲に溺れてゆく唯の姿に興奮を募らせたのか、翠琴も淫らな要求をして……そこから唯と翠琴は交互に、士狼の選んだ下着を試していった。そして、

「あぁん……ちゅっ、士狼さ、んっ……くちゅ……はぁん、んちゅ……♥」

　色欲の刻印がある唯ほどではないものの、翠琴もまた快楽を募らせていって──自分の番でイカされた直後の唯は、床にへたり込むようにして座りながら、

「………翠琴、ちゃ……ん……はぁ……」

　幼い容貌の彼女が自分と同じように乳房を揉まれていやらしい形にされ、下着の中に手を入れられて愛液を溢れさせる淫悦に乱れてゆく姿を、色欲に潤んだ瞳で見詰め続けた。

　しかし、これでもまだ大罪因果は始まっていなくて──そして、




「………………ぁ……小鳥遊くん……こんなの……私……まだ似合わな……んっ♥」




　大罪因果が始まる直前──最後に士狼が唯に選んでくれたのは、乳房が完全に露出してしまう淫靡なセパレートタイプのビスチェとショーツ、そしてストッキングだった。

　翠琴に手伝って貰いながら身に着けたこちらに、

「大丈夫……凄く似合ってるよ」

　士狼はそっと唯を背後から抱き締めてきた。左手をこちらの腰に添えると、右手で露わになっている唯の乳房を優しく揉んでくれて、

「あんっ、ふぁあん……んっ……ちゅっ、んむ……はぁ……ちゅぷ……はぁああぁっ♥」

　唯は甘い悦楽に陶酔した声を上げると、自分から士狼へとキスをねだって舌を絡める。

　と──その時だった。ふと唯は、自分の尻に硬いものが触れている事に気が付いた。

　……これ……小鳥遊くんの……。

　制服のズボン越しだがハッキリと解る……硬く膨れ上がった士狼のものが唯の尻の割れ目に押し当てられていて、

　……そうだ……翠琴ちゃんと……小鳥遊くんのこと、ドキドキさせようって……。

　ふと当初の目的を唯は思い出した。

　…──普段の唯は、理性を基に思考を行ない行動する。

　しかし、ランジェリーショップで背徳の快楽と絶頂を刻まれ続けた今の唯は、理性ではなく色欲でしか物事を考えられなくて、

「…………んっ……小鳥遊くん……」
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　唯は左手を己の後ろへ回すと、自分と士狼の間にそっと差し入れて……後ろ手に士狼の股間を触った。手で触ると、士狼のそこは尻で感じた以上に大きく硬くなっていて、

「…………っ、委員長……」

　不意に士狼がピクンと躰を震わせた。それは唯が士狼に色欲を与えられた時にしてしまう反応と少しだけ似ていて、

　……小鳥遊くん……気持ち良いの……？

　その答えが真実かどうかを知りたくて……唯は徐々に行為を淫らなものにしていった。

　ズボンの上から触り、そこからファスナーを下ろして中へと手を入れ、ボクサーパンツ越しに触れると、士狼のモノの形がはっきりと感じられた。

　それは昨日の朝、浴室で見た時とは明らかに違う大きさを唯に訴えてきて──士狼が興奮している、彼に快楽を感じさせられている、その事実に、

「あぁ……ん、はぁ……小鳥遊くん……ちゅっ……あぁ、んぅ……はぁ……っ♥」

　思考を初めての官能へと夢中にさせた唯は、士狼のベルトとズボンのホックを外そうとするのだが、後ろ向きでは上手くやれなくて、

「…────唯さん、任せて下さい」

　士狼の背後から翠琴の声がした──そう思った時にはもう、士狼のベルトとズボンのホックが外されていて、そして唯はとうとう士狼のパンツの中へと手を滑り込ませた。

　…────すると答えはすぐだった。

　指先がすぐに熱く脈動している硬い肉棒へと触れて……その感触に、

　……これが、小鳥遊くんの……っ。

　唯は一気に興奮を湧き上がらせると──己の手で士狼の剛直をいやらしくしごき始める。

　やり方は、翠琴に見せられたアダルト動画で知っている。…──だが、それらを知識として引き出す事はできなかった。士狼が自分に興奮している……快楽を得ている、その事実が震えるほど嬉しくて。自分は一方的に何もかもを士狼から貰うだけでなく、少しだけでも与える事ができると思うと、もう何も考えられなかった。

　…──だから、唯の手の動きが次第にいやらしいものになるのは必然だった。

　仕込まれた性知識ではなく──従うのは唯自身の中にある淫らな色欲の本能。

　すると士狼のものをしごき上げている唯の手首が自然と淫猥にくねり、その指遣いは強弱と緩急を織り交ぜて竿から裏筋、亀頭へと官能的な動きをしながら這ってゆく。

　初めてする性奉仕に唯は思う──自分の手の動きは拙いかもしれないと。

　それでも少なくとも今……鴻崎唯は世界で一番、誰よりも小鳥遊士狼を気持ち良くしてあげたいと思っている。それだけは自信があった。だから、

　……小鳥遊くん……小鳥遊くん……っ！

　舌を絡め合ったキスに溺れ、露出している乳房を滅茶苦茶に揉まれながら、唯は士狼のものをひたすら己の手で奉仕した。そうして互いに快楽を与え合っていると、

「……っ…………」

　キスの合間に漏れる士狼の吐息に少し変化が現れた。そして、彼のものをしごいている唯の手に粘性のある液体が付着して、動かす度にニチャニチャと淫靡な音を立て始める。

　その液体が何なのかを唯は知っていた。

「……………………っ」

　だから、自分がきちんと士狼に快楽を与えられている実感に、唯は恥ずかしさとそれ以上の性の悦びを得て、手での奉仕の動きを激しくしていった。すると、唯の手の中で士狼のものがどんどん熱くなり、その大きさと硬さを増してゆき──とうとうその時が訪れた。

「…………っ……ぁ……っ！」

　こちらから唇を離した士狼が呻くような声を漏らした瞬間──火傷しそうなほど熱い液体が大量に解き放たれた。と同時、

「はあぁ……やぁっ、小鳥遊く……はぁぁあぁああぁっ♥」

　唯もまた、激しい快感を得て大きな嬌声を上げた。士狼が呻き声を上げた拍子に、唯の乳房を両手でぐっと鷲摑みにしてきたのだ。乳房をはしたない形にされながら、快楽を極まらせた唯がビクンと上体を反らせると、士狼の熱い迸りは唯の手の中には収まりきらなくて──尻から背中にかけてをたっぷりと淫らに濡らされた唯は、

「…────ぁ……はぁ……ん……ぅ」

　乱暴に胸を揉まれる絶頂の余韻に浸りながら、ぶるりと尻を震わせて──大量に溢れ出した愛液が唯のショーツの端から溢れ、いやらしい雫が床へと垂れ落ちてゆく。

　すると──士狼がこちらの胸からそっと手を離した。支えをなくし、左右の膝を内側へ折るようにぺたんと床に尻餅をついた唯は、ゆっくりと己の左手を確認し、

　……あ……。

　そして唯が見たのは──手の平にべっとりと付いた大量の白濁液だった。

「…………………………」

　自分の手にあるものが士狼の精液である事を、唯がまだ信じられずにいると、

「ふふっ……唯さん、凄く上手でしたよ」

　そう言って翠琴がこちらの眼の前で乙女座りになると、唯の左の手首を摑んで自分の口へと持ってゆき──そのまま唯の手にある白濁液をいやらしく舌で舐め取り始める。

　翠琴はこちらの手の平だけでなく、指の股にも丁寧に舌を這わせ、一本ずつ念入りにしゃぶってくれて、

「…………んっ……翠琴ちゃん……」

　官能的な翠琴の舌遣いに、唯はピクンと躰を震わせた。そんな唯の手を綺麗にすると、

「んっ……さあ唯さん……まだですよ」

　促しの言葉を放った翠琴は、こちらの背後を見ていて──だから唯は自然と振り返り、

「──────────」

　思わず息を吞んで言葉を失った。

　…──唯のすぐ眼の前に「それ」はあった。巨大な肉の塊……それが、性的興奮と快楽を得て最大化した士狼のものを目の当たりにした唯がとっさに抱いた感想で、

　……凄い……こんなに大きくして……。

　手で触って解ったつもりになっていた……だが改めて目にしてみると、激しく昂ぶった状態の士狼のそこは、信じられないようなサイズだった。圧巻すぎる迫力に眼を逸らす事ができなくなった唯に、

「…──────委員長」

　ふと士狼がこちらを呼んできた。その声はいつもより低いもので……そして、まだ絶頂の余韻が残ったまま官能に潤んでいる眼を唯は上へ向ける。

　すると──こちらを見下ろす士狼の瞳は、唯に何を求めているか雄弁に語っていた。そして言葉にしない士狼の代わりに、彼の剛直がドクンと震えて、

「…………小鳥遊……くん……」

　唯を自分のものにした少年が、性奉仕の続きを望んでいた。

　…──その事実に、鴻崎唯は胸をときめかせた。

　別に淫らな性奉仕がしたい訳ではない。しかし……いつも優しく、こちらに気を遣ってくれる士狼が、自分の欲望を優先して唯に性奉仕を求めている。或いはそれは、初めて士狼が唯へとぶつけてくれた彼からの望みで──それまでの気が狂いそうな程の恥ずかしさが少しだけどこかへ行ってくれて、

「…………………………っ」

　唯はゴクリと喉を鳴らすと、先程まで士狼のものを握っていた左手を伸ばしてそっと触れた。すると、士狼の肉棒が唯の手の中で熱く脈動して──その時だった。

　…──士狼の絶頂の残滓が、先端の鈴口からトクンと溢れ出たのは。

　数瞬後には裏筋を伝って雫となり床へと落ちる。

　だが唯の方が早かった。いけない──そう思った時には躰が勝手に動いていた。とっさに膝立ちになった唯は、舌を伸ばして己の口で士狼の精の雫を迎えに行っていて、

「ん……れろっ、ぁ────んぅっ♥」

　ひと舐めした瞬間──味覚が士狼の精の味を認識するより先に、舌先から尻まで一気に電流のような快感が走り、全身を甘く震わせた唯の思考をさらなる官能へと溺れさせた。

　…──だからもう止まらない。

　大罪級の色欲のお陰で、唯の本能は口で士狼のものを愛する方法を知っていて、

「あぁ……んっ……ちゅぷ、んぅ……ちゅっ……はぁ、ちゅるっ……ぺろっ♥」

　官能で熱せられたトロトロの唾液を塗りたくるように、唯は士狼のものに己の舌を這わせ、またキスをするように唇で亀頭を吸い、手でクチュクチュと淫らにしごいてあげた。

　すると、士狼はこちらの頭にそっと手を置いてくれて……その優しさが唯の胸をいっそう堪らなくする。だから唯は、士狼の剛直の先端に付けた唇をそっと開くと、ゆっくりと顔を前へと進めて……そのまま唇を滑らせてゆくように彼のものを口へと含んだ。

　と同時──唯の口の中いっぱいに、硬く膨れ上がった士狼の淫粘膜の熱が広がって、

　……これ……眼で見るよりも、もっと……っ。

　形や硬さから血管の浮き出ている具合まで、舌と口腔粘膜の方が眼や手などよりずっと鮮明に士狼のものを感じ取る事ができ、唯は一気に官能を昂ぶらせる。

　そして口から鼻へと抜けた士狼の濃厚な雄のフェロモンが唯の脳髄をとろけさせて、

「はぁ……む、ちゅっ……ん……はぁ、ちゅぷ……んちゅ……んふぅ♥」

　そのまま唯を──初めてのフェラチオへと夢中にさせていった。そんなこちらに、

「…………委員長、舌は表だけじゃなく裏も使うんだよ」

　優しく導くように士狼がアドバイスをしてくれる。

「歯以外の口の中を全部使ってよ」「飴を出来るだけ早く溶かすつもりで舐めてみて」

「もっといやらしく音を立てられる？」「喉の奥へ吞み込むつもりで吸い上げてごらん」

　そうした士狼の指示を、色欲の悦びに理性を奪われた唯は一つ一つ従順に受け入れて、士狼好みのフェラチオを自分のものにしていった。すると程なくして、

　……ぁあ……また大きくなって……。

　唯の口の中で士狼のものが一回りくらい膨れ上がり、彼の腰が僅かに揺らめき始めた。

　それが射精の前兆である事を、唯が色欲の本能で理解していると、

「…────唯さん、歯を立てないようにして下さいね」

　耳元で艶めいた声がした──そう思った時にはもう、唯は背後から回された小さな手で両の乳房をいやらしく揉まれていて、

「んぅっ……翠琴ちゃっ……んっ、ちゅぷ……ふぁああぁんっ♥」

「唯さんの事は、私が気持ち良くしてあげます……」

　突然の快感に、士狼のものを咥えた状態で甘く躰を震わせたこちらに、翠琴がふふっと笑うと……ふと唯の背中に柔らかいものが押し当てられる。すると、

　……あ……翠琴ちゃん……。

　柔らかい翠琴の乳房の中央に、淫らな硬さの肉感がある事に唯は気が付いた。それが何なのかなど言うまでもない──今の唯も同じ状態になっているからだ。色欲の興奮と快楽に当てられた女の乳首は、否応なしにいやらしい硬さと形へと変貌する。そうして張り詰めている唯の乳頭を、背後の翠琴は容赦なく摘まみ、指先で擦り上げてきて、

「やあぁっ……んむ、くちゅ……んふぅ……ぁはぁん、ちゅぷっ……はぁああぁあぁ♥」

　性的に昂ぶっている士狼と翠琴に前後を挟まれた唯は、さらに色欲を強烈なものにして激しい催淫状態へと堕ちていった。小刻みに躰が震える度に、軽く絶頂しているのが自分でも解って……それでも唯は、士狼のものを咥えたまま口を離さなかった。

　翠琴に胸を滅茶苦茶に揉まれながら士狼の剛直をしゃぶっていると、口の中がどんどん熱くなり、それ以上に気持ち良くなってゆくのを止められなくて……これまで以上に舌遣いと口の動きを淫靡なものへと変えていった唯に、

「その調子ですよ……そのまま最後までしっかり、士狼さんへ奉仕して下さいね」

　こちらの首筋へ舌を這わせ、耳まで舐めてきながら翠琴が言ってきて──そうして唯と翠琴の淫らな吐息と舌遣いの音がフロアに響いてゆく。すると、

「っ…………委員長、そろそろ──…」

　とうとう僅かに追い詰められたような声で士狼が言ってきて──もうすぐ自分の性奉仕で士狼を再び射精へと導ける。また士狼をたっぷりと気持ち良くしてあげられる。

　その事実は──唯から理性を完全に奪い去るには充分すぎるもので、

「ちゅぷっ、れる……くちゅ、んむぅ、ふぅ……んっ、はぁっ……ちゅっ、んちゅぅっ♥」

　唯は口の動きを加速させ、舌遣いをさらに艶めかしいものにしていった。そして、

「…………くっ、出すよ……っ！」

　そう言った士狼がこちらの頭を両手で挟むようにホールドしてきて──次の瞬間、

「んっ、んんぅ～～～～～～～～っ♥」

　一心不乱にしゃぶっていた口の中へ大量の熱い白濁液を放たれた唯は、舌の上で暴れるように激しく脈動する士狼のものと彼の精液をたっぷりと感じて、背徳の悦びに全身を淫らに悶えさせた。甘く尻を震わせたのは、口内射精を受けた事で絶頂感を得たからだ。

　ショーツの中を女の液体で満たしながら、唯はひたすら士狼の精液を飲み干してゆく。

　だが──オリジナルの色欲の大罪を持つ士狼が迸らせた本気の精の奔流は、初めての唯には多すぎて……あっという間に唯の喉の動きを士狼の射精が上回り、

「んっ、んんっ……んぅっ、あっ────ふあぁんっ♥」

　限界まで咥えていた士狼のものを口から離した途端、熱い精液がたっぷりと掛けられて顔から胸にかけてを白濁液塗れにされながら、

　……あ……。

　鴻崎唯は、士狼の射精の瞬間を己の眼ではっきりと確認した。断続的に吹き出し宙に白い糸が舞うように放たれる大量の精液に、無意識にゴクリと喉を鳴らすと──口の中に溜まっていたトロトロの白濁液が、喉奥に絡みながら食道を滑り胃へと落ちていって、

「…………ぁ……ぁあ……ん……っ」

　背徳の感覚に腰の力が抜けた唯が、ぺたんと床に付いた尻をぶるりと震わせると、

「良くできました……唯さん、頑張りましたね」

　こちらの乳房を背後から揉んでいる翠琴が、士狼の精液がべっとり付いた唯の頰をペロリと舐めてくれる。そして、

「…────気付いていますか唯さん。実はもう大罪因果が始まってるんですよ？」

「……………………え？」

　翠琴の言葉に、唯は呆然の声を漏らした。大罪因果の際に襲ってくる、あの狂いそうな程の背徳に満ちた催淫の感覚がなかったからだ。しかし壁の時計を見ると、確かに予め聞いていた大罪因果の時間に突入していて……どういう事かと唯がぼんやり思っていると、

「つまり……唯さんは、ご自身の色欲のコントロールができ始めているという事ですよ」

「…………そ、それなら……」

「いえ、流石に大罪異能の覚醒はまだです。それでも自分が感じる事よりも、士狼さんに性奉仕する方が大事だと、唯さんの色欲は理解しているんです。これは大きな進歩ですよ」

　だから、と翠琴は言った。

「良い機会です……今日はこの店で、たっぷりと士狼さんにエッチな奉仕をしましょう」

　一息。

「この後は──奥の個室のベッドを使って」

「個室の……ベッドで……」

　とろんとした瞳で呟いた唯は、そこで眼の前に佇む士狼を見上げた。すると、

「…──────委員長」

　そう唯を呼んできた士狼のそこは、あれだけ大量に射精してもまだ膨れ上がったままで、

「大きくなって、苦しげで……今にもはち切れそうでしょう。唯さんの胸と同じですよ」

　こちらと同じものを見た翠琴は、唯の胸を揉む手付きを淫猥なものにしながら、

「そして唯さんは……士狼さんのものですよね」

　その言葉に、唯はコクンと頷いていた。翠琴の言葉は真実で──そして真理だった。

　だから、

「………………小鳥遊くん」

　そう呼んだこちらに、士狼は左の手を差し伸べてきて、

「…………………………」

　鴻崎唯は──どこまでも淫らな色欲の大罪因果の中で、彼の手に自分の手を重ねた。
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　裏吉祥寺を抜けて南西へと向かって走る車がある。

　それは異能ヤクザ《鹿島組》が所有する、メルセデスの名を持つ黒の高級ＳＵＶ。

　士狼らと二手に分かれて行動している煉也達のチームだ。その車内で、

「次で最後か……この分だと、こっちも明るい内に終わらせられそうっすね」

「ああ、そうだな……」

　舎弟に運転を任せて助手席に座る堂珍の言葉に、後部座席の煉也は頷きの言葉を返した。

　別行動をしている士狼や片桐からは、一時間半ほど前に携帯へメッセージが届いている。既に彼らは、担当のヴァンパイア達全員から事情を聞き終えたらしい。

　…──受け持った人数は、実は煉也達のチームの方がかなり少ない。

　その理由は、それぞれのチームの案内役──双子のヴァンパイア、因幡姉妹の差だ。

　明るく活発で社交的な翠琴に対し、凜はそこまで人付き合いが多くはない。

　それでも、こちらより士狼らの方が早くに事情聴取を終えられたのは、

「しかし便利だよな……京介の能力はよ」

「そりゃそうっすよ。ウチの若頭の能力は、異能特区トップクラスの汎用性ですからね」

《鹿島組》の若頭、片桐京介の異能力は戦闘系である。しかし彼は己の能力の汎用性を極限まで高めており、噓うそ発見器のような使い方も可能としていた。対象に触れた状態で質問を行なえば、相手が噓をついているかどうかを感じ取る事ができる程に。

　だからこそ片桐は、七つの大罪異能を全て操れる士狼と肩を並べる存在なのである。

『指切り事件』の時、《熱田組》の組長が犯人のアントニオ・ファブローニと繫がっていた事実を確定させケジメを付けさせたのも、この能力で裏を取っての事だった。さらに、

　……あっちの運転はレムだしな。

　異能特区全体の交通事情を知り尽くしている最高の運び屋の運転で回っているのだ。

　こちらより早く終われてもおかしくはない。

　とはいえ──片桐の能力は対象が噓を吐いているかどうかは解っても、相手がどのように話を偽り、何を隠しているのかまでは摑つかめるほど万能ではない。

　それでも、ここまで早くに事情を聞き終えられたのは、士狼達が担当したヴァンパイア達の中に、今回の件に関与している者はいなかったからで、

　……不幸中の幸いって事か。

　こちらも今のところ、犯行に関わっている者はいない。それは凜や翠琴と関係のあるヴァンパイア達の無実が証明できてきているという事だ。四星会合で《Ｌ・シンジケート》から向けられた、旅団関与の疑いは晴れつつある。だが、

「………………………………」

　煉也の隣に座っている凜は俯うつむき無言だった。その表情は思い詰めていて……そして彼女の小さな右手は、煉也の学ランの裾の辺りを摑んでいる。

　こういう時、士狼なら肩に腕を回して抱き寄せたり──それこそ尻の一つでも触って空気を変えるのだろうが、

　……やれるかよ、そんな真似が。

　だから──せめて煉也は、こちらを摑んでいる凜の手を振り解く事はしない。

　凜のしたいようにさせてやる。それが煉也が彼女にしてやれる事だった。

　いつもなら生意気なくらいなのに、別人のように沈んだままでいる凜に、

　……まあ、そりゃそうだよな。

　御堂煉也は改めて、凜の心を慮った。

　かつて、異能特区に血の混乱と混こん沌とんをもたらした真祖マクスウェルによる『鮮血の五昼夜事件』は、凜と翠琴を──否、凜を狙って起きてしまった事件だった。

　多くの犠牲者を出した忌まわしいあの事件に、当時はまだ普通の異能力しか持っていなかった煉也も関わっており、それこそ重傷を負って命を落とす直前まで行っている。

　…──しかし、御堂煉也はそれを気にしていない。

　あの凄惨な事件が、煉也が凜や翠琴、そして士狼や美伽と出会ったきっかけであり、その身に憤怒の大罪を宿して生きてゆく事を決めた契機となったからだ。

　結果としては、あの事件を解決した事で、煉也や士狼らが裏吉祥寺でその力を認められる事になり、迷惑を掛けた事を気に病んで異能特区を離れようとしていた凜と翠琴を引き留め、《餓狼旅団》の結成へと繫がっていったが、

　……それでも。

　自分が生きている限り、また悲劇が起こるかもしれない……そう彼女が思ってきた事を煉也は知っている。凜の中で、あの事件が終わる事はないのだ。

　そして──煉也達の中でも終わっていない。それが凜と共に生きるという事だからだ。

　改めて煉也がその想いを強くしていると、

「あれから、もう二年っすか……」

　車内の重い空気を共有した事でこちらと同じ事を思ったのか、堂珍が呟くように言った。

　マクスウェルを討ち滅す際には、《鹿島組》《Ｌ・シンジケート》《九龍クーロン公司フアウンデーシヨン》の協力も得ており、堂珍も『鮮血の五昼夜事件』が起きた時には、既に《鹿島組》に身を置いていた。

「そう思うと……随分変わっちまいましたね。あの人との関係は」

　サイドミラーに視線を落として後続車両を見た堂珍に、

「…………そうだな」

　煉也もまた、フロントガラス前に設置されているルームミラー越しに同じものを見た。

　…──後ろを付いてきているのは、世界限定三〇〇台で販売された超高級スポーツカー。

　ダークシルバーのその車体の運転席にいるのは、ユーリ・ミハイロビッチだ。

《Ｌ・シンジケート》は、副長のユーリを今回の調査に派遣してきていて、

　……皮肉なモンだな。

　運命はきまぐれで、時に残酷だ。あの事件まで、煉也は士狼とは会った事もなかった一方で、当時のユーリは士狼とは友好的な関係だった。

　そもそも──士狼と片桐が交わした兄弟杯は二人だけのものではない。

　ユーリと黄もまた、士狼と杯を交わしていたのだ。

　四星会合は、そうやって始まったのである。

　しかし、『鮮血の五昼夜事件』からわずかに三ヵ月後。四星会合が発足して一ヵ月が経ったある日、《Ｌ・シンジケート》の当時のボスでユーリの従兄──アレクセイ・ミハイロビッチが、自分の力に吞み込まれてしまう悲劇に見舞われた。

　…──強大すぎる力は、宿している者に負担を与える。

　士狼の七つの大罪異能を、美伽が刻印化する事でそうしたリスクを回避している一方で、アレクセイを解放する事はできなくて……もはや殺す以外の手立てがなかった。

　本来であれば、《Ｌ・シンジケート》内でケリを付けなくてはならない問題。

　しかし、本物の兄弟のようにアレクセイを慕っていたユーリは、必死にアレクセイを助けようとしたが止める事が叶かなわず、とうとう被害者が《Ｌ・シンジケート》内だけでなく外にまで出始めて──最終的に《餓狼旅団》と近しい少女まで殺されそうになった事で、やむなく士狼が介入してアレクセイを止めたのである。

　ユーリにはできなかった──彼の命を絶つ事によって。

　結果として、《Ｌ・シンジケート》は不始末を謝罪し、戦闘タイプではなかった当時のナンバー２だったイワノフがボスへと就任し、組織最強のユーリが新たな副長となった。

　アレクセイを救える方法はなかった。その事実は理解できても、納得する事はできなかったのだろう。ユーリは士狼達と交わした義兄弟の絆きずなを捨て、あれ以来アレクセイを殺した《餓狼旅団》を──士狼を強く憎み続けている。

　それを逆恨みと切り捨てる事は簡単だ。しかし、御堂煉也はそれをしようとは思わない。

　……もしも。

　自分がユーリと同じ立場だったら。士狼や美伽、翠琴に唯──そして凜が、自分の力に吞み込まれて暴走し、必死に煉也は救おうとしていたのに、ユーリに殺されてしまうような事があったら。どんな事情があろうと、どれほどの責任があろうと関係ない。

　ユーリの事を許せる自信はない。

　……気を付けねえとな。

　ヴァンパイアは、身体能力面でも異能力面でも人間の上位種だ。

　年齢を重ねる毎に魔力を増大させ、血を吸う毎に肉体を強化し、半不老不死になる上、真祖ならば吸血によって対象を操ったり、自らの眷けん属ぞくにして従わせたりもできる。

　生半可な異能力では、まず太刀打ちできない。

　人型の最強のウィルス──それがヴァンパイアという種族なのだ。

　…──今の煉也ならば、マクスウェルと同程度の相手ならば一人でも充分に戦える。

　しかし──油断はできない。今回の相手がマクスウェルより弱いとは限らないし、まだ敵が一人と決まった訳でもないのだ。







　そして──夕方五時を回った頃、煉也達は最後の聴取対象のいる場所に赴いた。

　そこはリベラルアーツを採用したミッション系の女子大学だ。

　車で正門をくぐり向かったのは駐車場ではなく、学生寮・研究者寮・会議室群・ファカルティラウンジ・カウンセリングセンターなどからなる地上七階建ての複合施設。

　その一階に設けられた食堂が、待ち合わせの場所だった。

　ここまで運転した《鹿島組》の舎弟を車に残し、煉也は凜と堂珍の二人と共にレストランゾーンへ向かい、空いている八人掛けのテーブル席へと腰掛けた。そして、

「…………………………」

　後からやってきたユーリは、まだ席が余っている煉也達のテーブルではなく、一人だけ隣のテーブルへと陣取る。そんなユーリに構う事なく、

「…………この時間でも結構人がいるんすね」

「夜八時までやってるらしいからな。寮に入ってる奴らだろ、きっと」

　周囲を見回した堂珍に、煉也は頷きを返した。

　天井は高く、壁はガラスを塡め込んだ木製カーテンウォールになっている事もあって、開放感が得られるオシャレな造りの食堂は、寮住まいの学生達の憩いの場なのだろう。

　夕食には少し早い時間だというのに、フロアにあるテーブルの半分近くが埋まっていて、多くの女子大生たちが会話に花を咲かせていた。

　しかし学ラン姿の煉也と、中学生くらいの見た目の堂珍に、ゴスロリ系の変形メイド服を着ている凜の組み合わせは、明らかに部外者だと解る上に目立っていた。

　それはカタギじゃないオーラを全開にしている、ロシア人のユーリも同様だ。

　よって周囲の女子大生達は、こちらを興味深そうに見ていて、

「やっぱ注目されてるっスね。女子大の中で待ち合わせは無理があったんじゃないスか？」

「仕方ねえだろ。向こうがここじゃなきゃ嫌だって言うんだからよ」

　エノア・カーマイン──それが、この女子大で会う約束をしているヴァンパイアだ。

　ミッション系の大学に、ヴァンパイアが通っているなどと普通の人間は思いもしない。

　……まあ、だからこそ。

　正体を隠しているエノアにとって──ここは安心して暮らせる場所なのだろう。

　もしかしたら凜や翠琴にとっても、聖せい蹊けいよりもこういう大学の方が過ごしやすいのかもしれない。そう思いながら煉也は隣に視線を向けると、

「…………………………」

　移動中の車の中と同じく、凜は俯き無言のままでいる。

　そんな悲痛な横顔に、自然と煉也と堂珍の会話も途切れてなくなった。

　そして数分が経過して、

「………………来ねえな」

　約束の時間になったが、エノアは食堂に姿を見せなかった。

　…──もちろん、遅刻というにはまだ早い。

　だが場所が場所だけに、注目を浴びながら待ち続けるのは避けたいところだ。

　もしエノアが来るまでにまだ時間が掛かるなら、一度車に戻った方が良いかもしれない。

「凜、ちょっと携帯鳴らしてみてくれ」

　煉也がそう言葉を掛けると、

「─────────…」

　それまで俯いていた凜が、ハッと顔を上げた。

　煉也の言葉に反応したのではない。凜は視線を遠くへ向けていた。

　釣られる動きでそちらを見れば、食堂の入り口に栗色の髪の女性が立っている。

　彼女がヴァンパイアである事はすぐに解った。淡く輝く瞳の色を見たからだ。

「エノア……」

　凜が呟くように彼女の名前を口にした──その瞬間だった。

　それまで学生達の会話で騒がしかった食堂が、水を打ったように静まりかえった。

　何事かと視線を巡らせた煉也はそこで見る。

　先程までと同じく、周囲の女子大生はこちらを見ている。しかし、

『──────────────』

　感情が抜け落ちたかのように無機質な表情で煉也達を見る、総勢百人ほどの女子大生たちの瞳は──食堂の入り口に佇たたずんでいるエノアと全く同じ赤の輝きを宿していた。

　…──だが牙はなく、爪も人間のままの状態だ。眷属化まではされていない。

　恐らく血を吸われた事による隷属化で操られているだけだろう。

　だから、同じヴァンパイアであれば気づく事ができた凜を欺けたのだ。

　取り囲まれた状況に、一気に緊迫感が増してその場の空気が張り詰める中、

「ハッ……やっぱり《餓狼旅団》の知り合いが犯人だったな」

　そう言って椅子から立ち上がったユーリに、煉也の隣の凜が愕がく然ぜんとしながら、

「そんな筈……エノアは真祖じゃない。血を吸う事はできても、隷属化はできないわ」

「信じられねえな、この状況でそんな話は。大方、噓を吐いていたんだろ。あの女とお前のどちらかか──それとも両方がよ」

　せせら笑うようにユーリが言うと、

『…………………………』

　入り口の所で佇んでいたエノアがこちらに背を向け、そのまま向こうへ姿を消す。

　そして──慌てて煉也達がその後を追おうとするよりも先に、

『──────────────』

　近くにいた女子大生達が、一斉にこちらへ襲い掛かってきた。

　…──迎撃する事はできる。だが彼女らは操られているだけだ。

　よって、

「…────二人とも、上へ跳ぶっす！」

　堂珍の呼び掛けに、煉也と凜も即座に動いた。椅子の座面を蹴って跳躍したのだ。

　直後、それまで煉也達がいたテーブルへ群がるようにして女子大生たちが殺到した。

　そうして宙へと回避したこちらを、女子大生達は同じ動きで見上げて──そんな彼女達を横からきた衝撃が吞み込み、轟ごう音おんと共にまとめて吹き飛ばした。

「なっ────…」

　無数の椅子やテーブルを派手に巻き込みながら駆け抜けた衝撃。

　それは女子大生たちの事も、建物の事もまるで考えずに放たれた容赦のない攻撃だ。

　誰がそんな真似をしたのかなど言うまでもない。床へと着地した煉也は、

「ユーリ、テメエ……っ！」

「おいおい御堂……敵は俺じゃねえだろうよ」

　悪びれないユーリに、煉也は摑み掛かろうとして──しかし出来なかった。

　煉也が詰め寄れば、ユーリはこちらを牽けん制せいするために攻撃を放ってくるだろう。それを避ける事はできる。

　……だが。

　煉也は視線を巡らせる。周囲にはまだ他にも操られている女子大生たちがいた。

　下手に動けば、彼女たちをユーリの攻撃に巻き込んでしまいかねない。

　苦い表情になったこちらに、

「やっぱりな……テメエらにはこの件は片付けられねえよ。後は俺がやってやる。甘っちょろくお前らは、せいぜいそいつらを傷つけないよう遊んでるんだな」

　そうユーリは言い捨てると、踵きびすを返して食堂の出口へ向かって駆け出した。それを見て、

「…────煉也、行って！」

　凜がこちらへと叫んだ。

「ここは任せて。隷属化の精神操作なら、あたしの方で解いてあげられるかもしれない」

「だからって、お前を置いていけるかよ！」

　煉也は真っ向から反対した。煉也がここにいるのは、凜から離れないためなのだ。

「敵の狙いが、マクスウェルと同じなら──…」

　最も危険なのは他の誰でもない──凜である。しかし、当の本人は首を横に振って、

「エノアは今回の件に関係ない。もし彼女が犯人なら、わざわざあたし達の前に姿を見せてから逃げたりなんかする筈ないわ」

　そうでしょう、と凜。

「お願い……ユーリがエノアを傷つける前に」

　必死にこちらへ頼む凜の顔は、今にも泣き出しそうだった。

　…──もしも敵の狙いが凜なら、今回の件では既に六人が命を落とした。

　そして、ここにいる百人近くの女子大生たちの事も巻き込んでしまっている。

　その全てを、凜は自分の責任だと思っているのだろう。

　これでもし、知り合いのエノアにまで危害が及んでしまったら──凜は絶対に、自分で自分を許せなくなってしまう。

　……クソっ。

　このまま傍にいる事はできる。だが、それでは凜の心を守ってやれない──だから、

「…………解った、ユーリの奴は俺が何とかする」

　仕方なく煉也は頷いた。そして、

「…………悪い堂珍。コイツの事を頼めるか？」

「ええ、任されたっす……」

　こちらへ頷きを返した堂珍の手に、スッと出現したのは漆黒のクナイ。

　堂珍の肩書きは若頭補佐代行──その戦闘力は片桐に次ぐ《鹿島組》のナンバー２だ。

　…──恐らく凜は、女子大生たちを傷つけずに無力化するつもりだろう。

　それは普通に倒すより遥はるかに困難で、全員の隷属化まで解くとなれば凜一人の手に余る。

　しかし堂珍が力を貸してくれるなら──やってやれない事はない。

　だから煉也は二人を信じて駆け出した。

　操られている女子大生らが行く手を阻もうとするが煉也は構わない。

　…──御堂煉也が刻印を得ている大罪異能は『憤怒』。

　あらゆる身体能力を爆発的に上昇させ、肉体そのもので他の異能力と渡り合えるという人の領域を遥かに超えた戦闘能力をもたらす概念破壊型の能力だ。

「──────────っ！」

　能力発動を意識した瞬間、煉也の体内に憤怒の力が湧き上がった。

　その状態で床を蹴ればそれだけで宙を飛ぶような跳躍になり、女子大生らの頭の上を軽々と飛び越えると、そのまま煉也はさらに加速した。

　広い建物の中を風よりも速く駆ける中、不意に建物を揺るがすような轟音が生じて、

「…………上かっ！」

　視界の先にあった吹き抜け構造の階段を、しかし煉也は上らなかった。

　木製の手て摺すりを足場にして蹴る事で、そのまま二階、三階へと跳んでゆく。

　そして──五階へと到着すると、廊下の先に扉が開いた部屋があるのが見えた。

　その向こうに浮かび上がる巨大な影を視界に捉えて、

「っ──────…！」

　煉也は一気に駆け出した。瞬く間に廊下を駆け抜け、飛び込むようにして部屋の中へ。

　すると階段状に机と椅子が設けられた巨大な会議室のような空間が煉也を迎えた。

　その刹那──大きな黒板を背に壇上に佇むエノアに対し、

「逃げたって事は抵抗したのと同じだ。どうなろうと文句は言えねえぜ」

　十数ｍの距離をおいて相対しているユーリが言った瞬間──彼の背後の空間が揺らぎ出し、幽鬼のように浮かび上がるものがあった。

　…──輪郭が精密になり、実体化したのは二本の角を生やした女性形の聖霊だ。

　その手には巨大な鎌が握られていて──だから煉也は即座に動いた。

　弾かれたような瞬発で一気にトップスピードへ乗ると、最後列の長机を蹴って跳躍し、

「おおぉぉぉおぉぉぉおぉぉぉおおぉぉっ！」

　宙を前へと向かって飛びながら、内側へと巻き込むようにして身体を捻った──そこから繰り出したのは、斜めから振り下ろす軌道の胴回し回転蹴りだ。

　憤怒のオーラを纏った右足で繰り出した蹴撃。それが二階ほどの高さにある聖霊の側頭部へと吸い込まれ──大気を震わすような重い衝撃音と共にその巨体が横へ吹っ飛んだ。

『──────────』

　煉也の蹴りを喰くらった聖霊は、壁に激突する前に制動を掛けて宙で静止した。

　まともに入ったが、ダメージを受けた様子は見られない。

　しかし煉也は構わない。聖霊が体勢を整える間に、煉也はエノアを庇かばうようにして壇上へ──ユーリと彼女の間へと着地した。正面のユーリとは十ｍ、背後のエノアからは数ｍの位置。それが、二人から攻撃を仕掛けられる可能性を考慮したベストポジションだ。

　そして、

「おい、アンタ大丈夫か！」

　煉也は肩越しに振り返り、背後のエノアに呼び掛けた。だが、

「…………………………」

　エノアからの返事はなかった。というより、こちらの声が届いていない──無反応だ。

　赤く輝いている彼女の瞳は虚ろで、正常な意識が保たれているようには見えない。

　……やっぱり凜の想像通りか。

　間違いない──エノアは何者かによって操られている。そう確信を深めた時、




「…────おいおい御堂、こいつは一体どういう真似だ？」




　低く冷たい声が煉也へと放たれた。その声に正面へと向き直ると、瞳に冷たい色を宿したユーリがこちらを見据えている。その眼差しは『敵』へと向けられるもので、

「俺らをここへ呼んだのはその女だ。そして、そいつが姿を現すと同時に食堂にいた連中が襲ってきた。ここまで状況が揃っていて、それでもその女を庇うのかよ？」

　そりゃあれか、とユーリ。

「やっぱ今回の件は、テメエら《餓狼旅団》が後ろで糸を引いていたって事か？」

「頭沸いてんじゃねえのか。この女は凜の知り合いで、誰かに操られちまっているのは一目瞭然だ。お前が危害を加えるのを黙って見てる訳ねえだろ」

「馬鹿はお前だろ。操られているだ？　そんなモンとっくに解ってんだよ。要は、ウチの下の奴らを殺った連中と接触している可能性が高いって事だろうが。しかも、こいつは食堂の連中と違ってヴァンパイアだ。同類なら、犯人の素性を知っている可能性もある」

　つまり。

「現状、こいつが犯人に繫がる最大の手掛かりだ。情報を吐かせるのは当然だろ。そして、今回の犯人捜しはウチと《鹿島組》が主導しているもので、お前ら《餓狼旅団》はあくまで案内役だ。テメエの立場を弁えろよ」

　そこを退け──暗にそう言っているユーリの気持ちは解る。だが、

「…──悪いがそれはできねえな」

　しかし、煉也もまた譲らない。

「確かに今回の件では、《鹿島組》とお前ら《Ｌ・シンジケート》に実質的な被害が生じている。だが、こっちだってヴァンパイアの団員がいるからって関与を疑われているんだ。しかも、それを四星会合の場で言い出したのはお前ンとこのボスのイワノフだぜ」

　よって。

「情報を引き出すっつーなら、俺らも含めた四組織立ち会いの下で行なってもらう。お前らだけに任せて、俺らに不利になるような適当な結論でっち上げられたら笑えないんでな」

「へえ……なかなか面白い冗談だな」

　こちらの言葉に、ユーリはおどけたような笑みを見せた。

「ウチが適当な真似をする？　四人も殺されてるのにか？　大人しく案内させていたからって、流石に勘違いがすぎるぜそいつは」

　良いか。

「アイツらの死はな──お前らクソ狼おおかみどもの命より重てえんだよっ！」

　そう叫んだ瞬間、ユーリから勢いよく溢れ出るようにして金色のオーラが噴出した。

　と同時、ユーリの背後にいる聖霊ルサルカの身体が二回り以上も巨大化する。

　周囲の空気を一瞬で張り詰めさせたその圧力に、

「……………………っ」

　煉也は表情を厳しいものにした。

　ユーリ・ミハイロビッチは、恐らく裏吉祥寺──いや異能特区にも数人しかいない、あの士狼と互角クラスの戦闘力の持ち主である。

　…──それは、かつて士狼と五分の兄弟杯を交わしていたからではない。

　二人の異能力に、とある共通点があるからだ。七つの大罪異能を自在に操る士狼に対し、ユーリは『七権器密』という七つの特性を併せ持った異能力を扱う事ができる。

　ルサルカは、第三権『聖体器密』によって聖霊体を具現化したもので、

　……確か。

　相対する全てを断つ事ができる士狼の怠惰──『対断』を発動させた七鍵天狼牙の斬撃を手にした鎌で防ぐほどの力があると聞いている。それだけでも凄まじいのに、士狼と同じくユーリには他に六つもの異能力があって、

「これが最後だ……どけ御堂」

　ユーリは静かに言い放つ。

「大罪異能だか何だか知らねえが……お前の力は所詮、小鳥遊の絞りカスみてえなおこぼれだ。俺の七権器密の相手にはならねえよ」

　確かにユーリの言う通りだ。純粋に異能力の強さだけを比べれば、間違いなくユーリは煉也よりも上──普通に戦って勝つ事は恐らく難しい。

「────────────」

　だが──それでも煉也は無言のまま意識を集中し、自分の大罪異能を解放した。

　立ち上らせた紫暗のオーラ。それは煉也がその身に宿した憤怒の力の奔流だ。

　…────そして、それがユーリに対する煉也の答え。

　自分より強大な力を持った相手を、真っ向から見据える。そんなこちらに、

「面白え……やる気かよ」

　そう獰どう猛もうに笑ったユーリに、

「ああ。生憎こっちも引けねえんだよ。ウチの生意気なお姫様に頼まれてるんでな」

　凜は煉也にエノアの事を頼むと言った。そして煉也は確かに引き受けたのだ。

　…──かつて、『鮮血の五昼夜事件』で煉也がマクスウェルに襲われてしまった時。

　煉也は凜によって命を救われた。だから今度はこちらの番だ。

　凜がくれた命は、凜のために使う。凜を守り──彼女が大切にしているものを守り抜く。

　そのために生きると御堂煉也は誓っていた。

　よって相手が誰であろうと煉也が引く事はない。

　たとえ自分よりも遥かに強い相手や──それこそ、この世界の神が相手でも。だから、

「来いよユーリ・ミハイロビッチ。テメエの相手はこの俺だ」

　煉也が譲れぬ想いを胸に告げると、

「もういい御堂──テメエは死ね」

　ユーリは冷たい瞳で言い放ち、ゆらりと構えを取った。

　それに倣うように、ルサルカも本格的な戦闘態勢へと入り──そして次の瞬間、会議場に生まれたのは一つの音。

　だが──それは煉也とユーリの戦いの幕開けとなる攻撃音ではなく、

「…──────っ？」

　突然の事に、煉也はとっさに音がした方を──背後を振り返る。

　何者かに操られた状態で立ったままだったエノアが壇上の床に倒れていた。

　刹那に煉也の意識が、ユーリからエノアへ向く。

　…──上位能力者同士の戦闘においては致命的な意識の分散。

　しかし──ユーリは煉也に対して攻撃は仕掛けなかった。

　隙を突くような真似はせずに、正々堂々と煉也と戦いたかったからではない。

　彼もまた他のものに意識を取られていて、

「これは……」

　辺りを見回しながら漏らしたユーリの声に、煉也も事態の異常に気が付いた。

　三人のいる会議場に──濃い霧が漂い始めたのだ。





６






　…──『エリクシエル』で、翠琴と共に唯を奥の個室へと連れ込んだ後。

　小鳥遊士狼は、翠琴と共にたっぷりと唯に性調教を行なった。

　色欲のコントロールができ始めている唯へ、大罪異能の覚醒を促すためだ。

　翠琴と相談した結果、今日のところは唯にフェラチオを一通りマスターさせる事にして、同時に口腔内の性感開発を徹底的に行なう事にした。

　女性器や胸に尻と言った解りやすい性感スポットと違い、口の中で感じるのは快感というより興奮に近い。しかし──色欲の大罪因果の影響下にある唯は違う。

　よって士狼のものを咥えさせ、口の中を濃厚に犯し続けてやると……程なくしてフェラチオをしながら軽く達するのが当たり前になるまで、唯の性開発を進める事ができた。

　そして色欲の大罪因果が終わると──士狼は濃厚な色欲に意識をとろけさせたままの唯を、翠琴と共に浴室へと連れて行った。

　メインフロアでは下着を試しまくり、ベッドの上ではいやらしく乱れつくした唯は、淫らな行為に対する抵抗感が大分なくなっており、昨日の朝に士狼がマンションの浴室で教えてあげた乳房を使ったものを始め、淫靡な性奉仕を翠琴と一緒に行なってくれた。

　そして浴室を後にすると──士狼と唯は、翠琴に店内の後始末を任せて一足先に服を着て、裏口から『エリクシエル』の外へ出る。

「ああ、雨は止んだみたいだね」

　士狼は空を見上げる。雲がまだ少し残る天てん穹きゆうは、その色を茜あかねから紫へと変えつつあった。それは間もなく日没が訪れるという事で、

「さて……今日のところはこれ位にして、レムに迎えに来て貰おうか」

「……………………うん」

　士狼の言葉に、唯はまだ頰を赤くして眼をとろんとさせたまま言った。

「委員長……平気？」

「…………大丈夫。まだ少し、躰の奥が熱いだけ……」

　様子を窺うように尋ねたこちらに、唯は潤んだ瞳でコクンと頷いて、

「あの……小鳥遊くん。さっき、私が試着した沢山の下着はどうするの？」

「全部買い取るよ。流石に売り物にはできないだろうからね。ただ、あれは翠琴がやりたかった事だから、委員長は気にしなくて良いよ」

「そういう訳には……私の大罪異能への覚醒を促すためでもあったんだし」

　恥じらいと後ろめたさをない交ぜにして言う唯に、

「委員長の覚醒は旅団にとっても大切な事だ。これは必要経費みたいなもんだよ。それに」

　と、そこで士狼は唯の腕を摑んで自分へと引き寄せた。

「あ────…」

　驚いたように息を吞んだ唯が士狼の腕の中に収まった。そして士狼は唯の背後に両腕を回すと右手で腰を抱き、左手でスカートをゆっくりと捲まくり上げた。すると唯がここへ来た時とは異なる──『エリクシエル』で新たに購入した扇情的なショーツが露わになって、

「いいんだよ……俺も楽しませて貰ったし。これからもそうさせて貰うからね」

「やっ……小鳥遊くん、駄目ぇ……♥」

　こちらを咎とがめる唯の声がすぐに甘く切なげなものになった。士狼がスカートを捲り上げていた左手で、唯の尻をいやらしく揉んでいたからだ。

　しかし唯は抵抗しない。腰をくねらせながら、それでも士狼の好きにさせてくれて、

「良い子だね……」

　だから士狼は唯の唇を奪ってやった。すると彼女は士狼のキスを受け入れて、

「ん……ちゅっ、はぁ……んむ……小鳥遊く、んぅ……くちゅ」

　両腕をこちらの首の後ろへ回すと、自分からもねっとりと舌を絡めてくる。

　…──そうして唯の尻と唇の感触を士狼が楽しんでいた時だった。

『──────────』

　士狼と唯から少し離れた場所にできていた路地裏の暗がり。近くの建物の影が伸びてできた漆黒の闇がゆらりと動いたように見えて──刹那、その影が一瞬で士狼たちへ襲い掛かるように伸びてきた。

　暗がりから躍り出た影は三つ頭の巨体の獅し子しで、

「──────────」

　だから士狼は唯とキスをしたまま、彼女の腰から離した右手を一いつ閃せんした。

　その手にはもう具現化した七鍵天狼牙が握られていて、ズバッという斬撃音と共に影の魔獣を一瞬で両断した士狼は、

「やれやれ……やっと来てくれたね。待ちくたびれたよ」

　唯からそっと唇を離すと、苦笑しながら言った。

　…──士狼たちは、単に異能特区のヴァンパイアに話を聞いて回っていた訳ではない。

　敵の狙いはマクスウェルと同じ可能性がある。よって士狼たちが動く事で、敵を誘き出せるのではないかと考えていたのだ。しかし、

「さて……本体はどこかな？」

《鹿島組》の組員と《Ｌ・シンジケート》の構成員を殺したのはヴァンパイアだ。

　恐らく今のは敵の使い魔か、使役獣──もしくは特殊能力だろう。

　士狼が周囲に視線を巡らせると、

『──────────』『──────────』『──────────』

『──────────』『──────────』『──────────』

　まるで無限増殖のように、辺りの暗がりから次々に影の魔獣が姿を現してくる。

　その数──実に二十以上。大量の三つ頭の獅子に囲まれた状況に、

「うーん……もしかしてこれ、キリがないパターンかな？」

　そこに影がある限り出てくる──そう士狼がカラクリに想いを巡らせた時だった。

　バキィィィィン！　という甲高い音と共に、全ての魔獣が一瞬で凍り付いた。

　さらに──周囲に存在するあらゆる影を、蒼そう白はくの氷が覆い尽くしている。

　見れば、士狼の腕の中にいる唯から銀白のオーラが仄ほのかに立ち上っていて、

「小鳥遊くん……これで大丈夫かな？」

「大丈夫っていうか……充分すぎだよ。まったく委員長の冷却能力は大したもんだね」

　周りを見回した後、少し上目遣いで尋ねてきた唯を、士狼は素直に賞賛した。

　…──唯は今、ほんの一瞬で全方位への範囲攻撃をピンポイントで行なったのだ。

　しかも、氷で覆っても影はその上にかかる──それでも新たな魔獣が出現していない。

　つまり、唯は冷却能力を発動させ続けているという事だ。その力は、明らかに父親である誠せい史じとの戦いの時に見せたものよりも強力になっていて、

　……色欲の覚醒に近付いている事の副次効果かな。

　唯の色欲は、四大元素の全てを極める『四極』への進化が見込まれている。冷却能力は化学現象だが、水と組み合わさればより強大な能力へと昇華できるため相性が良い。

　このまま成長すれば凄まじい能力使いになる。そんな可能性の片へん鱗りんを唯が見せていると、

『──────────…』

　近くの建物の屋根から高速で飛び立った黒い影があった──闇色の蝙こう蝠もりだ。

「っ──────…！」

　とっさに唯が凍らせようとするが、発動した冷却能力は虚空を凍らせただけで終わった。

　急降下で唯の攻撃を回避した漆黒の蝙蝠は、あっという間に路地の角を曲がって姿を消して、

「ごめんなさい小鳥遊くん……」

「大丈夫だよ、どうせあれは使い魔だから逃がしても大きな問題はないし」

　逃がした事を謝る唯に、士狼は笑いながら付け加える。

「…────それに逃がさないしね」

　と言うと同時──士狼の顔の横を真紅の尾を引くようにして光線が抜けていった。

　それは逃げた蝙蝠を追って路地を直角に曲がり、そのまま見えなくなって、

「…………今のは？」

　驚いたように眼を丸くした唯に、

「追撃だよ。…────ねえ、翠琴？」

　士狼は笑みと共に背後を振り返る。すると、

「──────────」

　視線の先には、真紅の洋弓を手に矢を放った体勢の翠琴が立っていて──その瞳は士狼ではなく、虚空を通して遠くを見詰めていた。

　…──翠琴が持っているのは、羅刹弓アルジュナ。

　その弓と矢を形成しているのは翠琴自身の血だ。

　放たれた矢は翠琴の意志に反応し、軌道を自在に変化させてどこまでも敵を追跡する。

　よって複雑に入り組んだ裏吉祥寺の路地を逃げた蝙蝠を追ってゆき──程なく、遠くで大きな破裂音が鳴り響いたのが聞こえて、

「…────命中ですっ、粉々に吹き飛びました！」

　ニコッと笑顔を弾けさせ、ようやく弓を下ろした翠琴に、

「凄い……翠琴ちゃんは、エッチなだけじゃなかったんだね」

「ひどー！　唯さんは、いったい私を何だと思っていたんですかっ!?」

　士狼に腰を抱かれながら感嘆の声を漏らした唯に、翠琴が勢いよく突っ込む。

　心外だと叫ぶロリエロメイドを、士狼は「まあまあ」と宥なだめつつ、

「周囲に他の気配はなし、か……使い魔を寄越して様子見ってところかな」

「念のため、凜や煉也さん達の方に連絡しておきますか？」

「いや、着信に気を取られて隙ができるかもしれないし止めておこう。こっちに敵が来たって事は、煉也たちも戦闘中の可能性があるし」

　それに、と小鳥遊士狼は言った。スッと眼を細めて、

「向こうには凜がいる。俺らの方は様子見でも──あっちまでそうとは限らないしね」
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　…────煉也にユーリを追いかけさせた後。

　食堂に残った凜は、堂珍と共に操られている女子大生たちを無力化していった。

　ヴァンパイアに隷属した者は身体能力が飛躍的に向上する。だが──同じ操られるのでも、きちんと意識が存在する眷属化と違い、隷属は完全に自我を失った操り人形だ。

　よって隷属化した者は、精神集中を必要とする異能力を使えない。

　普通の場所なら、身体能力が人間を遥かに上回るような者は恐ろしい脅威だ──ヴァンパイアはそうして、人間を隷属化できる上位種として夜の闇に君臨してきた。

　…──だが、ここは異能特区である。

　人の限界を超越した身体能力が脅威にならない事はないが……それでも異能力を使われるよりはマシだ。そして、凜と堂珍は特区内では上位クラスの能力者で、

「…────堂珍っ！」

「了解っス！」

　次々に襲い来る女子大生たちを、凜は堂珍と連携して倒していった。

　堂珍は、電流が流れる自動伸長式六尺棒による変幻自在の打撃を当てて次々に気絶させ、

「はああぁあぁぁあぁぁ────っ」

　凜は自らの血を利用して真紅のレイピアを具現化した。

　…──羅刹剣ヴィシュヌ。翠琴の羅刹弓アルジュナと対をなす血戦武器だ。

　本来は刺突が基本となるレイピアで、敢えて峰打ちとなる斬撃を繰り出す事で、女子大生たちの精神を操っているヴァンパイアの血の意識操作を断ってゆく。

『────────────』

　操られている女子大生たちは、そんな凜たちに怯ひるむ事はなかった。主の命令に従い、人間を超越した身体能力を武器に続々と襲い掛かってくる。

　だが──凜と堂珍は、それを上回る動きで彼女らを圧倒した。どれだけ数が多くても、同時に襲い掛かれるのは四～五人が限界だ。女子大生らが攻撃を一つ放つ間に、凜と堂珍はその三倍の速さで攻撃を繰り出し、次々に彼女らを昏こん倒とうさせてゆく。

　そして──戦闘はものの数分で片が付いた。

　食堂の床に倒れ伏している百人もの女子大生らを二人で見下ろしながら、

「その武器の電磁能力って……もしかして」

「ええ。片桐の兄貴の力を内蔵コアに付与したものっス」

　こちらの問いに堂珍は《鹿島組》の若頭の名前を口にして、

「とにかく動けなくはしましたが、このまま放っておく訳にもいかないっスよね……」

「そうね。堂珍が倒した人たちも私の方で意識操作は解いたけど……通常では不可能な力を出してしまったせいで身体に──特に心臓にかなりの負荷が掛かってしまっているわ」

　堂珍の言葉に、凜は頷きながら判断を告げる。

「取り敢えず……『将軍』の所に運んだ方が良いと思う」

「それじゃあ、ウチの組の車を手配します。この人数を運ぶとなると、かなりの台数が必要になるっスからね」

　そう言って堂珍が携帯を取り出した時だった──食堂の壁一面に張られている巨大な窓ガラスをけたたましい破砕音と共に突き破ってきたものがあった。

　とっさに身構えた凜たち見たもの──それはここまで乗ってきた《鹿島組》のＳＵＶだ。

　…──だが、車はアクセルを踏んで突っ込んできた訳ではなかった。

　黒の巨大な車体はぐるんぐるんと回転しながら放物線を描いて飛んできて──翠琴と堂珍の上を通過すると、そのまま食堂奥のカウンターへと激突して轟音を響かせる。

　想定外──否、想像外の事態に翠琴と堂珍の思考に刹那の空白が生じた。

　その時だった。




「…────見付けたぜ、お姫様」




　笑みを含んだ声と共に、割れた窓ガラスの破片を踏んで食堂へと入ってきた者がいた。

　白と赤のタクティカルスーツを身に纏った青年だった。

　一目で解る鍛え上げられた肉体。限りなく白に近いプラチナブロンドの髪。

　…──そして、最も眼を引くのは彼の双そう眸ぼうだ。

　瞳の色がそれぞれ異なるオッドアイ。左の眼は金色……そして右の眼は赤く光っている。

　それは──ヴァンパイアの瞳の輝きだ。

　ただそこにいるだけで否応なしに感じる凄まじい青年の圧力に、

「…────念のため聞きますが、知り合いっスか？」

「まさか……でも、あれは真祖よ。間違いないわ」

　警戒しながら発した堂珍の問い掛けに、凜もまた戦闘体勢を取りながら断言する。

「今回の件──犯人はあの男よ」

　そう告げた凜の言葉に一切構う事なく、

「マクスウェルの野郎を倒したっていうから『覚醒』が済んでいるかと思ったんだが……」

　青年はこちらを見据えながら言った。

　それは全ての核心。

「シャルロット・アーデルハイドの魂は眠ったままか……面倒臭ぇな」

「──────────っ」

　その名前に、因幡凜は今こそ確信する。

　やはり眼の前の青年は真祖で──そして狙いは凜の中にある特別な力だったのだと。

　…──シャルロット・アーデルハイド。

　彼女は真なるヴァンパイアである真祖や、始まりの始祖とも根本を異にした存在。

　神なる存在にして、全てのヴァンパイアの頂点──『神祖』だ。

　そして凜は、そんなシャルロット・アーデルハイドの魂を受け継いでしまっていた。

　別に血族関係という訳ではない。運命の悪戯と宿命の皮肉が幾つも合わさった結果、たまたま凜の中にシャルロット・アーデルハイドの力が受け継がれてしまったのだ。

　…──凜や周囲は、ずっとその事には気付かずに生きてきた。

　だが、その事実に気付いた真祖マクスウェルが日本へと渡ってきて因幡家を襲い──凜と翠琴を守ろうとした二人の父親を殺害。凜たちが逃げた異能特区にまで執しつ拗ように追ってきて、多くの犠牲者を出した『鮮血の五昼夜事件』を巻き起こした。

　…──マクスウェルを倒した後、凜の中に神祖の力がある事は秘匿された。

　柑奈やエノアといった他のヴァンパイア達もその事実を知らない。知っているのは《餓狼旅団》の仲間たちと──事件解決のために協力した四大組織の一部の者達だけだ。

　それでも、強大な力を持った真祖マクスウェルが死んだ事。そして彼が神祖の力を追い求めていた事を知っている真祖がいる可能性は捨てきれなくて、凜は再び訪れるかもしれない悲劇をずっと恐れ続けてきた。自分の中にある力のせいで、いつかまた近しい存在が傷付き、命を落とすような事になってしまうのではないかと。

　そして──とうとう神の力を狙う真祖がまた現れたのだ。

　しかし、

「────────っ！」

　凜は必死に己を奮い立たせた。

　…──この日のために、自分はずっと力を付けてきた。

　士狼から嫉妬の刻印を貰い、大罪異能にも覚醒している。

　もうあの頃の自分とは違う──今なら凄まじい力を持った真祖が相手でも戦える。

　そうして眼の前の青年と相対していると、

「…………アンタが何者かは解った。ただ一つだけ確認しておきたいんスよ」

　こちらの隣で、堂珍が身構えながら青年へと問い掛けた。

　肩越しに後ろの──グシャグシャに潰れているＳＵＶに一瞬だけ目をやって、

「あの車にいた奴は？　まさか、この人達みたいに──…」

「ああ……このゼロス様にいきなり銃弾をぶち込もうとしてきた奴か？　隷属化はしてねえよ。まだ夜じゃないから、支配効果が薄いしな」

　まあ。

「運が良かったら生きてるんじゃねえか？　今ならまだ間に合うかもしれないぜ？」

　そう言ったゼロスの視線は──ＳＵＶへと向けられていて、

「────────っ!?」

　とっさに凜と堂珍は背後を振り返り──直後、大破していたＳＵＶが爆発した。

　黒の車体から天井を焼け焦がすほど高く炎が舞い上がって、

「おっと……アレはもう無理だな」

　そうゼロスが笑ったのと、

「っ────────…！」

　凜の隣にいた堂珍の姿が搔かき消えたのは同時で──次の瞬間、ゼロスの真横の宙に頭を下にして出現した堂珍は六尺棒ではなくクナイ手裏剣を握っていて、

「くたばれ────…」

　横一閃に振り抜く事で、容赦なくゼロスの首を斬り裂いた。

　普通の人間ならば即死。自己治癒能力が高いヴァンパイアも、大量の血を失えば戦闘不能になる──強大な力を持った真祖であっても、間違いなくしばらくは動けない。

　…──その隙に、凜のヴィシュヌで心臓を貫けば間違いなく倒せる。

　よって凜は即座に駆け出そうとして、

「…────痛えな」

　しかしゼロスは首を斬られながら平然と左の裏拳を放った。空気が呻うなりを上げるほどの拳撃が堂珍の側頭部へと迫り、

「──────────っ」

　だが、当たる直前で堂珍の姿が再び搔き消えゼロスの拳は空を切る。そして凜の隣に再び出現した堂珍に、

「空間移動か……やるじゃねえか。異能特区っつー話だったが、ここまでの能力は初めてお目にかかったぜ」

　感心したようにゼロスは言った。その首には、真一文字に斬り裂かれた傷跡がしっかりと刻まれていて、

「何すかあれは……」

　異様なものを見る眼で堂珍がゼロスへと視線を向けた。

　切り裂かれたゼロスの首からは、一滴たりとも血が流れていない──それどころか、あっという間に深い傷が塞がって、

「まさか────…」

　とある可能性に思い至り、呆ぼう然ぜんの声を漏らした凜に、

「お姫様は気が付いたみたいだな……俺が普通の真祖じゃない事によ」

　ゼロスは楽しげに笑いながら言ってくる。

「普通の真祖じゃないって……どういう事っスか？」

「………………アンデッドよ」

　堂珍の問いに、凜は苦い顔になりながらゼロスの正体を口にした。

　凜や翠琴のような生者のヴァンパイアと対局に位置する存在──それが死者であるアンデッドタイプのヴァンパイアだ。陽の光など、凜たちにとって問題ないものに弱い反面、身体能力や特殊能力は生者タイプを遥かに上回っていて、

「私達のような高い自己治癒力を超える、自動修復能力を備えていて……ほとんど不老不死に近い存在よ。修復能力を超える威力の攻撃で全て消滅させない限り、復活し続けるわ」

　そして──夜になればその力はさらに増大する。

　……マズイわね。

　間もなく陽が沈む……そうなれば、ますます倒すのが困難になってしまう。

　よって因幡凜は、撤退という選択肢を除外した。

　ここで倒す。そして凜は周囲を──床に倒れている女子大生らに視線をやって、

「…────堂珍っ！」

　凜の呼び掛けに、堂珍はすぐさまこちらの意図を理解──凜の肩に手を置くと、

「────────…！」

　そのまま空間移動を行ない、食堂からエントランスへと跳んだ。

　さらに、そのまま空間移動を数回繰り返して一階フロアを西へ移動──食堂とは正反対の位置にある無人のカフェスペースへと移動する。

「ここなら──…」

　辺りを見回した凜が静かに呟くと、

「…────ここなら、何だ？」

　笑みを含んだ声が背後からした。空間移動したこちらへ一体どうやって追い付いてきたのか、カフェの入り口にゼロスが佇んでいて──だから、

「ここなら……思う存分戦えるって事よ」

　因幡凜は、視線の先のアンデッド真祖へと言い放つ。

　ゼロスに隷属化させられていた女子大生は全員食堂に集まっていたため、このカフェスペースに人の姿はなかった。ここでなら、ゼロスとの戦闘に他の人を巻き込む心配はない。

　それこそ──食堂にいた彼女らを盾や人質にされる事もだ。

　そうして決意の眼差しで見据えたこちらに、

「なるほど……それじゃあこっちも少しばかり本気を出すとするかよ」

　フンとゼロスが鼻を鳴らした。すると彼の影がまるで生き物のように蠢うごめき始め、そのまま纏わりつくようにゼロスの肉体へと絡み始める。

　すると──ゼロスの肉体が一回り膨れ上がり、放つオーラがさらに禍々しくなって、

「影を操る能力みたいっスね……」

　相対しているだけで感じる凄まじい圧力に表情を厳しいものにした堂珍に、

「ああ……闇に生きる者の影が、どれだけ暗く深い奈落か教えてやるよ」

　悠然と笑ってこちらへ歩を進めてきたゼロスに、

「…────悪いけど興味ないわ」

　凜はそう言うなり、己の能力を全開で発動させた。

　異能力戦闘は先手必勝だ。その効果は──すぐに形となって現れる。

　壁に掛かっていた時計や絵画が、テーブルの上の観葉植物やメニュースタンドが次々へと彼へと向かって飛んでゆき、

「おいおい……こんなモンがお前の能力かよ」

　小馬鹿にしたように笑ったゼロスは、軽いステップでそれらを避けた。

「────────っ？」

　だが次の瞬間──驚いたように息を吞む。

　避けた筈の飛来物が次々に弧を描くようにして宙で曲がり、ゼロスへとぶつかったのだ。

　…──否、ぶつかった訳ではなかった。

　ゼロスの身体に当たった壁掛け時計や観葉植物などは、床に落ちる事はなかった。彼の身体に張り付いたまま動かない。

「ぐっ……何だよこれは……っ？」

　状況が理解できずにゼロスは腕を振り回すが意味はない──そして椅子も、テーブルも、カフェ内にある全てのものが、引き寄せられるようにゼロスへと向かってゆく。

　…──これが嫉妬の大罪異能と、凜の真祖としての能力を掛け合わせたもの。

　対象に強烈な引力を発生させ、視界に映る任意の物質をその引力の影響下へ置く──物理系の引力操作能力だ。

　その強さは時間と共に強まり──最大で地球の重力の五十倍にまで至る。

　だから椅子やテーブルが軋み、砕けながらもゼロスを圧し潰し始め、

「っ────がああぁああぁあぁあああぁああああっ！」

　対するゼロスは咆ほう吼こうと共に彼の影を解放し──その衝撃波で自分へと引き寄せられている全てを吹き飛ばした。しかし、

「…────無駄よ」

　凜がそう静かに言い放つと、吹き飛んだ大量の瓦が礫れきや破片が即座にゼロスへと引き寄せられ、彼の身体を吞み込み全ての身動きを完全に封じた。

　そしてカフェスペース内のほぼ全ての調度品の質量が、地球の重力を遥かに上回る力でゼロスの身体を圧し潰してゆく。

　…──だが、アンデッド真祖は驚異的な身体能力と修復能力を持つ。

　そのためゼロスが、凜の最大効果の引力操作に打ち勝つ可能性があった。

　だから、

「…………堂珍、良いわよ」

　凜がそう告げると──隣の堂珍が右腕を一閃した。

　するとゼロスを覆っている瓦礫の球体に、堂珍のクナイ手裏剣がカッと突き刺さる。

　…──その柄の先には、信管が外れた状態の四連の手しゆ榴りゆう弾だんが付いていて。

　直後──カフェスペースの全てを吹き飛ばすような大爆発が巻き起こった。
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　…──爆発の衝撃は、轟音と共に煉也達のいる五階の会議場にまで届いていた。

　地震のように揺れる床が、一階で繰り広げられている戦闘の激しさを物語っていて、

「クソっ……どうなってやがる！」

　御堂煉也は、焦燥を露わにして吐き捨てた。

　少し前にも下で爆発があった。すぐにでも一階へ駆け付けるべき状況だ。

　…──それなのに煉也は今、ユーリと共に足止めを受けている。

　その原因は会議場を覆っている謎の霧──どうやら結界の一種らしく、外へ出ようとするのだが、どれだけ押しても扉はビクとも動かない。ならばと壁を破壊しようとしたのだが、煉也やユーリが攻撃してもまるで衝撃が壁には伝わらず、

「携帯も何度試しても圏外か……どうも空間ごと周囲と隔絶されちまってるみてえだな」

　やれやれと吐き捨てるユーリとは、この状況のため一時休戦している。先程までと違ってユーリが落ち着いているのは、先程から煉也の方が平静を失っているからだ。

　…──敵の狙いは凜の可能性が高い。

　ここまで煉也たちを誘き寄せたエノア・カーマインは気絶したままで、さらに自分達は現在閉じ込められている。そして──下で発生している戦闘と思しき大きな爆発。

　食堂でこちらを取り囲んだ、操られている女子大生らが相手で起きるものじゃない。

　よって向こうで今、何が起きているかなど考えるまでもない。

「────────っ」

　凜と堂珍なら余程の相手じゃない限り不覚を取るような事はないだろうが──今回の敵はあのマクスウェルと同じ真祖のヴァンパイアの可能性が極めて高いのだ。

　…──もちろん煉也だけでなく、凜もマクスウェルと戦った時よりも強くなっている。

　だが──もしも今回の真祖がマクスウェルを上回るような相手だったら。

　その危険性に考えを及ばせた煉也が想いを逸らせていると、

「おい御堂……お前んとこの結界は使えねえのか？　結界内にはこの霧は入ってこねえだろ。そっちの空間でこの部屋を出て、下まで移動できるんじゃねえか？」

「鏡面結界の事か？　あれは周囲の空間を反転コピーするものだ。周囲と隔絶されてる状況で展開しても、閉ざされているこの会議場の範囲しか構築できねえよ」

　大罪刻印を利用して展開する《餓狼旅団》の鏡面結界──その生みの親である団長の美伽は、最強の魔法使いである。彼女なら或あるいは、霧によって閉ざされている会議場の外まで結界の範囲を広げる事もできるかもしれないが、残念ながら煉也には不可能だ。

　それに──このような環境干渉型の能力と、煉也の異能力は相性が悪い。ジャンケンのようなものだ。どれだけ高い身体能力も、打撃や衝撃が通らないものには通用しない。

「そっちはどうなんだ？　何か良い方法はないのかよ？」

「そんなモン、敵の能力が解らねえと何とも言えねえよ」

　問い返したこちらに、ユーリが言葉を返してきた時だった。

　突如──ゴバッという音と共に、会議場の中段辺りで生じた衝撃波が、特注の長机や備え付けの椅子を吹き飛ばしながら煉也たちへと迫ってきて、

「「──────────っ」」

　二人は同時に動いた。煉也は気絶したままのエノアを抱えて上へと跳躍し、

「ルサルカっ！」

『──────────』

　ユーリの叫ぶような呼び掛けに、ルサルカは巨大な鎌を振り抜く事で眼前に迫っていた衝撃波を一閃。断ち切られた衝撃破はルサルカと背後にいるユーリを避けるように抜けてゆき──しかし後ろの壁に激突する直前で突如方向を転換。

　急上昇から旋回を行なうと、ルサルカに斬られた二股が合流して螺ら旋せんのように絡み合いながら、宙にいる煉也たちへと向かってきて、

「っ────おらぁあぁあぁあぁぁあああっ！」

　とっさに煉也は、エノアを抱えたまま強引に腰を捻って蹴撃を繰り出して──激突。

　重い破裂音と共に、衝撃波が飛沫しぶきを上げて吹き飛ぶ。

　そうして床に着地し、抱いていたエノアを床に下ろした煉也は見る。

　会議場の最後尾──出入り口の扉の前に、いつの間にか一人の青年が佇んでいた。

　白と青のタクティカルスーツに長身の体たい軀くを包み、漂う霧に僅かになびくのは柔らかな白藍の髪。オッドアイの右眼は金色──そして左眼は赤い輝きを宿していて、

「霧の結界が吸収している衝撃が中々のものだったから見にきてみたが……確かに他の人間とは違うようだ。俺たちが昨日殺した連中は、この街で有数の異能組織に属しているという割には大した事がなかったが」

　そこまでを言うと、自分がヴァンパイアである事を明かした青年は無造作に右手を上げて──一瞬で距離を詰めたルサルカが放った大鎌の横よこ薙なぎをあっさりと受け止める。

　そんな青年に、

「テメエだな……ウチの奴らを殺ってくれたのは」

　ユーリが殺意を込めた冷たい瞳で見据えながら問うと、

「あのロシア人共の仲間か……連中はイマイチだったぞ。戦闘力も、そして血の味もな」

「──────────っ！」

　薄く笑ったヴァンパイアの青年の言葉に、ユーリは歯を剝くような獰猛な笑みを見せると、途端に全身から金色のオーラを湧き上がらせる。

　すると青年に受け止められていたルサルカの大鎌が、徐々に彼の右手を押し込み始め、

「ほう……大したものだな」

　右の手首を摑むように左手を添えながら、感心したように青年は言った。

　…──だがそれは、ルサルカやユーリに向けられたものではない。

　煉也だ。青年の注意が殺気を漲みなぎらせたユーリだけに向いた瞬間──その隙をついて煉也は床を蹴っていた。

　…──相手は凜を狙っている真祖だ。さらに向こうは『俺たち』と言った。

　それは他にも敵がいる事を意味している──手加減をする必要も余裕もない。

　憤怒の大罪異能によって上昇させた脚力によって生まれた瞬発は、堂珍の短距離瞬間移動を上回る速さで青年の真横へと出現し、

「ぉおおぉおぉおぉぉおぉおおぉぉぉおお──────っ！」

　肩をカタパルトに斜め下から振り上げるように憤怒の右拳を放った。

　狙うは右の脇腹。大鎌を受け止めていて両手が塞がっている青年に防御は不可能。

　下からの拳撃のため上体を反らす回避も無意味。

　逃げ場なし。

　…──入る。

　ズドンっ！　と煉也の拳が叩たたき込まれた青年の身体が吹っ飛んだ。

　比喩ではない。煉也の拳撃が青年の腹から上を跡形もなく吹き飛ばしたのだ。

　その瞬間──室内を覆っていた霧がスッと晴れて、

『───────────』

　それまで攻撃を受け止められていたルサルカが容赦なく大鎌を振り下ろし、残った青年の身体を真っ二つに断ち斬った。すると脚の力を失ったように膝が折れて後ろへと倒れてゆく。倒した──そう思った刹那、床へと激突した青年の下半身が弾けて霧になって、

「っ──────…？」

　とっさに煉也が眼を見開くと、

『…────成る程。二人同時に相手をするのは少し骨が折れそうだ』

　ヴァンパイアの青年の声は、閉じられている扉の向こうからした。

　…──霧が消えたという事は、結界による空間の隔絶は恐らくもう消えていて。

「…────逃がすかっ！」

　煉也は蹴破るようにして扉を吹っ飛ばすと、廊下へと飛び出して、

「────────っ？」

　そこで思わず息を吞んだ。

　廊下に青年の姿はなかった──代わりに先程よりも濃い霧が立ち込めていて、

『…────逃がさないのはこちらの方だ』

　暗い笑みを含んだ青年の声が響き渡る。

『お前たちにはもうしばらく、俺の霧の中を彷徨さまよって貰うとしよう』

　一息。

『俺たちが──神なる魂を手に入れる時まで』
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　因幡凜は、激しく燃え上がる炎を見詰めていた。

　凄まじい爆炎でカフェスペースを吹き飛ばしたのは、堂珍がゼロスへと突き刺したクナイ手榴弾だ。爆発の直前──凜は空間移動を使った堂珍によって建物外へと避難。

　激しい爆炎と衝撃から逃れていて、

「…………凄い威力の手榴弾ね」

「カスタムした特注品っす。敵は真祖の可能性があるって話だったので、念のため強力なヤツを持ってきておいたんスよ」

　こちらの感想に、堂珍は厳しい表情のまま、

「普通の真祖より自己治癒能力が高いって話でしたが、跡形もなく吹き飛ばしちまえば治癒もクソもない。神戸に北浦……それに大だい掾じようと、ウチの組のヤツを三人も殺ってくれた仇かたきだ。容赦する理由なんざないっスからね」

　そう言うと懐から携帯電話を取り出して、

「取り敢えず、俺は片桐の兄貴に連絡を入れておきます」

「じゃあ、ここは任せるわ。あたしは先に煉也の方へ────…」

　別の入り口から建物へ入ろうと駆け出した凜は──そこで見る。堂珍のすぐ真後ろに伸びていた建物の影から、倒した筈のゼロスが音もなくその姿を現していて、

「…────堂珍っ！」

「っ────ぐぁああぁああああぁあっ!?」

　危険を知らせた凜の呼び掛けに、とっさに堂珍は空間移動で逃げようとするが間に合わない。ゼロスの鋭い牙が──堂珍へと突き立てられる。

　空間移動だけでなく回避も試みた堂珍は身体を捻っていたお陰で、嚙かまれたのは首筋ではなく左肩だった……だが、ヴァンパイアの吸血は首でなければいけない訳ではない。

　たとえ肩であろうと、魔力を流し込みさえすれば隷属化も眷属化も行なえる。

「────────っ！」

　とっさに凜はヴィシュヌを具現化し、堂珍に吸血を行なっているゼロスへと向かって、背後から斬り掛かった。しかし、

「…────おっと」

　こちらの斬撃が届く前に、ゼロスは地面の中へ──影の中へと沈むように消え、

「…………っ、ぁ……っ」

　吸血から解放された堂珍が、苦く悶もんの声を漏らしながら前のめりに倒れる。

「堂珍──…っ！」

　急いで凜が助け起こすと、堂珍の左肩は大量に出血しており──その顔は今にも命が尽きそうなほど青あお褪ざめていて、

『影を操る俺の能力は、影から影を渡る事もできてな。爆発の直前に外へ空間移動したお前らと同じように、俺も影の中へ待避したんだよ』

　どこからともなくゼロスの声が響く。

『移動能力を持っているヤツは、相手の不意を突く事に長けてはいるが、不意を突かれると弱いんだよな。まあ、とっさの反応は悪くなかったがよ』

　残念だったな。

『完全とまでは言わねえが、結構な量の魔力を流し込んだ──時間が経てば、俺の眷属として生まれ変わるのに充分な程にな』

「……………………っ！」

　周囲を警戒するように見回すこちらを嘲笑うように、

「…────さあ、俺と来て貰うぜお姫様」

　その声はすぐ背後からして──だから、

「っ────はぁあっ！」

　とっさに裏拳と同じ軌道で真後ろへと横薙ぎを放った凜は、

「───────っ」

　次の瞬間──愕然を得て眼を見開いた。

　…──凜の斬撃が防がれていた。

　ゼロスの右手が、ヴィシュヌを持ったこちらの右腕を摑んでいて、

「往生際が悪ィな……それなら」

　やれやれとゼロスが笑った──その瞬間、凜の右腕を摑んでいた彼の手に力が込められ、グシャっという凄惨な音が生じて、

「っ────ぁあああぁあぁあぁぁあああぁぁぁあぁぁぁあぁああぁっ！」

　意識が飛びそうな程の激痛に、悲鳴を上げた凜の手から零れたヴィシュヌが地面へと落ち、ふっと深紅の粒子となって消えた。そして──凜の手首から肘にかけての骨を粉々に砕いたゼロスは、摑んでいた腕をそのまま持ち上げて、

「悪いな……大人しくさせるつもりが、悲鳴を上げさせちまった」

「…………くっ……ぁ……！」

　激痛を堪えるように歯を食い縛ったこちらに、

「さて、後はお前の中にあるシャルロット・アーデルハイドの魂を覚醒させるだけだな」

　こちらと目線の高さを同じにしていたゼロスが笑った──その時だった。

　真紅に輝く三本の光の矢が、遠くからゼロス目掛けて宙を走るように飛んできて、

「ハッ……遠距離攻撃のつもりかよ？」

　嘲るように鼻で笑ったゼロスが、影を操って迎撃しようとした瞬間──眩まばゆい光がゼロスを照らし、彼が操ろうとしていた影を搔き消して、

「っ────がぁあああぁぁあああっ!?」

　直後、左眼と右肩……そして左太ふと腿ももを光の矢に貫かれたゼロスが絶叫した。

　その隙にゼロスの腕から逃れる事に成功した凜は見る。

　ゼロスの影を消し去ったのは、裏吉祥寺屈指の運び屋が運転する車のヘッドライトだ。

　そしてこちらへ向かって突っ込んできたレムの車は、けたたましいブレーキ音と共に後輪を滑らせてドリフトを開始──と同時、後部座席のガルウィングが開くと、中から飛び出してきた小さな人影に堂珍と併せて左右の手で抱えられた凜は、

「…────翠琴っ？」

「逃げますよ凜！」

　双子の姉──翠琴はそうこちらへ叫ぶと、凜達を抱えて僅かに跳躍。

　そこへドアが開いているレムの車が、ドリフトで駆け抜けざまに凜たち三人を吞み込むように車内へと入れて、

「思いっきり飛ばして下さいレムさんっ！」

「…────了解、任せて」

　翠琴の呼び掛けに運転席のレムは頷くと、アクセルを踏んで一気に車を加速させた。

　裏吉祥寺最高の運び屋の愛車は、僅か二秒で時速一〇〇㎞を突破して、

「…………ま、待ってレム。まだ煉也が向こうに」

　右腕の激痛と、それ以上の身体の不調に耐えながら凜が呼び止めると、

「煉也さんなら大丈夫です。レムさんの眼で視て貰ったところ、ユーリさんと居るみたいですから。あの二人が一緒なら、相手が誰であろうと負ける事はまずありません」

　翠琴が代わりにそう言って、

「それに──やはり敵の狙いは凜だったじゃないですか。なら今はこっちの心配をしないと。堂珍さんは危険な状態ですし、凜だってかなりの重傷ですよ」

　そう翠琴は言うと、ポケットから携帯を取り出した──そして即座にスピーカーにして発信する。すると数度のコール音の後、

『…────やあ翠琴。そっちはどんな状況？』

　電話の向こうに出たのは士狼だ。

「影を操る真祖と交戦中だった凜と堂珍さんを、レムさんの車で回収して現場の女子大を離れました。二人とも重傷──特に堂珍さんは、血を吸われてしまっています。煉也さんが交戦中かどうかは不明。ただ、ユーリさんと一緒にいるみたいです」

『…………そっか。じゃあ、翠琴たちはそのまま「将軍」の所へ行って手当をお願いして。俺らも柑奈を安全な所まで送り次第、すぐにそっちへ向かうよ』

　あと、と士狼。

『用心してね──恐らく敵はもう一人いる筈だ』

　という士狼の警告に、翠琴は「了解」と返して通話を終えると、

「レムさん、《蒼あおの治療院》へ向かって下さい」

「…────解った」

　一般道を信じられないようなスピードで車を走らせながら、レムは頷いた。

　選択ルートは左右二車線以上の街道──対向車線を含めて四車線をフルに使い、赤信号もノンストップ。ある時は最も車間の空いているところを刹那の判断で擦り抜け、またある交差点では強引に右左折を行なう事で衝突を回避し市街地を抜けてゆく。

　そんな中、凜は痛む右腕を押さえて額に脂汗を浮かべながら、

「…………どうして、翠琴は……こっちに？」

「柑奈さんの『エリクシエル』の方に、影のような使役獣が現れたんです。敵の狙いが柑奈さんなのか、私たちの足止めなのか解らなかったので、向こうを手薄にする訳にはいかなかったんですが……士狼さんにお願いして、私がレムさんとこちらへ」

　間に合って良かったです、と呟いた翠琴は、

「堂珍さんだけでなく、凜もかなり辛そうですね……影を操る以外にも敵には能力が？」

「…………能力っていうより、あの男はアンデッドなの……だから、普通の怪我じゃなくて、ダメージが毒みたいに……身体に残っているみたい」

　凜はそう言うと、隣のシートで横になっている堂珍を見た。

　骨を砕かれたとはいえ凜が受けたのはあくまで外傷だ。だがアンデッド真祖に吸血され、魔力を注がれた堂珍は、アンデッドの死という概念を体内に送り込まれたようなもの。

　青褪めた唇は、恐らく多臓器不全によるチアノーゼ──命に関わる重篤な状態だ。

　と、その時だった。

「…────捕まってて」

　運転席のレムが警告を発し、ハンドルを大きく切った。堂珍の方へと倒れかけ、とっさに翠琴に肩を抱き寄せられた凜が何事かと思った瞬間──真横にオレンジ色の小型車が落下。耳障りな破砕音と共に爆発し炎上する。

　見れば──後ろを走る他の車の影を次々に渡って、ゼロスがこちらを追ってきていて、

　……このままじゃ……っ。

　追い付かれるのは時間の問題だ。そして、そうなったら次は翠琴やレムが襲われ、堂珍のように命に関わるような状態に陥ってしまうかもしれない。

　堂珍は完全に戦闘不能。凜もロクに戦える状態ではない。レムは戦えなくはないが、彼女の能力は本来戦闘用ではないし……何よりも今は運転中だ。

　だが──翠琴ひとりで勝てるほどゼロスは甘い相手ではない。

「…………あたしが、時間を稼ぐわ……みんなは、堂珍を《蒼の治療院》へ」

　と凜が囮になると提案すると、

「確かに──敵の狙いは凜ですからね。囮役は凜じゃないと務まりません」

　翠琴が賛成とばかりに頷いて、

「…────ただ、本物の必要はありませんけどね」

　そう言うなり翠琴の姿が変貌を遂げて──凜の眼の前に、もう一人の自分が現れる。

　翠琴が何を考えているかは明白で、

「っ……翠琴、止めて……そんなのは駄目……っ」

「いいえ。なるべく時間を稼ぐ事ができ、かつ最も逃げ切れる可能性があるのは私です」

　必死に止めようとするこちらに、同じ見た目になった翠琴は静かに首を横に振って、

「大丈夫です。可愛い妹を守るのは、お姉ちゃんの役目ですから」

　コツンとこちらへ頭を傾け、額を重ねてくる。そんなこちらに運転席のレムが、

「翠琴────…」

「レムさん……お願いしていた通り、凜の事を頼みます」

「………………解った」

　こちらへ来る時に、こういう状況になった場合を想定した話が行なわれていたのだろう。

　コクンとレムが頷いた直後、翠琴側のガルウィングが開いた。高速走行のため、車内に流れ込んできた強風が吹き荒れて──凜たちの長い髪が舞い上がる中、

「────────っ」

　凜は左手で翠琴の腕を摑んだ。行かせない……絶対に離さない。

　そう本気で思った。

　…──だが、ゼロスに右腕を砕かれたダメージが凜の身体から力を奪っていた。

　あっさりとこちらの手が振り解かれ、

「…────お姉ちゃんっ！」

　必死に叫んだこちらに、翠琴は最後まで笑顔で──そのまま車の外へと身を躍らせた。
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　…──外へと飛び出した翠琴は、既に己の取るべき行動を完全に理解していた。

　ゼロスに距離を詰められていたのは、こちらの車を肉眼で捉えられていたからだ。

　いかに車が高速で走ろうとも、影を渡る事ができるゼロスを振り切る事はできない。

　……ですが。

　ゼロスの視界から逃れて見失わせる事ができれば、絶対に追い付かれる事はない。

　運転しているのは、最高の運び屋であるレム・バーンシュタインなのだから。

　長い時間を稼ぐ必要はない──凜の姿に化けた翠琴は、

「…────こっちよ！」

　彼女の口調で地面を蹴って高く跳躍──近くにあった街灯の上に飛び乗った。

　…──ゼロスの影対策だ。

　時刻は夕暮れ。既に陽は傾いており、狭い足場であれば翠琴の影は街灯本体と同じく地面にできる。五ｍほどの高低差──それがゼロスに至近距離への出現を許さない。

　翠琴はそのまま天板を足場にして街灯から街灯へと次々に飛び移りながら、レムの車とは別方向へ夕暮れの街を駆けてゆく。

　…──もちろん折られた右腕を押さえ、苦悶の表情をする事も忘れない。

　双子の妹だ。表情から仕草まで、彼女の事ならば何でも知っている。

　よって仲間のため囮になる事を選んだ凜に完全になりきった翠琴に、

「…────自己犠牲とは、泣かせるじゃねえか！」

　ゼロスが誤認するのは必然で──影を渡りながら翠琴の後を追ってくる。

　…────食い付いた。

　口元にほんの僅かに笑みを作ると、翠琴はそのまま全力で逃げた。

　土地勘はこちらの方が上。逃げるのに最適なルートは理解している。

　…──だが、街灯は法則性を持って立てられるものだ。

　よって足下の街灯の天板を蹴ったタイミングで、

「無駄な悪わる足あ搔がきしてんじゃねえ！」

　翠琴が次に飛び移ろうとしていた街灯の下──路上駐車していた車の影からゼロスが飛び出し、翠琴の行く手を遮るように右の拳を振り下ろしてくる。

「っ──────…！」

　跳躍直後で既に宙を舞っていた翠琴に回避は不可能。反射的に両腕を交差した翠琴は、辛うじて防御を間に合わせて、

「～～～～～～～～～～っ」

　しかし腕の上から叩き込まれたゼロスの拳撃による衝撃は、翠琴を右斜め下方向の地面へと叩き落とすには充分なものだった。

「くっ────……！」

　それでも翠琴はとっさに身体を回転させて足から着地し、地面への激突を免れる。

　…──だが、翠琴が下りてしまったのは人気のない路地裏だった。

　薄暗いその場所は、影が全てを覆っていて、

「…────もう逃げられねえぜ」

　笑みを含んだ声と共に翠琴の正面に姿を現したゼロスは、

「ん？　お前──…」

　そこで、こちらに対して違和感を得たかのように眉を顰ひそめる。

　近距離で相対したため、凜とは気配が異なる事に気が付いたのだろう。だから、

「────────────」

　翠琴が無言のまま変身を解いて、凜から自分の姿へと戻ると、

「ああ……成る程。そっちの自己犠牲があったか」

　ハッと笑いながらゼロスが言った。

「俺らヴァンパイアにとって変化能力は珍しいものじゃないが……同族を騙だませるような変身ができるヤツはそうはいない。てっきり妹と正反対の出来損ないだとばかり思っていたが、意外と器用じゃねえか」

「…………………………」

　嘲るように言ったゼロスに、翠琴は静かな表情で無言を返した。

　…──もう時間を稼ぐ必要はない。

　ゼロスはこの路地裏へこちらを追い込んだつもりなのだろうが──周りが囲まれているここへ来た事で、彼は完全にレムの車を見失っている。

　凜達を逃がすという、翠琴の最大の目的は果たされた。

　だから──後はいかに逃げるか。殺されるのは御免だし、捕まって人質として利用されるのはもっと最悪だ。速やかにこの場から撤退し、凜を運んだ《蒼の治療院》で士狼らと合流して反撃の態勢を整える。

　それが最善の策だ……解っている。しかし、

『…────ゴメン。あたしのせいで、またこんな……っ』

　先程の凜の表情と言葉が、まるで焼き付いたかのように頭から離れない。眼の前にいるのは凜の腕の骨を砕き──決して癒える事のない彼女の心の傷に牙を突き立てた男である。

　そんな敵から、どうして自分は逃げなければならないのか。

　どうして自分は逃げられるというのか。

　そう思った時にはもう──因幡翠琴はゼロスへ向かって右手を翳かざして、己の能力を解放していた。と同時、ゼロスを中心に半径三ｍの地面が重低音と共に陥没し、

「…………がっ、ぁ……っ？」

　苦悶の表情を浮かべたゼロスは徐々に背を曲げてゆき、とうとう地面に片膝を突く。

　そして──その間も地面は沈み、陥没が進んでゆく。

　…──これが覚醒した暴食の大罪異能と、翠琴の真祖としての能力を掛け合わせたもの。

　凜の引力操作と同じ物理系能力──重力操作能力だ。

「…────私の妹が世話になりましたね」

　不老不死に近いアンデッド真祖だろうと関係ない──肉塊になるまで圧し潰して殺す。

　ぐっ──とさらに翠琴が力を込めた瞬間、

「────────…っ」

　不意にゼロスの姿が消失した。翠琴の重力操作で圧し潰されたのではない。

　影の中へと沈んで消えたのだ。

　…──重力操作のエネルギーは垂直方向に、地球の中心へと向かって生じる。

　だが、ゼロスは別に地中へと潜った訳ではない。影を渡る事ができるという事は、恐らくゼロスは物理現象ではなく、概念能力として影を操っている。

　潜行した影の中は異次元や亜空間のようなものの可能性が高い──そう思った瞬間、

「────────っ！」

　翠琴は重力操作の対象を眼の前から己自身へと変更した。

　…──ただし操作はプラスではなくマイナス。

　反重力を生じさせながら地面を蹴って跳躍した。すると翠琴の小さな身体は、風を巻きながら一気に雲の上へと到達。残念ながら倒しきるところまでは行けなかったが、

「ここまで来れば──…」

　いかに影を渡れるゼロスでも追って来る事はできない。

　危機を脱した翠琴は、嘆息と共に胸を撫で下ろす。そこで、ふと吹き抜けた強い西向きの突風に、長いツインテールの髪を押さえながら眼を閉じた──その時だった。

「…────成る程、重力操作か」

「っ──────…!?」

　不意に背後で生じた声に、翠琴は慌ててそちらを振り返る。

　眼の前に──ゼロスと瓜うり二ふたつの青年がいた。

「────────っ！」

　とっさに翠琴は重力操作で攻撃しようとして、しかし青年の方が速かった。

　オッドアイの片方、赤い左眼が眩い輝きを放ち、

「…………………………」

　翠琴の意識が閉ざされたのは──その直後の事だった。





第４章　月下を駆ける餓狼たちの血戦








１






　夜の闇を綺き麗れいな月明かりが照らす事で生まれるものがある──蒼色だ。

　時刻は間もなく夜十時。しかし、十畳ほどの広さを持ったその部屋では照明の類いは点けられておらず、窓から差し込む柔らかな月光だけが室内を優しく照らしている。

　…──そんな部屋の中央にあるベッドでは一人の少年が眠りについていた。

　頭や腕に巻かれた包帯や、頰に張られた絆ばん創そう膏こうが痛々しい姿の彼は、《鹿島組》の若頭補佐代行の堂どう珍ちん環たま貴きだ。そんな堂珍の足下の近くに立って、

「悪かったね京きよう介すけ……今回の件はやっぱり、ウチ絡みの問題だったよ」

　眠っている彼を見詰めながら小鳥遊たかなし士し狼ろうは告げる。すると、

「…………お前が謝る必要はない。この件は最初からウチの問題でもある」

　堂珍の枕のすぐ傍らに佇たたずんでいる京介が、弟分を見下ろしながら言った。

　士狼と片かた桐ぎりの見詰める先──堂珍の左肩には、頰とは異なる赤い輝きを放つ絆創膏が貼られていた。表面には二重円の中に描かれた六ろく芒ぼう星せい。その中央に古き神々の名を記し、円周部にとある福音書の一節『之これに生命在り、之の生命は人の光なり』と記されている。

　それはあらゆる病や怪我を癒やすもの──ソロモンの魔法円《火星第二》だ。

「…────将軍、堂珍が今どんな状態か教えてくれ」

「厄介な状態だ。普通に負った外傷ならどんなものでも治してやれるが、如何せん相手がヴァンパイアで……さらにアンデッド真祖ときているからな」

　片桐の問いに、部屋の隅──壁に背せもたれて腕を組んでいる白衣の男性が応えた。

　アルフォンス・ブルーウォーター。『将軍』と呼ばれている裏吉祥寺きっての闇医者だ。

　とはいえ医師免許を持っていないだけで、アルフォンスの治癒系異能力は現代医療技術などは到底及ばない領域にある。「生きてさえいればどんな怪我でも治す」「死んでも十時間以内なら蘇そ生せい可能」「脳死からの治癒成功率九九・九％オーバー」など、まさに異次元の腕前だ。開業時は診療所だったこの《蒼あおの治療院》が、現在では百床超の中規模病院クラスになったのは、アルフォンスの能力がそれだけ凄まじいからである。

　先の『鮮血の五昼夜事件』の時も、真祖マクスウェルに血を吸われた被害者で生き残ったのは、一人を除けばここへ運ばれてアルフォンスの治療を受けた者だけだ。

　四星会合の結論を経て、準備態勢を整えておいて欲しいと要請していた事もあって、凜りんや堂珍だけでなく、操られていた他の女子大生らもまとめて受け入れて貰もらう事ができた。

　だが、そんなアルフォンスでも今の堂珍を治す事は難しいようで、

「傷の治りが悪いのは、死者の攻撃を受けた事で死の概念がダメージとして残っているからだ。しかも相手はあのマクスウェルと同等かそれ以上の真祖だからな……負の力は一般的なアンデッドとは比べ物にならないほど強く、凄まじい勢いで命を削られていっている」

　逆に言えば──アルフォンスが処置しなければ、堂珍は死んでいたという事だ。

「それ以上に問題なのは……吸血による眷けん属ぞく化の方だな。途中で逃れて不完全だったとはいえ、正直かなり深刻な状態にある」

「マクスウェルの時は、将軍の能力で眷属化の進行を食い止められていたよね。今回の真祖の力はそんなに強力なの？」

「ああ。ほぼ同質の負の波動が二重螺ら旋せんを描いている……敵は二人という話だったが、恐らく双子か何かじゃないか？　詳しい理屈は解らないが、そいつらは互いの存在が力を高め合う効果を持っているんだろう。今は俺の力で進行を遅らせてはいるが──…」

「…──将軍の見立てだと、どれくらい保ちそう？」

　士狼が静かに尋ねると、

「アンデッドの力は夜が深まる程に強力になる……恐らく、リミットは深夜二時だろう」

「…………そのリミットを越えたら？」

「死の概念に完全に命を削られて死ぬか……新たなアンデッドタイプのヴァンパイアが生まれるかのどちらかだろうな」

　アルフォンスが口にした予測に、

「じゃあ──あと四時間でケリを付けなくちゃね」

「…………ああ、そうだな」

　士狼と片桐はさらりと言い放つ。そして、

「操られていた他の娘たちはどう？」

「そっちはひとまず危険はない。隷属化と言っても、血を吸われていただけだからな。支配力も俺の護符で対応できるレベルだし、今は薬で眠らせているから暴れる心配もない」

　ただ、とアルフォンス。

「これ以上数が増えると、俺の方でも対応しきれなくなってくるぞ」

「解ってるよ。将軍に倒れられちゃ困るからね」

　アルフォンスの能力のお陰で、この治療院の中限定で生きる事ができているような入院患者もいるし、何よりもここは裏吉祥寺だ。他の急患だって受け入れなくてはならない。

　…──言わばアルフォンスは、生命維持装置のようなものなのだ。

　もし倒れれば、他の患者の命を危険にさらしてしまう。

　それなのに──アルフォンスには百人近く被害者の女の子たちを受け入れて貰っている。眷属化ほどではないとはいえ、そもそもの敵の真祖達の力が強力なのだ。いかにアルフォンスの治癒能力が凄まじくても、流石にキャパオーバーだろう。

　すると、ふと堂珍の病室の扉がノックされ、

「…──あの、アル先生。そろそろ二○三号室の患者さん達の護符交換のお時間なのです」

　入り口から、ひょっこりと顔を出した幼い少女が言った。

　見た目は五～六歳ほど。白のナース服を身に纏まとった可愛らしい彼女は、こう見えてアルフォンスの右腕を務めている神しん燈とうりおだ。

「ゴメンね、りお。俺らのせいで遅くまで頑張らせちゃって」

　この治療院を訪れれば必ず世話になる白衣の天使に、士狼が申し訳ないと謝ると、

「いえいえ士狼お兄さん、全然平気なのです。これがわたしのお仕事ですし」

　りおは、にぱっと笑うと表情を真剣なものにして、

「それにわたし達よりも……患者の皆さんの方がずっと大変ですから」

　幼い顔に浮かべたその表情が、これまでに数えきれない程の患者たちと接し──そして様々な経験をしてきた事を物語っていた。

　するとアルフォンスは左腕の腕時計を確認して、

「それじゃあ俺は他の患者たちを診てくる。そっちの件は任せたぞ」

　そう言い残すと、りおと共に堂珍の病室を出て行った。

　そして二人の足音が廊下の向こうへ消えた後。

「…────それで、お前たちの方はどうなんだ？」

「敵の狙いだった凜は、ちんタマと一緒にレムが連れてきてくれたからね……怪我はしてるけど、血は吸われてないからひとまず心配いらないよ。将軍の治療も受けているしね。ただ、今の状態だとこれ以上戦わせるのは避けたいかな」

　片桐の問い掛けに士狼は嘆息しながら答えると、他の団員についても説明。

　ユーリと一緒に敵の片割れの結界に足止めされていた煉れん也やは、無事に脱出を果たしてこちらへ合流。今は唯ゆいと共に凜の傍に付いている。

　美み伽かについては例の保険を用意して貰っている最中だが、そろそろ準備が整う頃だ。

　そして、

「翠み琴ことは……恐らく向こうに捕まっただろうね」

「運び屋の話だと、敵を引きつけるために妹の姿に変身して一人で車から飛び出していったそうだが」

「うん。凜とちんタマの二人がかりでも倒せなかった相手だって事は、現場に助けに行った時点で解ってただろうに……まったく無茶したもんだよ」

　と士狼は嘆息。

　……まあ、気持ちは解らなくもないけどね。

　先の『鮮血の五昼夜事件』で、心に深い悔恨を刻んだのは凜だけではない。

　妹である凜を自分一人で助けられなかった事、また自分達のせいで多くの被害者を出してしまった事──翠琴もまた、そうした己の不ふ甲が斐いなさや責任をこの上なく感じていた。

　暴食の大罪異能の覚醒によって吸血衝動が抑えられなくなり、定期的に士狼の色欲によって抑えてあげなければいけなくなったのも、全てはもう二度とマクスウェルの時のような悲劇が起きないようにするためだった。少しでも強くなろうとした翠琴は、士狼や美伽の制止を聞かずに暴食の力をひたすら増大させようと試みて、自分ではコントロールできくなってしまったのだ。それ程までに、翠琴は凜のことを大切に想っている。

　……きっと。

　だからこそ、翠琴は一人で車から飛び出したのだろう。

　今度こそ自分が凜を守ってみせる──そう心に強く誓いながら。

　…──そんな翠琴の気持ちを、小鳥遊士狼は確信にも似た想いで理解する。

　ならばどうするか？　そんな事は言うまでもない。助け出す──どんな事をしてでも。

　しかし、そのためには少し確認しておきたい事があった。

「ねえ京介……四星会合で決まった今回の件の対応についてなんだけど、《鹿島組》の組員たちにどの程度まで情報を下ろしていたか聞いても良い？」

「ウチの二人を殺した犯人捜しを、《餓が狼ろう旅団》と《Ｌ・シンジケート》と共に行なう事になったとだけ伝えた。今日は俺と堂珍で動くから、連絡があるまで待機していろと」

「翠琴と凜が、知り合いのヴァンパイア達に話を聞いて回る案内をするって話は？」

「教えていない。会合の場にいた俺と堂珍以外で知っているのは、向こうの運転を任せた木原だけだ。その木原も、車に乗せるまで誰が《餓狼旅団》から来るかは知らなかった」

　片桐はそう答ると、

「…………何か気になる事でもあるのか？」

「うん……ちょっとね」

　士狼は頰を右手の人差し指で搔かきながら、

「将軍の言う二重螺旋の負の波動という話もあるし、敵の真祖は恐らく二人で確定だ。煉也の話じゃ敵の一人は霧を使っていたそうだし、俺達の方に影の使役獣が来ていた事から考えて、アンデッド真祖の双子兄弟だと思う」

「…────知っている奴らか？」

「少しだけね。凜が狙われる可能性を考えて、他の真祖達の情報を集めていたんだ」

　ただ、情報の共有は士狼と美伽の二人だけに留めておいた。

『鮮血の五昼夜事件』の事が尾を引いている凜や翠琴、そして煉也に他の真祖の事を教えれば──無駄な不安や警戒心を抱かせてしまう。それこそ、日常生活に支障を来す可能性もあった。その判断は間違ってはいなかったと思う。

　よって士狼と美伽だけで把握していたのだが──正体が把握できた事は好材料なのだが、

「俺たちは二班に分かれて行動していて、それぞれのルートや順番については翠琴と凜に任せていた。問題なのは、連中は凜を見付ける事に成功しただけじゃなく、二人とも凜のいる方に現れた事だよ。それも待ち伏せという形を取ってね」

　よって導き出される結論は一つ──こちらの動きが漏れている。

　恐らく、あの真祖達に情報を流している者が四組織の中にいるのだ。

「解った。ないとは思うが、下の連中でおかしな真似をしている奴がいないか確認する。《九龍クーロン公司フアウンデーシヨン》と《Ｌ・シンジケート》には？」

「《Ｌ・シンジケート》は俺が何を言っても聞く耳持たないよ。で、黄さんには先刻もう頼んだ。だけど今回の件、真祖を呼ぶメリットは《九龍公司》にはないと思うんだよ」

　何せ、と士狼。

「あそこが一番力を入れている収入源は、裏稼業じゃなく真っ当な飲食業だ。真祖なんてものを呼び寄せて、異能特区に戒厳令や非常事態宣言なんて出たら商売上がったりでしょ」

「なら《Ｌ・シンジケート》か？　確かに連中は銃を取り扱っているし、この裏吉祥寺でも戦闘系の能力者は多くはない。『鮮血の五昼夜事件』の再来となれば護身用に銃を欲しがる者は多いだろう。それこそ異能特区全体に範囲を広げれば、もっと数を捌さばけるかもな」

　しかし、と片桐。

「連中は、今回の件でウチよりも犠牲者が出ているぞ」

「そうだね……もちろん《Ｌ・シンジケート》の仕業と決まった訳じゃないよ。ただ旅団のせいで向こうに犠牲者が出たら、ユーリは俺と事を構える正当な理由を得られる。犯人を始末した後、改めて落とし前を付けろってね」

　けれど、と士狼。

「ユーリが俺に喧けん嘩かを売るなら、もっと直接的だと思うんだよね。会合の時みたいにさ」

「だろうな。あいつはアレクセイの事で、今でもお前を憎んでいるほど仲間想いだ。火種を作るためとはいえ、自分の部下を犠牲にするような方法を取るとは思えない」

「だけど《Ｌ・シンジケート》の構成員は実際に殺されたし、ユーリもすっかり俺とやる気になっている」

「つまり──この状況こそが、裏で糸を引いている奴の狙いだという事か」

　状況を理解したのか、片桐はスッと眼を細めて、

「ならウチの人間を殺したのは──…」

「会合の場で京介に……《鹿島組》に今回の件を提議させるためだろうね。まあ確証はないんだけど、事態がどう転んでも自分には都合が良いって考えなんじゃないかな」

　でも、と小鳥遊士狼は続ける。

「物事はそう何もかも上手くは行かない。現にこうして俺たちに企みがバレているし、何より相手は真祖のヴァンパイアだからね」

　一息。

「そろそろ他にも──想定外の事態が起きている頃なんじゃないかな」





２






　ハバロフスクに本拠地を持つ、ロシア最強のマフィア組織《Ｌ・シンジケート》。

　その日本支部は裏吉祥寺の北東──かつては『杉並あきる野線』と呼ばれていた都道七号線沿いにある。

　ユーリ・ミハイロビッチがこのアジトへと戻ってきたのは、女子大学で敵の一人が生み出した霧の結界を破壊して外に出てから三時間後の事だった。

　…──操られていたエノア・カーマインの身柄については煉也に譲った。

　真犯人の真祖によって隷属化されている以上は、彼女から連中の情報を得る事は不可能だ。どのような拷問をしても吐く事はないだろうし、こちらが異能力で無理に情報を引き出そうとすれば自ら死を選んでしまいかねない。

　それでも──敵の正体が摑つかめたのは大きな前進だ。よって動ける配下の構成員たちを使い、自らも裏吉祥寺の街を捜索していたのだが、敵の真祖は完全に姿を消していた。

　とはいえ既に、敵の狙いは因幡いなば凜だったと判明している。四星会合でのイワノフの推測は的中していたという事だ。先程の戦闘で負傷した凜は現在、アルフォンス・ブルーウォーターのところで治療を受けている。

　…──よって本当なら、彼の治療院の近くで双子の真祖を待ち受けるつもりだった。

　あそこで張っていれば、連中はいずれ必ず姿を現す。《餓狼旅団》にも《鹿島組》にも渡さない。仲間を殺した報いを奴らに受けさせる。

　だが──それでも今、こうしてアジトへと戻って来ているのには理由があった。

「お疲れ様です副長……」

「…──ああ、それよりボスはどうしてる？」

　出迎えた側近の配下にユーリが苛立ちを隠さずに問うと、

「いらっしゃいます……ただ、少し前に『一人にしろ』と仰ってから、もう一時間以上も部屋に籠もったままです。副長から連絡があった件をお伝えしようとしたのですが、『後にしろ』とかなり感情的な声で怒鳴られまして……未だに話ができていない状態です」

「クソっ、こんな時に……」

　双子の真祖を始末するのか、もしくは捕らえるのか──その判断はユーリが独断で下して良いものではない。総大であるイワノフが決めるものだ。

　だからユーリは先程から何度となくイワノフの携帯に掛けていたのだが、イワノフは一向に電話に出る事はなく、こちらが送ったメッセージにも一切反応していなかった。

「…──解った。俺が話をしてくる。お前は、《蒼の治療院》近くで待機している奴らに応援を手配しておけ」

　良いか、とユーリ。

「敵は真祖で、しかも二人いる。状況は『鮮血の五昼夜事件』の時よりも厄介だ。俺が戻るまで耐えようだなんて考えるな。少しでもヤバイと思ったらすぐ退くように伝えろ」

　配下に指示を終えたユーリは、そのままイワノフの部屋へと向かった。

　階段を上った先にある廊下を進み、奥にある重厚な木製扉をノック無しで開け放つと、そのまま中へと足を踏み入れた。そんなユーリに、

「っ──誰が入って良いと……！」

　部屋の奥にあるデスクの椅子に座っていたイワノフが鬼の形相でこちらを見た。しかし入ってきたのがユーリである事が解ると、怒りの表情を苛立ちのそれへと変えて、

「何をしに来たユーリ。下にいた奴らから聞いていないのか？　今は取り込み中だ、出て行けっ！」

　そう怒鳴ってくるイワノフに、

「待ってくれボス、ウチの奴らを殺してくれた犯人の正体が割れたんだ！　ボスの言うように、敵は外から来た真祖のヴァンパイアだった……だから」

　どう対処し、どんな始末を付けるかの指示をくれ──そうユーリが言うより先に、

「うるさいっ、そんな事はどうでも良いんだ！」

　イワノフが激情を爆発させたかのように喚き散らしてきて、ユーリは思わず面食らった。

　ユーリの知るイワノフは、誰よりも理知的で計算高い。しかし今、ユーリの眼の前にいるイワノフはそんな普段の彼とはまるで別人で、

「…────ボス、一体何があったんです？」

　困惑と共にユーリは尋ねる。すると、ユーリが見せた反応が珍しかったのか、イワノフは少しだけ落ち着きを取り戻して、

「っ…………ソフィアが攫さらわれた。例のヴァンパイア共に」

「お嬢さんが……？」

　絞り出すような声で発せられたイワノフの言葉に、ユーリは眼を見開いて、

　……そういう事か。

　ソフィアは、数年前に妻に先立たれたイワノフが溺愛している一人娘である。

　遅くにできた子供のため年齢はまだ十四歳だが、その美しさやプロポーションは大人顔負けで、たまに高校生どころか大学生に間違えられる事もあると聞く。

　そんなソフィアもまた父親であるイワノフの事が好きで、彼と共に日本へと渡って異能特区で暮らしている。もちろん治安の悪い裏吉祥寺を避け、高級住宅街のエリアでだ。

　さらに万全を期すため、女性の護衛や戦闘スキルのある侍女が常にソフィアに付いているのだが──いかんせん今回は相手が悪すぎた。

　……相手は真祖のヴァンパイア二人だからな。

　護衛や侍女は精鋭揃ぞろいで固めているが、流石に対応できなかったのだろう。

　しかし──ユーリなら違う。だから、

「解りました──お嬢さんは必ず助け出してみせます。だからボス、俺に任せてくれ」

　そう申し出ると、イワノフは真っ向からこちらを見据えて命令した。

「っ……余計な事はするな！　もうすぐ奴らから連絡が来るんだっ！」

　大声で発せられたのは許可ではなく拒否。さらに、

「出て行け！　いや……待て、ここに居ろっ！」

　命令を引っ繰り返すなど、イワノフは完全に冷静さを失っていて、

「……………………」

　指摘すればイワノフの感情をさらに刺激してしまい逆効果になる。

　だからユーリは無言でイワノフの言葉に従いながら、

　……どういう事だ？

　己の中で湧き上がった疑問を想った。

　…──双子の真祖が《Ｌ・シンジケート》の構成員四人を殺害したのは昨日。仮に殺された連中からソフィアの情報が漏れたのだとしたら、時間的に拉致は不可能ではない。

　しかし──犠牲になったのは末端の構成員だった。現場によく出るユーリは彼らの事を知っているが、ボスのイワノフは顔程度は解っても名前までは覚えていないだろう。

　そして……そのレベルの構成員は、イワノフの個人情報を知る立場にはない。

　イワノフに娘がいる事は知っていても、自宅の場所やソフィアの日常行動はもちろん、彼女の顔だって把握できていない筈はずだ。

　何より──あの二人組の真祖の狙いは、マクスウェルと同じく因幡姉妹だった。

　ソフィアを攫さらうという事は、目的はイワノフか《Ｌ・シンジケート》への脅迫しか考えられない。だが、そんな真似をして連中に何の得がある？

　…──一体どこからソフィアの情報が漏れ、連中は彼女に眼を付けたのか。

　そう不可解に想った時──ユーリは別に得ていたもう一つの疑問を思い出す。

　最後に訪れた大学で、自分達は因幡凜を狙い撃ちにした襲撃を受けた。

　そう──連中はピンポイントで待ち伏せを成功させていた。

　……まさか。

　異能特区へ……裏吉祥寺へ来たばかりの真祖達にそれを行なえる可能性をユーリが思い浮かべた時、部屋に電子音のメロディーが鳴り響いた。

　イワノフの携帯への着信だ。

「私だっ、娘は──ソフィアは無事だろうなっ!?」

　通話を開始すると同時に、イワノフは問い掛けを叩たたき付けた。

　その表情はマフィアのボスではなく、娘を心配する父親の顔になっている。

　だがユーリには相手の声は聞こえない。本当にソフィアを拉致したのがあの双子の真祖か確認するため、密かにスピーカーホンにして貰おうとした時だった。

「…………ああ、教えてやるっ。因幡凜は今、《蒼の治療院》という医療施設にいる！」

「ボスっ!?」

　イワノフの言葉に、ユーリは愕がく然ぜんの声を上げた。

　幾らソフィアが拉致されているとはいえ、敵にターゲットの居場所を教えるなんて。

　ソフィアの安全は父親であるイワノフが守るべきもので、だからこそ信用できる側近に護衛させていた。その上で拉致されてしまったとしたら、それは自分たち《Ｌ・シンジケート》の責任だ。

　…──《餓狼旅団》に対しては、ユーリも潰してやりたいと思っている。

　士狼に対しては、言葉では言い表せないように複雑な想いを抱いているし、いつか決着を付けなくてはならないとも思っている。

　だが──それは正々堂々と行なうべきもの。

　敵の脅迫に屈して、同盟組織を危険に晒さらす情報を漏らすのは仁義に反する行ないだ。

《餓狼旅団》を敵に回すどころか、他の四大組織の……《鹿島組》や《九龍公司》の信頼まで一緒に失ってしまいかねない。《餓狼旅団》だけならいざ知らず、あの三組織をまとめて相手にするような事態になったら、《Ｌ・シンジケート》の壊滅は免れない。

「何て真似を……正気かボスっ!?」

「うるさいっ！」

　これ以上の通話を止めようと、詰め寄って肩を摑んだユーリの手を、イワノフは強引に振り払って、

「お前達が知りたい情報は教えたぞ。娘を返せ！　いや、まずは無事を確認させろっ！」

　そう電話の先へと叫ぶと、

「…………映像通話だと？　解ったっ！」

　向こうから指示があったのだろう。イワノフは慌てた手付きで携帯の操作を行なった。

　ユーリから画面は見えないが、それでも音声だけは聞こえてくる。映像通話モードになった事でスピーカーホンへと切り替わったのだ。

　そして、食い入るように画面を覗のぞき込んだイワノフが、

「っ────ソフィアっ！」

　表情を僅かに明るいものにしながら娘の名前を呼んだ。

　どうやら生きているらしい……ユーリもその事については胸を撫なで下ろした。

　だが次の瞬間だった──イワノフの表情が固まったのは。







　セルゲイ・イワノフは一瞬、何が起きているのか解らなかった。

　…──最初に携帯に映し出されたのは、愛する娘ソフィアの顔のアップだった。

　攫われた恐怖からかその眼は涙で潤み、瞳の端から溢あふれさせた雫しずくが頰を伝っていた。

　娘の様子に胸が張り裂けそうになるがイワノフは耐えた。映像はリアルタイム通信によるもの。零れている涙はソフィアが生きている証だ。だから、

「っ────ソフィアっ！」

　画面の向こうにいる娘に向かって叫ぶように呼び掛けた。ソフィアと……何よりも己自身に、充分に希望はあると言い聞かせるように。

　そこまではまだ良かった。問題は──その後だ。

　イワノフの呼び掛けに応えたものがあった。

　ソフィアではない──映像だ。僅かにズームアウトした事で、彼女の鎖骨から上が映し出されて……その瞬間、イワノフの思考が停止した。

　ソフィアの首筋へ背後から一人の男が唇を寄せていた。口付けではない事は一目瞭然だ。

　男の口の端からは真っ赤な鮮血が一筋溢れ、ソフィアの首を伝って落ちている。

「…………ソフィア……？」

　イワノフが呆ぼう然ぜんの声を漏らすと、ようやくソフィアはこちらに気が付いて、

『っ……やぁ、あぁん……はぁ……パパぁ……はぁ……パパぁ……っ』

　縋すがるようにしてソフィアがこちらを呼んだ。と同時、映像が縦揺れを始める。

　否、揺れていたのは映像ではなかった──ソフィアが縦に揺れていた。

　すると映像がさらにズームアウトされていき……そして一つの事実が明らかになる。

　…──ソフィアは服を着ていなかった。

　レースの装飾が美しいブラジャーは胸の下へと引き下ろされ、代わりに男の大きな手に覆われるようにして、露わになっている乳房がいやらしく揉もみしだかれていた。

　ブラと同じデザインのショーツは、大きく開脚させられた右膝辺りに申し訳程度に引っ掛かっているだけで、ソフィアの股間は完全に晒された状態になっている。

　人類の進化の象徴ともいうべき科学技術の発展は、今この瞬間だけは残酷だった。

　携帯の通信機能は、どこまでもクリアにあちらの映像と音声を運んでくる。

　…──それは、イワノフにとってこの世で最も見たくなかった光景。

　ソフィアの女の場所へ、背後にいる男のモノが挿入されていた。

　三人掛けのソファに腰掛けている男の上に跨またがらされ、下から淫らに突き上げられているその状態は背面座位と称されている体位だ。

　映像通信モードはスピーカーホンのため、音声はユーリにも聞こえている。

　表情を厳しくしてこちらから顔を背けているあたり、ユーリにも何が起きているか伝わっているのだろう。だが──そんな事を考える余裕はイワノフにはなかった。

「──────────」

　大きく成長し、もう何年も見ていなかった娘の裸をこんな形で見る羽目になるなんて。

　今朝も、学校へ行く彼女を家の玄関で見送ったのに。いつもと同じようにこちらが愛していると伝えると、彼女も同じ言葉を返して頰にキスしてくれたというのに。

　なのに今、イワノフは愛する娘がヴァンパイアに犯されているところを見せられていて、

『はぁ……やぁっ、パパぁ……助けてぇ……初めてなのに、痛くな───ぁあぁんっ♥』

　裸よりも淫らな格好で、苦く悶もんの悲鳴を上げていた筈のソフィアの声が、徐々に甘いものになり──表情が官能にとろけ始める。

　そこからはもう地獄だった。

『んっ……はぁ……あぁっ、はぁあ……んぅ、ぁ──あぁあぁあぁぁっ♥　やぁ……何これ……はぁ、パパぁ……あぁんっ、パパぁ……これぇ♥　ぁはあ……んぅ、どうして……凄いどうしてぇ……ふぁあぁあぁぁんっ♥』

　正気を奪われ、完全に理性が破壊されたソフィアはどこまでも淫らに乱れていった。

　自分からもいやらしく腰を振り、より深い性交の快楽を求めてゆく。

　そうして──愛する娘の変わり果てた姿をたっぷりと見せられたイワノフは、

「殺してやる……っ、貴様ら二人とも殺してやるっ！」

　激しい憎悪を込めて電話の向こうへ叫ぶと、

『おいおい、俺らを呼んだのはお前だろ。それに残念だったな……俺らが死んだら、大事な娘も死ぬ事になるぜ』

　ソフィアを犯している青年が、血を吸っていた首から口を離して愉快げに言うと──ソフィアの瞳が赤い輝きを放ち始めた。さらに、その瞳には黒い逆十字が浮かんでいて、

『隷属化して操り人形にした他の女共とは違う──コイツはたった今、俺らの眷属になった。もうこの女はお前の娘じゃない……俺らの所有物だ』

　そう言うなり、青年はソフィアの顎を摑んで自分へと顔を向かせると乱暴に唇を奪った。

　だがソフィアはもう、そんな青年を拒む事は微み塵じんもなくて、

『あぁ……ん、ふぅ……んぅ……は、む……んぅ♥』

「っ……貴様ぁっ！」

　見せ付けるような真似をする青年に、イワノフが怒りに打ち震えた声を漏らすと、

『お前の役目は終わった……後は俺達が好きにやる。お前は大人しくしていろ』

　静かな声が諦めろとばかりに告げてくる。

　その姿は映像には映っていないが、恐らくもう一人の双子の片割れだろう。

『あの《餓狼旅団》という連中については因幡凜を手に入れる時に始末してやる。お前の望み通りに……そうすれば文句はないだろう』

『全てが終わったら、この国を離れる時にでも、コイツの眷属化は解いて返してやるよ』

　そう言うと、青年は体位を変えて再びソフィアを犯し始め──通信はそこで切れた。

　通話時間は数分……だがそれは、イワノフにとって永遠ともいうべき地獄だった。

「………………………………」

　何も映っていない携帯を握りしめたまま動けずにいるイワノフに、

「………………どういう事か説明してくれボス」

　ユーリが厳しい表情で言った。

「連中が言っていたのは本当か？　旅団の奴らを始末するために……ヴァンパイアのガキの情報を教えて、連中を呼び寄せたっていうのかっ!?」

　投げ掛けられた問い掛けに、しかしイワノフは答えられなかった。

　自分が行なった事よりも、遥はるかに大きな衝撃に襲われて。

　愛する娘を奪われ犯された──その事実だけがイワノフの心を支配していた。
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　通話を打ち切ったゼクスは、携帯から記録チップを抜くと本体を握り潰して破壊した。

「おいおい……良いのかよ壊しちまって」

　そんなこちらへ問い掛けてきたゼロスは、既にソファから移動している。

　ベッドで仰向けになったゼロスの腰の上には、彼が眷属にしたソフィアが跨がっていて、

「あぁ……はぁんっ♥　やぁ……んっ、ふぁあん♥　ぁあぁん……はぁあぁあぁぁっ♥」

　主となったゼロスの臍へその辺りに両手を突いて、一心不乱に腰を淫らに振っている。

　…──吸血しながら行なう支配性交の凄まじい快楽の虜となったのだろう。

　もはや完全に性奴隷となったソフィアを静かに眺めながら、

「問題ない。必要なものはこのチップに入っているし、『神祖』の──因幡凜の居場所が判明した以上、もう他者と連絡を取る必要はなくなったからな」

　そして携帯を始末した事で、電波によってこちらの居場所を知られる事もなくなった。

　後はただ──自分達の目的を果たすだけだ。

「──────────」

　だからゼクスは目線を横へとずらした。瞳を向けたのは、先程までゼロスが使っていたものの向かいに置かれているソファ……そこには、先ほど捕らえた少女が横たわっている。

　神祖・因幡凜の双子の姉──因幡翠琴だ。

　こちらの不意打ちをまともに食らったため、まだ意識を失ったままでいる。

　そんな翠琴をジッと見詰めていると、

「さっさと姦やっちまおうぜ。そいつも真祖なんだし、血を吸えば相当な力を得られるだろ」

　ソフィアを下から突き上げながらゼロスが言ってくる。そんな己の半身に、

「…………駄目だ。因幡凜はまだ神祖として覚醒していない」

　ゼクスはどこまでも冷静に告げる。

「彼女が神なる存在として覚醒を果たすためには、その少女が鍵の筈だ。本来ならば神として生まれる筈だった因幡凜は、運命の悪戯で双子として生命が分かれた事で、神として不完全な状態で誕生してしまった」

　よって。

「欠けているシャルロット・アーデルハイドの魂を完全な状態にするには──恐らく因幡凜が、双子の姉であるその少女の血を吸って自分のものにする必要がある。もし俺たちがここで血を吸ったり、彼女を犯すような真似をすれば──…」

「少なからず俺らの力が混ざっちまう……か」

「そうだ。このあと因幡凜を手に入れた時──その事が原因で、彼女の神への覚醒を妨げてしまうような事になったらどうする？」

　ゼクスは不用意なリスクを避けるべきと説いた。

「どうしてもというなら──因幡凜を使って俺たち自身が神へと至ってからにしろ」

　そう……それこそがゼクスとゼロスの目的。

　ヴァンパイアという種から、さらなる上位種へ──上位存在へと己を昇華させる。

　真なる真祖から、神なる神祖へと。

　…──そのためには、因幡凜を神祖へと覚醒させた状態でその血を吸えばいい。

　神祖を支配し、その力を奪う事によってゼクス達の望みは完遂されるのだ。

「解ったよ……ここまで来て、しくじりたくはねえしな」

　ゼロスはやれやれと嘆息して、

「ならこの後に備えて、もうちょっとこいつらで血気を養うとしようぜ」

　そう言うと同時、彼とソフィアが交わっているベッドへ新たに四人の美女が上がった。

　ショーツ一枚だけの扇情的な姿の彼女らは、ソフィアの護衛たちだ。

　ゼクスとゼロスの相手ではなかったが、それでも《Ｌ・シンジケート》のボスの娘付きの護衛という事もあり、彼女らは強力な異能を有していた。だからゼクス達は彼女らの血を吸って眷属化し、さらに彼女らの血によって自らの力を増幅させていた。

　眷属の血を吸う事で、真祖は己の力をさらに上昇させる事ができるからだ。よって、

「ああ……そうだな」

　ゼクスが同意の頷うなずきをしてベッドへ上がると、二人の美女が嬉うれしそうにこちらの服を脱がし始めた。そして残る二人は、ゼロスの上でいやらしく腰を振っていたソフィアの背中を押すと、そのまま彼女の躰からだを前へと倒させる。するとゼロスのものを前の穴に入れた状態で、ソフィアの白い尻がゼクスへと向けられる形になって、

「やぁ……あぁん」

　何をされるのか解ったのだろう。肩越しにこちらを振り返りながらソフィアが背徳感に身を捩よじらせると、護衛の美女らは左右から挟むようにしてソフィアの躰を押さえ込んだ。

　彼女達はもうソフィアの部下ではない。身も心もゼクス達の配下になっていて、

「さあ……どうぞ」

　艶めかしい笑みと共に、ソフィアの尻を犯すように促してくる。

　そして──服を脱いだゼクスは、大きく膨れ上がったものをソフィアのそこへと押し当てると、一気に腰を前へと突き出した。その瞬間、

「────────～～～～～～～～っ」

　双穴を同時に犯されたソフィアが漏らしたのは──絶望とは正反対の歓喜の嬌きよう声せいだった。
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　…──深い喪失から意識が覚醒した際、俄にわかに自分の状況を理解できない事がある。

　それは記憶の混乱というより認識の混乱。

　そうして眼を覚ました凜が最初に得たのは困惑だ。

　……あ、れ……？

　まず感じたのは尋常ではない倦けん怠たい感による苦しさで、

「凜ちゃん……大丈夫？」

「…………唯……？」

　こちらを心配そうに覗き込んでいるのが、自分のよく知る少女である事を凜は理解。

　ならば旅団のアジトだろうか──と視線だけで室内を見渡すと、凜は清潔感のある白を基調とした部屋にいて、ベッドで横になっている状態だった。そして、

「ここは……───っ！」

　一体どこなのか──それを聞こうとした瞬間、凜はハッと眼を見開いた。

　自分が意識を失う前にあった事をハッキリと思い出したのだ。

　だから身体の苦しさも忘れてベッドの上で飛び起きた凜は、

「──────…っ」

　不意に走った激痛に、苦悶の表情を浮かべて左の手で右腕を押さえた。見れば服は患者衣に着替えさせられていて、右腕には医療護符が巻かれている。そんな己の状態に、凜は自分がいる場所がアルフォンスの治療院である事を理解。

「まだ安静にしていないと……腕の骨が砕かれちゃってるんだよ？」

　唯が心配そうにこちらへ寄り添いながら言った言葉に、

　……ううん、これは……。

　確かに粉砕骨折は重傷だが、ここまで消耗するような苦しさが伴う事はない。そもそも、真祖のヴァンパイアである凜ならその程度の傷はすぐに治る。それがこうして重傷のままという事は、アンデッドであるゼロスの攻撃を受けた事によるダメージのせいだろう。

　だが──今は凜の体調や状態よりも重要な問題があった。

「…………教えて、翠琴と煉也は……」

　双子の姉の無事を問うと、教えてくれたのはもう一人のこの部屋にいた人物で、

「…──翠琴とは連絡が付かねえ。恐らく敵に捕まったんだろうよ」

　声をした方を見れば、部屋の入り口近くの壁に背を凭れさせ、両手をポケットに突っ込んで佇んでいる金髪の少年がいて、

「…………煉也……」

　煉也は無事だった──その事実に思わず安あん堵どが込み上げる。

　…──しかし、凜は僅かに和らげた表情をすぐ厳しいものにした。

　当然だ。翠琴が戻っていない……それだけで充分すぎる程に最悪の状況だ。

　そして思い出すのは、レムの車でこちらを眠らせる時に翠琴が口にした言葉。

『大丈夫です……可愛い妹を守るのは、お姉ちゃんの役目ですから』

　これと似た言葉を、かつて翠琴に告げた人がいる。

　…──凜と翠琴の両親もまた真祖のヴァンパイアだった。

　だが、母は凜と翠琴を出産した時に命を落としてしまった。

　そうして自らの命と引き換えに生まれた凜と翠琴を、父親が男手一つで育ててくれた。

　片親でも凜たちが寂しさを覚える事のないように、本当に沢山の愛情を注いで。

　…──しかし、そんな因幡家の幸せはある日突然失われた。

　凜の中にある神祖シャルロット・アーデルハイドの魂を狙う真祖マクスウェルによって。

　敵う相手ではない事は、一目で父も理解していた筈だ。それでも、

『心配いらない……あんな男に、お前達を奪わせやしないよ』

　そう言って微笑むと、一人でマクスウェルと相対した。

　凜と翠琴には遠くへ逃げるように告げて。

　よって──凜も翠琴も父親が殺された瞬間は見ていない。だが、死んだのは間違いなかった。異能特区へと追ってきたマクスウェルは、殺した父をアンデッドの眷属にしていたからだ。そして凜と翠琴は、マクスウェルだけでなく父親とも悲劇の相対をして──最後は凜と翠琴の二人で父親を楽にしてあげている。

　自分を生んだせいで母親が命を落とし、自分が生まれたせいで父親が殺された。

　その事実は、『鮮血の五昼夜事件』で殺された被害者達への贖しよく罪ざいと共に、凜が一生背負い続けてゆく宿命の十字架だ。

　…──あれから凜と翠琴は、士狼や美伽のお陰で新たな力を得る事ができた。

　自分がまた他の真祖に狙われる危険性がある事は解っていたし、その時に備えて戦える力は付けてきたと思う。恐らく通常の状態のゼロスが相手ならば倒せていただろう。

　だが──ゼロスは大量の血を吸っていた。それは凜を確実に手に入れるために行なった凶行だ。凜のせいで、また多くの犠牲者が出てしまった。それだけでも耐えられないのに、

　……絶対にさせない……っ。

　翠琴まで失うような事だけは絶対にさせる訳にはいかなくて、

「…………行かなくちゃ……っ」

　唇を嚙かんだ凜は、布団を払いのけてベッドを降りた。しかし、思うように身体に力が入らず倒れかけそうになり、

「っ…………待って凜ちゃん、そんな身体じゃ無理だよ」

　とっさに唯がこちらの身体を支えてくれる。

　手を添えられたのは背中──そして右肩。それなのに折れた右腕には痛みが響く事はなかった。感じるのは優しい感触と温もりだけで、不思議と痛みが軽くなった気さえする。

　恐らく錯覚や勘違いだ。それは解っている。

　……けれど。

　四星会合で言われた通り、敵の狙いは凜だった。これだけの犠牲者を出した以上、《餓狼旅団》は他の組織から責任を追及されるだろう。それを少しでも抑えるためにも、凜が責任を取らなくてはならない。一刻も早く翠琴を助け、ゼロスとゼクスを倒さなくては。

　よって、

「………………唯、お願い。唯の力でこの怪我を」

　治して──そう縋るように懇願しようとした瞬間、




「…──鴻こう崎さきに回復能力を使わせるのはナシだ」




　そんなこちらの言葉を煉也が遮った。

「鴻崎の能力は、使い出したらキリがねえ。この治療院には、堂珍を始めお前以上に重傷や重病の患者が他にもいるんだ。鴻崎の性格を考えれば、お前だけを治して済む訳がねえ」

　そして。

「もし回復能力の情報が広まれば、鴻崎を狙う連中がわんさか現れる事になる。中には神かぐ羅ら坂ざかみたいに鴻崎の優しさに付け込んで、無関係な奴を殺して出てくるように脅してくるような連中もいるだろう」

　それなのに、と煉也は言った。

「自分のせいで犠牲者が出る事の苦しさを誰よりも知っているお前が……その苦しさから逃げるために、鴻崎に同じ苦しみを抱えるリスクを犯させるつもりか？」







　御み堂どう煉也は、こちらの発した言葉に凜が顔を青褪ざめさせたのを見た。

「…………ごめん、唯……あたし、そんなつもりじゃ」

「大丈夫だよ凜ちゃん……解ってるから」

　悲痛な表情で謝った凜に、唯が優しく微笑みながら小さな肩をそっと抱く。

　…──だが、凜は申し訳なさそうに項垂れた。

　そして──俯うつむいた凜がキュッと唇を嚙み締めたのを煉也は見た。

　小さな肩が震えている。重い沈黙が降りる中、

　……クソったれ。

　煉也は湧き上がる苛立ちを心の中で吐き捨てた。

　今回の件は──真祖マクスウェルによる『鮮血の五昼夜事件』の再来のようなもの。

　父親を殺され、翠琴と共に異能特区へと逃げてきた後も続いたあの凄惨な悲劇は、凜が生涯抱えてゆく事になった残酷な十字架だ。

　それでもマクスウェルを倒し、これ以上の苦しみを抱えずに済むようになった筈だった。

　その筈だったのに──また異能特区で犠牲者が出て、今度は翠琴が危険に晒されている。

　耐えられるような状況じゃない。だから、とっさに唯の回復能力に頼ろうとしたのだ。

「……………………」

　煉也はとっさに凜へと手を伸ばしかけて……しかし、その手を下ろした。

　慰める事はできる。「大変だったな。後は俺達に任せておけ」──そう気遣ってやる事は可能だ。だが煉也がそれを言えば、間違いなく凜を傷つけてしまう。

　…──煉也と凜は、歳は違えど対等の関係だ。時に減らず口を叩き合う事もある。

　仲間同士だからだ。

　しかし、自分のせいでまた多くの被害者が出て、そして翠琴まで捕らわれてしまった。

　この状況で負傷したから大人しくしていろと煉也に告げられれば──凜はもう二度と煉也に対して生意気な事を言わなくなるかもしれない。

　それは──凜が凜でなくなるという事だ。

　……冗談じゃねえよな。

　生意気で口うるさくて……でも誰よりも仲間想い。それが因幡凜という少女である。

　…──或あるいは士狼や美伽ならば、上手い言葉や励まし方ができるのかもしれない。

　しかし煉也は違う。気の利いた事などロクに言えない。

　だから──せめて普段通りにする。

「バーカ。あんま戦闘向きでもねえのに無茶するからだ」

　そう煉也はやれやれと言い放った。

「御堂くん……そういう言い方は」

　すぐに唯が咎とがめてくる。そして、それは正しい反応だ。何一つ間違っていない。

　…──間違っているのは煉也だ。その自覚はちゃんとある──でも、構わなかった。

　何でも良い。これで凜が、いつものような憎まれ口を叩いてくれたら……そう思った。

　それだけを──御堂煉也は思っていた。

　…──けれど、煉也の期待した反応が返ってくる事はなかった。

　どこまでも傷ついた少女は、視線をこちらと合わせる事はなく、

「………………ゴメンね」

　俯いたままポツリと呟いた消え入りそうな声は──震えていた。

　…──だから御堂煉也は心の中で嘆息し、天井を見上げながら思う。

　こんな時でも、自分は優しく抱きしめてやる事も、気の利いた言葉を投げかけてやる事もできない。やはり自分は上手くないと。

　よって──もうここに居ても仕方がなかった。

　ここにいても、自分は役に立てない。だから、

「悪い鴻崎……後は任せた」

　御堂煉也はそう告げると、そのまま凜の病室を後にした。







　鴻崎唯は、廊下へと出て行く煉也を見送った。

　…──凜に対し、煉也は無神経とも取れる言葉を発した。

　しかし──唯は彼を責めようとは思わない。

　……だって御堂くんは。

　この治療院へ合流し、凜の病室へと駆け込んできた時の煉也の表情を唯は見ていた。

　そして凜が目を覚ますまで、彼は一時も傍を離れようとしなかった。

　そんな煉也が、考えに考え抜いて放ったのが先程の言葉だ。

　…──別に煉也は、凜を傷つけようとした訳ではないだろう。

　年齢差があろうと、まだ幼かろうと関係ない。誰よりも凜を対等の仲間だと認めているから……あれが煉也なりの励ましだったのだ。

　……だけど。

　今の凜に、その強さを求めるのは難しかったのだろう。

　それが解ったからこそ、煉也は病室を出て行ったのだ。

　無責任だからじゃない。あれが煉也の、仲間としての凜への優しさだった。

　かつて──強引に唯を自分のものにすると言ってくれた士狼のように。

　……そして。

　唯もまた《餓狼旅団》の一員だ。そして煉也は、唯に「任せる」と言った。

　士狼からも、凜に付いていて欲しいと頼まれている。ならば──この後は唯の役目だ。

　だから、俯いている凜を見詰めていた唯は、視線を虚空へとやりながら、

「何か……この間と逆だね」

　小さく苦笑しながら、そっと独り言のように語りかける。

「『指切り事件』で潜入する前……服を買うのに付き合ってくれた後、二人で一緒にお茶をしたでしょ。あの時、二人で話した事を覚えてる？」

　あのカフェで、凜は聞かせてくれた。自分が特別なヴァンパイアである事や、そのせいで狙われて異能特区へ逃げてきた事──そして《餓狼旅団》に入るまでの経緯を。そして、

「凜ちゃんは私の気持ちが解るって言って、不安にならなくて良いって教えてくれたよね。私が今ここに居るのは……旅団に入ろうと思えたのは、凜ちゃんのお陰でもあるんだよ」

「………………………………」

　こちらの言葉に凜は反応しなかった。だが──それでも唯は構わない。

「あの時の私は、凜ちゃんの優しさしか解らなかった。でも……今なら凜ちゃんの辛さや苦しさが少しだけ解るよ」

　だって。

「私も……あの後、凜ちゃんと似たような経験をしたもの」

　唯の父親である誠せい史じは、神羅坂の家へ戻るために唯を取り戻そうとして──そして如月きさらぎ京みやこを殺した。

　……ううん。

　唯が知らないだけで、誠史や神羅坂の家は他にも沢山の人を殺していた可能性もある。

　…──自分のせいで、今もどこかで人が苦しんだり、殺されたりしているかもしれない。

　それを思うと、本当におかしくなってしまいそうになる。

　……でも。

　そんな唯の心を救ってくれているのは士狼達と──《餓狼旅団》という居場所だ。

　そして、きっとそれは凜も同じなのだろう。だからこそ今、凜は苦しんでいる。

　その苦しみを──鴻崎唯は理解できていた。

「自分が皆の仲間として相応しくないんじゃないかって……そう思うと辛いよね。でも私は大罪異能にも目覚めてなくて、まだあんまり戦力になれてないから」

　一息。

「だからね……私になら弱いところを見せても平気だよ」

「─────────」

　ピクンと反応した凜に唯は続ける。

「本当に凄くて大切な仲間には、自分を認めて欲しくて……だから本当の仲間なら弱さも見せ合える筈なんだけど、引け目や負い目を感じているとそれができなくなっちゃうよね。でも、私にだったら頑張る必要ないよ」

　だって。

「私の方が……凜ちゃんよりもずっと弱くて情けないもん」

　そう唯が小さく苦笑すると、

「…………唯……」

　ようやく凜は顔を上げてこちらを見てくれた。だから唯は「大丈夫」と微笑んで、




「ここには私しかいないから……いつもの強気な凜ちゃんはお休みして平気だよ。私の辛さを解るって言ってくれた、優しい凜ちゃんで良いんだよ」




　そう優しく語り掛けると、眼の前の凜の背中へ両腕を回して抱き締めた。

　すると──こちらの腕の中で、小さな身体が少しずつ震え出す。

　そして凜は縋るようにこちらへ抱きついてきて、

「……悔しい……あたしのせいなのに、こんな役立たずでしかいられないなんて……っ」

　嗚お咽えつを漏らしながら吐き出された悲壮すぎる訴え。その切なる想いが痛いほど解って、

「そんな事ないよ……」

　唯もまた瞳の端に涙を浮かべると、小さな背中を何度も撫でながら告げる。

「そんな事……絶対にないよ」
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　普段は気の強い凜が泣いているのを、御堂煉也は病室の外で聞いていた。

　…──ずっと抑え込んでいた感情を溢れさせたのだろう。

　凜はただ、ひたすらに──感情のままに泣いていた。

「──────────」

　そんな凜の慟どう哭こくは、扉を出てすぐ脇の壁に背を凭れさせた煉也にも届いていて、

　……鴻崎に感謝しねえとな。

　もしも唯がいなかったら、凜はきっと一人で泣いていた。

　いや──もしかしたら泣く事もできず、さらに苦しみを抱え込んでいたかもしれない。

「…………………………」

　一体どれ程の苦しみを、あの小さな身体の中に抱え込んでいたのだろう。

　かつての忌まわしい『鮮血の五昼夜事件』の犯人、真祖マクスウェルはもういない。

　だが──それでも凜の中で、あの事件が終わる事はなかった。

　自分のせいで人が死んだ事。また、これからも自分のせいで人が死ぬかもしれない事。

　過去への後悔と未来への恐怖。凜はその両方に苦しみ、そして囚われていた。

　…──その事を御堂煉也は知っていた。

　あの事件では煉也も死にかけて──ギリギリのところを凜によって命を救われている。

　自分のせいで、現場に居合わせた煉也が死にかけている事に、凜は泣きながら何度も何度も「ゴメンなさい」と繰り返していた。

　そうした悲しい涙を知っているから……だからこそ煉也は強くなると決めたのだ。

　あの優しい少女が残酷な運命によって悲しまずに済むように。もう二度と、悲しい涙を流さずに済むように。誰よりも、そう強く思っていた──それなのに。

「……………………っ」

　ギリっと奥歯を嚙み締めた煉也は、右の拳を硬く握り締めた。

　湧き上がるのは双子の真祖に対する憤りと、不甲斐ない自分自身への怒り。

　その感情の名は──『憤怒』。

　…──今、病室で泣いている凜にしてやれる事は、煉也にはない。

　それでも──煉也にはできる事があった。だから、

「─────────」

　己の身に刻まれた大罪を膨れ上がらせながら、御堂煉也は歩き出す。

　廊下を進み、向かう先は堂珍の病室だ。

　すると、ちょうど部屋から士狼が出てきたところで、後ろ手に扉を締めながら、

「おつかれ煉也。凜は大丈夫そう？」

「ああ、もう心配いらねえよ。鴻崎が付いててくれてるからな」

　凜が泣いていた事を煉也は伝えなかった。あの涙は唯にだけ見せたものだ。

　唯もきっと口外したりはしないだろう。そして、

「…………堂珍の奴はどうなんだ？」

　凜を守ろうと無茶をした異能ヤクザの具合を問うと、士狼は小さく嘆息して、

「あまり良くないね。敵の真祖の死の概念のせいで、保ってあと四時間ってところらしい」

「そうか。じゃあ、早いとこケリを付けねえとな」

　そう煉也が言った時だった。

　背後から、コツコツと床を踏む硬質な音がやって来た。振り返れば、そこには圧倒的な美しさと存在感を放つ美伽がこちらへと近づいてきていて、

「やあ団長。こっちへ来たって事は、お願いしていた物の準備はできた？」

「ああ。物が物だけに少々手間取ってしまったがな」

　士狼の問いに、美しすぎる女団長はふっと微笑むと、

「状況は解っている。まずは立場を逆転させるとしよう──ここからは連中が私達を狙うんじゃない。私達が奴らを狩る番だ」

　その宣言に、煉也が士狼と共に頷くと、

「連中の目的は凜で間違いない。そして翠琴も捕まっている。二手に分かれて、確実に奴らを倒すとしよう」

　という美伽の言葉に、

「なら──アイツの腕を折ってくれたヤツは、俺にやらせてくれ」

　御堂煉也は自ら申し出た。凜を傷つけ苦しめた直接の原因……その真祖の相手をするのは、凜が涙を流した事を知っている煉也の役割だ。絶対に──誰にも譲れない。

「頼む──…」

　真剣な眼差しで二人に告げると、何かを察してくれたのか、

「…………解った。恐らくゼロスの方は、また凜を狙ってくる筈だ。こっちの守りは煉也に任せるよ」

　士狼はこちらへ頷きを返してから、「まあ」と肩を小さく竦すくめて、

「俺も応援に行かせちゃった手前、翠琴を助けたいと思っていたし。問題ないよね、団長？」

「ああ……勿もち論ろんだ。私は両方のバックアップに回るよ」

　まず、と美伽。

「この治療院には、連中を入れなくする結界を張っておく。凜や唯が人質になる事はない。敵が来たら心置きなくやれ」

　そして。

「念のために──士狼の方には私も同行するとしよう」

「え、それは心強いけど……どうしてまた？」

　士狼が少し驚いたように問うと、

「女子大に展開された霧の結界が、煉也とミハイロビッチを同時に閉じ込める事に成功している事を考えると、ゼクスはそれなりに厄介な能力の使い手だ。あと、人質にされているのが翠琴一人だけとは限らない」

　それに。

「《Ｌ・シンジケート》とは現在、共同歩調が取れていないからな。下手をすれば、現場にミハイロビッチが介入してくる可能性がある」

「確かに……人質がいる状態で真祖と戦いながら、ユーリの相手までしなくちゃいけないような状況になっちゃうと、流石に少し面倒だね」

　士狼が苦笑しながら納得し、

「じゃあ団長──例のものは煉也が使えるようにしてくれるかな」

「ああ、勿論だ。というより、最初からそのつもりで用意してある」

　美伽が笑みと共に口にした言葉に、

「先刻から何の話だよ。俺に何かやらせるつもりか？」

「まあね。煉也には、必ず凜を守って貰うって話だよ──構わないでしょ？」

「…………ああ。そういう事なら、何でもやってやるよ」

　煉也は問題ないと頷きを返した。

　そして今後の動きが決まり──残る問題を煉也は問う。

「なあ……こないだのアントニオ・ファブローニの時は、後の事があるから殺さずに確保しろって話だったよな。…──今回は？」
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「好きにして構わない。だが絶対に容赦はするな。誰を敵に回し、どれほど愚かな事を考えていたのかを、連中にたっぷりと教えてやるんだ」

　行け、と美しすぎる女団長はどこまでも冷たく言い放った。

「裏吉祥寺の狼おおかみの牙がどれだけ鋭いか──真祖どもに思い知らせてやれ」
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　清潔感に満ちたシルバーの光沢が溢れる空間がある。

　鏡のように磨き上げられた調理台を持つそこは、蒼の治療院のキッチンだ。

　…──主な用途は、外部に委託している病院食を二次調理するサテライトキッチン。

　だが、看護師見習いのりおがアルフォンスの食事を張り切って作る事もあるため、調理器具はレストランの厨ちゆう房ぼうと遜色ないレベルのものが揃そろっている。

　業務用の巨大冷蔵庫の扉を開けると、中には様々な調理用食材が入っていて、

「…………凄い」

　鴻崎唯は思わず驚きの呟きを漏らした。

　唯の前で、凜が涙と共に抱えていた苦しみを吐き出した後──凜の気持ちが少し落ち着いたので、少しだけ凜の事をりおにお願いして、軽い食事を作らせて貰う事にしたのだ。

　食材も調理器具も自由に使用して構わないと言われているが、

「簡単に食べられるものの方が良いよね……」

　時間を掛けて凝ったものを作るより、手早く完成するものの方が良いだろう。

　触り心地の良いシルクのエプロンを借りると後ろ手にキュッと紐ひもを結んで手を洗い、そして水を止めたところで、

「…………………………」

　シンクに映った浮かない表情の自分を見て、唯は小さく嘆息した──その瞬間、背後から伸びてきた両手によって胸を鷲わし摑づかみにされて、

「っ────きゃあぁぁあぁあっ」

　突然の事に唯は悲鳴を上げた。すると背後からこちらを抱きすくめた不届き者は、そのまま唯の右肩に顎を置いてきて、

「どうしたの委員長……こんなところでエプロンなんかして」

　すぐ耳元でした声は唯のよく知るものだった。だから、

「小鳥遊くん……」

　唯が安堵と共に振り返ると、息が届きそうな距離に士狼の顔があった。胸から手を離さないものの、こちらを見る士狼の表情は優しくて……怒る気をなくした唯は嘆息しながら、

「凜ちゃんが少し落ち着いたから、軽く食べられるものを作ってあげようと思って」

　こちらの言葉に「そっか……」と士狼は言って、

「悪いけど、もうしばらく付いていてあげてくれる？　なるべく一人にしないように」

　それと。

「もしもの時は……凜の力になってあげてよ」

「…………うん。任せて」

　今の自分が凜のためにできる事はそれ位だ。

「小鳥遊くんは、どうしてここへ？」

「ちょっとこれから出かけるんで、委員長に伝えに来たんだ」

　でも、と士狼。

「そうしたら一人で浮かない顔をしていたから、つい励ましてあげたくなってさ」

　と言うなり、再び唯の胸を揉み始める。

　…──大罪因果に突入した夕方、ランジェリーショップでたっぷりと鎮めて貰っていることもあって、この程度ならば色欲の刻印が反応してしまう事はない。

　それでも士狼に胸を揉まれていると、どうしても快楽が湧き上がってしまい、

「んっ、小鳥遊くん……心配してくれるのは嬉しいけど、背後からいきなり女の子の胸を揉んだりするのは、本当なら犯罪だよ？」

「本当ならって事は……委員長にするのは良いんだね」

　唯を自分のものにした彼の言葉に頷く代わりに、

「…………小鳥遊くんは優しいけど、たまに凄く意地悪になるよね」

　少しだけ反抗的な眼で見詰めながら、それでも士狼の行為を受け入れていると、

「ゴメンゴメン。でも、元気がなさそうな委員長が心配だったのは本当だよ」

　おどけたように言いながら、ようやく士狼は胸から手を離してくれた。そして、

「…………どうして溜ため息いきをついていたか聞いても良い？」

　こちらの腰に手を回してきた彼の問いに、唯は「……うん」と小さく頷いて、

「私……泣いている凜ちゃんに何もしてあげられなかったなって」

　もちろん、先程まで凜は泣く事もできずにいたのだ。少しは気持ちを楽にしてあげる事はできたのだろう。

　……でも。

　唯は別に凜を泣かせたかった訳じゃない。それよりも──泣いている凜を励まし、力づけて、悲しい涙を止めたかった。

　もっと何かしてあげたいのに……それなのに唯には何もできなくて、傍にいて抱き締めてあげる事しかできなかった。それならばいっそ、

「…──回復能力で治してあげたい？」

　ふと見透かしたように士狼に問われ、

「うん……凜ちゃんや、それに堂珍さんも酷い怪我だって聞いているから」

　でも、と唯はそこから先の言葉を吞のみ込んだ。

　…──先ほど煉也が口にした、唯が回復能力を使用する事のリスク。

　それは誠史の件の後、アジトに全員が揃っている時に士狼や美伽が忠告したものだ。

　そしてそれ以降、唯の回復能力については使用を控える事になった。もちろん唯にも異論はない。自分のせいで、旅団に迷惑を掛けてしまうのは避けたかった。

　だけど──その結果、苦しんでいる凜に何もしてあげられなくなっている。

　そのジレンマが溜息に繫つながったのだ。

「小鳥遊くんは……翠琴ちゃんを助けに行くんだよね？」

　先程の「出かける」という言葉の意味を問うと、

「うん。団長と一緒に敵さんのアジトへお邪魔してくるよ」

　士狼はこちらへ頷きを返してきて、

「………………御堂くんは一緒に行かないの？」

　凜の病室での事もある。あの煉也が大人しくしていられるとは思えない。すると、

「本人の希望もあってね、煉也にはこっちを任せるよ。敵は絶対にまた凜を狙ってくるからね……そいつを迎え撃ってもらう」

「御堂くんが敵を引き受けている間に、翠琴ちゃんを救出するの？」

「いいや、今度は連中は別行動を取る筈だ。凜を狙いにこっちへ来る奴と、人質にした翠琴をアジトで見張る奴とで。多分、霧の結界を作るゼクスが見張り役じゃないかな」

　何故なら、と士狼。

「連中は一度、こちらの不意を突いた……でも凜を捕らえる事には失敗している。そのせいで自分達の狙いを俺らに知られた上に、対策を練る時間まで与えてしまっているからね」

　そして《餓狼旅団》だけでなく、他の組織も血眼で彼らを探している。よって、

「連中は俺らが戦力を分散する方向へ持って行くと思うよ。真祖の力は強大だけど、俺たちに厳重な警戒態勢を敷かれた状況じゃ二人でも厳しいだろうし、隷属させた人を大量に送り込んでも無駄という事は、女子大で待ち伏せした時に理解している筈だしね」

　よって。

「翠琴はそのための大事な切り札だ。間違いなく一人は見張りとして残る。俺はそっちを何とかしてくるよ。ただ、あんまりこっちを手薄にするのは避けたいからね……幾つか保険を用意したくてさ。だから、委員長にも力を貸して欲しいんだ」

「私に……？」

　自分は力になれないと思っていたのに。

　唯が驚きながら問うと、「そうだよ」と士狼は笑った。

「この後は──恐らく委員長が鍵になるだろうからね」
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　…──夜が更けてゆくにつれて深まるものがある。

　暗い影よりも色濃く、全てを吞み込む底なしのようなそれは──漆黒の闇だ。

　裏吉祥寺の中心街にそれはない。夜の深まりと共に照明が輝きを強め、人々の賑にぎわいが溢れてゆくからだ。しかし、エリアによっては闇と静けさが増してゆく区域もある。

　そして今──夜の喧けん噪そうとは無縁のその一画を歩いてゆく者がいた。

　真祖ゼロスだ。

　上機嫌に鼻歌を奏でる彼が足を進める毎に、周囲の暗がりがゼロスの影へと吸い込まれ、まるで深く大きな闇の海のように変わってゆく。それはアンデッドタイプの真祖であるゼロスの力が、深夜という時間帯の恩恵によって最大限に強まっている事を意味していた。

　そうして歩く事しばし──程なくゼロスは目的の場所へと到着して足を止めた。

「これだな……《蒼の治療院》ってのは」

　見上げたのはレンガ造りの壁に囲まれた白亜の施設。

　その名が示す通り、建物は仄ほのかな蒼みを帯びた輝きを放っている。

　…──ここに因幡凜がいる。

　だから、ゼロスはそのまま敷地内へと足を一歩踏み入れようとして、

「…────あン？」

　しかし、不可視の障壁に弾かれるようにして侵入を阻まれる。

「へえ……守護結界かよ。大したモンだな」

《餓狼旅団》の仕業か、それともこの《蒼の治療院》の人間が張ったかは解らないが、今のゼロスの侵入を阻めるとはかなりの代物だ。

　…──守護結界は、何を入らせないようにするかを限定する事で効力を上げられる。

　不特定多数の侵入者を閉め出そうとするより、性別や年齢などを限定して対象を定めた方が強度を上げられるという訳だ。

　そして、眼の前の守護結界もまた限定展開されていた。

「対象は真祖か……いや、こいつは俺とゼクスを完全に狙い撃ちにしてやがるな」

　真祖全体に対象を広げれば中にいる凜まで弾き出されてしまうし、仮に翠琴を助け出しても中へ入れられなくなる。恐らく、女子大で直接相対した凜や、瞬間移動能力の使い手である少年からこちらの霊子パターンを読み取って侵入阻止対象に設定したのだろう。

　異能特区どうこうの話ではない。この結界を張ったのは相当な力の持ち主だ。だが、

「とはいえ対象を限定しちまっている以上、やりようは幾らでもあるんだよなぁ」

　ハッと笑うと、ゼロスは道路脇に転がっていた小石を敷地内へと向かって蹴った。

　そして小石が結界に弾かれる事なく敷地の中へ入ったのを確認し、

「少なくとも無機物は入れる訳だ……って事は」

　結界の外にある物質の影を操り、影だけを敷地内に入れる事ができる可能性が出てきた。

　もしそれができるなら、影を渡れるゼロスはこの結界を突破できる。

　早速ゼロスはその方法を試そうとした──その瞬間。

　…──軋きしんだような音と共に、辺りの景色の左右が入れ替わった。

　そして──まるで鏡映しのようになった世界に完全な静寂が降りる。

　結界だ。

「何だこりゃ……二重展開か？　器用だが随分と臆病だな」

　小馬鹿にしたようにゼロスが言うと、横からゆっくりと近づいてくる足音があった。

　見れば、レンガ造りの壁に沿って金髪の少年がやって来ている。

　会った事のないその少年を、しかしゼロスは知っていた。

　長い前髪に少し俯き加減のため、表情を確認する事はできないが、

「ゼクスが相手していたガキか……確かお前もあのお姫様の仲間だったよな」

「…………………………」

　こちらの言葉に少年は応えなかった。無言のままゼロスへと向かって歩を進めてくる。

「愛想の悪ィ野郎だな……まあでも感謝するぜ。お陰で面倒な手間が省けるってモンだ」

　そこでハッと笑って、

「テメエが派手に俺にブチ殺されそうになっているのを見たら、中にいる仲間想いのお姫様は、すぐに可愛い顔を見せてくれるだろうから──なァ！」

　そう叫ぶと同時、ゼロスは己の背後の影を一気に解き放った。

　金髪の少年との距離を一瞬で詰める神速で闇が伸びる──その漆黒は巨大な双頭のオルトロスへと姿を変えた。操る影が魔獣化するほど、ゼロスの力は増大しているのだ。

　その強さは、士狼達を襲った使い魔とは比べものにならない。

『────────────』

　鋭い牙を剝き出しにして、オルトロスが一気に獲物へと襲い掛かった。

　狙うは少年の首──その喉元を食い破る。そんなこちらの攻撃に、

「────────────」

　金髪の少年の動きは、どこまでもシンプルだった。

　抜いたのはポケットに突っ込んでいた左手。それを手の甲を先に横へと振り抜いた。

　まるで羽虫でも払うかのように無造作な一いつ閃せん──たったそれだけで。

　ゴバッという衝撃音と共に、漆黒のオルトロスが飛沫しぶきとなって吹き飛んだ。







「…──────っ!?」

　視線の先──ゼロスが眼を見開いたのを御堂煉也は見た。

　回避や防御などではない。自分の攻撃が吹き飛ばされるなど想像外だったのだろう。

　その反応は、完全にこちらを見下していたからこそ生じた動揺だ。

　…──だがそんな事はどうでも良い。敵がどれだけ油断していようが、自分がどれほど嘗なめられていようが、そんな事はどうでも良かった。

　だから霧散したオルトロスの残ざん滓しをブラインドに、地面を蹴った煉也は一瞬で彼我の距離を詰めてゼロスの眼の前へ出現。そして、

「…………知らねえだろうから教えといてやる」

　御堂煉也は低い声で言った。至近距離──すぐそこにいるゼロスに対し、グッと右の拳を硬く握り締めると、

「アイツを泣かして良いのはな……世界でこの俺だけなんだよ！」

　繰り出した拳撃をゼロスの頰へと叩き込んだ。

　ぐしゃりと硬いものを潰した感覚を得た拳──それをそのまま振り切ると、

「がぁあっ────…!?」

　まともに煉也の拳撃を喰くらったゼロスは、そのまま宙を水平に──後方へと吹っ飛んだ。

　その先にあったのは路上に停まっている乗用車。そのボンネットに背面から激突すると、破砕音と共に衝撃で車が浮き上がり、

「──────────」

　衝突の反動によってゼロスの身体は宙高くへと弾き飛ばされ──しかし、煉也は地面を蹴ると、そんなゼロスの真上を取り、

「ぉおおぉおぉぉおおおおぉぉぉぉぉおぉぉぉっ！」

　繰り出したのは両拳による連撃。一発目のように衝撃をぶつけて吹き飛ばすのではなく、衝撃を貫かせて相手を撃ち抜く拳打を連続でぶち込むと、最後に大きく振りかぶった左の拳を振り抜いた。だが──フックの軌道で放たれた拳撃はゼロスの左頰の横を抜ける。

　避けられたのではない。煉也が自ら空振りしたのだ。そして、そのまま内側へ巻き込むように肩から背中を斜めに回転させると、

「っらああぁああああぁあああああっ！」

　そのまま腰を捻り込むようにして繰り出した回し蹴りを、ゼロスの側頭部へぶち込んだ。

　隕いん石せきよろしく急速落下したゼロスは、轟ごう音おんと共に地面に激突──その衝撃でごっそりとアスファルトが吹き飛び、敷石や土砂が剝き出しになる。

「…………っ、ぁ……」

　生じた円形のクレーターの中心で、仰向けの状態のゼロスが呻うめき声を漏らす。

　そんな敵真祖のすぐ脇へと降り立った煉也は、

「…………死んで来いクソ野郎！」

　思いきり右の拳を振り下ろした。

　憤怒の力を解放した一撃はゼロスの顔面を直撃し、さらに地面へと突き抜けて──轟音と共に間欠泉のように土砂が噴き上がった。

　…──それは大罪級の凄まじい衝撃が叩き込まれたからこその現象。

　そして──煉也はゼロスの頭部を粉砕していた。拳が得た手応えは疑いようもない。




「おいおい、痛ぇな……」




　だが──耳元でした声が煉也の確信をあっさりと覆す。

　告げられた言葉を認識した時にはもう、左肩が重みを得ていて、

「大したもんだ……人間のレベルを完全に超えてやがる。これならまあ、異能特区最強ってのも頷けるかもな」

　馴なれ馴れしくこちらの肩に肘を置き、煉也と同じものを──誰の姿もない足元を見下ろしながら笑ったのが誰かなど言うまでもない。

「────────っ！」

　煉也はとっさに連続した動きを取った。まず左の肘打ちから裏拳へと繫げる強引な振り払いを行ない──そのまま相手と距離を取るため、両足で地面を蹴って跳躍する。しかし、

「っ──────…!?」

　足が動かない。本来の動きが取れずに体勢を乱された煉也の攻撃は、虚空を薙ないだだけで終わった。足下を見れば、煉也自身の影がまるで触手のように足首に絡みついていて、

「お姫様に聞いてなかったか？　俺は影を操れるってよ」

　そう言ったゼロスの右腕の太さが一回り以上も膨れ上がった。ゼロス自身の影が、纏わり付くようにして彼の腕へと同化したのだ。

「さて──今度は俺の番だぜ？　実は、俺も腕力にはかなり自信があってな」

　ゼロスは愉快そうに笑みを浮かべながら、

「たっぷり味わえよ。こいつが本物の力だ。人間のレベルを完全に超えた──なァ！」

　そう言って放たれた拳は煉也の胴を狙ったもの。

「──────────っ！」

　とっさに煉也は両腕を交差して防御態勢を取り──辛うじて間に合う。だが、

「がああああぁぁぁあぁあぁぁあぁあぁあああぁぁぁっ!?」

　次の瞬間──御堂煉也は全身を襲う衝撃と共に宙を舞った。

　ゼロスの拳が、両腕の防御をものともせずに煉也を吹き飛ばしたのだ。
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　煉也がゼロスと戦うと聞かされた凜は、その戦いを見届けさせて欲しいと唯に懇願した。

　敵の狙いは凜なのに、煉也が代わりに戦うのだ。一人だけベッドで寝てなどいられない。

　すると唯は優しくて──彼女と一緒ならという条件付きで凜の願いを許してくれた。

　とはいえ、足手纏いになるような真似をするつもりはない。

　…──美伽が治療院を護るために生み出した防護結界は、鏡面結界空間にも効果が及ぶ。

　よって煉也のものと同期させる形で鏡面結界を展開し、唯と共に煉也らと同じ空間に入っていた凜は、その瞬間を治療院内の廊下で目撃して、

「煉也っ！」

　とっさに叫んだ声は、ほとんど悲鳴に近いものになった。

　その瞬間にはもう、煉也は弾き飛ばされた先のビルの側面へと激突。爆発にも似た轟音を響かせながら壁面を破壊すると、そのまま建物の中へと突っ込み姿が見えなくなり、

「────────っ」

　凜のすぐ隣で同じものを見ていた唯が、思わず息を吞んでいた。

　だが、凜には唯を気遣えるだけの余裕はなかった。

　煉也の後を追うように、壁の穴からゼロスがビルへと入り──直後、逆側の壁を突き破って外へと飛び出した煉也は、宙で身体を捻って身体の向きの前後を変更した。

　次の瞬間、煉也よりも速いスピードでビルから飛び出してきたゼロスが、あっという間に煉也へと迫ってゆく。対する煉也は逃げずにゼロスを迎え撃った。背後のビルの壁面に足から着地すると、折り曲げた両膝を伸長させる反動を活かして跳躍。

　自らも宙をゼロスへと向かって飛ぶと、二人の距離が一瞬でなかったものになり、

『っ────ぉおおおおぉぉおおぉぉおおっ！』

　繰り出したのは渾こん身しんの拳撃。そんな煉也の攻撃に対し、ゼロスもまた拳を繰り出し応戦。

『喰らいやがれオラァ────っ！』

　互いの拳がぶつかり合い……次の瞬間、生じたのは凄まじい衝撃による空間を揺るがすような轟音。そして──煉也とゼロスは激突した状態のまま宙で静止した。

　それは二人の拳撃の威力がほぼ同じだった事を意味していて、

『────────────』

『────────────』

　息が届く距離まで肉薄した二人は刹那に視線を交差させると──そのまま林立する裏吉祥寺のビルの壁面や屋上を足場にした空中戦へと突入した。

　…──無数の拳撃と蹴撃の応酬。近接戦闘に長けた二人はクリーンヒットを貰わない。

　自らの攻撃を緩める事なく、防御と回避……そして受け流しを駆使して相手の攻撃に対処する。繰り広げられているのは互角の攻防だ。しかし、

「……………………っ」

　それでも凜は焦燥を募らせた。

　ゼロスはアンデッド真祖だ。たとえ直撃ではなくても、その攻撃は死の概念が付加されており、たとえ防御を行なおうとも生者の身体を毒のように蝕むしばんでゆく。

　奪われるのは体力と精神力の両方──人が持つ生命力だ。

　…──長期戦は間違いなく不利。そんな事は煉也も解っているのだろう。

　だが、ゼロスは簡単に倒せるような相手ではないのだ。決着を急いだ不用意な攻撃を放てば、それが致命的な隙となってしまいかねない。

　しかし、長引けばそれだけ煉也は敗北へと──死へと近付いてしまって、

『────────────』

　徐々に煉也の顔に苦悶の色が浮かび始めた。

　どうにか防御は間に合っているが、消耗しているのは明白だ。

　…──一方のゼロスには、アンデッド真祖の超修復がある。

　直撃ではなくとも煉也の攻撃はダメージを与えられるだけの威力があるが、ゼロスは多くの少女達の血を吸って力を増しているのか、負傷よりも自動修復が上回っている。

　まだ辛うじて渡り合っているが、煉也だけが一方的にダメージを受けているのだ。

　いずれ劣勢に追い込まれ──一度均衡が崩れれば、一気に決着が付きかねない。

「──────────っ」

　凜は奥歯を嚙み締めた。湧き上がるのは苛立ちともどかしさ。

　…──解っている。ここで飛び出して行けば敵の思う壺つぼだと。

　ダメージの残るこの身体で加勢に駆けつけたところで、足手纏いになるのがオチだ。

　最悪──人質にされて余計に煉也を窮地に陥れてしまう恐れもある。でも、

「何で……何で今度も守られてばかりなのよ……っ」

　凜の絞り出した声は悲痛に満ちていた。

　全ての原因は自分なのに。全ての元凶は自分なのに。

　これならばまだ、マクスウェルとの戦いの時の方が役に立てた位だ。

　…──あれから凜には仲間ができた。それは一度は失ってしまったもの。

　家族だ。たとえ血は繫がっていなくても、傍にいて支え合える大切な存在。

　もう二度と失いたくない……それなのに自分は今、見ているだけで何もできずにいる。

「…………っ、煉也……」

　涙を溢れさせ悔しさに打ち震えるこちらに、

「凜ちゃん…………────っ!?」

　慰めの言葉を見つけられずにいた隣の唯が、突如息を詰めた。

　反射的に凜は顔を上げて、そして見る。

　…──大通りを挟んだ向こうのビルの屋上。

　触手のように伸びたゼロスの影が、煉也の胴へと巻き付き彼を空高く持ち上げていて、

「────────────」

　大切な人の名を叫ぼうとした時にはもう遅い。次の瞬間──煉也とゼロスのいるビルのすぐ近くに建っていた巨大な商業ビルの壁面が、連続して吹き飛び始めた。

　獰どう猛もうな笑みを浮かべたゼロスが、影で捕らえた煉也を強引に振り回し始めたのだ。
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　…──煉也とゼロスが遭遇し、戦闘へ突入したのと同じ頃。

　別行動を取っていた士狼は、美伽と共にとある場所を訪れていた。

　それは裏吉祥寺でトップクラスの人気を誇るライブハウス──『ノートルダム』だ。

　外から様子を窺うかがう限り、さしたる問題は見当たらない。

　しかし、

「…────どうやら、ここで間違いないみたいだね」

　入り口の前に立った士狼は確信と共に言った。

　普通の人間の眼には決して見えないような薄い霧が、建物を覆い尽くしている。

　…──上位クラスの能力者なら、この霧に気が付けるかもしれない。

　だが実際に中に閉じ込められでもしない限り、これが結界である事を見抜ける者はそうはいないだろう。

　士狼が見破れたのも、色欲の大罪異能のお陰だ。

　この世で士狼へ向かって生じる事象を見極めることを可能とする『識しき世よ極く』を使わなければ、ただの霧としか認識できなかっただろう。

　それ程までに『ノートルダム』を覆う霧の結界は、精巧かつ堅けん牢ろうに展開されていて、

「成る程……これが煉也とユーリを閉じ込めた霧の結界か。確かに中々の代物だね」

　士狼は感心したように言うと、隣に佇む美伽に、

「俺の方でも何とかできない事はなさそうだけど……団長に任せちゃって良いの？」

「ああ。私がここへ来たのは、そのためだからな」

　美伽は微笑むと、右手を正面へ向かって突き出すようにして掌を建物へとかざした。

　そして瞳を閉じると、

「────────────」

　この世界のものとは異なる言語を静かに呟き始める。

　すると、美伽が水平に突き出した右の掌の先に魔法陣が展開された。

　かつて美伽がいた世界──異世界グランシュルトの魔法だ。

　最高位の女神だった美伽の力は、用途や属性に縛られない万能性を有している。士狼たちが戦闘時などに展開する鏡面結界も、彼女が構築して皆に共有してくれたものだ。

　…──そして美伽の鏡面結界の精度と強度は、ゼクスのものに勝るとも劣らない。

　つまり、格下の結界に対する干渉や解除を行なえるという事で──やがて美伽の生み出した魔法陣が高速で回転を始めると、全てを薙ぎ払うような豪風が生まれた。

　それは本来であれば干渉不可能な筈のゼクスの霧を吹き飛ばし始め──程なく建物全体を覆っていた結界が完全に晴れたのを見て、

「やっぱり団長の魔法は凄いね……来て貰って良かったよ」

　思わず士狼は感嘆の声を漏らした。

　士狼の七つの大罪異能も万能性はある方だが、やはり美伽の魔法には及ばない。

　とはいえ美伽の魔法も万能性はあっても、完全に万能という訳ではない。

　…──それに、あまり強力なものはこの世界では使えないという制約もある。

　異能力がこの世界の理の枠内で発動するのに対し、異世界の女神である美伽の魔法はその枠を超えた理でこの世界の事象を捻じ曲げているからだ。歪ゆがめられた因果律は元へ戻ろうと反動を生じさせ──結果、様々な自然現象や超常現象によってバランスが取られる。

　よって強大な魔法を使えば、それだけ甚大な事象変動を後から生じさせてしまう。

　美伽に封印が施されているのも、最高位の女神の状態ではこの世界に本来は存在しない高次生命体のため、ただいるだけで因果律を歪めてしまうからだ。

　士狼の七つの大罪異能も、異世界の魔神の魂に由来しているため、同じリスクを有している。しかし、士狼の大罪異能は世界に対してではなく士狼自身に発動するもの。

　因果律を歪める事はなく、刻印を持つ他の皆の大罪異能についても問題はない。

　そのため、美伽は強欲の大罪異能の範囲内で魔法を使用している。彼女の強欲は士狼の望みを叶かなえる事……士狼のためであれば事象変動のリスクなしに魔法を使える。

　小鳥遊士狼のためだけに存在する女神──それが皇おう神がみ美伽なのである。







　そして士狼は、美伽を連れて『ノートルダム』の中へと入った。

　二人を迎えたのは、蠟ろう燭そくの炎の輝きを再現した間接照明が灯る広いエントランス空間だ。

　…──だが、翠琴やゼクスの姿は見当たらない。

　よって奥へと歩き出そうとした時──暗い廊下の向こうから人影が姿を現した。

「────────────」

　それは綺麗な四人の女性と、彼女らを伴う美しい一人の少女。

　彼女らが身に着けているのは、肌が透けて見えている淫いん靡びなボディストッキングだ。

　身体のラインをこれでもかというほど強調する、裸よりも扇情的な格好。

　しかし彼女らは、そんな自分たちの姿を平然とこちらへ晒していた。

　その理由は言うまでもない──操られているからだ。そして、

「…────お久しぶりです皇神さん、小鳥遊さん」

　五人の中でもずば抜けて美しい少女が微笑みながら言った。

　こちらを知る彼女の事を、士狼もまた知っていて、

「確か……ソフィアちゃんだったね。イワノフの娘さんの」

　以前、一度だけ四星会合の場で見かけた事があった。

　しかし──眼の前のソフィアは、父親の会議が終わるのを退屈そうに待っていた可愛らしい彼女とは別人のように、大人びた雰囲気になっている。

　…──そして左右にいる四人も見覚えがあった。確かソフィアの護衛の女性達だ。

　彼女らがここにいる理由──そしてその意味を悟った士狼は深々と嘆息して、

「災難だったね……お父さんのせいでこんな事に巻き込まれて」

「いいえ全然……むしろパパには感謝しているんです」

　だって、とソフィア。

「パパのお陰で、私はゼロス様とゼクス様のものになれたんですから」

　そう微笑んだ彼女の眼は赤く輝き──その瞳孔には逆十字の紋章が浮かび上がっていて、

「…………やれやれ、参ったな」

　完全なヴァンパイアになってしまっている。恐らく眷属化されてしまったのだろう。

　こうなると、あのアルフォンスでも元に戻す事は不可能だ。すると、

「アンデッド化まではされなかったようだな……何故だ？」

　という美伽の問いに、ソフィアは自分の乳房にいやらしく触れながら、

「ゼロス様がお望みになったからです。女の身体は温かく柔らかい方が良いと」

　その言葉は──ソフィア達が既に犯されてしまっている事実と共に、今回の敵が女性を性玩具程度にしか見ていない事を教えている。だから、

「…………翠琴は無事なんだよね？」

　静かに眼を細めながら尋ねたこちらに、

「小鳥遊さんの言う『無事』がどういう意味かは解りませんが……彼女はまだ、私達のようにゼロス様やゼクス様のご寵ちよう愛あいをいただいてはいませんよ」

「そうか……それなら良いよ」

「ですが、貴方たちはもう会えません。だって──…」

　ソフィアが笑いながら言うと──その両脇に立っていた護衛の女性らの姿が搔き消えた。







　ソフィア・イワノフは、己の護衛の女性たちが一瞬で士狼との距離を詰めたのを見た。

　…──それはヴァンパイアの身体能力をフルに活かした瞬発。

　ソフィアだけでなく、護衛の女性らもまたゼロスとゼクスの眷属となっていたのだ。

　そして彼女たちが連なる動きで士狼へと繰り出したのは、片刃のサーベルによる斬撃。

　ソフィアの護衛の四人は通常装備の銃火器の他に、このシャシュカという名のロシアンサーベルを異能の力によって体内に収納していて……いざという時に使用するこの剣を、彼女たちは銃よりも遥かに上手く扱う事ができる。

　右利きが二人、左利きが二人のフォーマンセルを組んでいる彼女らのコンビネーションは至高の領域。彼女らが生み出すのは、盾や剣では防げない四人が別軌道の同時攻撃だ。

　かといって──防御ではなく、回避を選択したところで死は避けられない。

　後ろへ飛び退ろうと、上へ跳躍して逃げようと、斬撃の途中で手を離すことでサーベルを投とう擲てきし、宙で逃げ場のない相手に再び異なる四つの斬撃を見舞うからだ。

　特殊なカーブを描いているサーベルは、投げればブーメランのように軌道を曲げる事ができ、自動追尾のように自然と相手へと向かってゆく。極め付きには──柄を強く握る事で刀身に仕込んだ猛毒が刃へと回るため、かすり傷一つで相手を死に至らしめる。

　四方を取り囲む真似はしないから、同士討ちになるリスクもない。

　…──それでも、ゼロスとゼクスには通用しなかった。

　ゼクスの霧で視界を奪われ、影という盲点ともいうべき死角からゼロスの攻撃を受けてしまったからだ。不意を突かれる形で相手に先手を取られた──それが敗因だった。

　しかし今は、彼女らの方が先に士狼へと攻撃を仕掛けている。

　よってその瞬間、既に勝負はついていて、

「…──────え？」

　そこでソフィアは呆然の声を聞いた。

　…──だがそれは、士狼が口にした呆然ではなかった。護衛の四人たちでもない。

　その声を漏らしたのは──他ならぬソフィア自身だ。

「──────────」

　防御を無意味にする護衛たちの四連の斬撃は虚空を薙いだだけで終わっていた。

　回避不可能の投擲は行なわれず、四人は糸が切れたようにその場に崩れ落ちてゆく。

　そして──士狼の姿は忽こつ然ぜんと消え失せていて、

　……っ、一体どこへ？

　とっさに身構えながら思考を焦らせたソフィアは、あるものを見る。

　先程まで士狼がいた場所から少し離れた位置で、美伽が悠然と微笑んでいた。

　その笑みは──ソフィアではなく、ソフィアの背後へと向けられている。

「…────ごめんね」

　背後から声がした……そう思った時にはもう、首の後ろへ軽い衝撃が叩き込まれていて。

　痛みを感じる事のないその一撃が──ソフィアの意識を優しく刈り取った。







　小鳥遊士狼は、ソフィアたち五人を一瞬で無力化した。

　護衛たちが斬撃を繰り出すより先に、彼女らの隙間を縫うように前へ出て──すり抜けざまに当て身を首筋に叩き込んで気絶させると、そのままソフィアの背後へと回り込んだ。

　そして──ソフィアも一撃で気絶させる事に成功する。

　それら全てが、彼女たちには知覚できない刹那の出来事で、

「…………ねえ団長。団長の魔法で、この娘達を元に戻してあげられそう？」

　床に倒れている五人を見詰めながら士狼は尋ねた。

　…────イワノフが、ソフィア達を巻き込んでしまったのは自業自得である。

　だがソフィアがこんな眼に遭ったのは彼女の責任ではない。

　彼女たちは完全な被害者だ。どうにかして助けてやりたいという士狼に、

「五人とも完全に眷属化してしまっている……私の治癒魔法だけでは厳しいだろうな」

　だが、と美伽。

「唯の力を借りれば何とかしてやれる筈だ。眷属化を状態異常と定義し、私の治癒魔法に唯の回復能力を使用する事で概念強化を行なえば人間へと戻してやれるだろう」

「って事はこの娘達を『将軍』の治療院へ運ぶより、委員長にこっちに来て貰った方が良いね。向こうだと委員長の回復能力を誰かに見られちゃう可能性があるし」

　それに。

「どうせ彼女らを運ぶためには、レムを呼ぶ必要があるんだ。だったらこっちへ来るついでに、委員長も連れてきて貰った方が手っ取り早い」

　よって士狼は懐から携帯を取り出すと、レムに《蒼の治療院》で唯をピックアップしてこの『ノートルダム』へ来て欲しいとメッセージを送信した。

　…──しばらくすれば、レムと唯はここへ来る。

　だとしたら──それまでに決着を付けておいた方が良いだろう。

「…────それじゃあ、委員長達が来る前に翠琴を助けに行こうか」

　士狼はそう言うと、美伽と共に廊下の奥へと向かって進み始めた。
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　それから──士狼は美伽と共にメインステージのフロアへと足を踏み入れた。

　重厚な扉を開けた先に広がっているのは、高さと広さを備えた神々しい空間だ。

　外光を採り入れる天窓からは、蒼月の輝きが差していて、足下──化粧大理石の床に漂う霧と共に荘厳な雰囲気をもたらしている。そんな中、

「…………………………」

　士狼は視線を正面の上方へと向けた。

　ステージ上には『ノートルダム』の名に相応しい巨大な十字架が備えられていて──そして、その中央部分に一人の少女が磔はりつけのように鎖で縛り付けられていた。

　意識を失っているのか──その瞳は閉じられていて、

「翠琴────…」

　士狼の呼び掛けに翠琴は反応しなかった。代わりに隣の美伽が、

「大丈夫だ……怪我はないし、状態にも異常は見られない」

　そうこちらへ言った時だった。




「…────その通りだ。あくまで『今』は、だがな」




　広いフロアに残響を伴う声が発せられた。

　見れば十字架の下──壇上にいつの間にか一人の青年が佇みこちらを見据えていて、

「やあゼクス……翠琴を返して貰いにきたよ」

　士狼が悠然と告げると、アンデッド真祖の片割れはスッと眼を細めて、

「俺について知っているのか──ソフィアの父親が口を割ったようだな」

「いいや、イワノフから聞いたんじゃない。前から知っていただけだよ。マクスウェルの他にも凜を狙ってくる奴がいてもおかしくなかったからね……めぼしい真祖の存在は一通り頭に入れてある。ゼロスとゼクス──双子の真祖の事もね」

　まあ。

「流石にどういう顔をしているのかまでは情報になかったけど……兄のゼロスは影を、弟の貴方は霧を操るという事くらいは知っているよ」

　一息。

「…────貴方たちが、アンデッドだという正体と併せて」

　そう言い放ったこちらに、

「成る程……ならば、俺たちを倒す事ができないのも解っている筈だ」

　ゼクスは事実を語るように淡々と言った。

「俺たちは普通の真祖とは違う──死を超越した絶対的な存在だ。聖十字教会の枢機卿きようから聖人に至るまで、何人たりとも俺たちを滅ぼす事はできない」

「成る程、ヴァンパイアの貴方たちが、こんな教会みたいな場所を根城にするなんて、センスまで死んでるんじゃないかと思ったら……自己顕示だったんだね」

　と士狼が周囲を見回しながら言うと、

「軽口を叩くのが上手いようだが……お前たちにも俺を殺す事はできない」

　とゼクス。

「物理的にどうこうだけではなく──この少女が大切だろう？」

　そうしてゼクスが頭上へ視線を向けると、翠琴を竜巻のような渦状の霧が囲い──そのまま繭のように翠琴の全身を覆い尽くす。それを見て、

「確かに俺たちにとって翠琴は掛け替えのない仲間だよ……下手な抵抗をして傷付けられたり、それこそ殺されたりなんかされる訳には絶対にいかない」

　でも、と士狼は余裕を崩さない。

「翠琴が大切なのは──貴方たちにとっても同じでしょ」

　すると、美伽がこちらの言葉を継ぐように、

「シャルロット・アーデルハイドの力が眠ったままなのは、凜だけでは覚醒に至る事ができない不完全な状態だからだ。そして凜が覚醒するには、恐らく双子である翠琴の血を吸う必要がある、だからお前たちは凜以上に、翠琴に対しては手が出せない」

　生憎だったな、と美伽。

「その気になれば、お前の霧は有毒性を持たせる事もできる筈だ。気付かれる事なく相手を殺せる死の霧は、恐らくお前にとっての切り札の一つ──だからこちらを警戒させないために、煉也やユーリには使わずにいたのだろう？」

「まあ、たとえ使われても俺や団長には効かないし……ユーリにも通用しなかったとは思うけどね」

　肩を軽く竦めながら士狼は告げる。

　…──士狼には、怠惰の応用で相対する全ての異能力を遮断できる『対断』がある。

　また美伽は、常に不可視の防護魔法を展開している。

　そして──ユーリの意識に関係なく自動で発動する七権器密の第一権は、全てを浄化する効果を持つ『洗礼器密』だ。つまりユーリがいるだけで、精神干渉や状態異常系の能力は全て無効化される訳で、

　……便利だよね。

　異能・非異能を問わない万能の空気清浄機のようなものだ。ユーリの傍にいれば煉也も安全だっただろう。

「そういう訳だから、少なくともアンタは翠琴を俺達に対する人質としては使えない──むしろ本来の能力を制限される十字架を背負ったようなものだよ」

　士狼はやれやれと苦笑した。

「身の程も弁えずに馬鹿な欲をかいたりするから……神さまになるのも大変だね？」

　と、こちらが酷薄に言い放った瞬間、

「─────────」

　ステージ上のゼクスが、弾かれたようにこちらへ飛んできた。

　…──眷属化されていたソフィアの護衛達を遥かに上回る速度。霧の能力を極めた結果、風も操れるようになったのだろう。そこへ肉体への負荷限界を持たないアンデッド真祖の驚異的な身体能力が合わされば、音速を超える速度すら容易となる。しかし、

「…────遅いよ」

　小鳥遊士狼は『超次元神経伝導』による神速の反射速度を、七つの大罪異能によってさらなる超神速へと昇華している。〇・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一秒──フェムトの領域へと至れる士狼は、音速を静止画の世界にする。

　だから──肉体変化で鋭く伸ばした右手の爪を、袈け裟さ懸けの軌道で振り下ろしてくるゼクスの動きを視た士狼は、七鍵天狼牙を具現化。

　そして抜刀から斬撃へと繫がる神速の斬撃を繰り出した。

　斬った回数は一四〇──それはゼクス達がこの街に来てから襲った人間の数を上回る。

　士狼は一瞬で眼前のゼクスを斬り刻んで、

「…────甘いな」

　しかし細切れになる筈のゼクスがニヤッと笑った瞬間──アンデッド真祖の青年の肉体が爆発するように弾け、大量の濃い霧が噴出した。

　フロア全体を覆い尽くす霧は、こちらの視界を完全に奪っていた。

　一ミリ先も見通せないホワイトアウトのような状態に、空間把握の感覚が曖昧になる。

　しかも霧の中に紛れたゼクスは完全に気配を消していて、

「うーん……そう来るか」

　七鍵天狼牙の峰で肩をトントンと叩いた士狼が、どうしたものかと言った瞬間。

「…────身の程を弁えていないのはどちらかな？」

　耳元でした声に士狼は、とっさに神速の斬撃を繰り出した。だがそれは虚空を──霧を薙いだだけで終わって、

「霧を斬る事はできない──子供でも知っている常識だ」

　そう言われた時にはもう、士狼は腹部への攻撃を食らって吹っ飛んでいた。
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　様々な方法で影を操り、影と影を渡る事で空間移動も可能とするゼロスに対して。

　ゼクスもまた霧を操る事により、戦闘において様々な事を行なえる。

　その一つが、濃密な霧を展開する事で相手の感覚と認識に異常をもたらすというもの。

　充満させれば視界を遮れるだけでなく、視覚を奪う事が可能。単純に眼を瞑つぶるのとは異なり、人間は五感の一つが完全に失われれば本来の反応や動作はできなくなる。

　そして敵は、この霧の中ではゼクスを感じ取る事はできない。己を霧へと変えられるゼクスは、自身の能力で生み出した霧の中へと溶け込む事ができるからだ。

　それこそ──美伽が言っていたように、毒性を付与する事もできる。

　アンデッドの死の概念を霧に混ぜれば、口や鼻での呼吸ではなく皮膚からの吸収であっても致死性の毒となり、濃度を上げれば触れたもの全てを腐ふ蝕しよくさせる事もできる。

　…──士狼たちの言うように、翠琴がいるこの状況では使用できないが。

　だから──別の方法で士狼を始末する事にした。

　彼に対して繰り出した攻撃は、アンデッド真祖の身体能力を全開にした一撃。

　それは異能特区の上位クラスの異能力者をも圧倒できるだけの力がある。

　こちらが士狼に放った攻撃は、完全にオーバーキルの威力を有していて、

「…………………………」

　しかし今──ゼクスは表情を怪け訝げんなものにしていた。

　士狼は後方へ吹っ飛んだ。そのまま激突した扉を破壊し、廊下の壁に叩き付けられた。

　それは攻撃が当たればあり得ない現象ではない。

　だが──ゼクスが行なったのは、肉体変化で爪を伸ばした上での貫手。

　鋭い貫通力を有したその攻撃が当たれば、間違いなく胸から背中に掛けてを貫いた筈だ。

　…──だが、そうはならなかった。手応えが明らかに異なっている。

　放ったのは鋭い突きの筈なのに、手に返ってきたのは打撃が当たった時のものに近い。

　それは意図していた本来の攻撃が防がれた事を意味していて、

　……いや、問題ない。

　たとえ防がれても当たりはした。吹っ飛ぶ程の衝撃を叩き込んだ上に、死の概念の付加もある。即死させる事はできなかったが、既に充分すぎるダメージを与えている。

　それにこの霧で士狼たちはこちらを認識できないのに対し、ゼクスは全てを見通す事ができる。士狼は廊下のフロアに、美伽は先程までと同じ場所にいる。

　士狼を追い掛けて仕留めるか、それとも──と美伽へと意識を向けた時だった。

「…………これは」

　ゼクスは自分の霧に干渉する力がある事に気が付いた。

　それが美伽によるものだと解った時──ゼクスの霧は風のように急速に流れ出した。そして瞬く間に巨大な渦を形成すると、そのまま渦の中心へ吞み込まれるように搔き消える。

　そして、

「感覚封鎖の霧とは……中々の代物ではあるが、まさかこの程度で私達をどうにかできるなどと思っていた訳ではないだろうな」

　完全に霧が晴れたフロアで、こちらと相対しながらどこまでも美しい女が笑った。

「…………流石は異能特区最強の魔法使いという事か」

《餓狼旅団》を率いるこの女団長の事は、イワノフから警戒するよう忠告されていた存在だ。現に彼女には先ほど、展開していた霧の結界を無効化されている。よって、

「口だけのあの少年を殺すのは後回しだ。まずは……────っ？」

　言葉の途中にも拘わらず、ゼクスはバッと飛び退るように美伽と距離を取った。

　…──その原因は、眼の前にいる美しい女が発した凄まじいまでの圧力。

　殺気だ。押し潰されてしまいそうな程のプレッシャーに晒されたゼクスは、

「…………………………っ」

　遠い昔に失った本能を揺り起こされ、思わず身を震わせた。

　…──それは本来、不老不死に近いアンデッドが持たざるもの。

　死への恐怖だ。

「言ってくれたものだ……真祖である事しか取り柄のない二流のヴァンパイア風情が」

　見れば美伽の全身から魔力のオーラが立ち上り、周囲に大量の光の粒子を舞わせていて、




「…────お前は殺すぞ」




　そう言うなり、彼女の前面に七連の極大重層型魔法陣が展開された。

　それは長い刻を生きていたゼクスでも見た事のない程の代物。

　生み出されたのは直列した七連層の魔法陣。それらが互いに干渉を始めると、ゼクス達のいる建物全体が激しく揺れ、空間そのものが鳴動を始める。

　その魔力が解放されればどうなるか──それは火を見るより明らかだ。

　しかし、

「────────────」

　ゼクスは微動だにできなかった。

　下手に動けば、その瞬間にゼクスはこの世から跡形もなく消滅する。

　美伽の生み出した重層型魔法陣は、既にそれだけの力を充分に備えていた。

　だが、美伽の魔力は無尽蔵なのか魔法陣はさらに巨大に膨らんでゆく。とうとう余剰魔力の迸ほとばしりだけでもゼクスが吹き飛ぶレベルにまで到達し、

「…────死ね」

　そう美伽が言い放つと同時、彼女の魔法が解き放たれた──その瞬間。

　ギィィィィンという甲高い斬撃音と共に、巨大な魔法陣が両断された。

　と同時、不完全な発動によってオーバーロードしかけた大量の魔力が一気に消滅して、




「…────熱くなりすぎだよ、団長」




　足音と共に悠然と姿を現したのは士狼だった。

　その手に握られている刀剣からは仄かな輝きと共に光の粒子が舞っていた。

　それは美伽が発していたものと同じ色をしていて、彼女の魔力の残ざん滓しである事が解る。

　そして──士狼は美伽の隣まで来ると、彼女の肩に手を置いて、

「今みたいなレベルの魔法を使ったら、辺り一帯は火の海どころか消し炭だ。彼を倒すためとはいえ、街をバーベキューにしちゃうのは流石にやりすぎだよ」

「…………お前を侮辱されたんだ。跡形もなく消し飛ばして何が悪い」

　士狼に邪魔された事を不満げに美伽が言った。そんな二人に、

　……何だ、今のは……？

　ゼクスでは完全に手出し不能な次元の魔法陣を生み出した美伽も驚きではある。

　…──だが、士狼はそんな美伽の魔法を断ち斬り、跡形もなく消し去った。

　ならば──本当に脅威なのは美伽ではなく、隣にいるあの少年だというのか。

　ゼクスが呆然となりながら戦慄していると、ふとそんな士狼と視線が合って、

「それじゃあ続きをやろうか。アンタの相手は俺なんだからね」

　ふっと笑みを浮かべながら士狼が言うと同時──ゼクスは先に動いた。

　…──士狼と美伽の二人を同時に敵に回すのは人質がいても分が悪すぎる。

　ここは人質の翠琴を連れて一旦撤退し、ゼロスと合流するのが得策だろう。

　よって霧を生み出しながらゼクスは背後を振り返り、

「──────────…」

　しかし、ステージ上の巨大十字架に捕らえていた筈の翠琴の姿がなかった。

　それどころか霧の繭までもが消えていて──ならば一体どこにいるのか？

　その答えをゼクスは身を以て思い知った。

「…────先刻の不意打ちのお返しですっ！」

　その声を認識した瞬間──ゼクスは右の側頭部に衝撃を叩き込まれて吹っ飛んだ。
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　…──小鳥遊士狼の眼の前で、ゼクスが盛大に吹っ飛んだ。

　床へと転がったアンデッド真祖は、劇場用の椅子を衝撃に巻き込みながら壁へと激突。

　やったのは先程まで囚われていた、《餓狼旅団》が誇るロリエロメイドだ。

　霧状化は意識して行なう必要があるらしく、不意打ちをまともに喰らったゼクスに、

「ふん……良い気味です」

　ざまあみろと言わんばかりに翠琴は胸を張った。

　…──翠琴がゼクスの拘束から脱したのは少し前。

　フロアを覆っていた霧を、美伽が吹き飛ばした時だった。

　美伽は併せて翠琴を閉じ込めていた繭のようなものも一緒に消し去っていて──さらに翠琴を縛っていた鎖まで消滅していて、

　……恐らく。

　あれは意識に霧を掛ける効果を持った、ゼクスの霧の鎖だったのだろう。よって翠琴は拘束を逃れるとすぐに眼を覚まし、音を立てる事なくふわりとステージ上に着地。

　そしてゼクスへの反撃の機会を窺っていたのだが、

　……美伽が完全に切れちゃってたしね。

　展開された極大重層型魔法陣と美伽の剣幕に、翠琴はビビりまくってステージ上を右往左往していた。しかし、士狼が魔法陣を断ち切り美伽を宥なだめるとホッと胸を撫で下ろし、そこから猛然とダッシュを開始。そのままゼクスへ跳び蹴りを見舞ったのである。

　だから──士狼は素直な感想を口にする。

「うわぁ……酷い事するね翠琴」

「何引いてるんですか士狼さん、全っ然酷くないですよ！　先に不意打ちをかましてくれたのはあの人ですっ。私はそのお礼をしただけなんですから！」

　すると翠琴は、こちらの眼の前に来て自分の正当性を訴えた。

　そんな彼女を──士狼はそっと抱き締めた。

「えっと……士狼さん？」

「今後はこういう事をしちゃ駄目だよ。俺が翠琴を行かせたのは一人で危ない真似をさせるためじゃない。凜を助けるために、翠琴が危険に晒されたら何の意味もないんだからね」

「…………えへへ、すみません」

　翠琴は謝りながら、嬉しそうにこちらを抱き締め返してきて、

「団長も、ありがとうございます。お陰で助かりました」

　そう言って顔を向けると、

「当然の事だ……お前が無事で良かったよ」

　美伽が笑みと共にこちらへやって来ながら、

「ただ……士狼の言うように、今後は自分から人質になるような真似は控えてくれ。心配してしまうからな」

　という言葉に、

「……………………どういう事だ？」

　ふと低い声の問い掛けが生まれた。見れば、激突したフロアの壁際にゼクスが佇み、厳しい表情でこちらを見ていて、

「まさか──わざと人質になっていたとでも言うのか？」

　と睨にらんでくるアンデッド真祖の青年に、

「いえいえ……そんな危険な真似をする訳ないじゃないですか。ただ、敵が二人いるという士狼さんからの忠告があった時点で、逃げ切るのが難しい事は解っていましたからね」

　と翠琴は薄く笑みを浮かべて言った。

「無理をする事もできましたが、貴方達の狙いは凜です。追う側の心理としては、ターゲット以外の敵に逃げられる位なら、殺した方がマシだと考えるでしょう。凜に化けて貴方たちを嵌はめている事もありますしね」

　ですが。

「かといって、あっさり捕まったら何か狙いがあるのではと警戒されます。だから凜を傷付けたあのゼロスという男にはきちんとお返しをさせて貰って……そして、貴方に捕まる状況を作ったんですよ。危険がある事は承知の上でね」

　それでも、と翠琴。

「どうせ命を懸けるんです。だから、助かる可能性が最も高く──そして皆の役に立てる選択肢に賭けたんですよ。ここまで上手く行ったのは、もちろん凄く運が良かったのもあるでしょう。ただそれでも今、私は無事で……貴方は追い詰められている」

　一息。

「この状況が──私の選んだ選択肢の答えです」

　そうして翠琴が三対一の局面を告げると、

「──────────…」

　まるで幽鬼のようにゼクスの身体が透明になり、そのまま忽然と姿を消した。

　数、戦闘力、思考の全てで上回られた事を理解し逃亡を図ったのだろう。

　霧になれば、僅かな隙間からでも建物の外へと脱出できる。だが、

「…────させないよ」

　士狼がそう告げるなり、周囲の景色の左右が反転した──鏡面結界を展開したのだ。

　すると、四十ｍもの高さのある天井付近に集まっていた霧がゼクスのシルエットになり、

『────────っ！』

　その顔がこちらを見下ろした──少なくとも、ゼクスはそうしたつもりだっただろう。

　…──だが、その時には士狼は神速を活かした跳躍一つで天井付近へと到達していた。

　しかも距離を詰めただけでなく──ゼクスの背後を取った形。

　斬る。

「っ────ぐぁああああぁあぁぁあぁあぁあっ！」

　霧状化していたゼクスの胴を、士狼の剣けん閃せんが容赦なく斬り裂いた。

「逃がさないよ……ここで逃がしたら、貴方たちは俺らを倒そうと新たな血を求めてもっと多くの人を襲うだろうからね」

　先程まで士狼は、ゼクスの霧を警戒して、本来は敵に触れられない速度を生み出す『防ぼう触しよく』の効果を、あらゆる攻撃による体内への侵しん蝕しよくを防ぐものへと変えて発動していた。

　その大罪異能を──相対するあらゆるものを断つ『対たい断だ』へと変えたのだ。

　…────霧を斬る事はできない。それは子供でも知っている常識だ。

　だが──小鳥遊士狼の大罪異能は、そんな常識をあっさりと覆す。

　上半身と下半身とを断たれたゼクスは、床へと落下してゆき──それでも、

「くっ────ぉぉおおぉぉおおぉぉぉおぉおぉぉっ！」

　苦悶の咆ほう吼こうと共に、身体を断たれた筈のゼクスが五体満足の状態で実体化した。

　その姿は先程までと別物──全身の血管が浮かび上がり、黒いオーラを迸らせていて、

「気を付けて下さい、士狼さんっ！」

　ゼクスの様子を見た翠琴が、床へと着地したこちらへ叫ぶように呼び掛けてくる。

　…──ゼクスの状態を、士狼もまた知っていた。

　ヴァンパイアが自らの血を暴走させた『巡血加速状態』だ。だが、アンデッドのため自らの血を持たないゼクスが体内に巡らせているのは恐らく──死の概念。

　そうして触れるもの全てを即死させられる、絶体絶命を司る死神と化したゼクスが、

「ぉぉぉおおぉおぉぉおぉぉぉおおぉぉぉぉおぉ────っ！」

　フロアに響き渡る程の声で叫ぶと同時──その絶叫さえも置き去りにする速さで、士狼へと肉薄した。瞬きよりも速く迫る絶対死の奔流に対し、

「──────────」

　小鳥遊士狼は大罪異能を対断から別のものへと切り替えた。

　…──それは色欲を二段階昇華させたもの。

　士狼へと向かって生じる全ての事象を見極め、反応を可能とする『識世極』だ。

　その速さは──現在という概念を無効化し、因果さえも置き去りにする事象の地平。

　ゼクスの死の概念も、ゼクス本人も士狼には触れる事にならず擦り抜けて──対する士狼が繰り出した、光を置き去りにするような剣閃が一方的にゼクスを断ち斬った。

　そして──正常な時間の流れへと己を戻らせた士狼に、

「…────戦力を分散させたのは俺たちだけじゃない。お前たちもだ」

　刹那の交差を終えたゼクスが、静かに士狼の背後で言った。

「ゼロスは俺よりも強い。団長と最高幹部筆頭であるお前たち二人がここへ来ている以上、向こうに残っている戦力はタカが知れている筈だ」

　だから。

「あの金髪の少年は死ぬ……そして、アーデルハイドの力は俺たちのものになるだろう」

　その言葉に士狼が背後を振り返った時──それまでフロアに漂っていた霧はどこにもなく、灰と化したゼクスは塵ちりとなって消えていた。

「士狼さん……」

　呪いを言い残すようにして消えたゼクスの言葉に、不安げにこちらを見た翠琴に対し、

「心配いらないよ、煉也なら……きっとね」

　小鳥遊士狼はそう言って──確かな笑顔でゼクスの言葉を打ち消した。
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　…──市街地に展開された鏡面結界内に響き続ける轟音がある。

　激しい殴打によって、巨大な商業ビルの壁面が次々に粉砕されていっているのだ。

　しかし──それは拳打や蹴撃によるものではない。

　真祖ゼロスが、影の触手で身動きを封じた煉也を強引に振り回して叩き付けていて、

「オラオラ、どうしたァ！　さっさと何とかしねえと死んじまうぞ！」

　煉也と市街地を楽器にして、破壊のビートを奏でていたゼロスは、

「…────ん？」

　煉也がビルに激突する度に、影の触手を握る手に返ってきていた衝撃の感触がほとんどなくなった事に眉を顰ひそめる。何事かと見れば、

『────────っ』

　ゼロスの視線の先──触手に振り回されている煉也は、ぶつかる直前に身体を捻って蹴撃を繰り出し、ビルを破壊して激突によるダメージを回避していて、

「おいおい、随分と器用な野郎だな」

　煉也のしぶとさに呆あきれたようにゼロスは言って、

「さて──どうしてやるかよ」

　大したものだが所詮は悪足あ搔がきだ。ああいう曲芸をさせない方法は幾らでもある。

　煉也の生殺与奪を完全に握った状態にゼロスは笑った──その時だった。

「…────────っ？」

　ゼロスは思わず息を吞んだ。不意に、身体の中からごっそりと何かがなくなったのだ。

　初めて味わう強烈な虚脱感……その正体をゼロスは本能的に理解した。

　間違いない──たった今、自分の半身が滅ぼされたのだ。

「ゼクス…………っ、……────クソがああぁぁあああぁぁっ！」

　向こうには人質に取っていた翠琴やソフィアらがいた。状況はゼクスに有利だった筈だ。

　それでもゼクスは滅ぼされた──ならばゼロスがするべき事は一つだ。

　…──ゼクスを滅ぼした奴を、この手で縊くびり殺す。

　よって、

「────────っ！」

　激情に駆られたゼロスは、煉也を振り回していた触手へと意識を集中──すると途端に影が計測用メジャーの自動巻き取りのようにゼロスへと急速に戻り始める。

　影の触手で縛っている煉也がゼロスへと引き寄せられるのは必然で、

「…────テメエと遊ぶのは終わりだっ！」

　ゼロスはもはや眼前に迫っていた煉也に、影を巻き付けて増強した右の拳をブチ込んだ。

「っがあああぁああああああぁああああぁぁあぁぁぁぁぁ────っ！」

　こちらの拳撃をまともに喰らった煉也はたまらず吹っ飛び──先程までゼロスが叩き付けていたビルへ再び激突し轟音を響かせる。衝撃によって砂煙が舞い上がる中、

「まだだ──この程度で終わらせるかよっ！」

　ゼロスは再び、煉也を縛っていた影を操り巻き取った。すると、

「…────ぅぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　強引に引き寄せられるようにして高速でこちらへと戻ってくる煉也は、獣のような咆吼を上げていて──その身体からは紫暗のオーラが立ち上っている。そして、

「はあああぁああぁぁぁあああ──────っ」

　強引に撥はね除のけるようにしてゼロスの影の触手を吹き飛ばすと、そのままこちらへと突っ込んでくる。その右の拳には、一度ゼロスの頭部を吹き飛ばした時とは比較にならない程の大量のオーラが揺らめいていた。恐らくそれは命を燃やす事によって生まれる輝きだ。

　己の全てを懸けて挑んでくる煉也に、

「馬鹿が……どれだけ凄え攻撃だろうが、俺には当たらねえんだよ！」

　ゼロスはそう吐き捨てると、己の影の中へと潜行する回避を選択した。

　これでもう煉也の攻撃がゼロスへ届く事はない。

　後は──煉也の死角にある影から出て、不意打ちを叩き込んでやれば全てが終わる。

　決着だ。

「────────っ!?」

　だが──途中まで潜行していたゼロスの身体が、何故か影の外へと引きずり戻された。

　刹那に思考を混乱させたゼロスは、隣接しているこちらの建物よりも高いビルの屋上の端に立って、自分を見下ろしている少女の姿を視認する。

　それはターゲットである因幡凜。着ている患者衣は《蒼の治療院》のものか。

　煉也の危機に居ても立ってもいられず駆けつけたのだろう。

　その小さな手は、ゼロスへと向かって翳かざされていて、

「っ────今度は自分に引力操作をっ！」

　事態を呪うように叫んだ時にはもう──煉也の拳が眼の前へと迫っている。

「くっそがああああぁあああぁぁぁあぁああぁぁぁあぁっ！」

「くたばりやがれぇえええぇえぇえぇぇええぇ────っ！」

　こちらが繰り出した迎撃の拳に、煉也もまた拳撃をぶつけてきて──激突した刹那、駆け抜けた衝撃がゼロスの右の拳から腕、肘、肩を吹き飛ばし、

「──────────────────っ」

　そのままゼロスの肉体を跡形もなく消滅させた。
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「…────煉也っ！」

　因幡凜は、ゼロスを倒した煉也がいる隣のビルの屋上へと降り立った。

　かなりの力を使い果たしてしまったのか、煉也は床に尻餅をついていて、

「おう……助かったぜ」

　それでもこちらへ笑みを返してくる彼に、

「馬鹿っ……そんなになって、無理しすぎなのよっ」

　凜は泣きそうになりながら抱きついた。

　すると煉也はこちらの背中を優しく抱いてくれながら、

「その様子だと、腕はもう大丈夫みたいだな……って事は」

「…────うん。唯が回復能力で治してくれたの」

　煉也の危機に、《蒼の治療院》を飛び出そうとした時──凜は唯に止められた。

　…──だが唯は、凜を引き止めるような事はしなかった。

　煉也の下へと駆け付けようとした凜に対し、回復能力を使用してくれたのだ。

　そして──その理由を凜に教えてくれた。

「士狼が、いざという時は私に回復能力を使って良いって唯に言っていたんだって。判断も含めて、唯のしたいようにして良いって」

　お陰で凜は煉也を助ける事ができ、そして二人でゼロスを倒す事に成功した。

　唯と──そして士狼には感謝しかない。

　もう少しでまた、一番大切なものを失ってしまうところだった。

「そうか……で、その鴻崎は？」

　抱擁を解いてこちらを見詰めてきた煉也に、

「私を治してくれている時にレムが来て、士狼達が呼んでいるからって連れて行ったわ」

「おいまさか──向こうで何かあったのか？」

「解らない。ただ翠琴の他にも人質にされていた娘たちがいて……無理やり眷属化されちゃっていたから、唯の回復能力と団長の魔法を掛け合わせて元に戻してあげるんだって」

　表情を硬くした煉也に、凜は首を横に振りながら答えた。

　そして──すぐに士狼たちの所へ向かうか、それとも凜と共に煉也の加勢へ行くかで判断を迷わせていた唯に、凜が向こうへ行くように頼んだのだ。

　士狼と団長の二人が負けるような事はまずない。だが──人質になっていた翠琴が、凜や堂珍のように死の概念によるダメージを負っている可能性がある。

　…──だから、唯には翠琴の所へ行って欲しいと頼んだのだ。

　煉也の事は、必ず自分が助けるからと言って。

　そして──凜は無事に約束を果たす事ができた。

　それでも煉也のダメージは決して軽くはない。だから、

「煉也……ひとまず将軍の所へ戻って治療を受けましょう」

「そうだな、そんな必要はねえって言いたいところだが……流石に限界だ」

　こちらの促しに煉也は頷いてきて……凜は横から彼を支えながら歩き出す。

　…──すると、ふと凜の患者衣のポケットが小さく震えた。

　携帯への着信だ。取り出して画面を確認すると、連絡は翠琴の携帯からで、

「……………………あ」

　送られてきたメッセージを見た凜は、その内容に思わず安堵の吐息を漏らした。

「…────誰からだ？」

「翠琴……無事だって。怪我もないし、何もされてないから大丈夫って」

　事件が終わった実感を得て、凜がホッと胸を撫で下ろしていると、

「…────良かったな」

　煉也はこちらの頭にポンと手を置いて、ふっと微笑んでくる。だから、

「…………うん」

　凜は小さくはにかみながら顔を上げて、そして見た。

　優しい笑顔をこちらへ向ける煉也の背後に──ゼロスがいた。

　…──そこから先はスローモーションのようだった。

　ゼロスの手刀が煉也の胸を後ろから貫いて──凜の顔に血しぶきが掛かった。

「──────────」

　糸が切れたように煉也の身体が完全に力を失い、ずるりと凜の肩から落ちて前へと倒れ込んだ。凜は呆然とそちらを振り返った──すると煉也は全く動かなくて、代わりに屋上の床に大量の血が広がってゆく。それは一目で致死量と解る夥おびただしい出血で、

「残念だったな……そいつが吹っ飛ばしたの俺の外側だけを構築した影人形だ。俺自身は、足下から影の中へと逃がれていたんだよ」

「………………………………」

　嘲笑うように言ったゼロスの言葉を──しかし凜は聞いていなかった。

　…──腕を砕かれただけで凜はロクに動けなくなった。

　…──吸血され眷属にされかけた堂珍は死にかけている。

　それはゼロスが存在自体が死の概念の塊のようなアンデッド真祖だからだ。

　…────そんな彼に致命傷を負わされれば一体どうなってしまうか？

　その事実を──呆然とした頭で理解した時、

「────────────────────────────────────」

　精神の限界を迎えた凜の中から金色の波動が溢れ出し、そのまま全てを吞み込んだ。
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　凜を中心に解き放たれた金色の波動は、天を貫く巨大な光の柱になっていた。

「ハハッ、こいつは凄え……想像以上だ！」

　視線の先──眩まばゆい輝きを発する凜を見ながら、ゼロスは牙を剝いて笑った。

　圧倒的を通り越し、もはや絶対的という言葉が相応しいほどの存在感とオーラ。

　ゼロスは確信する──因幡凜は今、間違いなく神祖へと覚醒を遂げたと。

　…──双子として生まれたため、神祖シャルロット・アーデルハイドの魂は不完全だ。

　だからこそ、唯一の家族である翠琴こそが神祖覚醒の鍵だと思っていたのだが、

「まさか、あのガキが覚醒の鍵として使えたとはな……」

　ちらりと視線を向けたのは、胸を貫かれたきり動かなくなった煉也だ。

　恐らく凜にとって、煉也は翠琴と同じく最も失いたくない存在だったのだろう。

　嬉しい誤算だ。お陰で翠琴の下へと連れて行く手間が省けた。よって、

「さて──それじゃあ俺も、神の領域へと到達させて貰うとするか」

　ニヤッと笑いながら、ゼロスは凜の下へと歩き出した。

　…──かつてこの街に熾セ天ラ使フが降臨し、その力で人々が異能力に覚醒した。

　今の凜は、そんな熾天使と同等かそれ以上の力を有している。

　そんな上位存在の凜の血を吸えば──たとえ使役や眷属化は不可能でも、真祖を超越した新たなヴァンパイアへと生まれ変わる事ができる。

『………………………………』

　ゼロスが近付いていっても、虚ろな瞳の凜は無言のまま動こうとしなかった。

　…──精神は肉体に宿る魂と密接に結びついているものだ。

　覚醒により、眠っていた神祖シャルロット・アーデルハイドの魂との合一を果たした事で自己認識が曖昧になり、因幡凜としての意識が喪失状態に陥っているのだろう。

　時間が経てば凜が正気を取り戻す可能性があるが、それまでに凜の血を吸う事は充分に可能だ。後は、ゆっくりとゼクスを蘇よみがえらせてやれば良い。

　…──その時にはもう、ゼロスもまた神の領域へと至っているのだから。

　そして──とうとうゼロスは凜のすぐ眼の前へと立って、

「待ってろよゼクス……すぐにお前を復活させてやる」

　そう言って凜へと手を伸ばした──その時だった。

「あ────…？」

　ふとゼロスは間の抜けた声を漏らした。不意に両脚の力が抜けて、前のめりに倒れてしまったのだ。一体何が……そう思い振り返るようにして自分の下半身を見たゼロスは、

「──────────…」

　視線の先の光景に思わず固まる。

　ゼロスが見たもの──それは倒れている自分とは関係なく立っている己の両脚だ。

　腰の辺りで横薙ぎに断たれた下半身を見上げたゼロスは、自分の胴が切断された事を理解。まるで痛みを感じないのは、こちらを斬ったものがそれ程までに鋭利だったからか。

「なっ……何だこりゃああぁあぁぁああっ！」

　突然の事態に絶叫したゼロスは、そこで自分の胴を両断したものの正体を見た。

　正面──佇む凜の右手に、いつの間にか握られているものがある。

　それは女子大で戦った時に凜が見せた、血液操作による剣。だが同じものではない。

　あの時は細いレイピアだったが、今の凜が手にしているのは真紅の大剣で、

『────────────』

　そして虚ろな瞳のまま凜はゼロスを見下ろして──そしてこちらと眼が合った。

　そんな凜の様子に、

　……まさか……っ？

　ゼロスは戦慄と共に状況を理解する。

　煉也を殺されたショックで神祖へと覚醒した事で、凜の意識は奥底へと追いやられて眠っている。だが──それでも凜の意識が消えてなくなった訳ではない。

　そしてゼロスを敵と認識するのは、間違いなく凜の意識によるもので、

「アーデルハイドの魂に……深層潜在領域から干渉してやがるっていうのか……っ」

　眼の前で起きている現象に、ゼロスが事実と思しき推測を口にすると、

『…………………………』

　凜はゆっくりと次の動きを見せた。真紅の大剣をそっと振り上げたのだ。

　次に何をするのか──そんなものは考えるまでもなくて、

「っ──────…！」

　思わず息を吞んだゼロスは、ふと床が揺れているのを感じた。

　否──揺れているのは床ではない。自分自身の身体だ。

　初めて得た抑えられない震えを伴うその感覚の名をゼロスは知っている。

　恐怖よりも暗く深い……その感情の名は絶望。

「っ……この、止め……ろ！」

　必死に逃げようと踠もがくものの、上位存在の神祖の血を用いた攻撃によるダメージだからだろう。身体の修復に時間が掛かり、さらには影を渡る能力を使う事もできない。

　そして、そんなゼロスを凜が見逃してくれる事はなくて、

『──────────』

　無造作に──それ以上に無慈悲に、赤い大剣が振り下ろされた。

　…──その斬撃は、ゼロスの頭部と胴体をあっさりと断ち切る。

　その筈だった──だが、

「…………………………」

　ゼロスは呆然と見る。

　それはゼロスの首元に当たる直前で制止した紅の大剣。

　そして──大剣を握っている凜の右腕を摑んでいる金髪の少年。

　煉也だ。







　御堂煉也は、神祖の覚醒状態にある凜の前に立っていた。

　ゼロスに貫かれた胸の出血は止まり、傷は完全に塞がっている。

　そして──そんな煉也の瞳が赤く輝いているのを見て、

「その眼……ま、まさか、テメエもヴァンパイアだったってのか……？」

　地面に倒れ伏した状態で、驚きよう愕がくに眼を見開いたゼロスに対し、しかし煉也は応えない。

　煉也の瞳には、眼の前の凜しか映っていなかった。

　だが──ゼロスの言葉は真実だ。御堂煉也はヴァンパイアである。

　ただし真祖ではない。

　…──かつて真祖マクスウェルに襲われ、重傷を負って死にかけた時。

　煉也の命を救ってくれたのは凜だった。吸血を行ない、彼女の眷属とする事によって。

　士狼から憤怒の刻印を貰ったのはその後──マクスウェルとの決戦に向かう前の事だ。

　マクスウェルを倒した後に、美伽から普通の人間に戻る方法はあると言われた。

　だが、煉也は断った。力もないまま、凜のために何かしようとして……結果、何もできずに命を落としかけ、逆に凜に救われてしまった己の弱さを許せなかったからだ。

　守りたかったのに敗れた悔しさから逃げるような真似はしたくなかったし、

　……それに。

　何より──凜が救ってくれたことを、なかった事にはしたくなかった。

　足手纏いにしかなれなかった後悔。凜の優しさ。そして──弱い己自身への怒り。

　それら全てが、今の御堂煉也という存在を形作っている。

　そして──その選択はやはり間違っていなかったと煉也は思う。

　凜の眷属になっていなかったら、煉也は先程のダメージで即死していたに違いない。

　アンデッド真祖のゼロスに致命傷を負わされたにも拘わらず、一瞬で怪我が治ったのは恐らく凜が神祖へと覚醒してしまったからだろう。

　それにより、凜の眷属である煉也の力も飛躍的に上昇しているようで、

「…………またお前に助けられちまったな」

『────────────』

　静かに語りかける煉也に凜は応えない。

　しかし──大剣化したヴィシュヌが、ふっと凜の手から消え去った。

　…──ゼロスに対して攻撃を放った時とは真逆の反応。

　間違いない──僅かだが凜の意識は残っている。だから、

「待ってろ──いま元に戻してやる」

　煉也はそっと凜を抱き寄せようとして──しかし、その足首を摑むものがあった。

　ゼロスだ。上半身だけにされたアンデッドの真祖は足搔くように、

「ふざけんじゃねえ……っ、やっと覚醒した神の力を消させてたまるか……っ」

　握り締めた煉也の足を砕こうとした瞬間だった───その身体が仄かに緋ひ色いろへ輝き出し、

「っ……がっ、ぐああぁああぁぁあぁぁぁぁあああぁぁあ────っ！」

　途端にゼロスは狂ったかのように絶叫を上げた。ゼロスの肉体からは朱の粒子が次々に舞い上がり、そして彼の身体が徐々に薄うっすらと消え始める。

　火の粉のように舞い上がってゆく光の粒──それはゼロスの身体そのものだった。

　ヴァンパイア状態になった時にだけ、煉也は己の憤怒をあるものに変化させられる。

　…──全てを一瞬で焼き尽くし消し去る程の超高熱を生み出す『焚ふん怒ど』へと。

　その大罪の業火は、アンデッドの自己修復能力をも圧倒する。

「ぐっ……ぁ……テメェ……こんな力が、あるなら……どう、して……っ！」

　苦悶の声を上げながら蒸発してゆくゼロスに、

「…………別に出し惜しみしてた訳じゃねえよ」

　煉也はようやく地面の彼を見下ろしながら言った。

「ただ、凜は俺を救うために自分の眷属にしてヴァンパイアにした事を後悔してるんでな。コイツの前では使わねえようにしてただけの話だ」

　だが──今の凜は神祖の覚醒状態のため意識がないし、

　……それに。

　凜は優しい子だ。神祖の力でゼロスを殺した事を後で知ったら──他の真祖に狙われる恐れがあるだけでなく、自分の中にある強大な力が、いつか煉也たち仲間を傷つけてしまうのではないかと思ってしまいかねない。

　それでは駄目だ──意味がない。それでは凜を守れなかったのと同じだ。

　だから凜にゼロスは殺させない。…──だが、見逃す事もない。

「俺の力をここまでのものにしたのは──お前の自業自得だ」

　望まぬ神祖への覚醒を凜へともたらした事が、煉也の力をここまで上昇させた。

　その報いを──御堂煉也は告げる。

「…────消えろ」

　煉也がゼロスへ言い放った瞬間、弾けるようにして大量の粒子が一気に湧き上がった。

　…──そして、その輝きが収まった時。

　ゼロスの姿はそこにはなく──影すらも残さず消滅していた。
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　…──アンデッドの真祖ゼロスは消え去った。

　脅威はもう存在していない──だが、

『────────────』

　それでもまだ、凜の意識が戻る事はない。それどころか──神祖の覚醒状態になってから時間が経過するにつれ、凜から溢れ出る力は加速度的に強大さを増していて、

「…………これは」

　御堂煉也は辺りを見回した。大地が蠢うごめくように揺れ、少しずつ周囲の景色が崩れ出している。煉也が展開した鏡面結界が、凜から放出される強大な神祖の力を受け止めきれずに崩れ始めているのだ。

　……確か。

　美伽の話では、神祖へと覚醒した凜の『嫉妬』の大罪異能は『失しつ外と』となるらしい。

　…──自分の周囲全てを消し去ってしまう程の力だ。

　今の状態の凜が結界の外に出たら、どんな影響が出るか解らない。

　下手をすれば、通常空間まで崩壊してもおかしくない。

　元に戻すには、神祖の魂を再び眠らせて凜の意識を表に出してやる必要がある。

　だが──どれだけ煉也が凜を想おうと、どれだけ凜が煉也を想おうと、一度顕現を果たした神が消える事はない。

　かといって待っているだけで起こるような奇跡で、覆せるような状況ではないのだ。

　しかも煉也の大罪異能は憤怒──神を鎮めるような力はない。

　というより、そもそも凜に使う事ができない。煉也が凜に大罪の怒りを向ける……そんな事など絶対にありはしないのだから。

　だが──それでも煉也は諦めない。

「…────『術式起動アクテイベーシヨン』」

　呟くようにそう唱えると同時──煉也の身体が青白い輝きを纏った。

　…──それは、士狼が美伽に頼んで作り上げて貰ったもの。

　強欲を『神ごう抑よく』へと昇華させる事で構築した対神祖封印術式だ。

　士狼は、凜が神祖へ覚醒してしまうこの状況を見越して保険を用意していた。

　とはいえ封印術式は魔法だ。構築した美伽自身が発動させるのが一番リスクがない。

　しかし士狼は、最も重要なこの役目を魔法とは縁遠い煉也に任せてくれていた。

　美伽も、最初から煉也が使う事になると確信して封印術式を組み上げてくれた。

　二人だけじゃない。

　翠琴は自らの危険を顧みる事なく、凜を逃がすために単身でゼロスへと挑んだ。

　唯は、凜を優しく慰めて……さらにリスクを冒して回復能力まで使ってくれた。

　…──だからこそ今、御堂煉也はここにいる。

　自分にとって最も大切な少女を──因幡凜を助けてやれるこの場所に。

「…………………………」

　煉也は改めて眼の前の凜を見た。

　心を閉ざしたかのように虚ろな瞳の彼女は、普段とはまるで別人だった。

　その存在感は正しく神と呼ぶに相応しいもので、凜と出会ったばかりの煉也ならとっくに心が圧し潰されて意識を失ってしまっていただろう。

　しかし今の煉也はもう、あの頃とは違う。

　だから煉也は笑った。己の大切な少女に手を伸ばし、その頰にそっと優しく触れて、

「何が神だよ……ただのガキじゃねえか」

『──────────…』

　こちらに触れられた凜は、ほんの僅かに──ピクンと身体を反応させた。

　そんな彼女の首筋に、煉也はそっと唇を寄せていって。

　…──次の瞬間、煉也は主である凜に対して、眷属としてあり得ない事を行なった。

　己の牙を──凜の首筋へ静かに突き立てたのだ。







　…────真祖ではない眷属であっても、吸血を行えば対象の支配は行なえる。

　とはいえ、眷属の身で主の血を吸う事は最大の禁忌だ。

　ましてや今の凜は神祖の覚醒状態。本来なら煉也の力が及ぶ事など絶対にあり得ない。

　たとえ美伽の封印術式がどれだけ優れていようと、眷属の煉也が主である凜を上回るような事はないのだ──本来なら。

　しかし。

　神祖を抑えようと──彼女を元に戻そうとしている煉也による支配を、他でもない凜自身が強く望んだとしたら話は別だ。

「────────────」

　いつしか煉也は凜をきつく抱き締めて、彼女の血を吸っていた。

　だが味は解らない。煉也が血の味を覚えて吸血衝動に駆られるようになってしまう事がないように、封印術式に味覚と嗅覚を封鎖する効果を付与してくれていたからだ。

　それでも──口の中には柔らかな温もりが広がっていて、確かに凜を感じる事ができた。

　そして煉也は奪うだけでなく、己の想いと共に封印術式を凜の体内へと送り込んだ。

　…──口が塞がっているため、名前を呼ぶ事はできない。

　それでも心の中で何度も凜の名を繰り返しながら、煉也は彼女の血を吸い続けた。

　彼女をどこまでも支配しながら、しかし命令するのではなく願うように想う。

　どうか戻って来い──と。

　すると煉也が纏っていた青白い輝きが凜の体内へと入り──次の瞬間、閃せん光こうと共に凜の着ていた服が全て吹き飛んだ。凜の体内から飛び出すようにして、低い鳴動音を伴う重層型の魔法陣が展開されたのだ。それは最強の魔法使い、皇神美伽が構築した封印術式。

　神祖を鎮めるための魔法が──たった今、確かに発動した。それでも、

「────────────」

　煉也はひたすらに凜の血を吸い続けた。

　凜の全ては自分のものだと、そう神に教えてやるように。すると、

『──────────…』

　華きや奢しやな両手がそっと煉也の背中に回されると、こちらを抱きしめ返してきて──展開されていた魔法陣が内側に収束を始める。

　…──そして程なく、魔法陣が凜の体内へ吸収されるようにして収まった時。

　瞼まぶたを閉じていてもなお感じていた眩まぶしさが消えたのが解り、煉也は血を吸うのを止めた。

　凜の首から口を離し──そっと眼を開ける。

　凜が放っていた金色のオーラが消えていた。すぐ眼の前、息が届きそうなほどの至近距離に瞳を閉じた凜の顔があって──ゆっくりとその瞼が開いてゆく。

「………………………………」

　そして、凜はこちらと視線を合わせた。

　先程までの虚ろなものとは違う確かな眼差し──それは煉也のよく知る瞳だ。

　だから煉也は、自分の学ランを羽織らせるように凜の肩に掛けてやった。

　すると──凜の大きな瞳から涙が溢れて零れ出し、

「…………………………っ」

「…──────っと」

　こちらの胸に飛び込むように抱きついてきた凜を、煉也は尻餅をつきながら受け止めた。

　自分は女の子の涙を止めるのが上手くない。慰めるのも下手くそだ。

　それでも。

　こういう時にどうすれば良いか──それ位は知っている。

　だから、

「帰ろうぜ……お前の飯が食いてえよ」

　御堂煉也はそう言って笑うと──因幡凜の唇にそっとキスした。





○




◎




●






　神なる吸血鬼を巡る戦いが決着し、夜明けの足音が徐々に聞こえ始めた頃。

　人気のない裏吉祥寺の路地裏に蠢く闇があった。

　奈落の深しん淵えんよりも暗い漆黒の影──それが徐々に凝縮するように範囲が狭まってゆく。
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　そして程なく、影の中から這はい出るようにして一人の青年が姿を現した。

「っ……クソが、まさかここまで追い詰められるとはな……っ」

　吐き捨てるように悪態をついたのは、神祖に覚醒した凜によって胴を両断され、煉也の焚怒による大罪の業火によってその身を焼かれた真祖ゼロスだ。

　…──彼が命拾いしたのは、アンデッドが頭や心臓を潰せば朽ち果てる訳ではないから。

　上半身は焼かれて灰になったものの、胴を両断されたあと残った下半身は無事だったゼロスは、ギリギリの所で足下の影の中へ待避し、どうにか逃げ延びる事に成功していた。

「…………まだ元の八割……いや七割ってところか……」

　あれから二時間近く──夜の闇よりも深い影の中にずっといたが、やはり神祖の攻撃を食らってしまった影響が大きい。肉体の破損こそ修復できたが、ゼロスの力ではこれ以上の快復は不可能なようだった。

　…──だが心配はいらない。

　この裏吉祥寺には上質な血が幾らでも存在している。もう少しすれば朝が来る時間帯だが、駅周辺の繁華街にはまだ多くの人間が夜の終わりを楽しんでいる筈だ。

　彼らの血を吸えばすぐに完全快復できる。

　……それに。

　ダメージこそ残っているものの、ゼロスは自分の力の上限が飛躍的に上昇している実感を得ていた。殺されかけたとはいえ、神祖の力に触れられたお陰だ。その結果──ゼロスはヴァンパイアの真祖としても、またアンデッドとしてもさらなる進化を遂げていて、

「準神祖ってところか……ハッ、これならゼクスの奴も復活してやれる」

　双子のゼクスは、ゼロスの半身のような存在だ。滅ぼされてしまった現場の近くには、灰と化した彼の一部が間違いなく微量ながら存在している。

　次の夜まで待つ必要はあるだろうが、今のゼロスの肉体を触媒にしてやれば、そこからゼクスという存在を修復し、復活させてやる事ができる筈。

　そうなれば準神祖は二人……今度はもう《餓狼旅団》の連中に後れを取る事はない。

「待っていろ……すぐに皆殺しだ……っ！」

　獰猛な笑みを浮かべたゼロスは、裏吉祥寺の中心街へと向かって歩き出した。

　すると路地裏の先の暗がりが僅かに煌きらめいた──そう思った次の瞬間、

「っぐぁあぁぁあぁあぁあぁぁあぁ────っ!?」

　突如、顔面に走った激痛にゼロスは絶叫しながら仰け反った。その頭部は燃え盛る蒼い焰ほのおに包まれていて、ゼロスは必死に原因を──左目に突き刺さっていたものを抜き去り放り捨てる。甲高い金属音を立てて地面を転がったのは三本の医療用メスで、

「っ……こいつは」

　残る右目で見れば、メスは仄かに青白い輝きを宿していて、

「…──呪い系の傷病用に作られた、特注の聖銀のメスらしいっすよ」

　そして暗がりから姿を現したのは、一度はゼロスが戦闘不能にした少年。

《鹿島組》が誇る現代忍者──堂珍環貴だ。

　ゼクスが崩滅し、ゼロスの力も一旦極限まで弱まった事で眷属化を食い止められたのか、眼の前の堂珍はアンデッド化はもちろんヴァンパイア化もしておらず、

「アンデッドのヴァンパイアには二倍効くんじゃないかって、出掛けに拝借してみたけど正解だったっスね。薄汚いクソ野郎がこんなに綺麗に燃えるんスから」

　薄く笑うと同時、堂珍の両手の指の間には聖銀のメスを挟んでいて、

「悪いんスけど……アンタにはここで死んで貰う」

　そう言い放った次の瞬間──その姿が搔き消えた。

「馬鹿がっ……そんなモンは通用しねえってまだ解らねえのか！」

　ゼロスは背後に生じた空間の揺らぎへ、肉体操作で鋭く伸ばした右手の爪を突き入れた。

　すると確かな手応えが先に来て──続けざまにゼクスの右手に胴を貫かれ、虚空に磔となった堂珍が出現して、

「…────────ふっ」

　しかし次の瞬間、笑みを浮かべた堂珍の身体が閃光と共に弾けた。

「っ────がぁあぁぁあぁあぁあぁぁあぁっ!?」

　至近距離で起きた爆発に巻き込まれ、吹っ飛んだゼロスは地面を転がった。

「ぐっ……が……ぁ……っ」

　苦悶の表情になりながら顔を上げると、堂珍は少し離れた場所から、

「変わり身っすよ。一度通じなかったものを、そのままやる訳ないでしょうが」

　ハッと笑いながら言い放つ。

「…──馬鹿なんじゃないんスか」

「っ──────…！」

　逆上したゼロスは、煉也の時と同じく堂珍の影を操り彼を殺そうとして──それより先に、凄まじい炸さく裂れつ音と共に視界を白一色に染める輝きがゼロスへと落下し、

「…─────────────────────────────────────────────────────────～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　超電圧と極大電流の渦に晒されたゼロスの絶叫は、激しい轟音によって搔き消される。

　……っ、これは……っ！

　全身を襲う超高温と、脳髄を裂かれたような激痛──そして網膜を焼くほどの発光現象に、自分が落雷に打たれた事をゼロスは理解。程なく閃光が収まると、即座に復元能力で視界が戻り始めるが……感電を起こした肉体は全く身動きができない。

　…──地面に倒れたまま、辛うじて眼球を動かす事に成功したゼロスの瞳が捉えたもの。

　それは両手をポケットに突っ込んだ状態で佇む長身の青年で、

「…────ウチの者が世話になったな」

　そう告げてきた相手をゼロスは知っていた。

　影の魔獣を通して見ていたその青年は、異能ヤクザ《鹿島組》の若頭──片桐京介だ。

　油断していた訳ではない。堂珍が現れた時点で、片桐も出てくる可能性はあった。

　…──だが、ゼロスは知らなかった。

　片桐が電撃を自在に操れる『武たけ命み雷神かづち』の異能力の使い手である事も──そして彼が、ゼクスを瞬殺した士狼と肩を並べる力の持ち主である事も。

　もしその事を知っていたら、的確な対応を取れていたかもしれない。

　だがそれは仮定の話──現実のゼロスは最早、動く事もままならなくて、

　……なら、影の中に潜れば……っ。

　身体は動かなくても、念じれば能力は使える。だからゼロスはとっさに己の影の中へと逃げ込もうとして、

「…………させねぇよ」

　しかし、それより先に再び落雷クラスの電撃が放たれた。

「──────────…！」

　激しい衝撃と共に、閃光がゼロスを覆い包み……その電流は倒れているゼロスの身体だけでなく、地面にも伝って眩まばゆい発光を生じさせる。

　…──そして、今度の雷撃は収まる事がなかった。

　片桐は落雷級の電撃を連続放射し続けていて、全方位を覆う閃光によって完全に影を搔き消されて逃げられない。さらに肉体の沸点を上回るほどの超高温の雷撃の檻おりに囚われた事で、修復が追い付かずに少しずつ蒸発し始める。
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　雷撃によって肉体の感覚が奪われ、その事に気が付かないゼロスに、

「アンデッドの真祖だろうと、完全な不死身って訳でもないだろう」

　片桐京介は静かに言い放つ。

　雷撃で鼓膜が麻ま痺ひし、外耳から内耳まで焼かれ、聴覚野もダメージを受けて、本来なら何も聞こえない筈の状態で──しかし、その声は確かにゼロスに届いていた。

　それはアンデッドへと告げる死の宣告。

「塵一つ残しやしねえ……それがテメエの死に様だ」

　その言葉が現実のものとなるのに──そう時間は掛からなかった。





エピローグ　たとえ全てがハッピーエンドじゃなくても
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　多くの犠牲と悲劇の再来となった、真祖ゼロスとゼクスによる事件は幕を閉じた。

　だが一件落着ではない。彼らによって巻き起こされた問題はまだ残されている。

　…──昨夜、双子の真祖のせいで眠れぬ夜を過ごした男がいた。

　それは彼らに愛する娘を攫さらわれていた者。

《Ｌ・シンジケート》の日本支部トップ──セルゲイ・イワノフだ。

　ゼロスとゼクスに娘であるソフィアを人質に取られて脅迫されていたため、《Ｌ・シンジケート》は《餓が狼ろう旅団》や《鹿島組》と共同歩調を取っていない。

　否、そもそも共同歩調などというものは不可能だ。ゼロスとゼクスに、真祖マクスウェルが狙っていた因幡いなば凜りんの──神祖の情報を漏らしたのは他ならぬイワノフなのだから。

　それでも、黙って手を拱こまねいてはいられず少しでも状況を把握できるように部下達に命じて情報を集めさせていた。しかし、

「……………………っ」

　イワノフは夜が明けた現在、自分の執務室のデスクで苛立ちと焦燥を募らせていた。

《餓狼旅団》が、ゼロスやゼクスと交戦状態に入ったところまでは判明している。

　だが、その戦闘はいずれも旅団や双子の真祖の結界内で繰り広げられているらしく、詳細が解っていない。果たしてどちらが勝ったのか──否、決着が付いたかも不明だ。

　…──娘のソフィアは、既に滅茶苦茶に犯されてしまっている。

　さらに吸血によって隷属よりも重い眷けん属ぞくにされてしまった。イワノフの端末には、電話通信が切れた後を撮影した映像も送られてきていて──その動画には、ゼロスとゼクスの二人に同時に犯され、何度も何度も絶頂を繰り返すソフィアの姿が映されていた。

　それでも──せめて生きて戻ってくれれば。そうイワノフが心から願っていた時、執務室の扉がノックと共に開けられた。

「遅いぞっ、何をしていたっ！」

　苛立ちの感情をぶちまけるように怒鳴ったイワノフは、しかしそこで絶句する。

　入ってきた二人の青年が部下ではなかったからだ。

《餓狼旅団》と《鹿島組》の最高幹部──小鳥遊たかなし士し狼ろうと片かた桐ぎり京きよう介すけ。

　二人はイワノフのデスクを挟んで正面に立つと、

「何をしていたって、それはこっちの台詞だよ。これだけの事をしでかしちゃってさ」

「…………貴様ら、どうやってここへ入った」

　嘆息混じりに言った士狼に、イワノフが厳しい顔で問い掛ける。

　すると、その答えは後から部屋へ入ってきた三人目の青年。

「…………………………」

　無言でやって来たのは褐色の肌をしたイワノフの配下──副長のユーリだ。

　その表情が、士狼達をこの建物へと入れたのが他ならぬ彼である事を物語っていて、

「ミハイロビッチ……お前っ」

「今回の件について、アンタに話があると言ったら入れてくれたよ」

「勝手な事を……誰がそんな真似を許した！」

　イワノフが怒りを爆発させると、そんなこちらをユーリは静かな瞳で見詰めて、

「…────ハバロフスクの指示です」

　その一言に、イワノフは驚きよう愕がくと共に固まった。そして、

「本部が……まさかお前、報告したのかミハイロビッチっ？」

「ええ。ボスはお嬢さんが人質に取られて、冷静な判断ができる状態ではなかったので」

　ユーリは淡々と報告してくる。

「こいつらが真祖共を片付けたら、連中を手引きした人間の割り出しが始まります。もし万一ウチが主導していたとしたら……それが個人の独断だったのか、組織としての判断だったのかは重要な問題です。最悪、ハバロフスクにまで飛び火しかねない」

　そして、とユーリ。

「問い合わせた結果……本部は今回の件について一切関知していないとの事でした。それが《Ｌ・シンジケート》としての立場であり、もし日本支部の暴走によって今回の悲劇がもたらされたのだとしたら」

　一息。

「総統の名の下に、遺憾と哀悼の意を捧ささげる──と」

「…………俺が連中を手引きしたと？　何を根拠にそんな下らん妄言を」

「では、あの二人が映像通信で話していた事は？」

「奴らが何を言っていたと言うんだ！　下らん言い掛かりは止めろっ！」

　とイワノフが言うと同時、室内に流れ出したものがあった。

『…────おいおい、俺らを呼んだのはお前だろ。それに残念だったな……俺らが死んだら、大事な娘も死ぬ事になるぜ』

　それはイワノフと、ソフィアを拉致したゼロス・ゼクスの会話の一部始終。

　そこで語られているのは、今回の事件の真相だ。

「どこで、それを……っ」

　音声を流した者へ──片桐へと問うと、携帯端末で再生していた《鹿島組》の若頭は、

「お前が娘を切り捨てる判断をした場合に備えて、連中は会話を録音しておいたんだろう。携帯は破壊されていたが、記録チップについては残されていた」

　静かに言い放つ片桐の瞳は、冷たい色を宿していた。

　当然だ。自分が主導した事を隠蔽し、疑いを逸らすためにイワノフがゼロスとゼクスに殺させた者の中には、《Ｌ・シンジケート》だけでなく《鹿島組》の組員もいるのだ。

　そして《餓狼旅団》に対しては、因幡凜を最も傷つける形で危険に晒さらしている。

　証拠も押さえられた以上、もはや言い逃れは──否、逃げる事はできない。

「…………………………」

「ハバロフスクは、ボスの処分は他の三組織の決定に従うとの事でした」

　こちらにそれだけを告げると、「失礼します」と部屋を出て行こうとするユーリに、

「…────最後まで見届けなくて良いの？」

　そう問い掛けたのは士狼。するとユーリは足を止めると、振り返る事なく、

「自分のボスが始末されるのを黙って見ていられるような性分じゃねえ。ここに居たら、俺はお前らと殺し合いを始めちまう。だが……今は、それをやる訳にはいかないんでな」

　吐き捨てるように言い残して、ユーリは静かに部屋を出て行った。

　よって後にはイワノフと、士狼と片桐の三人だけが残されて、

「娘の事なら心配しなくて良い……《餓狼旅団》がヴァンパイアの眷属化は解いて、将軍の治療院へ運んだ。現在は他の被害者たちと共に快方に向かっている」

　片桐はそう言うと、携帯端末である映像をイワノフへ見せた。

　それは《蒼あおの治療院》のベッドで眠っているソフィアの姿を映したもので、

「っ……頼む、会わせてくれ！　娘が本当に無事か確認を──…」

「…………悪いが、それは無理だ」

　縋すがるように頼んだイワノフに、片桐は映像を閉じると冷徹に言い放った。

「お前があの真祖達を呼び寄せたせいで、多くの犠牲者が出て……中には命を奪われた奴らもいる。そして、そいつらにも家族はいた。彼らは最後に会う事はもちろん、言葉を交わす事もできていない」

　それなのに。

「そんな理不尽で最悪な事態を引き起こしておいて、自分だけは家族と満足のいく別れをさせろというのはムシが良すぎるだろう」

「……………………っ」

　因果応報という残酷を嚙かみ締めたイワノフに、

「安心しなよ。不必要に死者の名誉を貶おとしめるような事はしないから」

　そして──次の瞬間、




「…………あんたがユーリを始末しようとしていた事も、秘密にしておいてあげるよ」




　士狼が言い放った言葉に、セルゲイ・イワノフは愕がく然ぜんとなる。

「な、何を言って────…」

　激しい動揺を得て思わず声を震わせたこちらに、

「やっぱりか……血の気の多いユーリがボスをやるよりは、組織同士の抗争になるリスクが少ないと思って、今までは見逃していたんだけどね」

　やれやれと士狼は嘆息。

「アンタが日本支部のボスなのは、あくまで繫つなぎだ。ユーリの戦闘力は《Ｌ・シンジケート》では断トツだし、それこそ裏吉祥寺でもトップクラスだ。何より先代のアレクセイの従弟でもある。けど、性格や年齢の若さという問題があったからね」

　よって。

「本部はユーリがもう少し成長するまで、強い異能力はないものの、長く組織に尽くして経験や実績が豊富だったアンタに日本支部を任せる事にしたんだ」

「だが──そうした本部の意図をお前自身も理解していた」

　と片桐。

「だから組織内の自分の立場を確固とするために、ユーリを始末しようとしたんだろう。真祖に狙われている因幡凜と、士狼とユーリの間にある火種を利用してな」

「というより──…」

　スッと眼を細めて士狼が言った。

「そもそもアレクセイの件も、今回ユーリを始末しようと企んだのも……全てはアンタが組織内で成り上がるための壮大な計画だったんでしょ」

　その言葉に、

「──────────」

　セルゲイ・イワノフは今度こそ戦慄した。

　…──イワノフの前に日本支部を束ねていたアレクセイ。

　彼は以前、士狼と関係の深い少女を──レム・バーンシュタインを襲おうとし、制止した士狼に戦いを仕掛けた結果死亡している。

　…──だが、アレクセイが暴挙に出たのと、その死には裏が存在する。

　その真相を知っているのは、異能特区ではイワノフだけの筈はずで、

「お前……どこまで知って……？」

　驚愕と共に、呻うめくように問い掛けたこちらに士狼はどこまでも冷たい瞳で、

「さあね。俺は別に、大きな組織の内輪揉もめに興味はないんだ。利用されたのは気に食わないけど、あの後に四星協定が結ばれて裏吉祥寺に秩序が生まれたのも事実だからね」

　それに。

「ユーリは自分を拾ってくれた《Ｌ・シンジケート》を本当に大切に想ってる。だからアレクセイの件がアンタの仕業で、その裏にハバロフスクのもっと上までが絡んでいると解ったら、ユーリは一番大切なものを……組織という名の家と、仲間という名の家族を失う」

　そんな事になっちゃうのは嫌だったんでね、と士狼。

「でもアンタは、そんなユーリが邪魔だった。だからあの双子の真祖を呼び寄せて、自分のところの構成員を殺させたんだ。凜のせいで構成員が死んだと判明したら、四星協定は関係なくなりユーリと俺らの戦いは避けられなくなるからね」

　そして。

「俺らがユーリを殺せば良し。逆にユーリが俺らを倒すような事があった場合は、同じ手口だからと避けていたアレクセイを殺した時の方法で……アンタの特製ドラッグで始末すれば良い。同じ心不全でも薬物反応は出ないんだし、アンタに疑いが向くまではいかない」

　何せ、と士狼。

「アンタは……ユーリのボスなんだからね」

　全てを見透かすかのように言った士狼に、

「そこまで解っていて……どうしてミハイロビッチに真実を伝えない？」

　イワノフがした事を秘匿しておく意図を問うと、

「もしユーリが本当の事を知ったら……《Ｌ・シンジケート》は崩壊する。少なくとも、裏吉祥寺に存在できなくなるのは避けられない」

　けれど、と士狼。

「四星協定は必要なんだ。裏吉祥寺に秩序をもたらし、この街に暮らす人達の日常を守ってゆくためには。だから、たとえ必要悪であろうと俺達みたいな連中は必要なんだよ」

　一息。




「でも──アンタは要らない」




　そうこちらへ言い放った士狼の瞳は、どこまでも暗く冷たい色を宿していた。

　奈落のように深い闇を湛たたえたその眼を見た瞬間、

「っ──────…！」

　絶対的な死の確信を得たイワノフはとっさに動いていた。

　机の下に設置されたボタンを押そうと試みる。

　…──だが、それより先に響いた音がイワノフの動きを制止した。

　キンという甲高い金属音だ。

　見れば──士狼の手にいつの間にか彼の刀が具現化していて、

「…──動かない方が良いよ。結構な回数斬ったから」

　四星会合でイワノフへ放ったものと同じ言葉を告げてくる。

「どうせ死ぬなら、最後にこの建物ごと俺らやユーリを道連れにしようって腹だったんだろうけど……生憎とそんな自爆に付き合ってあげる筋合いはないんでね」

　という士狼は刀身を抜いておらず、その手は鞘さやへの納刀を行なったようにも見えるが、

「っ…………会合の時のようなハッタリは通用せんぞ」

「さあ……どうだろうね」

　一歩も引かないイワノフに対し、士狼はふっと刀の具現化を解いた。そして、

「じゃあねイワノフ。アレクセイによろしく」

　別れの言葉を告げると、片桐と共に踵きびすを返して部屋を出て行こうとする。

　そうして二人がこちらへ背中を向けたのを見て、

「っ────…！」

　セルゲイ・イワノフは、自爆装置の起動ボタンを押した。

　だが──爆発は起きなかった。

「ぁ────────…？」

　ボタンに触れると同時、机が細切れになって──それを目の当たりにしたイワノフが絶望に眼を見開いた次の瞬間、彼もまた全身から血を吹き出しながら細切れになった。

　…──そして床へと落ちた時にはもう、セルゲイ・イワノフは存在していない。

　後にはただ──被害者と同じ数だけ斬り刻まれ、血の海に沈んだ肉片だけが残っている。





２






　大きなダメージと疲労を負えば、快復のためには相応の休息が必要になる。

　よって熾し烈れつな死闘後──御み堂どう煉れん也やは普段よりも深い眠りを必要とした。

　そして、

「──────…ん」

　煉也はふっと眼を覚ました。ベッドで微睡まどろんでいる中、意識が睡眠よりも覚醒へと傾いたのは心地の良い感触と重み……そして首をくすぐるような感覚があったからで、

「…………………………あン？」

　保温性の高いシーツのような薄手の布団の中。寝ぼけ眼で見たのは、煉也の腕を枕にしてこちらへ身を寄せるように眠る少女──凜で、

「──────────っ」

　自分が得ていた心地の良い感触や重みが凜のもので、首をくすぐっていたのも彼女の寝息だった事を煉也は理解。とっさに声を上げるのを我慢しながら、

　……ちょっと待て。何だこの状況は……。

　ゼロスを撃退し、神祖へと覚醒しかけた凜に対して吸血を行ない、美み伽かから渡された神ごう抑よくの力を注ぎ込む事で元の状態へと戻した後。

　ゼクスを倒した士狼達が煉也たちのところへ戻ってきて──翠み琴ことも無事だった事を確認できて安心したのか、凜は意識を失うようにして眠りについた。

　…──一時的とはいえ、神祖の力を解放した事でかなり激しく消耗していたのだろう。

　そして──煉也もまた、士狼や美伽からの労いの言葉に何だか気が抜けてしまい、

「…………そこから先の記憶がねえ」

　誰が運んだかは知らないが、煉也達は凜の部屋のベッドにいた。

　壁に掛けられた時計を見れば、時刻は三時を過ぎたところ。カーテンの隙間から陽の光が差し込んできているのを見るに、半日ほど眠っていたという事か。

「…………………………」

　そうして自分達の置かれた状況を理解した煉也は──嘆息を一つして身体の力を抜いた。

　今回の件には必要な後始末があったが、それは士狼や美伽が既に済ませているだろう。

　もし事態がまだ深刻な状況のままだったら、煉也たちが寝ていられる訳がない。

　逆にこうしていられるという事は、今は休んでいても良いという事だろう。

　……まあ。

　今日は金曜日なので、昨日に引き続き学校はサボってしまった事になるが。

「───────────」

　煉也は無言のまま、眠っている凜の頰にそっと触れてみた。すると、

「………………ん」

　凜は少しくすぐったそうに、可愛らしい寝息を漏らす。

　あどけない寝顔──それは因幡凜という少女が今、確かに無事でいることの証明だ。

　…──真祖マクスウェルとの戦いでも、煉也が全く役に立たなかった訳ではない。

　それでも凜に吸血して貰もらい、眷属となる事で命を救われ……そしてマクスウェルとの最後の戦いに加わる事ができたのも、士狼から憤怒の刻印を貰えたからだ。

　あの時の借りを──御堂煉也はまだ返す事ができずにいる。

　それでも今回はゼロスを撃退し、凜の神祖化についても止められている。だとしたら、

「…………少しはマシになれたって事か」

　大切な存在を己の手で助けられた……かつての自分には出来なかった事を成し遂げられた実感を煉也が得ていると、

「────────…」

　凜がそっと瞳を開けた。そうして眼を覚ました凜はこちらを認識し、

「…………煉也……────あ」

　ゆっくりと凜が身を起こすと、薄手の布団が滑るように肩から落ちて──そのまま凜の素肌が完全に露わになった。意識を失った後、そのままここへ運ばれていたのだろう。煉也は上半身が裸の状態で……そして凜は一糸纏まとわぬ姿だった。

「っ────悪い、気が付かなかった」

　焦って凜に背中を向けた煉也は、頰を赤くしながらこの後に起こる事態を予測した。

　…──凜は後ろからこちらの頭を殴り、一体どういう事か説明を求めてくるだろう。

　しかし次の瞬間──煉也が得たのは後頭部への衝撃ではなかった。

　温かくて柔らかな感触が、背中へと押しつけられたのだ。

　そして細い両手がこちらの前へと回されると、そのまま背後から抱き締められる。

「っ…………おいっ？」

　慌てて振り返ろうとした煉也の背中に、コツンと押しつけられた感触はきっと凜の額で、

「……………………ゴメンね」

　消え入りそうな声で呟つぶやきが漏れた。それは、自分が標的となったせいで周囲を巻き込んでしまった凜の感情としては自然なものなのだろう。しかし、

「──────────」

　煉也は無言で背後の凜へと向き直った。すると、こちらの背中に額を預けていた彼女は俯うつむいたままで──だから煉也はそんな凜の鼻を、右手で強めにキュッと摘まんでやった。

「────────っ!?」

　突然の事に驚いて顔を上げた凜の瞳の端には涙が浮かんでいて、

「ったく、なに泣きそうな顔してやがる。一緒に旅団に入った時に言っただろうが。これからは互いに迷惑を掛け合って、それを分かち合って……そうやって一緒にやって行こうぜって。お前が責任を感じるような事は何一つありはしねえよ」

「煉也────…」

「それとも……いっそ馬鹿なこと考えられねえように、血ィ吸って隷属化してやろうか？」

　ニッと笑いながら言ったのは、凜を励ますための少しだけ挑発的な冗談。ところが、

「…………………………」

　凜は頰を赤くしてこちらから視線を外すと、露出していた胸を右腕で隠して……そして左手で躰からだの前に垂れている長い髪をかき上げた。すると凜の左の首筋が露わになり、

「お、おい……何を」

　想定外の反応を見せた凜に、煉也が困惑の声を上げると、

「……煉也にだったら、あたし……隷属化しても良いよ」

　ゾッとするほど艶っぽい声で凜は言った。そしてこちらへ視線を寄越しながら、

「唯ゆいだって士狼のものになったでしょ。だから──あたしも煉也のものにして良いよ」

　そう言った凜の首筋には……神祖の覚醒状態にあった彼女を元に戻すため、吸血を行なった煉也の牙の痕が薄うっすらと残っていて、

「……………………っ」

　凜の細い首筋に牙を突き立て完全に支配する……彼女の身も心も全て自分のものにする。

　その背徳的な誘惑に煉也が固まっていると、凜はゆっくりと俯いて、




「…………ぷっ、ふふっ……」




　そして肩を小刻みに震わせながら漏らしたのはクスクスという忍び笑いで、

「なっ……お前……っ！」

　先にからかった煉也に対し、凜もまたからかい返していた事に気が付き、

「クソっ……」

「本気にしちゃって……煉也のエッチ」

　悪態をつくこちらに、凜は顔を上げると勝ち誇るような笑みを見せた。

　…──それは生意気な表情で、しかし……だからこそ煉也が望んでいたもの。

　よって少し腹は立つが、それでも煉也は構わない。

　これが自分が守りたいと望み、そして凜が取り戻す事のできたいつもの表情なのだから。

「さて……そろそろ起きなくちゃね。あたしのご飯が食べたいって言ってた誰かさんのために、今日は腕によりをかけて作らないといけないから」

「そうかよ。さっさと準備を始めてくれ」

　裸の凜をあまり見ないように、煉也が視線を外しながらやれやれと告げると、

「あ、そうだ煉也」

「あン？　何だよ──…」

　とっさに反応した煉也は──そこで眼を見開いた。

　すぐ眼の前に瞼まぶたを閉じた凜の顔があって……次の瞬間、御堂煉也はキスされていた。

　煉也が思考を停止させていると、程なく凜はこちらから唇を離して、

「覚悟しなさい……油断していたら、あたしが煉也を自分のものにしちゃうんだからね」

　そう言って至近距離で煉也を見詰めてきた凜の瞳は──官能に潤んだものになっていた。

　あり得ないその反応に、二人の間の空気もまたあり得ないものになるのは必然で、

「…………………………」

「…………………………」

　無言のまま見詰め合った煉也と凜が、自然と互いの唇を近付けていった時だった。

「ふっふっふ、どうやら大成功のようですねっ！」

　いつの間にか翠琴が二人の真横に立っていて──携帯のカメラのレンズを向けていた。







　因幡翠琴は、携帯で煉也と凜の二人を動画撮影しながら、

「何だか無性にエッチな気分になったでしょう？　実は二人が眠っている間に私の力をたっぷり送り込んでおいたんです」

　昨夜の戦いで消耗し、深い休息が必要だった煉也と凜。

　そんな二人の護衛を翠琴は士狼から任されていた。

　とはいえ、言われた事をただやるだけなら誰でもできる。よって翠琴は、煉也と凜が眼を覚ました時に互いに素直になれるように密かにある事を行なった。

　士狼の色欲の烙らく印いんを刻まれ、『暴色』としての効果も得ている暴食の大罪異能の力を、眠っていた二人へ密かに注ぎ込んでおいたのだ。

　その結果──凜は自分から煉也へと唇を重ね、さらにお互いに再びキスしようとした。

　…──それは、これまでの二人からは考えられない進歩。

　とはいえ……今の煉也と凜を放っておけば、止まらなくなってしまう可能性がある。

　だから横から割って入ったのだ。良いところで邪魔したとはいえ、気が強いものの奥手な二人の関係は、間違いなく一歩進んだものになった。

　そして──一度強烈にお互いを意識すれば、もう二人の感情が後戻りする事はない。

　…──勿もち論ろん、この後は「いつから見ていた」と煉也と凜にシバかれてしまうだろう。

　だが因幡翠琴は構わない。

　……これも可愛い妹のためです。

　凜の幸せのためならば、自分は喜んでボコられよう。

　覚悟を決めた翠琴は、微笑みながらそっと眼を瞑つむり、

「………………あれ？」

　しかし──いつまで経っても拳骨はおろか、怒声も罵声も飛んで来ない。

　どうした事かと眼を開けると、

「んっ……ちゅ、はぁ……煉也……んぅ、くちゅ……煉也ぁ……はぁ……ん」

「っ…………んっ、はぁ……んむ」

　凜と煉也は、翠琴に気が付く事なく舌を絡め合った濃厚なキスに夢中になっていた。

「あ、あれ……これは一体？」

　見れば二人の眼はすっかり蕩とろけていて、暴色による官能に溺れてしまっている。

　そして、そうこうしている内に、徐々に凜が漏らす吐息に快感の声が混じり始めた。

　いつの間にか煉也の手が凜の胸や尻へ伸びており……まだ未成熟な凜の膨らみを揉みしだいていた。そして煉也は凜を仰向けに押し倒すと、覆い被さるようにして凜の可愛い乳首をいやらしく吸い始め、

「やぁん……はぁ、んぅ……煉也ぁ……ぁあぁん……♥」

　凜は女の快楽に悦びの声を漏らしながら、煉也の身体の下で甘く身を震わせる。

　そんな二人に、

「えっと……もしかして私、やりすぎちゃいました？」

　煉也と凜は同じ大罪異能の使い手だ。普段なら翠琴の力がここまで効く事はない。

　だから、そんな二人にも効果があるようにかなり念入りにやったのだが……神祖に覚醒していた凜は消耗しているし、煉也もゼロスとの戦闘のダメージが残っている身だ。

　よって、

「とんだ計算ミスです……っ。ま、まあでも撮影は続けましょうかね？　これも何かの記念という事で」

　若干狼狽うろたえながら、それでも翠琴が携帯を構えたままでいると、

「ん……煉也ぁ……」

　官能に表情をとろけさせた凜は、とうとう煉也のズボンのベルトへと手を伸ばし始め、

「ひぃぃっ────駄目です凜っ、その先は流石に私も責任取れませんからーっ！」

　翠琴は携帯を放り投げると、淫らに絡み合う凜と煉也の二人を慌てて制止した。





３






　窓から差し込む茜あかね色の夕陽に優しく照らされている空間がある。

　放課後を迎えた聖せい蹊けい学園高等部の二年Ａ組の教室だ。

　午後四時半。クラスメイトたちは全員が帰宅したか部活動へ参加するなどしている中、

「ゴメンね小鳥遊くん……私の我が儘ままに付き合って貰っちゃって」

　自身の席にいる唯から謝られ、机を挟んだ反対側に後ろ向きに座っていた士狼は、

「別に良いよ。こうやって委員長と放課後の教室に二人きりっていうのは悪くないからね」

　そう言って彼女に笑みを返した。

　士狼が唯と教室に残っているのは他でもない──唯と一緒にクラス委員になったのだ。

　始業式の日。担任の阿あ久く津つから、今年も委員長を務めて欲しいと頼まれた唯は、引き受けて良いかを士狼に相談してきた。唯としてはやりたい気持ちがある一方、クラス委員になれば任される仕事の分だけ学校生活に時間を取られてしまう。

　よって、もし《餓狼旅団》の一員として他に優先すべき事があったり、それこそ彼女の全てを預かっている士狼の許可が得られなければ引き受けないとも言っていて……そんな唯に、士狼は当然とばかりに委員長への就任を許した。

《餓狼旅団》は何ものにも縛られず、自由に生きる事を選んだ者達の集まりなのだ。

　……せっかく委員長を、神かぐ羅ら坂ざかの呪縛から解き放ったっていうのに。

　それなのに──士狼や旅団が彼女を縛るような真似をしては何の意味もない。

　…──とはいえ、唯は色欲の刻印の問題を抱えている身である。

　大罪異能に覚醒するまではなるべく一緒にいた方が良いし、人の多い学校ではなおさら離れない方が良い。よって委員長になる唯に付き合う形で、士狼も副委員長になった。

　……何かで色欲が活性化しちゃったところを、他の奴に見せる訳にはいかないしね。

　それこそ大罪因果の時の唯の艶めかしさは尋常ではないのだ。もし目の当たりにしようものなら、男子生徒はもちろん男性教師まで唯を襲ってしまってもおかしくはない。

　…──だが、そんな事は許さない。

　成り行きとはいえ、少なくとも今現在──唯は士狼のものである。

　間違っても他の男に触れさせるような事はさせない。

　唯の全てを独占するし、唯自身もそれを望んでいる。

　しかし、士狼までクラス委員に付き合ってくれるとは思っていなかったのか、

「でも小鳥遊くん……《餓狼旅団》のお仕事は大丈夫なの？」

「心配いらないよ。忙しい時にはそう言うし、場合によっては委員長にも来て貰うから」

　最高幹部筆頭である士狼は旅団のナンバー２だ。そして表向きは美伽が団長を務めているが……実際の意思決定については、士狼がそのほとんどを行なっている。

　…──とはいえそれは、クラス委員の仕事程度で支障が出るような事はない。

　それに、唯がやりたい事をさせてあげたかった。

　初等部に入学して以来、ずっとクラス委員を務めてきたのだ。

　周囲に頼まれていたにせよ、余程やり甲が斐いを感じてなければここまで続く筈がない。

　昨日のように、時にはクラス委員どころか学校自体をサボって貰う事もあるだろうが、

　……きっと委員長は。

　鴻こう崎さき唯という少女は、誰かの役に立つ事が自分の存在意義のように感じているのだろう。

　そんな彼女から、委員長という生き甲斐を奪うような真似はしたくない。

「…………………………」

　組んだ膝の上に肘を置いた右手で頰ほお杖づえをつきながら、士狼は眼の前の唯を眺めた。

　折りたたみ式のノート型タブレットに、専用の電子ペンを滑らせて画面上に一つ一つ美しい文字を紡ぎ出してゆく唯の姿は本当に綺き麗れいで……その姿はまさしく『千年に一人の委員長』と呼ばれるに相応ふさわしいものだった。

　二人きりの教室は静かで、どこか時がゆっくりと流れているようにも感じられる。

　そうして士狼が見詰めていると、

「…………どうかした？」

　ふとこちらの視線に気が付いた唯が、キョトンと無防備な顔で見詰めてきて、

「いや。こうして委員長をしている時の委員長は、やっぱり良いなあって思ってね」

「褒めてくれてるのかな。でも小鳥遊くん、その言い方はちょっと変だよ」

　おかしな日本語になったこちらに、唯はクスクスと笑った。

　そして──程なくして書き終えた日誌の保存を終え、ノートタブレットを閉じると、

「…………あのね小鳥遊くん」

　唯が打ち明けるような口調で言った。

「クラス委員とは別に、もう一つ聞いて欲しいお願いがあるんだけど……良いかな？」

「それは構わないけど。どうしたの？」

　士狼が何事かと問うと、唯は表情を改めたものにした。

　そしてこちらを見据えると、静かに……それでも確かな声音で、

「私にもっと色欲を教えて欲しいの。少しでも早く、大罪異能に目覚められるように」

　どこか思い詰めた表情になりながら言った唯に、

「もっとって言われてもね……委員長はもう、充分すぎるくらい頑張ってると思うけど」

　先日の早朝に浴室で翠琴と三人でした時のように、普段の日常でも淫らなスキンシップを行なう機会は増えている。また柑かん奈なのランジェリーショップを貸し切りにした際のように、大罪因果では色欲を鎮めるのではなく増幅させる方向へシフトして、たっぷりと快楽を極めさせているし──それこそ士狼に対する性奉仕も始めている。

　…──美伽は自ら望んで士狼の性奴隷になった。

　…──翠琴は性的な行為や快楽を愉しんでいる。

　だが、唯は背徳的な色欲が好きな訳ではない。

　大罪級の色欲を宿せる淫らな肢体と、相反するような純粋な精神を併せ持つ。

　それが鴻崎唯という少女なのだ。しかし大罪級の色欲がもたらす快楽は、与え方次第で純真な唯の心を悦楽の虜にし、完全な性奴隷へと堕とせてしまう。

　これ以上は流石に──やりすぎだろう。

「でも……今回の件で、私はほとんど皆の役に立てなかったから」

「そんな事はないよ。言ったでしょ、今回は委員長が鍵だったって」

　そして──状況は士狼の読み通りになった。

　秘密にすると決めていた唯の回復能力を隠れて使用したお陰で、凜はゼロスと戦っていた煉也の下へと駆けつける事ができた。また、眷属化されてしまっていたイワノフの娘やその護衛の女性らを元に戻せたのも、唯の力によるところが大きい。

　それらはいずれも、唯にしか成し得なかった唯だけの功績だ。

　充分な活躍──むしろ誇って良い位である。

　しかし、

「私の回復能力は、今はまだ傷を治す事しかできないの……眷属化されていたソフィアさん達を元に戻せたのは、私の力を利用して魔法を組み上げた美伽さんだよ」

　そして、と唯。

「凜ちゃんの事も……あんなに過去の出来事や、翠琴ちゃんが人質に取られた事で苦しんでいたのに、私は怪我を治して送り出す事しかできなかった。皆が命懸けで戦っていた時に、私だけが安全なところにいたの」

　何故か。

「私がまだ……一人だけ大罪異能に覚醒できていない足あし手で纏まといだから」

　切ない瞳で、自身の不ふ甲が斐いなさを嘆く唯に、

「委員長は、少しずつではあるけど確実に色欲の覚醒に近付いているよ。自分では気が付いていないかもしれないけどね」

　それに、と士狼。

「別に戦うだけが、役に立つって事じゃないよ。それに委員長の戦闘能力が足りていない訳でもない。現にあれだけの数の敵の使役魔獣を、一気に冷却能力で倒せているんだし」

「それは……そうなんだけど」

　そこまでを言うと、唯は押し黙った。そんな彼女を見て、

　……成る程ね。

　士狼は唯が抱いている、もどかしさを理解した。

　…──戦闘への参加や敵を倒す事だけが、仲間の力になる行為ではない。

　その事は唯も解ってはいるのだろう。

　戦いが全てというなら、神羅坂誠せい史じとの戦いでは直接戦闘に参加していなかった士狼以外のメンバーは、全員役立たずだった事になってしまう。では、なぜ唯が自身を役立たずのように思ってしまうかというと、自分だけがまだ大罪異能に覚醒できていないからだ。

　煉也・翠琴・凜・美伽の四人は、士狼と肩を並べて戦えるだけの力を──大罪異能を扱う事ができる。そうした力を持った上で、戦闘に参加する・しないの選択をしているのに対し、まだ色欲の大罪異能に覚醒できていない唯には「参加できない戦闘」がある。

　戦力外──或あるいは唯は、自分をそんな風に思ってしまっているのかもしれない。

　……そんな事はないんだけどね。

　唯の冷却能力はかなりのもので、恐らくゼロスやゼクスを相手にもそれなりに通用しただろう。治療院付近で繰り広げられた煉也とゼロスの戦闘や、翠琴を取り戻しに士狼が美伽と赴いたライブハウスでの戦いの、どちらへ直接参加しても役に立つ事はできた筈だ。

　…──また、今回の敵はアンデッドタイプの真祖だった。

　死をより深めたような存在の彼らに対して唯の回復能力を使用したら、マイナスからゼロへ──即ち、単なる死の状態へと彼らを戻せていた可能性もある。

　……でもね。

　鴻崎唯は誰よりも優しく、真面目で──そして穢けがれていない少女だ。

　争いも荒事も好きではない。よって旅団が関わる案件であっても、無理に唯が戦う必要はないというのが士狼の考えだった。

　それに今回の一件は、凜と翠琴……そして煉也が乗り越えるべき過去と現在、そして未来に纏まつわる戦いだった。唯が父親である誠史と相対し、そして決別した時と同じだ。

　よって囚われていた翠琴を助けるためにゼクスと戦いはしたものの、それで言うなら今回は士狼や美伽もサポート役であり脇役でしかない。

　だからこそ凜と煉也がゼロスに勝てるように、いざという時の保険を二つ用意したのだ。

　一つは、神祖へ覚醒した凜を鎮めるための美伽の封印魔法。

　…──そして、もう一つが、凜を戦闘へ復帰させる唯の回復能力である。

　もし、凜が戦いに参加できないまま煉也とゼロスの戦いに決着が付いていたら──たとえ勝ったとしても、凜は申し訳なさから煉也と距離を取るようになっていたかもしれない。

　眷属化されてしまっていたソフィア達の問題にしても、美伽の魔法は唯の力を借りて増幅したに過ぎない。０から１を生み出したのは──ソフィアらを救ったのは、間違いなく唯なのだ。唯がいてくれたからこそ、これだけの事件を《餓狼旅団》にとって全て丸く収まる形で解決できたのである。

　……本当に、そうなんだけどね。

　自身の評価を低く設定してしまっている今の唯に、自分がどれだけ役に立っているかを理解させるのは難しい。自分だけが他の皆と同じ大罪異能に目覚められていない──その事実が、唯の申し訳なさからくる切ない焦燥感へと繫がってしまっているのだろう。

　……もっと色欲を教えて、か。

　本来なら止めるべき話──だが、小鳥遊士狼は鴻崎唯を自分のものにしている。だとしたら、彼女が抱いている焦燥まで引き受けるのが士狼の役目であり責任なのだろう。

「…………委員長の言うように、覚醒にかかる時間を短縮する事はできなくはないよ。委員長の色欲や背徳感を強める方法は幾らでもあるからね」

　でも、と言うと士狼はそっと右の手を伸ばして唯の頰に触れた。

　そして瞳を見据えて、

「それがどういう事か……本当に解ってる？」

　そう告げると、

「…………あ…………」

　士狼の言葉の意味をしっかりと理解した唯は、ピクンと躰を震わせ頰を赤くした。

　湧き上がった羞恥と躊ちゆう躇ちよに心を揺らしたのか、こちらから視線を少しだけ外す。

　生まれた沈黙が、放課後の教室の空気を変えていった。

　…──唯には、ここで思い止まるという選択肢があった。

　そうなれば、士狼はこれまで通り少しずつ唯を色欲の覚醒へと導いてあげる気でいた。

　だが、

「…………………………うん」

　やがて唯はコクンと頷うなずくと、

「御堂くんの事を想う凜ちゃんの強さ。凜ちゃんを想う御堂くんや翠琴ちゃんの強さ。誰かを容赦なく倒す事も救う事もできるような美伽さんの強さ」

　そして。

「大切なものを守り、私の全てを引き受けてくれた小鳥遊くんの強さ──そんな小鳥遊くん達と胸を張って、一緒にいられるようになりたい……もっと強くなりたいから」

　だから、と唯は言った。こちらと視線を確かに合わせて、

「お願い小鳥遊くん……私にあなたの色欲を教えて」
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　鴻崎唯は、眼の前の士狼の返答を待った。

　こちらが懇願するように口にした淫らな要求に、士狼はしばし沈黙した後、

「…………解ったよ。委員長がそうしたいなら」

　そう静かに言うと、こちらの頰に触れていた手を下へと降ろして──そして顎を軽く持ち上げられた唯は、二人の間にある机の上へと身を乗り出してきた士狼にキスをされた。

「──────────」

　突然の事に驚いた唯は、思わず眼を見開いていた。士狼に色欲を教えて欲しいと頼んだのは唯である。でもまさか、今すぐ教室でされるだなんて思ってもいなかった。

　どうしよう──そう思ったのは、しかし一瞬だけで、

「んっ……ちゅ……はぁ、んむ……ちゅぷ……くちゅ♥」

　唯はすぐに瞳をとろけさせると、士狼の唇と舌を受け入れてキスを淫らなものにした。

　自分は士狼のものだ──そして、こうして欲しいと望んだのも唯自身である。

　士狼がここですると決めたのなら、唯は黙ってそれを受け入れるだけだ。

　だから、

「はぁ……っ、ちゅっ……んぅ……小鳥遊く、はぁ……小鳥遊くん……んふぅ♥」

　唯は士狼と唇を重ね合い、唾液に濡ぬれた粘膜をいやらしく絡め合わせていった。

　身を乗り出して口だけしか触れられないキスなんかでは物足りなくて、唯達はどちらからともなく立ち上がると、唇を重ねたまま互いを隔てている机の横へと回り込み、

「んむ……ちゅ……はぁ、ん……あぁ……んぅ、はぁ……ん……ちゅぷ♥」

　士狼に腕を回されてぐっと腰を抱かれた唯は、自分からも士狼の首の後ろへ両手を回し、大きな胸がいやらしい形に潰れるほど互いの密着を強めながら濃厚なキスに溺れてゆく。

　性的興奮を得れば色欲の刻印が反応するのは必然で──途端に股間の奥に甘い熱の疼うずきを生じさせた唯が、士狼と長いキスをしながら内股をはしたなく擦り合わせていると、

　……あ……。

　いけない──そう思った時にはもう、昂たかぶらせた色欲によって唯のそこから大量の淫蜜が溢あふれていて、自分のショーツが凄い事になってしまっているのを唯は自覚した。

　淫いん靡びな水音が鳴っているのは、舌を絡め合っている上の口だけではない。ショーツのクロッチ横から溢れた淫液は太ふと腿ももまで伝ってきていて、唯が内股を擦り合わせる度に粘着質な音を生じさせていて、

「やぁ……ん、くちゅ……あぁ……小鳥遊くん、私……んむ……ちゅっ♥」

　湧き上がる羞恥で余計に色欲を膨れ上がらせた唯が切ない声を漏らすと、士狼はいったんこちらから唇を離した。そして、机を寄せ合わせると、

「…──おいで、委員長」

　そう言って、唯を教室に作ったベッドへ仰向けに横たわらせた。

「………………ん」

　唯が素直に従うと、士狼は覆い被さるように上に来て……そして士狼の手がこちらの胸元に伸びると、そのままネクタイが解かれる。そして──ゆっくりとセーラー服の前側のファスナーが開かれてゆき、

「………………っと」

　ふと士狼が驚いたように声を上げた。ファスナーが唯の胸に引っ掛かり、それ以上は下がらなかったのだ。

「委員長の胸……やっぱり相当大きくなってるね」

「…………うん。昨日、小鳥遊くんに柑かん奈なさんのお店でいっぱいして貰ったから……多分あれでまた大きくなっちゃったと思う」

　士狼の指摘を、唯は頰を赤らめながら肯定して、

「下着は昨日また新しく買って貰ったから平気なんだけど……制服は以前のままだから」

「そっか……それじゃあ、こっちも新調しないとね。団長みたいに、皆の見ている前で胸がはち切れたりしたら困るし……開けるよ」

「っ……うん……──あぁあんっ♥」

　唯が思わず甘い声を上げたのは、ファスナーを下ろすために胸を押さえ付けられたから。

　そうして最後まで下ろされて前が全開になったこちらを見て、

「────────────」

　士狼が少し驚いたように眼を見開いていた。唯が着けていたブラジャーを見たからだ。

　刺し繡しゆうレースが施されたそのブラジャーは、レース以外の布地部分の方が艶めかしく透けており……唯の乳首が薄っすらと見えてしまっていて、

「…………や……違うの……これは……」

　とっさに唯が羞恥を募らせると、士狼はスカートへと手を伸ばしてきて……簡単にサイドのホックを外された唯は、ファスナーを下ろしながらスカートまで一緒に脱がされる。

　そうして露わになった唯のショーツは、ブラジャーより遥はるかに淫いん猥わいなものだった。

　…──左右対称に編まれたレースは、中央部分にはなかった。

　よって唯の前と後ろ……大事な場所と尻は完全に見えている状態。さらに秘裂から溢れている淫蜜のせいで、ただでさえ透けている布地がほとんど半透明の状態で張り付いてしまっており、唯の媚び肉にくの形を強調するようにはっきりと浮かび上がらせていて、

「…………ぁ……あぁ……」

　そんな淫らな己の姿に、唯が消え入りそうな声を上げると、

「…────昨日、柑奈の店で買った下着だね」

　士狼がそっとこちらの耳元へと囁ささやいてきて、

「っ…………うん……」

　耳まで真っ赤にしながら唯はコクンと頷いた。柑奈の店で士狼に選ばれるままに試していった大量の下着は、洗濯まではしたものの乾かしている最中である。今みたいに色欲を湧き上がらせた唯の愛液で濡らしてしまっていたからだ。そこで、唯は士狼との貸し切りプレイで試着したものとは別に、普通のデザインの下着を購入しておいたのだが、

　……それなのに……。

　あろう事か何者かが、どさくさに紛れてすり替えていて──着けられるのはこれしかなかった。恐らく……否、間違いなくあのロリエロメイドの仕業だろう。

　しかし──たとえサイズが合わなくても前の下着を付けるという選択肢はある。

　だが、唯はそれをしなかった。

　…────鴻崎唯はもう、士狼に対して淫らに性奉仕をする立場だ。

　これまで多くの絶頂を自分に刻んできた士狼を、射精へと導く事ができた瞬間は震えるような昂こう揚よう感かんがあって……士狼を悦ばせたいという想いが溢れて止まらなくなった。

　自分の淫らな姿が、士狼の色欲を刺激して彼を興奮させられる──その背徳の味を知ってしまったのだ。よって、さらなる色欲を士狼に教えて貰うのなら、唯が身に付けるべき下着はもう決まっている──だから今、こんなにもはしたない姿を士狼に晒していて、

「朝からずっとこの下着だったんだね……どんな気持ちだった？」

　ふっと笑った士狼に片手でブラジャーのホックを外された唯は、

「や、ぁ……意地悪だよ、小鳥遊くん……全部見透かした顔で……そんな……っ」
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　恥じらいに上半身をくねらせると、ストラップから肩や腕が自然と抜ける形になり、そうしてブラジャーを剝ぎ取られた唯の乳房が完全に露わになり、

「……ぁ……あぁ、んっ……はぁ……ぁあぁっ♥」

　空気に触れるだけで感じてしまうほど乳首を卑ひ猥わいな形に張り詰めさせた唯は甘く喘あえいだ。

　…────少し前まで、沢山のクラスメイトがいた教室で。

　…────多くの事を学び、友情を育むためのその場所で。

　こんなに乳首をいやらしく立て──ショーツを愛液でグショ濡れにしている。

　その事実に唯は秘裂を艶めかしくヒクつかせると、さらに愛液を溢れさせてしまい、

「凄いね……委員長がこんなにエッチだって知ったら、皆はどう思うかな」

「やっ……ぁあ……駄目ぇ…………♥」

　士狼の言葉にイヤイヤと首を振った唯は、ゾクゾクする程の背徳に身を打ち震わせた。

　もし今、誰か教室に入ってきたら言い訳できない。それどころか、ここまで脱いでしまったら、廊下を歩く足音が聞こえてきた時点でもう間に合わない。普通の女の子として生きる事はおろか……そのフリさえできなくなり、完全に生き方を絞られる。

　そうしたら唯だけでなく、士狼にも迷惑を掛けてしまう。

　…────学校生活は、士狼にとって大切な安らげる日常だ。

　それなのに自分は色欲を教えて欲しいと士狼に願い、彼はこちらへ応えてくれている。

　……そうだ……小鳥遊くんは、私のために……

　士狼は唯と一緒に、淫らな誤ちを犯してくれているのだ。

　ここまで来てしまったら、唯が士狼のためにできる事は一つだけ──大罪級の色欲をきちんと自分のものにして、官能の奈落へと堕ちてゆく事しかなくて、

「それじゃあ……始めるよ」

　士狼はそう言うなり、こちらのショーツの中へ手を入れると、唯の乳首を口に含んでいやらしく吸い上げた。いつ誰が来るかも解らない放課後の教室で、それをされた背徳感はおかしくなりそうな程の官能に溢れていて……やがて教室でする事の抵抗感が薄れると、代わりに士狼のくれる快楽だけが全てになり、

「ぁ……あぁっ、ぁああぁあああぁぁあぁぁ～～～～♥」

　色欲を昂ぶらせた唯は、完全な催淫状態へと陥りながら激しく快楽を極まらせる。

　だから、もう止まる事はできない。

　後は士狼に滅茶苦茶に絶頂を刻まれ──同じ数だけ彼に性奉仕をする。

　それこそが鴻崎唯の色欲が向かうべき境地なのだから。

　…──だが、唯が士狼に望んだのはさらなる色欲だった。

　そして士狼は──唯が望んだ願いを絶対に叶かなえてくれる。だから、

「…────委員長」

　そう言って、こちらへ覆い被さっていた士狼に至近距離で見詰められた瞬間──唯の鼓動がドクンとさらに高鳴って、

　……え……？

　一瞬、催淫状態である事を忘れる。それ程までに、かつてない躰の奥の震えを感じた後、

「……………ぁあ……やっ、はぁ……ぁあぁあっ、ぁあぁああああぁあああぁあぁああぁぁあぁあぁぁぁああぁああぁぁあぁぁぁあぁあぁぁぁ～～～～～～～～～♥っ」

　まるで大罪因果の時のように、押し寄せる官能の洪水に鴻崎唯は盛大に絶頂した。

　その秘所からは──大量の女のシャワーが迸ほとばしるように溢れ出ている。
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　…──士狼が唯に行なったのは、初めての試みだった。

　翠琴やレムのような、能力の暴走や衝動のリスクを抱える娘たちに使っている『色欲の烙印』──それを唯に対して使用したのだ。

　これは士狼自身の色欲を使用しているため、唯のものとは重複しない。

　そのため色欲の刻印を持っている唯に使用したところ、その効果は絶大だった。

　…──唯の反応から察するに、恐らく大罪因果と同レベルの催淫状態になっている。

　つまり……本来はコントロール不可能なランダム性のある時間設定が存在する大罪因果と同等の色欲を、唯に対しては意図的にもたらす事に成功したという訳だ。

　そこに教室で淫らな行為をするという禁断のシチュエーションがプラスされた。

『千年に一人の委員長』と呼ばれる唯にとって、それは最大級の背徳。だから──その後はもう、唯は刻印と烙印が織りなす禁忌の色欲に為す術なく溺れていった。

　乳房を滅茶苦茶にしゃぶり、尻を形が変わるほど揉みしだき、秘裂をいやらしい水音が生まれるほど擦り上げてやると、唯は驚くほど簡単に背徳の絶頂を連ならせていって、

「あぁっ、はあぁ……やあぁっ、はぁあんっ♥　はぁっ、小鳥遊く、ああぁんっ、ふぁあぁんっ、小鳥遊くぅん……♥　ぁはぁっ、ふぁっ、ぁあぁぁあぁああぁぁぁ────…♥」

　そんな士狼の与える快楽を──唯は恍こう惚こつの表情で全て受け入れていた。

　だから士狼は唯を徹底的に躾しつけて、そして性調教した。

　今この瞬間──鴻崎唯という少女は一体どういう存在なのか。

　士狼にとって唯はどういう存在かを、数え切れない程の絶頂を刻んで教え込み。

　唯にとって士狼はどういう存在かを、淫らな性奉仕をさせ続けて思い知らせた。

　いつしか士狼は唯の全てを脱がし、自らもまた服を脱いで裸になっていて。

　…──そうして一時間以上が経過し、二年Ａ組が世界で最も淫らな教室になった頃。

　士狼と唯の間に新たな関係が生まれた。これまでのクラスメイトや友人、同じ《餓狼旅団》の仲間や同居人の他に加わったもの──それは所有者と所有物の関係の進化形。

　絶対なる征服者と、完全なる性隷属者の支配関係だ。

　普段はこれまでと変わらない。性的興奮で唯が色欲を湧き上がらせた時もそう。

　だが今後、唯が色欲の覚醒のための行為を士狼に望んだ時──二人の関係はそれになる。

　唯が願い、士狼が覚悟を問うてもなお求めたのは色欲で結ばれた背徳の絆きずな。

　それは盟約のように互いの魂を見えない鎖で結んでいた。

　そして──夕暮れが黄たそ昏がれへとその色を変える中、

「ん……ちゅ……あぁ、んむ……はぁ……んっ、れろぉ……ちゅぷ♥」

　唯は士狼の腰の後ろに両手を回し、士狼のモノを愛おしげに舐なめしゃぶる淫らなフェラチオに夢中になっていた。教室の壁に背を凭もたれさせ、脚を軽く広げて床に座っている士狼に対し、躰を横向きにしながらこちらの股間へ顔を埋めている唯は、もうかれこれ三十分近くも咥くわえ続けている。唯が躰を横にしているのは、士狼が胸を揉みやすいからで、

「もうそろそろ出すよ……そのまま続けて」

　士狼は左手で唯の頭を撫なでながら、右手でこちらの太腿へと押しつけられている唯の乳房を揉んでやっていた。士狼の手によって大きな胸がいやらしく形を変える度に、唯は尻から腰にかけてをピクンピクンと甘く震わせながら、

「はぁむ……ちゅぷ……ぁあっ、んぅっ……くちゅ、れちゅっ……んふぅ、ちゅぅうっ♥」

　口遣いと舌遣いを淫らなものにして、士狼に精の放出を促してくる。

　もう既に四度目だ。だから士狼は一切我慢せずに唯の口へと白濁液を放つと、

「んっ、んんぅ～～～～っ、んぅ……ぁ、はぁ……んむ、こくん……っ、ん……ぅ♥」

　昨日初めてフェラチオを覚えたばかりなのに──唯はもう完全に口内射精からの精飲を行なえるようになっていて、

「ん……ちゅ……あぁ、んむ……はぁ、小鳥遊く……んっ、れろぉ……ちゅぷ♥」

　尻肉がいやらしい動きで震えているのは、士狼の射精を口に受けた拍子に軽く達していたのだろう。うっとりと陶酔した唯の表情は、淫らな夢心地に浸りきっている。

　そして舌と口とで綺麗にしてくれた後も、士狼のモノを咥えたままの唯に、

「…………委員長、そろそろ」

　士狼がそう呼び掛けた時だった──教室の扉がガラッと開け放たれたのは。

　突然訪れた状況に、色欲に溺れていた唯の意識が一気に理性を取り戻し、

「やっ、駄目っ──…！」

　唯はビクンと躰を硬直させてフェラチオを止めると──とっさにある行動を取った。

　…──士狼へと覆い被さるように抱き付いてきたのだ。

　士狼が見つからないように──そして士狼へと縋るように、反射的に出たその動きは唯の本心に他ならない。こんな時まで唯は、士狼をどこまでも想ってくれていて、

「大丈夫だよ、委員長──…」

　そんな可愛い唯を優しく抱き締めてやる事で、士狼は彼女の乳房や互いの股間が見えないようにすると、現れた人物へと顔を向ける。

「………………やあ、レム」

　人形のような可愛らしさと透き通る美しさを持った運び屋の少女に挨拶した。すると、

「…………れ、レムさん……？　あ、あの……これは……っ」

　現れたのが自分たちの秘密を知っている存在である事の安あん堵どと、知り合いだからこそ湧き上がってしまう羞恥に、思考を乱した唯は言葉を見付けられずいた。だから、

「…────ほら、落ち着いて委員長」

　士狼がそう言って──唯の胸をぐっと鷲わし摑づかみにすると、

「ぁっ────ふぁああぁぁんっ♥」

　まだ色欲の残ざん滓しに官能を燻くすぶらせていた唯は、不意打ちで与えられた快楽にビクンと躰を震わせて──直後、士狼の腕の中で脱力したように熱を帯びた躰を柔らかくすると、こちらに体重を預けてきた。

「………………………………」

　教室の入り口のところに立っているレムは、そんなこちらをいつもの感情の見えにくい表情で見詰めていた。散乱した服と下着、裸で絡み合っていた士狼と唯、そして二人の快楽と絶頂が混ざり合った匂い……こちらが何をしていたのかはバレているだろう。

　…──とはいえ、士狼とレムもこれに近い事はしている。

　これくらいの事で軽蔑されたり、仲が壊れてしまうような関係ではない。しかし、

　……どうしたんだろう？

　代わりに湧き上がるのは素直な疑問。

　…──レムは、必要以上に士狼たちへ関わってくる事はしない。

　以前──ＫＳＳに追われていた唯を先にアジトへ送って貰った時、旅団の問題だからとレムは後から戻った士狼たちを待たずに立ち去っているのが良い例だ。

　そんなレムが、士狼たちの日常である学校へ足を踏み入れるような真似は、本来ならば絶対にしない。教室で唯に色欲を教えるに当たって、士狼は去年まで注目されないために周囲の注意や意識を逸らしていた『対断』の能力を使用していた。だから、生徒も教職員もこの教室へは近付いてこなかったのである。

　しかし、いざという時のために近しい存在については対象から除外していて……その結果、レムの気配が近付いてきたため何か緊急性のある事態が生じたのではと思ったのだが、

　……そういう感じじゃなさそうだよね。

　もし急を要する事態なら、レムはすぐにでも用件を言うだろう。というより──そもそも、普段はこちらから連絡する事はあっても、レムから連絡がくる事はほとんどないのだ。

　……例外は。

　レムの眼の暴走を、士狼の色欲で鎮めてあげる時くらいだ。

　…──しかし、それはまだ少し先の筈。

　よって──レムの方からわざわざここへ来た事自体がレアケースで、

「そっちから訪ねてくれるなんて珍しいね……どうかしたのレム？」

　小鳥遊士狼は、来訪の意図を問い掛けた。

　すると、

「士狼……お願いがある。私からの正式な《餓狼旅団》に対する依頼として」

　僅かに感情を溢れさせ、どこか縋るような瞳で裏吉祥寺屈指の運び屋の少女は言った。

　それは新たな事件の訪れをもたらすもの。

　告げる。




「どうか──私と、私の姪めいを助けて欲しい」





あとがき




　既に本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書をお買い上げいだきましてありがとうございます。上栖綴人です。

　という事で『やりすぎ』二巻です。一巻でもまあ大概なくらい士狼は好き放題やっていたのですが、今回はそれ以上な感じになっております。エロにバトルに交渉にと、八面六臂の活躍ぶりで、爽快感もかなり高いかと。

　一方で、今回の敵は一巻よりもかなり強敵にしています。超絶最強主人公の場合は、敵を強く描くのが難しかったりもするのですが、今回は激突する相手やタイミングを工夫して盛り上がりを作ってみました。『ザ・ファブル』や『ワンパンマン』は偉大ですよね。

　そして今回の敵は双子の真祖のヴァンパイアだったのですが、当初の名前は別のものでした。まあ、よくモチーフにされるものから取ったので、被りが出るのは良いだろうと思ってそのまま途中まで書いていたのですが……ふと思い立ってネットで検索したところ、超有名なヴァンパイアがテーマの作品で、思いきり双子のヴァンパイアとして出てきてまして。それどころか片方は主人公という……己の不勉強をひたすら恥じました。

　さて、ちょっと早いですが本作の関係者の皆様に謝辞を。まずはイラスト担当のGoHands様。一巻に引き続き、本当に素敵なイラストの数々をありがとうございます！　細かい部分まで本当にこだわって描いて下さっていて最高です。読者の皆さんも、イラストをよく見ると色々と発見があるかもしれませんよ？

　そして『アキバＢｌｏｇ』さんと『かーずＳＰ』さんには、前回から引き続いてインタビュー記事等でご協力いただきました。ありがとうございました！

　さらに草野剛デザイン事務所さん、校閲さん、営業さん、書店さんや専門店さん、そして担当さんや、講談社ラノベ文庫編集部・少年シリウス編集部の皆さんも、ご協力をありがとうございました。そして、何と言ってもカメノ先生！　いつも最高のコミック版を描いていただいてありがとうございます。コミック版の一巻も同じくらいの発売ですね。おめでとうございます！　初連載に初単行本と、どれも本当にめでたい記念がこんなにエッチな作品で恐縮です。この二巻を読んで、エロすぎて途方に暮れてしまわない事を祈っています。さらに本作には、多くの作家仲間や業界の知人友人、さらに名前は出せないような方々にも、本当に沢山のご協力とご尽力をいただいています。引き続き、ぜひ私共々この『やりすぎ』を応援していただければと。そして読者の皆さん、これからも皆さんの応援が増えてゆけば、もしかしたら奇跡が起きて何か動くんじゃないのかなー……こんなにエロいのに。なので、ぜひぜひ今後とも『やりすぎ』をよろしくお願い致します！


上栖綴人　
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本作品は、二〇一九年四月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







やりすぎた魔ま神じん殲せん滅めつ者しやの七大罪遊戯ニユーゲーム２

最強究極オメガの七しち大たい罪ざい使つかいは不ふ死しなる吸きゆう血けつ鬼きを殺ころし滅ほろぼす




二〇一九年六月一日発行

上うえ栖す綴てつ人と

©Tetsuto Uesu・GoHands 2019


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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